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プロローグ


私の前世、薄すぎ……？


イケメンは作れる


騎士、いいのでは？　モテるのでは？


悪い子は、お尻ぺんぺんだ


アメリカンな吹き替え風味を添えて


ワンフォアオール、オールフォアワン！


モテている。非常に順調にモテている。


殿下の命とあらば忘れます。忘れました。


どこの騎士も壁くらい登れますよ


人間の腕は二本しかないんだぞ？


王立第一学園、入学！


Ｗｉｎ‐Ｗｉｎどころか、一人勝ち


顔の良い男たちの距離が近いと〝沸く〟


こう見えてロマンチストですので


コーナーで差をつけるな


ドレスとリボンが似合う男の子だよ


全国の王太子の皆さん


念願の婚約破棄


エピローグ






番外編　エリザベス・バートン被害者の会


絶対に、落としてみせる　─エドワード─


そしてその恋は、今も　─アイザック─


特別書き下ろし　王立第一学園ミスターコンテスト


あとがき


巻末おまけ　キャラクタープロフィール紹介


巻末おまけ　コミカライズ第一話試し読み






電子版特典SS　遠征訓練　～隊長の手料理を添えて～


電子特典イラスト







イラスト　早瀬ジュン


デザイン　モンマ蚕（ムシカゴグラフィクス）







プロローグ


私──エリザベス・バートンが前世らしき記憶を思い出したのは、七歳のとある春の日、朝食のオムレツを口に入れた瞬間だった。


なんと刻んだピーマンが入っていたのである。


私はピーマンが大の苦手であった。


ピーマンが得意な人、または何とも思っていない人には分からないだろうが、苦手な側からしてみればこれはもはやテロである。口の中に広がった苦味に寒気が走り、私は椅子ごと後ろにぶっ倒れた。


料理長は「え～！　ピーマンが入っているなんて分からなかった～！」というリアクションを期待したのかもしれないが、はっきり言う。それはフィクションの世界にしかありえない。


どんなに小さく刻もうが、何かに混ぜようが、味付けを工夫しようが分かってしまうのだ。何故なら苦手なので。


倒れるさなかで、脳裏に浮かんだのだ。自分と同じ名前の少女が登場する「乙女ゲーム」のことが。


私が七年間生きてきたこの世界には、「乙女ゲーム」などというものは存在しない。


電気もないし、ガスもない。服は動きにくいドレスだし、主な移動手段は馬車だ。テレビもゲームももちろんない。


にもかかわらず、その「乙女ゲーム」のことと、電気やガスといったこの世界にないはずのものが存在する世界のことは、驚くほどすとんと私の頭の中で受け入れられた。


私は前世でプレイしたことのある「乙女ゲーム」のキャラクターとして転生したのだと、不思議なことにたいした驚きも衝撃もないままに、受け止めた。


何故かは分からないが、「ありがちな展開だな」と思った。


ここは乙女ゲーム「Royal LOVERS」の世界。ちなみにジャンルは「ノーブルでファビュラスな愛を囁きあう恋愛ＳＬＧシミュレーション」。


頭の中でＯＰムービーが流れ始めたところで、私の乗った椅子が地面に到達し、背中を強したたかに打ちつけた。






私の前世、薄すぎ……？


整理しよう。


ぶっ倒れてベッドに担ぎ込まれ、お父様が呼んだ医師の診察を受けた私は、天井を眺めながら考えを巡らせる。


ちなみに診断は貧血か寝不足だそうだ。私はピーマンのせいだと主張したが、お父様からは夜更かしと好き嫌いはいけないとのコメントをいただいただけだった。


実際夜更かしなどしておらず、ピーマンショック（妙に語感が良い）で前世の記憶が戻ったことが原因なのだが……前世のことを話す気にはならなかった。


生まれて七年だが、この世界には「前世」とか「生まれ変わり」とか、そういった価値観が存在しないことを、私は理解していたからだ。


こうして自分が前世の記憶を思い出し……前世がどうとか転生がどうとかいう概念を当たり前のように知っていた記憶を思い出したからこそ、それを信じる人もいると理解ができるし、自分もそれを体験している可能性に考えが及ぶ。


しかしこの世界では死んだ者は土に還り、その思いは光となって星になる、という死生観が主流だ。宗教観と言ってもいいかもしれない。


前世で話したところでも信じてもらえなかっただろうに、この世界で、魂が転生が、前世の記憶が、と言いたければ、まずその概念と価値観の説明からしなくてはならない。


この世界の住民からしてみればおとぎ話ですら聞いたことがないような概念なのに、だ。


しかも一生懸命説明したところでそれに見合った効果が得られるかと言えば、あまりに効率が悪い。


そして私の持つ前世の記憶は、ひどく曖昧あいまいで断片的だった。たとえばこうして前世の死生観についてなんとなく思い起こすことは出来るが、それを理論立てて説明できるかというと自信がない。


電気やゲームもそうで、それが存在している世界の暮らしはどんなものだったかは話せると思うが、じゃあそれはどんな仕組みなのかと聞かれたら、さっぱり分からない。


いろいろなものの奔流の最中のような世界にいたはずなのだが、誰かに説明できるほどはっきりと、具体的な物事について思い出せないのだ。


そして、前世の自分についてもそれは同じだった。


女だったと思う。電気やゲームのある環境で育っていた。特に飢えることはなかったが、今世ほど裕福ではなかった気がする。


ただ、その人生がどんなものだったのか、いくつで死んだのか。名前はなんだったか。そういったことは全く思い出せなかったのだ。


私が今いるこの世界とよく似た乙女ゲームのことは、はっきりと憶えている。何だったら他の乙女ゲームのことも覚えている。


一番好きだったのは「忍ブレド、恋モヨウ」という和風忍者モノの乙女ゲーで、そのキャラクターの名前やストーリーは、細部にわたって思い出せた。服部半蔵と霧隠才蔵の最終決戦スチルなど、私に画力さえあれば再現可能なほどまざまざと思い出せる。


ちなみに前世でも今世でも、画力はない。


他は……子どもの頃、組体操の十人タワーの天辺から落ちて頭を三針縫ったことと、大学の追い出しコンパで急性アルコール中毒で運ばれたことくらいしか、はっきり思い出せることがなかった。


その他は、何となくぼんやりとしていて、日々をぼちぼち過ごしていたんだろうなぁくらいのことしか分からない。


そこまで整理して、気づいた。


……あれ？　私の前世、薄すぎ……？


普通──何をもって普通なのかは分からないが──七歳児の脳味噌に前世の記憶が流れ込んだら、パンクするんじゃないだろうか。


人ひとりの一生分の記憶だ。許容量を超えて、パニックになったりするんじゃないだろうか。


しかし今の私はひどく冷静で落ち着いていて、正常だ。


前世のことをすっかり受け入れてもなお、明日の晩ご飯のことを考える余裕すらあった。


特に病気や事故で若くして死んだという記憶もなければ、はたまた天寿を全うして孫ひ孫玄孫やしゃごに見送られて大往生したという記憶もない。誰かを恨む気持ちも、世を儚む気持ちもない。憎かったものといえばせいぜい所得税と住民税ぐらいだ。


ともすれば公爵令嬢としての七年の方が濃く感じてしまうくらい、密度が薄いのである。


普通の人生をカツ丼だとするならば、私の前世は重湯である。いや重湯とか今世では食べたことないのだが。


果たしてそんな人間がいるものだろうか。七歳児に厚みで負けるような一生を送った人間など、いるものだろうか。仮に、もし、万が一いたとしたら──それはなんとも、悲しいことではないか。


そう考えていると、だんだんと背筋がそら寒くなってきた。


やめよう。


きっとまだ思い出したばかりだから、記憶が歯抜けになっているのだ。


そもそも前世の記憶なんてものがイレギュラーなのだから、曖昧だったり十分に思い出せなかったりするのが普通なのかもしれない。


そうだ。私が思い出したのはほんの断片に過ぎないのだ。だから重湯程度の濃度なのだ。そうに違いない。


私はそう結論づけ、前世の自分について考えることをやめにした。


私にとって大切なのは、可哀想だったかもしれない前世の自分より、今まさに生きていて可哀想な目に遭うかもしれない今世の自分のことだった。


過去の自分のことをぐるぐる考えて、憐れんでいる余裕はない。何故なら我が身が可愛いので。






私が転生したのは、乙女ゲーム「Royal LOVERS」の、悪役令嬢……というのもおこがましい、ほぼモブ同然のキャラクターだった。


攻略対象の一人と婚約しているいわばお邪魔キャラで、主人公ヒロインに意地悪をしたり、攻略対象にちょっかいをかけたりと、実質主人公と攻略対象の恋が燃え上がるお手伝いをするような役割だ。


最後には主人公に意地悪をしたり攻略対象にしつこく付きまとったことを理由に、学園のダンスパーティーのエスコートを公衆の面前で断られ、赤っ恥をかく。


その後は特に描かれていないが、メインストーリーはどれも主人公と攻略対象の結婚式かそれを匂わせる描写で終わるので、主人公が私の婚約者ルートに進んだ場合、婚約は破談になるのだろう。


そうなれば公爵家の恥さらしとして後ろ指をさされることは必至で、その後はまともな家に嫁げないかもしれない。行かず後家としてお兄様の継いだ家で一生を終えるかもしれない。


現代日本ならいざ知らず、貴族のご令嬢は十代のうちに嫁に行くのが当たり前の世界観で、貴族のほぼトップに座す公爵家のご令嬢がそれではあまりに肩身が狭い。


主人公が他のルートに進んでくれれば良いのだが……あいにく私の婚約者はとにかくチョロいことで有名だった。パッケージでも目立つところに描かれたメインの攻略キャラだけあって、意識しなくてもぐんぐん好感度が上がるのだ。


付いたあだ名が「チョロベルト」。


ルート分岐前の「星の観測会イベント」でそのとき一番好感度が高いキャラが分かるのだが、他のキャラ攻略中にもかかわらず出現し「お前じゃねぇよ！」とゲーム機を放り投げたことが何度もある。


主人公が普通にストーリーを進めていけば、まず間違いなく我が婚約者殿のルートに入るだろう。


現時点の私はといえば、特段婚約者殿に思い入れはない。


ゲームの中でも、モブ悪役令嬢ことエリザベス・バートンは彼本人が好きだからというより、庶民の娘に婚約者を奪われることや、公爵令嬢の自分を蔑ないがしろにする婚約者の言動に腹を立てて邪魔立てしているという印象だった。


前世の記憶が甦ったとはいえ、七年間公爵令嬢として育てられた私にもプライドはある。ポッと出の庶民の娘にちょっと優しくされたくらいでコロリと落ちて、婚約者を捨ててしまうようなチョロい男はこちらから願い下げだ。


仮に結婚したとして、そういう男は飽きてきた頃に同じことを繰り返す。絶対にだ。そんな男と結婚しても、私に幸せはやってこないだろう。


今すぐに婚約を破棄できればよいのだが、そうもいかない理由がある。


私の婚約者は、誰あろうこの国の第二王子、なのだ。


いくら国内随一の貴族といえど、王族との婚約を「娘が嫌がっているので」と拒否できるはずがない。あちら様とて、有力貴族である我が家とのパイプは是非とも欲しいだろう。


そうでなくとも、先日私が七歳になったときに結んだばかりの婚約である。世間体も考えれば、たいした理由もなく破棄は出来ない。


かといってそのまま十七歳を迎えれば、こちらが「難アリ」のレッテルを貼られた上での婚約破棄。行かず後家まっしぐらである。頭を抱えるばかりだ。


そもそも、攻略対象の男性陣だって最初のうちは庶民の主人公に冷たく接していたはずだ。


好感度が上がってルートに入れば甘い言動も増えるが、シナリオの山あり谷あり部分で主人公を突き放したり、ひどい扱いをする場面だってある。プレイ時には主人公ちゃんに対して「そんな男やめとけ！」と思ったことも一度や二度ではない。


チョイ役のライバルキャラである私なんかよりよっぽど断罪されるべきだと思うのだが、イケメン攻略対象という免罪符ですべてが許されている。どれだけひどいことをしても、彼らは主人公とハッピーエンドを迎えることが出来るのだ。理不尽がすぎる。


いざ自分が不利益をこうむる側になると、この乙女ゲームという世界のあり方と、明らかに優遇される攻略対象たちに腹が立ってきた。


私だって見目は良い方だし、家柄だってトップクラスだ。性別が違うだけでこうも扱いが違うなんて不公平である。私とだってノーブルでファビュラスな恋愛は出来るはず。


そこではたと気が付いた。


そうだ。


私も攻略対象になればよいのだ。


主人公に攻略されたキャラは大抵幸せになると相場が決まっている。Royal LOVERSはハッピーエンドばかりの「やさしい世界」なので、そこは安心だ。


見目は良い方だし、身分も高い。何より私にはゲームの知識がある。他の攻略キャラのイベントを先回りして潰すことも、横取りしてしまうことも出来るだろう。


要は発想の転換だ。


他人を変えることは出来ないが、自分を変えることは出来る。前世でなんかいい感じの人が言っていたいい感じの言葉だ。


我が婚約者殿が主人公に惚れるのを阻止するのではない。主人公を私に惚れさせて、ロベルトルートに進ませなければよいのである。そうすれば、ロベルトがいくらチョロかろうが問題ない。


そして主人公が私のルートに進むことで、私のハッピーエンドは確約される。


どうやって公爵家の名に傷をつけないように、かつ王家を怒らせないように婚約破棄をすればよいのか。その難題に私が立ち向かう必要が無くなるのだ。


何故なら、私に惚れた主人公が、愛のパワー的なものでハッピーエンドに導いてくれるはずなので。


私はぎゅっと拳を握り締める。


主人公と出会うのは、彼女が聖女の力に目覚めて学園に転入してくる十七歳の春。それまでに、ロベルトはじめ他の攻略対象たちに引けを取らない、ノーブルでファビュラスなイケメン（女）に成長しておく必要がある。やらなければならないことは山積みだ。


ベッドから立ち上がり、文机から鋏を取り出す。景気づけだ。一思いに行ってしまえ。


腰のあたりまであった髪をひとまとめに掴むと、適当なところでばっさり切り落とした。見事なざんぎり頭だが、後できちんと美容師に整えてもらえばよいだろう。


こうでもしないと、遠慮して切ってもらえない可能性がある。文明開化の音がするくらいでちょうどよい。


空中に舞った金髪の欠片が、窓から入り込む日の光に透け、キラキラと煌めいている。


よく磨かれた窓ガラスに映る、自分の表情に目が行った。


非常に好戦的なその笑顔は、とても七歳児のものには見えない。決意を新たに、小さく呟く。


「首を洗って待っていろ、イケメンども」






    
  
  








それからの私の行動は素早かった。


お兄様が稽古をつけてもらっているところに押しかけて剣の練習に参加し、料理長に言って食事をカルシウムとタンパク質たっぷりの内容に変更させ、書庫に大量の女性向け恋愛小説を導入して読み漁った。


乙女ゲームの攻略対象たるもの、まずは強くなくてはいけない。それには剣術を学ぶのが手っ取り早い。強くなるには身体作りも重要だ。


そして攻略対象たるもの、高身長でなくてはならない。食事はそのどちらにも重要なファクターだ。


あとは、知識が必要だった。女の子がどういったことでドキドキして、ときめくのか。ゲームの記憶はあるが、プレイヤーの分身であった主人公の好みは分からない。


この世界ではどのような男性がモテるのか。女の子はどんな男性に憧れるのか。それを調査するために、恋愛小説はうってつけの教材だった。


服も男物を仕立てさせて身に着けた。何事もまずは形から、だ。


最初はお兄様のものを拝借しようとしたのだが、お兄様は少々ぽっちゃり、もとい魅惑のもちぷにょマシュマロボディのため、サイズが合わなかったのである。


男物を身につけて、自分の姿を鏡で見る。


うん、悪くない。


顔は塩顔でややイケメンよりの、フツメン。だが薄い分には足せばよい。


まだこの世界の化粧についての知識はないが、お母様やそのご友人を見るにつけ、そこそこ化粧の文化は発展しているらしい。メイクさえ出来るようになれば、あとは雰囲気でいくらでも誤魔化ごまかせる。


攻略対象にロン毛が多かったので、差別化のためにばっさり髪を切った。どのくらいばっさりかというと、ツーブロックのサイドを刈り上げる際にバリカンを使うくらいに。ちなみに親は泣いた。


子どものすることだと笑っていた両親も、このあたりで私が本気であることに気づいたようだ。


ところで私の生家であるバートン公爵家は、他の貴族たちから「人望の公爵」と呼ばれている。


高位の貴族だけあって莫大な財産とそこそこの政治的手腕、肥沃な領地とそれを経営する能力も有しているが、我が家の長に引き継がれる最たるものは「人望」である。


もともと、建国当初の王弟が継承権争いを防ぐために自ら臣下に降ったのが我が家の興りで、その王弟はそれはそれは人望に厚い人物であったそうだ。その血筋であるからか、バートン家の家長は多少の差はあれ、常に人望というものに恵まれている。いや、逆を言えば、人望のある者しかこの家を継ぐことが出来ないのかもしれないが。


心根の正しきものはバートン公爵家の友となり、心根の悪しきものも不思議と友となる。バートン家に仇あだなす者があれば、善悪問わず全貴族が敵に回る、とかなんとか。人がよいから騙されていそうなものなのだが、小物はその逸話だけで寄り付かず、離れていくらしい。


まぁ、眉唾ものの話である。私自身、話半分程度で信じていなかった。


しかし私は、その「人望」なるものの存在を身をもって理解することになる。






ある日、父が剣の稽古中に現れ、私の奇行──にしか見えないであろう行為──に苦言を呈した。


その話し方に、私はまず感心した。父は私を一方的に叱り付けるでもなく、正しい行いをするよう押し付けるでもなく、ただ私の行いが招くであろうデメリットについて優しく諭した。


婚約中の第二王子に迷惑がかかること。あらぬ噂を立てられて、私自身が傷つくかもしれないこと。それが私の、もしかすると家の将来にまで影響を及ぼすかもしれないこと。


そして、私がなぜそのような行動をしたのか理由を尋ねたのだ。


私は得心した。これが「人望の公爵」たる所以かと。


家長の意思が絶対であるこの世界で、娘など政略の道具として扱われることも珍しくないこの貴族社会で、突然男装を始めた娘に理性的な対応が出来る父親がどれだけいるだろうか？


ここで私が父を納得させられるような理由を持っていたら、私が出世した暁には何だか良い感じの逸話になったかもしれないのだが、困ったことに私にはそれがなかった。


「十年後に主人公を攻略するためです」とかいうとんちんかんな説明をするわけにもいかない。この世界では、まだ主人公は聖女の力に目覚めてすらいないのだ。


「そうするべきだと思ったからです。私には、必要なことなのです」


私がそう言うと、父は困ったように眉を下げた。仕方ない。出来るだけ嘘のないような言葉を選んだつもりだが、これではただの我儘と変わらないだろう。


「お父様」


私の横にお兄様が歩み出た。お兄様の後ろでは、剣の指南役が所在なさげにおろおろしている。


透き通るような金髪に、空のような澄んだ碧眼。どちらもお父様と瓜二つだ。人望とこの色が、バートン公爵家の当主たる証らしい。私の髪と瞳も似た色だが、お兄様と比べるとくすんでいる。


もっとも、お兄様の白くてもちもちの大福みたいなお顔は、お父様とは似ていないが。


「僕からもお願いします。リジーの好きにさせてあげてください」


お兄様が、私の隣で頭を下げた。


その姿に私は目を見開く。


お兄様は、たしかに優しい。私のことをとても大切に思って、愛情を注いでくれている。エリザベス・バートンとしての七年間の記憶が、それを証明している。


それでも、いくら私がかわいくても、今ここで頭を下げる必要などないのだ。


お父様と一緒に私のことを窘めるのが普通で、もしくは黙って見ているのが普通で。


それなのに隣で頭を下げる兄の姿に、私は衝撃を受けた。


何故だろう。自分でもうまく説明がつかないが、どうしようもなく胸を打たれる。


そして理解した。


これが、「人望」というやつの正体だ。


「リジーはとても頑張っています。剣の稽古では僕よりも真剣ですし、礼儀作法やダンスの練習も欠かしていません。たくさん本を読んで、勉強しています」


ああ、きっとこういうことなのだ。


私はお兄様がこう言ってくれることがとても嬉しくて。


お兄様が私の味方でいてくれることが嬉しくて。


きっとこんなふうに、誰かの欲しい言葉を、欲しいときにくれる人なのだ。


誰かを助けるための行動を、迷いなく出来てしまう人なのだ。


これが、これの積み重ねが、人望なのだ。


もしお兄様が困っていたら私はきっと駆けつけるだろう。多少の無理を押してでも、助けたいと思うだろう。


自分がそうしてもらったのだから。そしてそれがどうしようもなく、嬉しかったのだから。


タネが分かってしまえば、他愛もないことだ。だが、それが簡単に真似できることではないからこそ、バートン家はここまで繁栄してきたのだろう。


タネが分かっても真似できるものではないし──抗えるというものでも、ないのだ。


「きっとリジーには、本当に必要なんだと思うんです。だから、お父様」


「お願いします」


お兄様に並んで、私も頭を下げた。


私たちを見下ろしていた人望の公爵は、また眉を下げ、やがて微笑んだ。






イケメンは作れる


かくして男装も剣術の稽古も許された私は、前にも増して熱心に自分磨きに打ち込むようになった。


メイクの参考にしようと舞台演劇を見に行きたいとお母様にねだったときには、「女の子らしいものに興味を持った！」と盛り上がってしまって大変だった。何度か舞台を見に行ったあと、私が男装メイクを始めたところですべてを悟り、がっかりしていて少々良心が咎めた。


初めからうまく出来たわけではない。参考にしたのが舞台メイクなので、やりすぎて世にも恐ろしい劇画調の顔になったり、何となく面白い出来栄えになったりもした。


一カ月も経つ頃にはコツを掴むことが出来た、と思う。


イケメンは作れる。


ちなみにお兄様はどんなときでも「世界一可愛い僕の妹」と言って憚らなかったので、参考にはならなかった。


カルシウムの効果か、身長もぐんぐん伸びた。一年で二十センチは伸びただろう。同じ年頃の子どもと比べると、頭一つ抜けている。


相変わらずピーマンは苦手だが、それ以外の食材とは概ね良好な関係を築いていた。


剣術に関しては、もっと顕著な変化があった。前世で特に運動が得意だったというわけでもない（と思う）のだが、どうやら私……というか、エリザベス・バートンには剣の才能があったらしい。


おそらく普通の公爵令嬢として暮らしていたら、一生気づかなかった才能だ。


稽古を始めて一年が経つ頃には、指南役の家庭教師を相手に、模擬戦で勝利を収めるまでになっていた。もちろん、お兄様よりも強かった。


そして何より、トレーニングにハマってしまったのである。


まだ身体は子どもなので負荷をかけた筋トレは出来ないが、自重トレーニングをしたり、素振りをしたり、反復横跳びをしたり、走ったり受け身を取ったり。昨日まで出来なかったことが出来るようになるのが面白く、また驚くほど身体がよく動くのが楽しかった。


好きこそものの上手なれとはよく言ったもので、稽古の時間以外の自由になる時間まで、すべてトレーニングに充てていたほどだ。才能もあって、努力もした。実力がつくのは当たり前だった。






すっかりトレーニング三昧の日々を送っていたので自分が公爵令嬢であることを忘れかけていたのだが、腐っても高位貴族のご令嬢、どうしても参加しなくてはならない社交の予定が入ってしまった。


その日は我が婚約者殿の八歳の誕生日を祝うパーティーが催されるということで、私も当然のように参加することになったのだ。


参加といっても、まだ社交界デビュー前である。ダンスの必要はない。婚約者殿の隣でにこにこ笑って、初めましてとかよろしくお願いしますとか挨拶をしていればよいということだった。


それ、いなくてもよいのではないだろうか。


まったくもって気が進まないが、普段これだけ自由にさせてもらっているのだ。たまの付き合いくらい果たしておかないとバチがあたる。


そういうわけで、ドレッサーの前に座らされ、私は侍女たちにメイクを施されていた。


「女装は久しぶりだなぁ」


「女装とおっしゃらないでください」


うっかり零したところ、後ろで控えていた侍女長に突っ込まれてしまった。メイク自体はもっと若い侍女が行っているが、たぶん私が逃げ出さないよう監視しているのだろう。


化粧をした顔を鏡で見る。いつもは自分で男装風メイクをしているので、新鮮である。塩顔なだけあって化粧映えするし、決して悪くはないのだが……いつもの自分の顔の方が魅力的だと思う。


私は男装に合った言動を心掛けているし、目指すはノーブルでファビュラスな攻略対象だ。中身や立ち居振る舞いとマッチした格好をしている方がよく見えて当然だろう。


「問題はこの髪ね」


後ろで見ていたお母様が、コツコツとヒールを鳴らして歩み寄ってきた。


お母様、華奢でかわいらしい方なのだが、そうして眉間に皺しわを寄せて見下ろされるとなかなか威圧感がある。


「いいんじゃないかな？　適当にちょちょいと流しておけば」


「いけません」


「それこそ女装ですわ」


私の提案はぴしゃりとはねのけられる。おかしい。私のメイクのはずが、さっきから発言権を認めてもらえていない気がする。


鏡越しに侍女長と目を合わせて、やれやれと肩をすくめた。


「何でもいいよ、主役は王子様なんだし、誰も私のことなど気にしないさ」


「その王子様の婚約者なのだから皆気にするに決まっているでしょう！」


今度はお母様に怒られてしまった。


結局侍女長とお母様がうんうん頭を悩ませた挙句、髪をすべて後ろに撫で付けて、後頭部にヘアピンで付け毛を固定（途中何度か頭皮に刺された）、付け毛をくるくるとお団子状にまとめてまたピンでこれでもかと固定、最後にレースのシニョンネットを被せて完成となった。


バレリーナのようだが、まぁ確かにそのままよりマシかもしれない。


重くて動きにくいドレスを着るのは憂鬱だと思っていたものの、いざ久しぶりに着てみるとまったく重さを感じなかった。体力と筋力がついたのだと思う。日頃のトレーニングの成果である。


行きたくないと思っていたが、思わぬ形で努力の成果に気づくことができ、少々気分が上向いた。


嫌だ嫌だと言っても仕方ない。さっさとお勤めを終わらせて、またトレーニングに励むとしよう。






そして迎えたパーティー当日。


しばらくは婚約者としてロベルトの隣に立ち、挨拶に来た人にお辞儀をするマシーンと化していた。


喋ってボロが出てもいけないので、会話はお父様に任せて基本的に無言でにこにこしておく。


ロベルトとの会話も「ごきげんよう」程度で、ほとんど黙っていたので非常に息が詰まる。口が利けなくなってしまうかと思った。


することもないので婚約者殿の顔をぼんやりと眺めていたのだが、同じ次元になってみると何というか、二次元のキャラのはずなのに三次元だな、と感じた。いや、当然なのだが。


隣にいるロベルトは、確かにゲームの中の立ち絵で見たロベルトの面影がある。つまらなそうでいてどこか偉そうな態度も、鳶とび色の髪のオールバックも、私の知るロベルトとよく似ていた。


そしてさすが攻略対象。目つきは悪いが、作り物のようにきれいな顔だ。


だが、二次元的というより、外国人の子役を見ているかのような印象を受ける。ちゃんと3Dなのだ。次元が同じになってしまうと妙な現実味があって、外国人の子役が「子ども時代のロベルト」を演じたらこういう感じになるだろうな、と思った。なるほど、2.5次元とはこういうものかもしれない。変なところで謎の「分かり」を得てしまった。


挨拶ラッシュがひと段落したところで、さっさと抜け出してしまうことにした。お花を摘みにいくようなフリをして、そっとロベルトの隣から離れ、着飾った貴族たちの中に紛れ込む。


軽食やお菓子もそこそこに、窓からバルコニーに出た。


誰も見ていないことを確認して、手すりに上り、そっと庭へと飛び降りる。少しでもロベルトとの身長差をごまかすために、今日はぺたんこの靴だ。手すりに上るのは簡単だった。


しばらく庭に隠れていよう。何か聞かれたら、「お庭の花が素敵だったので見ていました」とかなんとか言っておけば良いだろう。八歳なら許されるはずだ。


庭の芝生に着地して顔を上げると、目が合った。


眼鏡の男の子が、こちらを見ていたのだ。


複数人の男の子に取り囲まれて座り込んでいる。皆、年は私と同じか、一つ二つ上くらいだろう。


周りの男の子たちは眼鏡の子を囲むように立っているので、まだこちらには気づいていない。ほとんど音を立てずに着地したのだから、当然と言えば当然だ。


全員身なりがよいので、今日のパーティーに参加した令息だろう。だが、眼鏡の子だけは顔と服が少々汚れていた。


こちらを見つめる眼鏡の令息の顔に、見覚えがあった。


はて。誰だったか。


「お前、いい子ちゃんぶってて生意気なんだよ」


「宰相の息子だからって調子に乗りやがって」


宰相の息子という言葉に、ピンと来た。道理で見覚えがあるはずだ。


私を見つめる眼鏡の令息の名は、アイザック・ギルフォード。


ロベルト同様、「Royal LOVERS」の攻略対象の一人だ。


アイザックは、乙女ゲームには欠かせない眼鏡キャラだった。


宰相の息子で、馬鹿がつくほど真面目で堅苦しく、女嫌い。攻略するには勉強のパラメータを上げなくてはいけないタイプである。


三つ子の魂百まで、と言うが、八歳時点ですでに眼鏡だったらしい。


その彼が、三人の令息に囲まれ、地面にへたり込んでいた。彼の服は土で薄汚れ、頬は腫れて口の端が切れている。そしてなんと、眼鏡がひしゃげていた。


おお、アイデンティティを歪めてしまうとは、容赦がない。


眼鏡の男の子が、複数人に取り囲まれて罵声を浴びせられ、どうやら暴力を振るわれている。これは間違いない。いじめである。


私には関係のない話だし、今私が見ていることに気づいているのはアイザックだけだ。このままそっと立ち去ることも出来る。


そして適当な大人に話して、様子を見に行ってもらうことも出来るだろう。きっと、それが最良だ。


だが、見方を変えればチャンスでもある。


今のところ、私はお兄様と剣術の家庭教師としか試合をしたことがない。


お兄様はさておき、家庭教師の方は私におべんちゃらを使って、わざと負けている可能性もある。私の実力が無関係の第三者に、どれくらい通用するのか。それを試す絶好の機会ではないか。


それも、「いじめを止めるため」という大義名分を背負って、である。


なに、もし通用しなければ逃げ出せばいいだけだ。大声を出して助けを呼んでもいい。


いざとなればどうとでもなるだろう。


方針は、決まった。


ざり、と土を踏んで、立ち上がる。その音に、アイザックを囲んでいる令息たちが慌てた様子で振り向いた。


「やぁ、アイザック」


片手を上げて挨拶をする私に、アイザックは目を丸くする。初対面なのだから当然だ。


こちらを振り向いた三人の令息たちも、見覚えのない顔ばかりだ。


まぁ、挨拶に来たのに私が覚えていないだけかもしれないが。


「えーと。お嬢さん、迷子？　パーティー会場はあっちだよ」


「俺たち、この眼鏡くんとちょーっとお話ししてるんだ。悪いけど、席を外してくれる？」


令息の物言いで、私が覚えていないという可能性は雲散霧消した。


公爵家のご令嬢と知っていたら、そして第二王子の婚約者だと知っていたら、こんな口の利き方は出来まい。


ただひとり、アイザックだけは私のことを知っていたらしい。顔色がさっと青くなった。


そういえば彼は、親に連れられて挨拶に来た、かもしれない。覚えていないが。


「……それとも、君も俺たちとお喋り、したいのかな？」


にやりと唇を歪め、令息の一人が私に歩み寄ってきた。


背丈は私より少し低いくらい。特にがっちりしているわけでも、かと言って細いというわけでもない。至って普通の少年といった見た目だ。


そして、油断しきった動き。これはいける。


「よせ」


ゆっくり脚を肩幅に開いたところで、アイザックの声がした。


「彼女は関係ないだろう」


「聞いたか？」


「彼女、だってよ！」


アイザックの言葉に、令息たちはげらげらとおおよそ貴族らしくない笑い声を上げた。


ふむ、私もよくお母様から「品がない」と言われるが、このように思われているとしたら心外だ。


「偉そうな口を利くんじゃ、ねぇ！」


「ぐッ!?」


令息がアイザックの腹を蹴り上げた。


アイザックは呻き、そして身を屈めてうずくまる。


「うーわ、弱っ」


「女の前だからってイキってんじゃねぇよ！」


「ダッセ」


口々にアイザックを罵り、靴で踏み付けにする。よせと言われたが、これは放置できない。


「おい、やめないか」


言いながら間に割って入ると、アイザックを背に庇う。


「ぼ、僕のことはいいから」


「そうはいかない」


アイザックが私の背中に声をかけるが、はねのける。みすみすチャンスを棒に振るものか。


この位置関係ならば、仮に人に見られても「守っていた」という感が出てよいかもしれない。これでいこう。


「ヒュー、かっこいいねー」


「よかったなぁ、ガリ勉くん。女の子に守ってもらえて！」


言うが早いか殴りかかってきた令息の拳を、私はそっと受け止めた。そのまま勢いを殺さず、体重の乗った腕を引っ張るように、私も力を込める。背負い投げに似た形だ。


違うのは、地面に叩きつけるのではなく──カタパルトのように射出しようとしているところだ。


「そーれっ！」


ぽーんと、勢いよく令息の体が宙を舞う。そこそこの高さの弧を描き、木々の間を割きながら茂みに落ちていく。


「は？」


アイザックと、他の二人の令息の声が重なった。


間髪容れず、お仲間が吹っ飛んで行った方向を眺めている令息の足を掴む。


「はい次」


ジャイアントスイングの要領で、勢いをつけてその体をぶん回し、一人目と同じ方角に向かって放り投げた。ぎゃーとかいう悲鳴が小さく聞こえた気がしたが、気にしない。


あちらにあるのは厩うまやだ。きっと上手いこと牧草の上に落ちているだろう。ここはやさしい世界なので。


呆然としていた最後の一人の顔が見る見るうちに青くなる。


逃げられないうちに回り込み、退路を断つ。姿勢を低くし、相手の腰に腕を回す。


「最後ー！」


掛け声と共に、また同じ方角に向かって投げ飛ばした。


おお、一番遠くまで飛んだかもしれないな。


しばらく彼らを放り投げた方向を眺めていたのだが、どうやら戻ってこないようだ。


戻ってきたら諦めてくれるまで投げ続けるつもりだったのだが、その必要はなさそうだ。


普段稽古のときに投げているもちもちのお兄様より軽いとはいえ、何度も投げるとなるとさすがに骨が折れる。正直助かった。


きっと今頃、ふわふわの牧草の上に落ちた三人は、一本取られたな～わっはっはとか大の字で笑っていることだろう。


大丈夫。男の子は仮に殴りあったりしたって、一緒に河原で寝転んだら友情が芽生えるのだ。


肉体言語で話し合えば、もう友達だ。そのようなシステムのはず。知らんけど。


いやぁ、平和的に解決が出来てよかった。


喧嘩したとか殴ったとか、ご令嬢に怖がられるような噂が流れては避けられてしまうかもしれない。


それは困る。私はモテたいのだ。


同世代の令息では相手にならないということも分かったし、私の評判が落ちることもない。他の攻略対象に恩も売れた。万々歳である。


清々しい気持ちで振り返り、地べたに座ったままのアイザックに手を差し伸べる。


「大丈夫かい？」


「……僕まで放り投げないだろうな？」


警戒されてしまった。


先ほどまでの、身分が上の者に対するような畏怖を含んだ視線ではなく、ただ得体の知れないものを見るような目つきだ。人聞きが悪い。


「人聞きが悪いことを言うなよ。私は一応、君を助けたつもりなんだけどな」


「……僕は、助けてくれなんて頼んでいない」


ひねくれ者が言いがちな台詞トップ五に入りそうなことを宣って、アイザックは私の手を取ろうとしなかった。


「僕は僕なりに、やり返すつもりだった」


「ふぅん？」


「あいつらが僕に嫌がらせをしてきたのは、何も今日に始まった話じゃない。……どうせ、兄さんたちにいじめられた腹いせで僕に仕返しをしているだけだろう。直接文句も言えないくせに」


アイザックは一人で立ち上がると、ぱんぱんとズボンの尻を叩く。


彼は宰相の三男坊という設定だった。貴族の家では、長男が後を継ぎ、次男が補佐兼長男のスペア、三男以下はパイプ作りのために他家に婿入り、というのがもっとも一般的だ。


立場で言えば、外交のカードに使われる女子と似ているかもしれない。


大切に育てられた長男が増長して、わがまま放題になってしまうのはよく聞く話だ。


アイザックは家族仲が悪いという設定だった。きっと彼も、兄たちの被害に遭っているのだろう。


まぁ、攻略対象などというものは大なり小なり家庭環境に問題があることがほとんどなのだが。


「あいつらの名前も、家のことも調べてある。後ろ暗い所のない貴族などいない。いずれ表舞台に出られないようにしてやるつもりだった」


「頭のいい奴って、敵に回すと怖いなぁ」


私なんかよりずっと怖いことを言い出すアイザックに、苦笑いをして肩を竦めるしかない。


「結局、私が手を出すまでもなかったということだ」


私はあっさりと恩を売るのを諦めた。


彼の言うとおり、私が助ける必要はなかったのだろう。何故なら、彼はここで大怪我をするわけでも、まして死ぬわけでもないからだ。


現に、今日この場所で誰の助けも得られなかっただろうゲームの世界の彼も、八年後には貴族の通う学校の内で最も身分と学力の高い学園に首席で入学し、天才の名を欲しいままにする。


しかも眼鏡の美丈夫に成長していた。その頃には、誰も彼をいじめていなかった。


「強い男だな、君は」


本当に辛抱強い奴だと思う。やり返せるまで、何年かかるのだろう。


私には出来そうもない。二秒で殴り返してしまう。


いつか主人公ヒロインを巡る恋敵になったときのことを考えて、私もその辛抱強さを取り入れてみようかと思ったが、やめた。


恋愛にはスピードも重要だ。いくら辛抱強くても、攻めなければ勝つことは出来ない。


だいたい、一年間という限られた期間で主人公を惚れさせなければならないのだ。やはり二秒で殴り返すくらいでちょうど良いし、私の性に合っている。


私が彼を眺めて思案にふけっている間、アイザックもまた、怪訝そうに私のことを見つめていた。


「リジー？　……エリザベスー？」


ふと、遠くで、お父様の声が聞こえた。


まずい、探されている。


「ええと、じゃあ、ごきげんよう。またいつか」


適当な挨拶をして、踵きびすを返す。


軽く膝を曲げて跳び、降りてきたバルコニーの手すりを掴んでよじ登る。


私が手すりの内側に着地して居住まいを正すのと、バルコニーを確認しに来たお父様が窓を開けるのは、ほぼ同時だった。






騎士、いいのでは？　モテるのでは？


私は悩んでいた。


身長は伸び悩んでいない。むしろめきめき伸びた。ここ二年でまた二十センチ以上伸びている。


夜中に足が痛くて目が覚めた時期があり、最初は剣の鍛錬のしすぎによる筋肉痛かと思ったのだが、どうやら成長痛だったようだ。十歳時点ですでに日本の女性の平均身長を軽々上回っている。


五つ上のお兄様ともさほど変わらないくらいだ。子どものうちは女の子の方が背が伸びる時期が早かったりするので、妥当と言えば妥当だろう。


悩んでいたのは、自分の方向性である。


自室でスクワットをしている私に、侍女がお茶を持ってきた。目を合わせて、微笑む。


「ありがとう」


ぽっと年若い侍女の顔が赤く染まる。


メイクの腕は上達したし、身長が伸びてすらっとした身体つきになった。


礼儀作法は七歳時点からこのエリザベス・バートンの身体にしっかり染み付いているので完璧だ。


剣術の方も、最近は以前の家庭教師ではなく、お父様がどこからか引っ張ってきてくれた騎士団候補生の教官に教わることが出来ている。さすがにまだ勝てはしないが、筋が良いと褒められた。


加えて、公爵家の侍女はたいていが花嫁修業に来ている下位貴族のお嬢さん方だ。男性への免疫はほとんどないに等しい。


それらの要素が相俟あいまって、男慣れしていない侍女くらいなら簡単に落とせるようになった。


最近は屋敷の侍女を片っ端から実験台にして、侍女長にそれはそれは怒られた。


何か怒られるような真似をしたわけでもない。少しウィンクしたり、荷物を持ってやったくらいなのだが……侍女長いわく仕事にならなくなる者が続出しているらしい。


順調だ。順調にモテている。


しかしそれはあくまで、男慣れしていない侍女に効果があるだけだ。


私の相手は主人公ヒロインである。攻略対象を全員落とせるだけのポテンシャルと、主人公補正で攻略対象のモーションを「やさしさ」に変化させてしまう鈍さを持った主人公である。


そして私は、ゲームのパッケージが光り輝いて見えるほどの美貌を持ったイケメン攻略対象たちと競い合って、勝たなければならない。他の攻略対象を差し置いてでも、私のルートに入ってもらわなくてはならないのだ。


その二点を考え合わせると、今の私の実力では不足している。


ちょっとイケメンで、ちょっと背が高くて、ちょっと礼儀をわきまえているだけの少年（女）だ。


身分と剣の腕は及第点だろうが、モブの枠を出ていない。自分で言うのも悲しいが、ぱっとしないのだ。


そういうわけで、私は自分の方向性とかいう若手芸人じみたことで悩んでいるのである。


せめて、アピールポイントが欲しい。何か武器はないのか、武器は！


良いアイデアが浮かばないままスクワットの回数ばかり増えているところに、規則正しいノックの音が響いた。


軽く一礼して、侍女長が部屋に入ってくる。


まずい。また侍女に粉をかけたことがバレたのか。


「旦那様がお呼びです」


……怒られる相手のグレードが、想像より二段ほど高かった。






「クリストファー、エリザベスだ。これから君の姉さんになるんだよ」


怒られるのかと思いきや、違った。


お父様は呼び出した私に、「家族が増えることになった」という旨を話して聞かせた。


突然「家族が増える」と聞かされたので、てっきり犬でも飼うのかと思ってはいはい頷いていたところ、当たり前のように男の子を紹介されて仰天した。


にこにこと笑う父の顔を凝視する。


「まさか、お父様、隠し子……」


「エリザベス」


考えていたことが口から漏れていたようで、怒気を孕んだ声で呼ばれてしまった。


「クリストファーだ。遠い親戚筋に当たるのだけど、事情があってうちに養子に来ることになった。お前より一つ下の、弟になる」


大きな手のひらでそっと背中を押され、怯えた様子の男の子が私の前に立たされる。


ストロベリーブロンドの癖のあるふわっふわの髪、伏し目がちにしていても溢れそうなほど大きな瞳はうるうると潤んでいて、はちみつ色の湖のようだ。睫毛が長すぎてエクステかと思った。


肌も透き通るように白い。手足は細く、背丈も私よりずいぶんと小さかった。私と並んだら、十中八九私が男で、彼が女の子に見えるだろう。


クリストファーと呼ばれた男の子は私をちらりと見上げ、そのまま何も言わずに顔を伏せてしまう。


そう。その子はクリストファーと呼ばれていた。


容姿をまじまじと確認していくうちに、私が抱いた感想は「そういうのもあるのか」だ。


私は彼を知っていた。


彼は、クリストファーは、Royal LOVERSの攻略対象の一人だ。


彼は主人公にこう名乗る。「ぼくはクリス。……ただのクリスだよ」と。


何やかんや複雑な家庭の事情があって、家名を名乗りたがらないのだ。キャラクター紹介にも名前だけが載っていた。


彼のルートでは何回か本名が出てきていた気もするが……細かいことまで覚えていなかった。


よしんば覚えていたとて、私はこうして生まれ変わるまでエリザベスの苗字すら知らなかったのだ。気づくはずもない。


彼の苗字が、私と同じだなどと。


彼が私の弟だなどと、知るはずがなかったのである。






期せずしてライバル攻略対象の義姉になってしまった。


しばらくどうしようか考えあぐねていたのだが、お兄様がクリストファーにめろめろになってしまったので、考えるのをやめた。


確かに愛らしい。庇護欲をそそる見た目をしている。


それは認めよう。決して負け惜しみではない。


ゲームのクリストファーは、いたずらっこ系後輩キャラだった。


主人公にいろいろないたずらを仕掛けてきて、困らせる。けれど可愛くて人懐っこいので、どこか憎めない。


彼のルートに入ると、彼がいたずらをするようになった理由が明かされる。実の親に捨てられ、遠い親戚に引き取られたものの、その家に馴染めずに孤独を感じていた、というものだ。


その遠い親戚というのが、我が家だったということである。


お父様とお母様は、あえて彼をそっとしておいているようだった。


無理もない。まだ幼い身で親に捨てられたのだ。急に新しい親に馴染めるはずがない。


だがお兄様は、実の妹の私同様に……下手をすると私以上に、クリストファーを可愛がった。


部屋に引きこもりがちの彼を連れ出して、庭や書庫を案内した。剣術の稽古にも連れてきた。おいしいお菓子を買ってきては、分け与えた。クリストファーも戸惑ってはいたが、本気で嫌がっている様子はなかった。


お兄様はもっと仲良くなりたいとぼやいているが、時間の問題だろう。


ゲームの彼が話す事情との矛盾に、私は首を捻る。


今はお互いまだ戸惑いが大きいが、このままいけばいずれ仲の良い家族になれるだろう。何といっても、お父様は人望の公爵、お兄様は次期人望の公爵だ。


両親は嫌々子どもを引き取ったわけでもないだろうし、彼らが育んだ子どもがまっとうに育たないわけがないのである。


「一本！」


「あ」


ばしん、と竹刀が額を打った。


「油断ですよ、エリザベス様」


教官に言われて、私は苦笑いする。おっしゃるとおりだ。


「すみません。ちょっと考え事を」


「試合中に余所事ですか？　感心しませんね」


「そうですね。これでは勝てるものも勝てない」


「いえ、それもありますが。騎士道精神に反するということですよ」


「騎士道」


そう言われても、ピンとこない。私の前世には騎士はいなかったし、今世のエリザベスは騎士に守られる側であっても、騎士を目指すようなご令嬢ではなかったからだ。


「勝負は常に真剣に。それが相手への礼儀です。礼儀を重んじることも、民衆の模範となる騎士の務めです」


何か琴線きんせんに触れてしまったらしく、教官殿が朗々と語りだす。


しかも礼儀と来た。一番苦手なタイプの説教だ。


礼儀作法の基礎は身体で覚えているので問題ないが、新しく覚える分については努力が必要だ。勉強ももともとの知識だけでは追いつかなくなってきて、最近は覚えることが多い。


「真剣勝負で常に武を競い、剣技を磨く。強くなることも、勝つこともまた、騎士道には違いありません。しかし、得た力を誤ったことに使ってはならない。力を正しく使うために、騎士道は欠かすことが出来ないものです。強きを挫き、弱きを助く。接する相手が誰であれ、敬意を持って接する。それが騎士道というものです」


「ふぅん」


「リジー」


明らかに興味のなさそうな私の返事に、お兄様から注意が飛んできた。


慌ててお兄様に話を振って、誤魔化しを図る。


「お兄様は、騎士道をご存知でしたか？」


「それはそうだよ。貴族に必要なことにも繋がるからね」


持つ者の義務、というやつだろうか。


それは私にも分かる。エリザベス・バートンの身体が知っているからだ。


人望の公爵の娘でお兄様の妹なだけあって、エリザベス・バートンという少女は非常に優秀なご令嬢だったらしい。優秀なまま育った暁に、婚約者に捨てられるのだから浮かばれないが。


「それに、男の子は誰だって、騎士に憧れるものさ」


「そういうものですか？」


「そういうものなの。それに、女の子だって憧れるんじゃないかな？　ほら、リジーがよく読んでいる物語にも出てくるでしょう？」


お兄様の指摘に、確かにと頷く。


おとぎ話でも恋愛小説でも、王子様の次くらいの頻度で「騎士様」は登場していた。


身分の高い騎士が平民の娘と恋に落ちる、身分の低い騎士と恋仲になったお姫様など、どちらかというと最後には結ばれない話が多かった気もするが。


男の子の憧れというのも、野球選手や警察官を目指すような感覚だと思えば、理解できる。


近衛騎士は身分の高い貴族の中でも一握りしかなれないエリート集団と聞くし、平民の出でも武功を挙げれば騎士爵をもらうことも出来る。身分を問わない憧れの職業なのだろう。


ふむ。


騎士、いいのでは？　モテるのでは？


幸い、剣術は得意だ。どちらかというと組み手の方が好みだったが、これからはもっと剣の方にも力を入れることにしよう。


「教官。もう一戦お願いします」


「え？　しかし、エリザベス様」


「騎士道、たいへん興味深いお話でした。次は騎士道精神に則って真剣に挑みます」


私が笑いかけると、教官の頬がわずかに引き攣つった気がした。






悪い子は、お尻ぺんぺんだ


その日から、剣術だけでなく騎士道精神というものについても学び始めた。


いわゆる紳士的な振る舞いであったり、正義感であったり、道徳とか倫理であったり。


そういったものの集合体が「騎士道精神」であるらしい。未だに騎士道精神そのものについてはピンと来ていないが、小分けにすれば一つ一つの事柄は理解が出来た。


まぁ正義感や道徳、倫理観はもとからそれなりに持っているので目新しいことはなかったが、紳士的な振る舞い、というのは役に立った。


単純な話、姿勢がよくなった。立ち居振る舞い、仕草に気を配る。剣を抜くにも正しい姿勢で行った方が美しく、無駄がない。立ち居振る舞いが美しい方が、女性ウケが良いことは間違いなかった。


礼儀作法のレッスンでも、ダンスのレッスンでも、姿勢や振る舞いの美しさを褒められることが増えた。


腐っても公爵令嬢、実は結構忙しい。剣術の稽古だけしているわけにはいかないのである。


他のお稽古事にも生かせるというのは全体的な効率アップにつながり、自由時間──主に筋トレの時間。最近はお兄様を担いでスクワットをするのがブームだ──の増加が見込める。嬉しい効果だ。


剣術自体も、動作の無駄や隙を減らした効果か、真面目に取り組めば教官にも勝ち越せるようになってきた。


すばらしい。騎士道様々である。欲を言えばもう一味くらい、何か属性が欲しいところだが……。


「リジー！」


ぼんやり考え始めたところで、ばん、とドアが開いた。


目視せずとも、声でお兄様だと分かる。ノックもしないなんて珍しい。


腕立て伏せをやめ、立ち上がった。


「お兄様？」


「クリス、来ていない、よね？」


その言葉を聞いて、私はジャケットを手に取った。


まくっていた袖を戻す。ゲームに関する知識しかないが、この後のお兄様の台詞は想像がついたからだ。


そんなことはおくびにも出さず、私は怪訝そうな顔を作ってお兄様に問いかけた。


「クリストファーがどうしたんですか？」


「姿が見えないんだ。もうすぐ夕飯なのに……」


「どこかで遊んでいるのでは？」


「でも、リジーも気づいていたでしょう？　ここ数日、クリスの元気がなかったこと」


私は神妙な顔をして頷く。


無論、気づいていなかった。こちらは常に自分のことで精一杯で、人様のことまで面倒を見る余裕がないのである。


「遊びに行っているだけならいいんだけど……不安なんだ。クリスの身に何かあったら、と思うと」


お兄様は今にも泣きそうな表情で、俯いている。


その姿に、「勘弁してくれ」という気持ちになる。私はお兄様に泣かれると弱いのだ。どうしてよいか分からなくなる。


お兄様にとって、クリストファーは本当に実の弟と変わらない、可愛い弟なのだろう。


クリストファーめ。そもそもこんなにやさしくしてもらっておいて、馴染めないだと？


だんだん腹が立ってきた。無論、それを言ったのはゲームの中のクリストファーであって、今の彼ではないのだが。


悪い子はさっさと連れ戻して、お尻ぺんぺんだ。


「今日は、お父様もお母様も領地に行っていて帰って来ない。僕が……僕が、守らないと」


「分かりました、では行きましょう」


ジャケットを羽織りながら、お兄様が開けたままにしていたドアをくぐって、廊下に出る。


「リジー？　ええと、どこに？」


「クリストファーを探しに、です」


心配そうにこちらを見つめるお兄様を安心させるため、私は胸を張って微笑んだ。


「私に心当たりがあります」






ネタバレをしよう。


実はこの時、クリストファーは自分の実の母親に会いに行っていた。


彼は幼い頃、引き取られた遠い親戚の家で、偶然母親の消息を耳にする。死んだと聞かされた母親の消息を、だ。


彼は屋敷を抜け出し、母親の住む家を見つける。そこで見てしまうのだ。新しい家族と幸せそうに暮らす母の姿を。


この時のスチルは、痛々しくて見ていられなかった。


親に捨てられたと言ったが、彼は今日この時点ではまだそのことを知らない。


母親は死んだと、そう聞かされているのだ。やさしい嘘である。


人望の公爵殿のことだ。きっと、時機を見て話すつもりだったのだと思う。


事実、私はクリストファーと同じように聞かされていたが、お兄様は真実を知っているようだった。だからこそ、熱心にクリストファーと仲良くなろうとしていたのだろう。


人望の公爵は、真実を隠すことのデメリットも理解した上で、メリットデメリットを天秤にかけた上で、その選択をしたのだ。


今回はたまたま、それが悪い方に転んだだけだ。下ブレしただけだ。誰の責任でもない。


クリストファーは真実を知ってしまった。彼の母親がまだ生きている、という真実を。


それも、第三者からバラされるという最悪の形で、だ。


そして彼はこの後、「自分が捨てられた」という事実を目の当たりにする。残酷な現実を見てしまう。


彼は九歳にして心の拠り所を失い、誰も信じられなくなるのだ。


それこそが、彼が「遠い親戚の家」に馴染めなかった本当の理由だろう。我が家に問題があるわけではなく、彼自身が誰にも心を開けなくなってしまうのだ。誰とも馴染めなくなってしまうのだ。


ゲームの中の彼が繰り返し行ういたずらは、ある種の試し行動と言える。相手が自分に向ける好意が本物か試すために、それが変わらないかを試すために、いたずらをしていたというわけである。


それでも、と私は思う。あのお兄様と接し続けて絆されないというのは、考えがたい。


何か大きな力が働いていたのではないか、と勘繰ってしまう。


たとえば、クリストファーに最初に不変の愛を捧ぐ者を、主人公ヒロインにするために。


何かこの乙女ゲームの世界における機構のようなものが、働いていたのではないか。


「リジー、あそこ！」


中心街からかなり離れた、小さな民家の立ち並ぶ通りに差し掛かったあたりで、お兄様が私の背中で声を上げた。


最初は並走していたのだが、私が背負って走ったほうが早いのでこの形になった。


十五歳になっても魅惑のもちぷにボディのお兄様だったが、日々の稽古に散々付き合わされ、私がそのくらい屁でもないことをよく知っているので、異議は出なかった。


目を凝らすと、夕闇の中、泣きべそをかきながら走ってくる男の子の姿が小さく見えた。


「クリストファー！」


お兄様がその名前を呼んだ。男の子──クリストファーは顔を上げたが、どうにも様子がおかしい。何かに追い立てられているような、恐怖の滲んだ表情をしていたのだ。


私は背負っていたお兄様を降ろすと、近くの路地にねじ込む。


そして気配を消しながら、クリストファーの走ってくる方へと向かった。すれ違いざま、彼の口を掌で覆い、そのまま茂みに引き込む。


気配が消せるようになったのは、正しい姿勢で行動するようになった副産物だった。


足音が立たなくなったし、動作に伴う音を立てない術も学んだ。無駄なく身体を動かせるようになったおかげで、不要な力が抜け、空気に溶け込むように行動出来る。


騎士道精神から見てこれが正しいかどうかについては、私は考えることを放棄した。


茂みの中で息を潜めて数秒後、荒々しい足音が聞こえてくる。


「どこ行った!?　クソ！」


「こっちに来たのは間違いない、探せ！」


数人の男の声。ほとんど怒号交じりだ。身なりからしてごろつきまがいのようだ。


涙目で私を見上げるクリストファーに、空いている手の人差し指を唇に当て、ジェスチャーで静かにするよう伝える。彼は怯えた様子だったが、わずかに頷いた。私も頷き、口を覆っていた手を外す。


男たちが走っていったのを見送って、クリストファーと一緒に茂みを後にする。


すっかり大人しくなった彼の手を引いて、路地からまろび出てきたお兄様と合流した。


「リジー！　クリストファー！　ああ、よかった」


先ほどの男たちを警戒してだろう、小声でお兄様が言う。


「まだ近くにいると思います。クリストファー、ごろつきに絡まれるようなことでもしたのかい？」


「いや、あれは人攫いだろう」


「人攫い」


私はお兄様の言葉を反芻はんすうする。


それなら、確かにクリストファーは絶好のカモだっただろう。


ところで、人攫いというのは子どもを攫ってどうするのだろうか。


この世界はまだ、臓器移植が行えるほど医療が発展していないはずだ。でなければ「聖女」なるものがもてはやされたりしないだろう。


攫った子どもを利用して金銭を得る方法を考えてみるが、貴族の子女なら人質にして身代金を要求、見目がよければ「そういう趣味」の方に売却、くらいしか思いつかない。


貴族の子女は身なりで分かるだろうが、普通はこんなところを護衛もなしにぶらぶらしない。かといって、見目のよいものを選別するのはそれなりに手間がかかる。


果たして、儲かっているのだろうか。


「おい、いたぞ！」


いらぬ心配をしていると、男の野太い声がした。振り向くと、五十メートルほど後方に身なりの悪い男の姿がある。


先ほどのごろつき、もとい人攫いだ。


「お兄様！」


「うん！」


私が呼ぶと、お兄様はすぐさま私の背に負ぶさった。


「クリストファーも、早く」


私はしゃがんだまま、クリストファーに向かって両手を広げるが、彼は動かない。


のんびりしている余裕はないのだが。


「失礼」


仕方がないので、一言断ってから彼の膝の裏に腕を差し込み、持ち上げる。人形を抱っこする腹話術師のような形だ。


ひょいと抱き上げれば、なんということだろう。


「羽のように軽い……」


「ふぇっ!?」


思わず呟いた私に、クリストファーはまん丸に見開いた目を向ける。


ふわふわした癖のあるストロベリーブロンドが、わなわなと揺れていた。


「しっかり掴まっているんだよ」


「あ、あの」


「クリス、口を閉じていないと舌を噛むよ」


慣れた様子で私の首に腕を回したお兄様が、クリストファーに忠告する。彼がきゅっと口を真一文字にしたのを確認して、私は地面を蹴った。


お兄様はさすがに羽のように軽いとは言わないが、ごろつきを撒く程度、軽く走れば十分だ。


よくお父様と出かけているだけあって、お兄様は城下街の地理に明るい。地図代わりに連れ出して、街を案内してもらうこともあるくらいだ。もちろん、両親には秘密だが。


背中からの指示を受けながら、狭い路地を選んで駆け出した。






中心街に近くなったところで、お兄様に肩を叩かれて立ち止まる。


「ここまで来ればもう急がなくても良いと思う。僕は降りて歩くよ」


「そうですか？　もう遅いし、このまま私が走ったほうが早いと思いますが」


「妹に背負われているところを見られたら、いよいよお嫁に来てくれる人がいなくなってしまうよ」


「今更ですね」


本当に今更だと思う。そのくらいで嫁に来るのを嫌がるような女性は端からお断りしてよいと思うのだが。


「あ、あの、じゃあぼくも……」


身じろぎをしたクリストファーの肩を、お兄様がそっと押し留める。


「たくさん歩いて疲れたでしょう？　もう少しそのままでいたら？　ね、リジー」


「私は構いませんよ」


クリストファーは困ったように私とお兄様を交互に見上げていたが、諦めたのかおとなしく私の胸に体重を寄せた。


「大冒険だったねぇ、クリス」


歩きながら、お兄様がクリストファーの顔を覗き込み、やさしく微笑む。


その声にも眼差しにも、咎めるような色はない。


「まだ小さいのに、こんなところまで一人で来られるなんて。クリスはすごいよ」


「ぼくは、その」


クリストファーは、今にも泣き出しそうな顔で小さくなっている。


「……ごめんなさい」


「……ええと。どうして『ごめんなさい』なのか、理由を聞いても？」


やさしい兄は、義弟の涙声に些か動揺したようだった。


いつもだってやわらかい声音こわねを、さらに配慮にあふれたものにして、問いかける。


「お、おふたりに、迷惑を、かけたから……ぼくが、勝手に、出かけて」


ぽろりと、大きなはちみつ色の瞳から涙がこぼれた。一度こぼれたそれは、堰せきを切ったように次から次へとあふれ出す。


私はまた、「勘弁してくれ」と思った。目の前で泣かれると、どうしてよいか分からない。


先ほど手を引く際に握った彼の手のひらの小ささが、何故か鮮明に思い起こされた。


「ごめんなさい、ごめんなさい。お、怒らないで」


「うーん。怒っては、いないんだけど」


お兄様は困ったように笑いながら、クリストファーの頭をそっと撫でた。


「迷惑だとも、思ってないよ。でもね、すっごく心配したんだ。僕も、リジーも」


わずかに顔を上げた義弟の瞳が、お兄様の姿を映していた。お兄様もまた、どこか泣きそうな顔をしている。


「だから、『迷惑をかけてごめんなさい』も、『怒らせてごめんなさい』も必要ないけれど……『心配かけてごめんなさい』なら、もらっておこうかなって思うんだ」


目を細めて笑うお兄様に、しゃくりあげていた義弟が小さく息を呑んで、ほんの少しだけ頷いた。


それを見て、お兄様はクリストファーの髪をやさしく撫でる。


「今度からは、僕たちに相談してね。屋敷を抜け出すのは得意だから、きっと役に立つよ」


「お兄様、唆そそのかさないでください」


私が窘めると、お兄様は眉を下げた。そんな顔をしてもダメである。


危険なことをしたときは、きちんと叱らないと本人のためにならない。


「うーん……どうしよう。やっぱり僕は、誰かを叱るのって苦手だなぁ」


「私が代わりましょうか？」


「そうしてもらえると助かるけれど。でも、リジーはやりすぎそうでちょっと不安かな」


「ぼく」


ぽつりと、クリストファーが言葉を漏らす。


「ぼく、あの。お母様が、生きているって聞いて。それで」


「……そうか。それは、会いたいって思うよね」


お兄様の言葉に、クリストファーは頷く。それを横目に、私はそっと舌打ちした。


おそらく、ゲーム内の回想で出てきた「過去」が今日なのだ。


屋敷に出入りする商人が使用人と話しているのを聞いた、という設定だったはず。今日屋敷に訪れ、噂話をするような商人といえば、おおよそ特定出来る。


もともと我が家と取引したいという店は掃いて捨てるほどあるのだ。上客の子息の噂話をうっかり本人の耳に入れてしまうような迂闊なやつは、出禁だ、出禁。


何でもないような素振りをしていたつもりだが、私が穏やかでないことを考えているのはお兄様にも伝わってしまったようで、ちらりと非難するような目を向けられた。


クリストファーへの態度とずいぶん違うではないか。私の日頃の行いのせいだろうか。


ダンスの練習相手として倒れるまで回しまくったのを根にもたれているのかもしれない。


「でも、お母様は……もう、ぼくのお母様じゃなくなってた」


クリストファーの言葉に、お兄様は目を見開く。そこまでは、お兄様も知らなかったのだろう。


知っていたのはきっと、お父様とお母様。そしてスチルを見たことのある、私だけだ。


「お、お母様……赤ちゃんを、抱っこして……知らない男の人と、楽しそうに、笑って」


クリストファーはまた、ぼろぼろと涙を落とす。


その後の言葉はほとんど、嗚咽おえつになってしまって聞き取れない。


あふれ出る涙を手で拭おうとしていたが、一向に止まる気配はなかった。やっと聞き取れたのは。


「ぼくの家族、誰も、誰もいなくなっちゃった」


そんな小さな、悲鳴のような呟きだけだった。


その言葉に、お兄様も俯きながら、痛ましそうに胸を押さえている。


さっきから、ほんとうに勘弁してほしい。私は天を仰ぐ。


兄弟として過ごした期間は一年にも満たないが、お兄様にとっては疑いようもない大切な弟である。


そしてお兄様ほどではないが、私は私なりに義弟をかわいく思う気持ちもある。


私が飢え死にするとかでなければ、一つしかないお菓子を半分に割って分け与える程度には情もある。ただ、我が身のほうが可愛いだけで。


目の前で、いや、腕の中で泣かれると、困るのである。


助けを求めて、お兄様に目を向ける。お兄様はそれをどう解釈したかは分からないが、きゅっと表情を引き締めて、頷いた。


お兄様がそっと、クリストファーの手を握る。話しやすいように、私は足を止めた。


「ねぇ、クリストファー」


その声音はやはり驚くほどやさしくて、聞いているこちらが泣きそうになるような声だった。


「僕たちは一緒に暮らすようになってからまだ日が浅いし、クリスはまだ、そんな気持ちにはなれないと思う。なろうと思って、なれるものではないと思うから」


でもね、と、お兄様は続ける。


「僕たちは、いつか君と、家族になりたいと思っているんだ」


俯いて涙をこぼし続けるクリストファーの身体が、ぴくりと動いた。


抱き上げている私にしか分からない程度の小さな変化だったが──お兄様の言葉は、確かにクリストファーに届いている。


「一緒にご飯を食べて、おいしいねって笑ったり。心配したり、心配されたり。困ったときは相談したり、助け合ったり。お父様やお母様には言えない秘密を、こっそり作ったりとかね」


お兄様はそう言って、私にウィンクをする。はて、何のことだか分からない。


「リジーは心配することがたくさんあるし、秘密は増える一方だし。僕も仲間が出来たら嬉しいなぁ」


冗談めかして言うお兄様。それではまるで、私がお兄様を振り回しているようではないか。


心外である。時折、物理的に振り回すことはあるけれど。


お兄様のふくふくの手が、クリストファーの小さな手を包みこむ。クリストファーはお兄様の手を握り返すことはしなかったが、振りほどくこともしなかった。


「だからね。クリスがちょっとでも『そうなるのもいいな』って思ってくれるように、僕たちは頑張るから。急がずゆっくり、待っていてくれるかな？」


問いかけに、返事はない。


それでも、お兄様はそれで十分だと感じたようだった。


手を放すと、私の隣に並んで歩き出す。


クリストファーが泣いている間、いたたまれなくてやたらと早足で歩いていたので、じきに見慣れた屋敷が見えてきた。


そこまで大人しかったクリストファーが、急に慌てた様子で声を上げる。


「あ、あの、エリザベス様。ぼく、降ります、歩けます」


「おや。クリストファーまで乗り心地に文句があるようだ」


「えっ、ち、ちが」


「冗談だよ。このまま帰ったらみんなも心配するだろうからね」


屈み込み、抱えているのを忘れそうなほど軽い義弟をそっと降ろしてやる。そして立ち上がると、何やら視線が横顔を刺した。


横目に見れば、クリストファーが私を見上げている。頬を染めて、何か言いたげなような、何かを堪えているような、そんな顔で。


また私は困ってしまう。


こういうとき、どうするのが正解なのだろうか。


お兄様のようなやさしい言葉も、気の利いた台詞も出てこない。そんなもの期待されても困る。


咄嗟に浮かんでくるのは、女性を口説き落とす甘い言葉ばかりだ。偏った学習の成果と言えよう。


しばし逡巡した後、私はそっと跪ひざまずき、義弟に向けて騎士の礼を執とった。


結局私には、他人のことはよく分からない。だからここは、私よりも他者を理解しようと努力しているだろうお兄様のアイデアを借りることにする。


男の子は誰でも──女の子もかもしれないが──騎士に憧れるものだ。


「私は君の騎士だよ、クリストファー」


騎士の作法は覚えたてだが、十分練習したおかげで自然な動作が出来たと思う。


「私は女だから、国を守る騎士にはなれない。だから私は、家族を……自分の大切な人を守る騎士だ」


クリストファーの手を取り、そっと指先に口付けた。


彼を救うはずの主人公を、私は奪うことになる。それは揺らがないし、悪いとも思わない。


だが曲がりなりにも姉として、主人公に愛されなかったとしても、彼が幸せであればよいという気持ちはあった。


私が損をしない範囲で、私に実害のない範囲で、適度に幸せになっていてほしいと、そう思う。


だからせめて、主人公ヒロインがいなくとも、騎士ヒーローに憧れる気持ちが、少しでも彼の拠り所になれば、と思う。


義弟は口をはくはくと開け閉めしながら、私を凝視している。お兄様を真似て、出来る限りやさしく微笑んで見せた。


「私に、君を守らせてくれるかな？」


「ひゃ、ひゃい！」


顔を赤くして、ぶんぶんと頷くクリストファー。さすがはヒーローに憧れる年頃の男の子、騎士様効果は抜群だ。


そのまま立ち上がって、彼の手を引いて歩き出す。お兄様はしばらく私たちを微笑ましそうに、嬉しそうに眺めていたが、やがてクリストファーのもう片方の手を取った。


三人で一列に並んで、ゆっくりと屋敷を目指す。


「お兄様は気にしていないようだけれど、勝手に抜け出すのは感心しないな」


「あう、ご、ごめんなさい」


「リジーが言うんだね、それ」


「罰として、屋敷の外周三十周！」


「ふえぇっ!?」


「リジー！　僕の可愛い弟をいじめないで！」


慌てるお兄様を見て、私はにやにやと笑ってしまう。私の顔を見て冗談だと分かったのか、少し遅れてお兄様も噴き出した。


クリストファーは私たちの顔を交互に見上げていたが、やがて繋いだ手を少しだけ、握り返してくれた。






アメリカンな吹き替え風味を添えて


十二歳のある日、いつものように剣の稽古を始めようとしたところ、教官が一人の男を連れてきた。


男はグリードと名乗った。教官と同じく騎士団候補生の訓練所の関係者で、見学に来たという。


教官に比べて身なりが悪いというか上品さに欠ける男だったが、身体つきは非常に素晴らしい。


胸板が厚い。腕が太い。上背もあるが下半身にもしっかりと筋肉がついていて、体幹が強そうなところがいい。重心が低く、足元からも崩されにくそうだ。


そして身のこなしは力が抜けているようでいて、無駄がない。今の私の力量では敵わないだろう。


つい値踏みするような目で見てしまっていたが、それはあちらも同じ様子だった。鋭い視線が、私に向けられている。


お兄様と軽く身体を慣らした後、教官と模擬戦をすることになった。


といってもいつものことであるし、去年ぐらいから勝ち越せるようになり、最近は危なげなく勝てるようになっていたので、その日も特に問題は起きなかった。


「エリザベス様」


模擬戦が終わると、一礼ののち、教官が私のところに歩み寄ってきた。


「もう、私からお教えすることはありません」


その言葉に、私は一瞬何を言われたのか分からなかった。


一度脳内で反芻して、良い予想と悪い予想が浮かんだ。悪い方から聞いてみることにする。


「ええと。破門ですか？」


「違います」


「では、免許皆伝、ということですか？」


「皆伝を与えられるほど、私は強くありません。ですが少なくとも、あなたはもう教わる側ではなく、教える側として十分な実力を身に付けた、ということです」


「師範代として認められた、ということでしょうか」


「そうなります」


なるほど。私は得心した。今日の模擬戦は師範代になるための試験であり、このグリードという男はその立会人なのだろう。道理で、探るような目つきでこちらを眺めていると思ったのだ。


だが、こうも突然師範代と言われても、正直実感がない。


当たり前だ。私がきちんと試合をしたことがあるのはお兄様と教官だけなのだ。自分がどのくらいの強さなのかを測るための物差しが、私にはないのである。


実戦が足りていない。そう強く思った。もっと稽古に身を入れようと、決意を新たにする。


「ですので、私はこのあたりで、お暇を頂戴いたします」


「え」


予想外の言葉に、私は面食らう。


確かに、私は教官よりも強くなった。勝ち越せるようになったばかりの頃は公爵令嬢である私に忖度しているのかと思ったぐらいだが、訓練で手を抜いてくれたことはなかったし、同じく訓練を受けているお兄様は普通に負かされていた。


だが、攻略対象たるもの、強くなければならない。そして生半可な強さでは、意味がない。


主人公ヒロインと他の攻略対象とのイベントを横取りするには、ナンパ男から暗殺者まで幅広く撃退出来るだけの力が必要なのだ。そのために、実戦形式の練習は欠かせない。今練習相手を失うわけにはいかないのである。せっかく新たにした決意をどうしてくれるか。


「私に教えることがなくとも、お兄様は」


お兄様を引き合いに出してみるも、教官は首を振る。


「バートン伯ももう十七歳です。学園の最終学年では剣術の授業はありませんから、稽古を続ける必要もなくなります」


バートン伯というのは、お兄様のことだ。昨年お父様の持っている爵位のうち、伯爵を継いだのである。学園卒業後、数年間は伯爵として仕事をこなしつつ実績を積み、その後で晴れて公爵家当主の座を継ぐ予定だった。


お兄様に目を向けると、困ったように笑っている。お兄様にはこうなることが分かっていたらしい。


思えばお兄様は騎士になりたいわけでもなし、学園の授業で良い成績が取れる程度の腕前で十分なのだから、この年まで熱心に剣術の稽古を続ける必要はなかったのである。


私に付き合って通常の貴族令息が受けるよりも厳しい訓練を受けさせられていたお兄様には、感謝こそすれ文句など言えるはずもない。


本当に、よく付き合ってくれていたと思う。


「クリストファーは？」


「クリストファー様はまだ基礎の段階です。私よりも、最初にエリザベス様たちを教えた者の方が適任でしょう」


言い募ってみるも、あっさり返された。確かにそのとおりである。


クリストファーは前の家で剣術を学んだことがなかったらしく、我が家に来て二年がたった今でも体力作りや剣に慣れる練習の段階だ。訓練場の現役教官が教えるに足るほどの実力は、ない。


いや、この際直球で聞こう。困るのはお兄様でもクリストファーでもなく、私だ。


「しかし、私の稽古はどうなります。私にはまだ、十分な強さがありません」


「ご令嬢としては、十分すぎる強さがおありです」


「私が求めているのはその程度の強さではありません」


「存じております」


教官は当たり前のように頷いた。


分かっていて暇乞いとまごいとは、どういう了見だ。もう一度言わせてもらう。せっかく新たにした決意をどうしろというのだ。


「エリザベス様に新しい練習の場をご紹介するために、今日は彼を連れてまいりました」


教官が目くばせすると、先ほどグリードと名乗った男が歩み寄ってくる。


試合中は刺すような視線でこちらを見ていたというのに、私が教官と話している間はまったく気配を感じなかった。結構な巨体だというのに、存在感を消すのがうまい。


「王都には、貴族令息のための騎士団候補生訓練場が二つあります。王城から見て、西と、東に。彼は西の訓練場の教官です」


「どうも」


グリード教官が、軽く手を上げて、私を見下ろす。


だらしない仕草に見えるが、隙がない。


なるほど、教官か。彼自身も腕利きの騎士なのだろう。先ほどから感じていた感覚に納得する。


彼は顎の無精ひげをこすりながら、不満そうに自分を紹介した教官を親指で示す。


「こいつがいるのは東の訓練場なんだが、そっちの方が身分の高いご令息が多くてな。教官の職も東の訓練場ばかりが人気で、西の訓練場はいつも人手不足なんだ」


そこで、と、彼は言葉を切る。にやりと上がった口角と、猛禽類のような輝きを放つ瞳は妙にアンバランスで、触れると切れそうなほどだった。


「師範代になったことだし……お嬢様、うちで働いてみないか？」






訓練場に通うというのは、私にとってこれ以上ないほど適した提案だった。


騎士団候補生として訓練場に通うのは、ほとんどが学園に入学する前の令息たちだという。


専属の家庭教師を雇えない者から、家庭教師の指導では満足出来なかった者、本気で騎士を目指す者まで通っているそうだ。同じ年頃の子どもと自分の実力を比べる良い機会になる。


訓練が終わった後なら、グリード教官を含め他の教官たちも私への稽古に時間を割いてもよいと言ってくれた。


しかもお給金がもらえる。


グリード教官いわく「公爵家のご令嬢からすりゃ微々たる額」ということだが、お金はいくらあっても困るものではない。自由になるお金というのはありがたいものだ。


私自身は一も二もなく了承したが、問題もあった。


訓練場に通うには、毎日のように屋敷を出入りする必要がある。


中身は大人だが、私の肉体は十二歳の子どもである。外出には、お父様の許可をもらわなければならない。


黙って通うことも考えたが、お父様が仕事で頻繁に出入りしている王城と訓練場は目と鼻の先だ。かつ、訓練場は貴族令息ばかり。そこにお父様と懇意にしている貴族の息子がいないとも限らない。


以上を鑑みると、どこからか絶対にバレることになるだろう。


悩んだ末に、お父様に直談判することにした。


さすがに教官として通うとは言いづらかったので──お母様が失神してしまうかもしれない──教わる側として通うという嘘はつくことになったが。


猛反対されることを想定していたのだが、少々渋られた程度で許可をもらうことが出来た。僥倖ぎょうこうである。


いやぁ、お父様を力尽くで分からせるようなことにならなくて、よかった、よかった。


反対したところで隠れて通うだろうと思われた説が濃厚であるが、お兄様たちが一緒に頼んでくれたのもよかったと思う。なんとクリストファーまで一緒に頼んでくれた。


めったにお願いごとを口にしないクリストファーが頼むものだから、お父様も驚いていた。あとちょっと泣いていた。


クリストファーと私たちが仲良くやれていることが嬉しかったらしい。私も少し感動した。我ながらよい兄弟に恵まれたものだ。


まぁクリストファーは、私が訓練場に通えない状態だと、家で一緒に厳しい稽古を受ける羽目になりそうだという危険を察知しただけかもしれないが。






迎えた訓練初日。ちょうど候補生の入れ替えの時期だったようで、私は新しく入った候補生たちを担当することになった。


訓練場の片隅にある掘っ立て小屋の一角を借りて──物置だった小部屋を整理してくれたらしい──騎士団の制服に身を包む。


候補生のものとは色が違うため、家で着替えるわけにはいかなかったのだ。


どのみち訓練で汗をかいたら着替えたいし、訓練場で着替えが出来るに越したことはない。


みすぼらしい見た目に反して小屋の中はなかなか綺麗で、きちんとシャワールームもあった。


私が知る限り、この世界には「聖女の祈り」というやつ以外に魔法らしいものは存在しないが、乙女ゲームの世界なので登場人物が不潔なはずがない。


ある程度の貴族が出入りするような場所はトイレも水洗だ。その辺りはなんかいい感じになっているらしい。まぁ、この小屋ではさすがにお湯は出ないのだが。


濃紺の制服を着て鏡の前に立つ。手前味噌だが、なかなか似合っているのではなかろうか。


というか、やはり制服マジックというのは侮れない。着ただけで二割増しくらいに見える気がする。女子ウケがよいわけである。


さらに、濃い色のセットアップとブーツが縦長効果を生んでいて、実際よりも背が高く見える。


今日は制服と合わせるために、わざわざ特注で作らせたブーツを持ち込んだ。インソールを仕込んだシークレットブーツで、身につければ成人男性である教官たちともそう目線の高さが変わらない。


実身長はといえば、十二歳になってやっと一七〇センチが目前に迫ってきたところである。


靴で盛るにしろ、攻略対象たるものやはり一七〇は欲しい。順調に伸びてくれて嬉しい限りだ。


「準備はいいかい、お嬢様」


ノックとともに、グリード教官の声がした。私はドアを開き、教官たちと控え室で合流する。


他の教官たちは制服を着崩していて、きちんと着込んでいるのは私ぐらいだった。


グリード教官など、上半身はどう見てもインナーだろうというような黒のピチピチＴシャツだ。


一目でどんなタイプか分かるようなキャラクター付けとしては成功している。私も着慣れてきたら、自分らしさを出していくのもよいかもしれない。


そこで脳裏に疑問が過ぎった。「私らしさ」というのは、いったい何だろうか。


騎士、という要素を取り入れようと思って、気づいたらここまで来ていた。


だがここには騎士団候補生とその教官しかいない。つまり皆が皆、騎士の要素を持っているのだ。騎士キャラだけでは弱い。没個性だ。


もともと、もう一味くらい捻りが欲しいと思っていたのだ。騎士としてのあれこれを教える側になったことだし、そろそろそれを本格的に考えるところにきたのかもしれない。


「緊張してんのか？　大丈夫、子犬の躾みてぇなもんだよ」


ぼんやり考え事を始めてしまった私の背を、グリード教官がばしんと叩いた。


私は肩を竦めて見せてから、教官たちを後ろに引き連れ、外に繋がる扉を開けた。


「人に教えるのは初めてですが、まぁ、やってみます」


頼もしいな、という言葉が、私の背中に飛んできた。






体育座りで地べたに座っている男の子たちの真ん中に空いたスペースに立って、周りを見下ろす。


この世界でも体育座りなんだな、と変なところが気になった。


私がじっと黙っている間、お行儀のなっていないらしい子息たちは、こちらを見て何やらひそひそと囁きあっている。


貴族令息といえど、思ったよりもずっと子どもっぽい連中だと感じた。見た目もそうだし、内面も。


全員腕が細っこいし、膝小僧などちゅるんちゅるんのつやつやだ。かさぶたも、痣も、傷跡もない。


そして顔がよい少年の多いこと、多いこと。さすがは乙女ゲームの世界。攻略対象たちはこの激戦の中を勝ち抜いた、選りすぐりの顔面なのだ。そりゃあ、顔がよいはずである。


お兄様がそのぐらいの年頃だったときと比べるのはあまりに気の毒な気もするが、一つ下のクリストファーと比べても幼く感じる。うちの義弟は見た目こそ幼いが、中身はもう少ししっかりしているのだ。


私はカルシウムのおかげでたいていの令息よりは背が高かったが、体つきは他の教官たちのようなゴリマッチョではなく引き締まった細マッチョだ。


個人的にはもっとバルクアップしたい。だが、私が重視すべきは自分の楽しさではなく女子ウケだ。泣く泣く我慢している。


そのため、見た目でナメられる可能性はあった。真面目に話を聞かない者が出るのも想定内である。


こういうのは初めが肝心だ。自分と同じぐらいの年頃の男の子たちを見回し、ゆっくりと息を吸う。


「そのだらしがない口を閉じろ、蛆虫うじむしども！」


シーンと、場が静まり返った。


お育ちが良いお坊ちゃんたちは、きっと今まで面と向かって蛆虫呼ばわりされたことがないのだろう、呆然としている。


私も他人様を蛆虫呼ばわりしたのは初めてだ。


ナメられないためにどうすればよいか考えた結果、辿り着いたのがこちら。


名付けて鬼軍曹作戦　～アメリカンな吹き替え風味を添えて～　である。


座っている令息たちをわざとあからさまに見下して、鼻で笑う。


「どいつもこいつもションベン臭い。か細い腕にお綺麗な剣と靴。一目で分かるぞ、貴様らは使いようのない蛆虫以下のゴミクズだ！　騎士団候補生？　ハッ、クソのほうがマシな冗談だな、寝言は寝て言え！」


「貴様！　よくもそんな口を！」


吐き捨てるように告げると、顔を真っ赤にした令息が立ち上がった。


はて。どこかで見覚えがあるような、ないような。しかし、前髪が邪魔ではっきりとは分からない。


だいたい何なんだ、そのうっとうしい前髪は。剣術の練習をする気がないのか。


プライドの高いお貴族様のご令息のことだ。こんな言い方をすれば、一人や二人文句を言ってくる者が出ることは予想していた。


だが、ここで引き下がってはいけない。むしろ、力の差を見せ付けるチャンスである。


私はあえて挑発するように、人差し指でクイクイと宙を引っかいた。


「文句があるならかかってこい！　ただし、私に負けたら通常メニューに加えて腕立て百回だ！」


「上等だ！」


挑発に乗って飛び掛かってきたところを二秒で伸した。


ナメられないようにとあえて手加減しなかったが、やりすぎたかもしれない。ふっ飛ばした令息が地面に落下し、潰れた蛙のような声を出した。


一瞬で沈黙が満ちる。令息たちが怯えた目で私を見つめていた。これで逆らおうという気は失せただろう。


しかし約束は約束なので、連帯責任ということで全員に追加メニューを課してやった。


息も絶え絶えといった令息たちを尻目に、何故か合流してきたグリード教官たちが嬉々として同じメニューをこなしている。


何故貴方たちまで令息側にいるのか。そして何故妙にイキイキしているのか。それ以前に貴方たちの担当の令息はどうした。


しかし鬼軍曹として、ここで態度を崩すわけにはいかない。最初が肝心なのだ。


「まだまだ余裕があるようだな！　追加でダッシュ二十本！」


私の声に、令息たちは悲鳴をあげ、教官たちは歓声をあげた。






ワンフォアオール、オールフォアワン！


「貴様！　そのお嬢ちゃんみたいな手で剣が握れるのか！」


「サー！　ノー！　サー！」


「分かっているならヴァージンを卒業するまで木剣を振っていろ！　このおぼこ娘が！」


「サー！　イエス！　サー！」


「自分で限界を決めるな！　筋肉の声を聞け！」


「サー！　イエス！　サー！」


「姿勢が悪いぞ！　そうまでして身体を痛めつけたいのか！　貴様はマゾヒストか！」


「サー！　ノー！　サー！」


「おい蛆虫！　貴様熱があるな！　言われないと休息も取れないのか！　いつまで赤ちゃん気分だ!?　今すぐママの子宮に帰ってクソを垂れて寝ろ！」


「サー！　イエス！　サー！」


私が訓練場に通うようになって、半年の月日が過ぎた。


わずか半年だが、令息たちはずいぶんと見違えた。


剣の実力という意味ではない。短期間で成果が出るようなものでないことを、今日までほぼ毎日鍛錬に励んできた私は良く知っていた。


基礎練習をサボらなくなった。練習するときの顔つきが変わった。


走れる距離が増えた。筋トレをこなせる回数が増えた。手の皮が厚くなった。足の裏が硬くなった。


剣を振りぬく姿勢がよくなった。木刀を扱う時、本物の剣を扱うような緊張感を持って扱うことが出来るようになった。


やっと、「騎士団候補生」と呼んでもいいような面構えになってきたようだ。いや、「騎士団候補生のたまご」といったところか。


当初、私は新入生だけ担当するはずだったのだが、私の訓練が物珍しかったのか、結局他の教官たちがこちらのトレーニングに加わってしまうので、直に合同で訓練を行うようになっていった。


今では六十名程度の候補生全員が私の門下生という状態だ。


誰が呼んだか、人呼んで「リジーズ・ブートキャンプ」。最初は「教官」と呼ばれていたが、気づくと「隊長」と呼ばれるようになっていた。


何の？


何故だろう。なんとなく、離れていっている気がする。


乙女ゲームの攻略対象になるという目標から、徐々に離れていっている気がする。


頭痛を感じて眉間を揉んでいると、人がこちらに駆け寄ってくる気配がした。


「隊長！」


「どうした蛆虫！」


門下の令息……もとい、騎士団候補生に呼ばれて、挨拶とともに振り向いた。


声の主は、顔見せの際一番最初に私に突っかかってきた前髪の長い少年である。


……いや、そのはずだった。


そこに立っていたのは、すっきりとした短髪の少年だった。


私よりも短いくらいの、ツーブロック。想像と違う姿の相手が立っていたことで、一瞬面食らう。


だが先ほどの声は、確かに聞き覚えのある候補生のものだ。


咄嗟に言葉が出ない私を、少年はきらきらした瞳で見ている。


鳶色の髪に、綺麗な澄んだ若草色の瞳。その瞳に見覚えがあった。


思わず、口から声が漏れた。


「チョロベルト……」


「はっ！　自分の名前を覚えていただいていたとは！　光栄です!!」


しゃちほこばった様子で返事をする少年。


そう、今私の目の前にいるのは、チョロベルトこと、ロベルト。


この国の第二王子であり、我が婚約者殿であった。






    
  
  




彼にきちんと会ったのは、八歳の誕生日パーティーが最後である。その後は行事や式典等で遠目に見る程度だった。婚約者としてそれが適切な距離感なのかは不明だが、私も私で非常に忙しかったので、特に会うこともなかったのである。


社交辞令上必要なプレゼントや手紙のやり取りなどは、お母様と侍女長がうまいことやってくれていたらしい。私は「なんでもいいよ」を連発したせいで三回目くらいから何も聞かれなくなっていたので、詳しいことは知らないが。


婚約者に関わらず、主人公ヒロインに攻略されるための自分磨きに時間を使いたかった私にとって、社交の優先順位は高くなかった。


そして私が見たことのある彼は、いつも髪をオールバックにセットされていた。


ゲームのスチルでもそうだ。ダンスパーティーや公式な場では、彼は常にオールバックだった。「いつもと違う服装、髪型の彼にドキドキ♡」というやつである。


普段の立ち絵などでは長めのウルフカットにＭ字バングだ。前髪が長く顔がよく見えなかった門下の少年と、婚約者殿が結びつかなくとも仕方ないだろう。


……一番の理由は、私が婚約者殿に興味がなかったからだとは思うが。


「髪を切ったのか」


「はっ！　視界を遮りますので、訓練に適した髪型にしました！　自分も隊長のように、強くなりたいので！」


飛んできたキラキラが実体を持って突き刺さりそうなくらい瞳を輝かせて私を見つめてくる彼からは、それはもうビシバシと「尊敬」と「憧れ」が伝わってくる。


今の彼の髪型は、私のそれと非常に良く似ていた。長めのウルフカットでも、Ｍ字バングでもない。


どう考えても、この髪型は彼の趣味ではない。


確実に影響されている。気づくなというほうが無理である。


こういうところがチョロベルトのチョロベルトたる所以なのだろう。彼の将来を憂いて、私は遠い目をした。


「髪型を変えたくらいで強くなると思うなよ蛆虫が！」


「し、失礼しました！」


ピシッと身体を九十度に曲げて礼をするロベルト。


非常に良い姿勢だ。本当にあのチョロベルトだろうか？


ゲームでは俺様系だったはずだが、俺様系がこんなに美しい最敬礼をするものだろうか。


「……それで、何の用だ」


「はっ！　グリード教官がお呼びです！」


「すぐに行く」


返事をして、教官室へと爪先を向けた。背中を向けているはずなのに、相変わらずロベルトから発せられるキラキラがざくざくと突き刺さっている気がした。






教官室に入ると、教官たちが机を囲んで何かを睨んでいた。


近づいて覗き込むと、何やらイベントごとのチラシらしきものが机においてある。


日時は三か月後、場所は王立競技場。タイトルは……。


「御前試合？」


「ああ。まぁ式典としちゃ隊列を組んだ候補生が行進したり、剣技の形を披露したりもするんだが、メインはそれだな。陛下もご覧になっている前で、西と東の訓練場対抗で親善試合をするんだ」


「向こうのほうが身分の高いお坊ちゃんが多いからな。もともと家庭教師を雇っているような家の出身者がほとんどで、ここんとここっちが負け越してる」


「だが！　今年は違うぜ！」


グリード教官が机を叩く。普段はどちらかというと脱力系なのだが、今日はやけにやる気だ。


教官室でポーカーに興じているところも見かけるので、勝負事が好きなタイプなのかもしれない。


「地獄の扱しごきに耐えた候補生たちはここ十年で一番の出来だ。勝てる。今年は絶対に勝てる」


「なんだかワインみたいな言い方ですね」


適当な椅子を引いて、腰かけた。何の気なしに制服の袖を見ると、ボタンが取れかけている。


こういう小さなところは、洗濯に出してしまうと忘れがちだ。直さないまま次回も着てしまって、ああ、そういえばと思い出すことが多い。忘れないうちにつけ直さなければ。


「おい、隊長。ちゃんと聞けよ」


誰が隊長だ。


候補生たちにつられてか、気づくと他の教官たちまで私のことを「隊長」と呼ぶようになっていた。


だから、何の？


仕方なしに、チラシに目を向け、妙にやる気の教官たちを見る。円滑に仕事をするために、たまには上司の雑談に付き合ってやるか。


「勝つと何かあるんですか？　賞金とか」


「いや、特にはないが」


「へー」


ボタンって、どうやってつけるんだったか。前世ではやったことがある気もするが、思い出せない。


ちなみに公爵令嬢はボタンなど自分でつけないらしい。


淑女教育で習ったのは刺繍ぐらいだったし、絵心も根気もない私にはそもそも適性がなかったな。


「隊長にかかってるんだぞ、やる気出してくれよ」


「そう言われても、私が出るわけじゃありませんから」


私がやる気を出したとて、実際試合をするのは候補生たちだ。


私のやる気より、そちらを優先した方がはるかに効率がよさそうである。


ぼんやりボタンを眺めていたが、ふと一つ良いアイデアを思い付いた。


「……勝ったら、ひとつお願いを聞いてもらえますか？　それならやる気、出しますけど」


「お願い？」


グリード教官の眉間に皺が寄る。乗ってやったら乗ってやったで疑うような目で見られた。心外だ。


まぁ、やる気を出すとは言ったが勝つとは言っていないのだが。


こういうところを見透かされて、疑われている気がする。


他の教官たちも、急に興味を持った私を怪訝そうな目で見ていた。


「お手柔らかに頼むぞ。バートン家のお嬢さんが欲しがるようなもの、俺たちには買えないぜ？」


その言葉に、にやりと口の端を上げる。その心配はない。


私が欲しているのは、私は持っていないけれど、彼らなら持っているかもしれないものだ。


「大丈夫です。高いものじゃないので」






やる気を出すとは言ったものの、私に出来ることなど特にない。


教官たちにも言ったが、私が試合に出るわけではないのだ。


いや、令息たちに混じってこっそり出場する手もあるにはあったが、御前試合には国王陛下の他、息子を訓練場に通わせている貴族や、騎士たち、訓練場のＯＢ等数多くの貴族が集まる。


お父様も来るかもしれないし、本人が来なくとも交流のある貴族が見に来る可能性は十分にある。


令息を千切っては投げ千切っては投げしているところをお父様に見つかるのは、あまり得策ではないように思えた。


そういうわけで、私に出来たことは、せいぜいいつものメニューに追加して十回か二十回、トレーニングを増やしてやるくらいだった。


私よりも、他の教官たちの方が大いに働いた。


これまで筋トレや基礎的なことに重点を置いていたところに、試合形式の練習も取り入れたのだ。


普段は嬉々として候補生と一緒にトレーニングをさせられる側に回っていた教官たちだが、令息を相手に立ち回りを実践して見せる姿などは非常に様になっていて、教官らしかった。


グリード教官によると、私が来る前はこういった実戦や試合形式での練習が多かったらしい。


なるほど、令息たちからしてみれば基礎練習などより見栄えがする実戦形式の練習の方が楽しかろうし、基礎がきちんとある者は強くなっただろう。


教官たちも自分の身体を動かすほうが好きなようだし、文句を言われず楽だったのかもしれない。


実戦形式の練習が悪いというわけではない。それでしか身につかないことがあるというのは、ここ半年グリード教官たちに稽古をつけてもらった私が一番、身をもって理解している。


しかし、基礎も同じくらいに大切だ。基礎がなっていない状態で行う実戦と、基礎を固めた後で行う実戦では、やはり伸び幅が違う。


どんどん上達していく候補生たちも、それを相手する教官たちも、どこか楽しげで、生き生きとしていた。いいことだ。


私は実戦に関してはまだ教わる側である。そういった訓練をしている間は、ぷらぷらと候補生たちの動きを眺めて回った。候補生同士で立ち合いをしているときには、姿勢くらいなら見てやれるかと思い、竹刀を手に指導を加える。


それを見たグリード教官が、何やら分かりやすいミスをして候補生に打ち込まれていた。


チラチラとこちらを見ている。他の教官たちも同様だ。


何だそれは。何のアピールだ。


正直マゾか？　と思うのだが、以前うっかり候補生に対する勢いのまま「貴様はマゾヒストか!?」と言った時に「サー！　イエス！　サー！」と返事されて以来、怖くて聞けないでいる。


一生聞かずに済ませたいと思う。


というわけで、実際の御前試合のための練習はほぼ他の教官に任せっきりだったのだが、候補生たちも教官たちもことあるごとに「バートン隊に勝利を！」とか「バートン隊の名に恥じぬ戦いを！」とか勝手に私を旗印にして、声を掛け合っていた。


勝手に隊を作らないでもらいたい。


御前試合という分かりやすい目標もあってか、訓練場は候補生・教官問わずかつてないほどに団結し、熱く盛り上がっていた。


何だか運動部みたいだなぁと思う。それでいくなら、私はコーチか監督だろうか。


今からでも呼び方を「コーチ」に変えてもらえないかと試行錯誤しているうちに、御前試合の日はどんどんと迫って来るのだった。






コーチと呼ばれないまま迎えた、御前試合当日。


集団で形を披露している候補生たちを眺めて、私は一人頷いた。


東の訓練場の候補生たちの動きも、非常によい。きちんと鍛錬を積んでいる者の動きだ。


今までこちらが負け越していたというのも頷ける。


動きだけではない。我々西の訓練場の候補生より、全体的に背が高かった。


体格差というのは、それだけで有利不利を決める材料になるものだ。子ども同士であれば特に顕著だろう。リーチが長い。身体が重い。単純だが、侮れない。


そして、顔が美しい者が多い気がする。


うちの候補生たちもなかなかだと思っていたが、向こうの候補生たちは何というか、髪のキューティクルがつやつやしている令息が多い。


あと、信じがたいことに、制服が白だった。


うちの候補生用のグレーの制服だって、何故こんなに汚れや汗が目立つ淡色にしてしまったのだろうと不思議に思っていたのに。白て。


誰が洗うと思っているのだ。いや、お貴族様のお屋敷では使用人が洗うのだろうが。


ぼんやりしているうちに、前座はすべて終わったようだ。候補生たちが、私たち教官の控えている競技場の隅へと戻ってきた。


少し競技場に向けて出っ張っているが、屋根もあるし椅子もある、野球場のベンチのような場所だ。見慣れた候補生たちの顔を見回す。皆、緊張している様子だが、目は爛々らんらんと輝いていた。


相手の動きも非常に良かった。体格差では、こちらが不利だ。


だが、決して勝てない試合ではない。一連の動きを見て、私はそう考えていた。


教官たちも、黙って私の言葉を待っている。私は息を吸って、声を張り上げた。


「ワンフォアオール、オールフォアワン！」


「ワンフォアオール、オールフォアワン!!」


私の言葉を、候補生と教官たちが繰り返した。


たぶん誰一人、意味をよく分かっていない。私を含めて。


「無様な真似は許さんぞ！　蛆虫ども！」


「サー！　イエス！　サー！」






試合は両者譲らず、引き分けのまま大将戦へともつれ込んだ。


我が西の訓練場の候補生たちは、みな良い試合をしていた。相手の方がテクニックがあったが、スタミナはこちらが上だったので、長期戦に持ち込めば多少の不利は押し返せたのだ。


最終戦。泣いても笑っても、これで勝敗が決まる。


こちらの大将は、いつの間にか訓練場で一番強くなっていた、ロベルト。


そして、相手の大将は──ロベルトの兄である、エドワード王太子殿下だった。


ベンチの片隅で試合の準備をしているロベルトに、声をかけてやろうと歩み寄る。


彼は俯いて、剣の鞘さやを抱き締めて何やらぶつぶつとつぶやいていた。


「俺が勝てば、俺が……」


ふむ。どうやら緊張しているらしい。道理で、他の候補生たちがやけに遠巻きに見ていると思ったのだ。これでは声をかけづらい。


ゲームの中でも常に兄と自分を比較していた彼のことだ、気負っていたとしても仕方ないだろう。


だがこの様子では、勝てるものも勝てそうにない。


教官との約束もあるし、私としては勝ってもらえた方がありがたい。


あと単純に、勝つのと負けるのとでは、やはり勝った方が気分が良いだろう。私の。


ブーツの踵を鳴らして彼のもとへ歩み寄り、バシッと大きな音を立てて背中を叩いてやった。


俯いていた顔が上がり、しゃんと背筋が伸びる。


「ぶちかましてこい、ロベルト！　相手は温室育ちのお坊ちゃんだ、せいぜい遊んでやれ！」


「は、はいっ！」


活を入れてやると、どこか深刻そうに思い詰めていたロベルトの瞳にぱっと生気が宿る。


私としては、普段通りのロベルトなら難なく勝てるだろうと思っていた。


それを伝えようと、わざと余裕ぶった笑みを作って頷いて見せる。


そんな私の表情に、ロベルトは頬を紅潮させ、いつものキラキラを発生させ始めた。よしよし、やる気を漲らせているようだ。


「隊長、見ていてください！　俺、勝ちます!!」


そう言って駆け出していく彼の背中を、腕を組んで見送る。気分はすっかり、スポ根もののコーチだった。






結果を言えば、ロベルトの圧勝であった。


数発いいのを食らったものの、鍛えに鍛えた肉体のおかげでダメージは最小限に抑えられた。押し返された王太子殿下も技巧を凝らして健闘したが、力とスタミナで勝るロベルトには敵わず、ついには膝を折った。


そう。筋肉の勝利だ。


やはり筋肉は素晴らしい。


礼を終えて戻ってきた彼の周りに、わっと候補生たちが駆け寄る。


共に訓練しているうちにだんだんと王子扱いする者も少なくなっていたので、遠慮なくもみくちゃにされていた。


私の知る彼はもっと気位が高く周りに人を寄せ付けないような男だったのだが──仲間に囲まれて笑う今の彼を見ると、とてもそうは思えない。


「やったな！　とうとう兄貴に一泡吹かせられたじゃねーか！」


胴上げしかねない勢いでロベルトを囲んでいたうちの一人がポロリと言ったこの一言に、ロベルトはぎょっと目を丸くした。


彼が押し黙ってしまったのを見て、周囲の候補生たちも水を打ったようにしんと静まり返る。


「おい、バカ」


「あ、わ、悪い、ロベルト。そんなつもりじゃ……」


周囲からつつかれて、うっかり口走ってしまった候補生は急に慌て出す。


そう。ロベルトは兄と比べられるのが大嫌いだった。


訓練が始まったばかりのころは兄の名前が出ただけで暴れていたほどだ。


常に出来の良い兄と比べ続けられてきたのだろう、本人は認めないだろうが、傍目に見ればそれはトラウマと言っていいレベルだった。


今では暴れることこそなくなったものの、皆気を遣ってその話題を避けていた。だが、今日は勝利の喜びで気が緩んだようだ。


硬くなった空気に、ロベルトの小さな呟きがやけに大きく響く。


「そうか、俺は……兄上に勝ったのか」


彼は、本当に今気づいたと言わんばかりの間の抜けた表情で、仲間たちの顔を見返した。


「相手が兄上だと、忘れていた」


今度は私と候補生たちが目を丸くする番だった。


「みんなの……隊のために俺が勝たねばと、そればかり考えていて……」


ちらりと、ロベルトが私に視線を送る。


そうか。てっきり兄との直接対決に緊張しているのだと思ったのだが、違ったのか。


彼はただ、仲間たちの気持ちを、教官の期待を、勝敗を一身に背負ったことに緊張していたらしい。


皆の視線を集めた彼は、頭を掻きながら照れくさそうに笑う。


「はは、おかしいな。あんなに勝ちたかったはずなのに……今はそのことより、皆と勝利を勝ち取れたことが嬉しいんだ」


「ロベルト……！」


うるうると瞳を潤ませた少年たちが、雄叫びをあげながら再びロベルトをもみくちゃにする。


その様子を、私は腕を組んで頷きながら見守っておいた。


うむうむ、美しきかな、友情。青春。ワンチームというやつだ。いや知らんけど。






その後、王様のありがたいお言葉でイベントは幕を閉じた。我が国王、挨拶が非常に簡潔で素晴らしい。政治のことは何も分からないが、きっとよい王様なのだろう。


喜びも冷めやらぬ中、グリード教官が候補生を連れて打ち上げに行くと言い出した。私は普段通り断ろうと思ったのだが……。


「隊長……」


悲しげな瞳でこちらを見てくるロベルト含む候補生たち（あと何故か教官たち）に絆され、今日だけはという約束で付き合う羽目になった。


こういうとき、何かと口うるさい上司はいない方が盛り上がると思うのだが……彼らは違うらしい。


今度は私を担ぎ上げんばかりの勢いで大騒ぎしながら、競技場を後にする。


ふと、視線を感じて振り向いた。


撤収を始めた相手チームの中で、一人こちらを向いている者と目が合う。


銀糸の髪に、高貴の象徴たる紫紺の瞳。


突如吹いた風にさらさらの髪を靡なびかせた、王太子殿下がこちらをじっと見つめていたのだ。


しばらく見つめ合ったものの、さっと彼の方から目を逸らされた。そして、彼は振り返ることなく競技場から出て行く。


「隊長？」


「……ああ、いや、何でもない。行こう」


候補生に呼びかけられ、私もはっと我に返る。


一瞬ロベルトに負けて弟憎しと睨んでいるのかと思ったのだが、特にそういった感情は読み取れなかった。気にする必要はないだろう。


私はそのまま踵を返し、打ち上げに向かう一団に加わった。






「たいちょぉ～～」


突然肩を組まれたので何かと思ったら、ロベルトだった。


打ち上げの席で無礼講とはいえ、鬼軍曹に対する態度とは思えない。


引き剥がして睨みつけるが、妙に顔が赤いし目がとろんとして、焦点が合っていない気がする。


じろりと教官仲間に目をやれば、苦笑いが返ってきた。


「すんません、どうしてもって聞かなくて。舐めるだけっつったんですが」


念のため補足をすると、この国には未成年の飲酒を禁ずる法律はない。モデルが昔の欧米諸国だからだろうか。


それでも良識のある大人が一緒であれば、学園卒業前の子どもには飲ませないのが一般的だ。


つまりここには、良識のある大人がいないのだった。


よい子とよい大人は真似をしてはいけない。未成年飲酒、ダメ、絶対。


「こいつの護衛はどうした」


ロベルトは腐っても第二王子。訓練場内であっても、いつも三人程度は護衛をつけていたはずだ。城下街の食堂となれば尚更である。


「そこで潰れてます」


「叩き起こせ」


ロベルトの護衛たちは一足お先に潰されていたようで、「でんかぁ」「よがっだでずぁ」とかなんとか呻いていた。


まぁ、無理もない。ずっとロベルトを身近で見守ってきたのだ。彼が兄に勝利したこの日を……兄と自分を比べることよりも大切なことに気づけたこの日を喜ぶ気持ちは、私たちより強いだろう。


だがこれでは何のための護衛だか分からない。


いくら平和な国とは言え、王族付きの騎士がこれでは将来が思いやられるというものだ。


何度押し退けてもまとわりついてくるロベルトに、仲間たちも教官たちも生暖かい目を向けるばかりで、助けは期待できそうになかった。


「たいちょぉ！　俺、やりましたよぉ！　隊長のおかげです！」


「ああ、そうだな。お前はよくやったよ」


私も今日ばかりはあまり邪険にする気になれずに、ぽんぽんと彼の頭を叩いてやった。


きょとんと目を丸くした彼と、視線が交差する。


「お前なら、もっと強くなれるさ」


「たいちょぉおおお！」


ぶわっとロベルトの瞳から涙がこぼれた。また飛びついて来ようとしたので、顔面を鷲掴みにしてストップをかける。


やめろ。お店でスポ根ごっこをしては周りの方々のご迷惑だ。


「隊長、俺、おれ、ぜったい、絶対もっと強くなります！」


「そうか、それは楽しみだな」


「もっと、もっと！　隊長と同じぐらい、いえ！　隊長よりも、強くなります！」


ロベルトは私の手を顔面から引き剥がし、ぎゅっと強く握り締める。


その掌は豆が潰れた後の皮が硬くなっていて──立派な騎士の手だった。そして驚くほど、熱い。


「だから、だから……俺がもし、隊長よりも強くなったら……その、とき……は……」


ふっと、ロベルトの身体から力が抜けた。


机に突っ伏した彼の後頭部を眺めていると、まもなく寝息……というかいびきが聞こえてくる。


やれやれ。どうやら完全に潰れたらしい。握られた手の熱さから、彼の酔い具合が伝わってくるようだった。


その時は、の続きは何なのだろう。


「手合わせしてくれ」だったらいくらでも相手になってやるのだが、平和に生きていきたいので「一緒に革命を起こそう」とかはお断りだ。






潰れた奴らを全員置いて帰ろうとしたところ、ロベルトの護衛たちから「後生だから殿下を城まで送ってやってくれ」と泣きつかれた。


令息たちは続々と迎えが来て帰っていったので、残っているのは十人程度。迎えがないものはグリード教官が送っていくらしい。


教官たちの中で一番酒が強いらしく、ロベルトの護衛も他の教官も潰れてしまったのに、彼はぴんぴんしていた。


「何故、私が」


「おねがいしますぅ」


理由を問うたのに、まったく答えになっていなかった。


ダメだ、この酔っ払いどもは。


「そもそも逆でしょう。誰か、私を送っていこうという気概のある方はいないんですか？」


「隊長で敵わない相手じゃ、俺たちがいても足手まといだろ」


それもそうだった。


結局護衛の一人が「ここの会計をすべて持つ」と言ったので、それで手を打つことにした。


酔っ払いと候補生ばかりのこの場で、護衛の任を務められそうなのは私かグリード教官くらいだし、彼は他の令息を送らなければならない。


せめてもの意趣返しに、店を出るとき、店主に「他のお客さん全員に一番高い酒を。迷惑料だ」と伝えておく。勘定の金額にせいぜい驚くといい。


ロベルトを米俵のように担いで、王城を目指す。


ところで、王城に着いたらどうすればよいのだろう。衛兵に声をかけて、入れてもらえるものだろうか。……護衛のいない、ぐったりした第二王子を肩に担いだ状態で？　衛兵に声を？


怪しすぎないだろうか。下手をすれば即刻取り押さえられるのでは。


仕方がないので、城から少し離れたところで、肩を貸すような形に切り替えた。念のため、身分証をすぐに出せるところに準備しておく。


さてどうしたものかと考えていると、門のところで控えていた衛兵の一人が血相を変えて走ってきた。


「エリザベス様！」


よく見れば、いつもロベルトの護衛についている男のうちの一人だ。


今日は非番だったのか留守番だったのか、打ち上げにはいなかったはずだ。


「他の護衛から先触れがありました。エリザベス様がロベルト殿下を連れて城に向かわれると。まさかお一人とは思いませんでしたが」


「そうでしょう。薄情なやつらだ」


仮にも王子に一人しか付き添わないなんて、我が父などが聞いたら卒倒しそうな事態である。


だが、最低限の──護衛として付き添っていない時点で最低限も何もないが──仕事をしてくれたおかげで、捕まることなく平和に王城の門をくぐることが出来た。


ぐっすり寝こけているロベルトを護衛に預け、さっさと退散することにする。


護衛の男から、公爵家に向かうには東側の勝手口から出るのが近いという情報を得たので、そちらに向かって歩を進めようとしたとき。


「バートン様」


聞き慣れない声が、私を呼び止めた。


振り返ると、先ほどまで気配すらなかった男が立っている。足音もしなかった。自然と、手のひらが剣の柄に伸びる。


男の着ている服は、私の着ている騎士団の制服とよく似ていた。


しかし、色が違う。


男が着ている制服は、臙脂えんじ色。


国王と王妃、そして王太子の護衛をする、特別部隊。近衛師団の制服だった。


「エドワード殿下がお呼びです」


男が口にしたのは、王太子殿下の名前だった。


ロベルトの兄にして、乙女ゲーム「Royal LOVERS」の攻略対象。銀糸の髪に紫紺の瞳の、王位継承権堂々第一位の王子様。ある意味この国で一番ロイヤルな存在である。


「ご同行願えますね？」


疑問形の体をとっていたものの、私に拒否権などあるわけがなかった。


実質、門で衛兵に取り押さえられたのと大して変わらない。


私は両手を上げて降参のポーズを取ると、男の案内に従うことにした。






「よく来たね。エリザベス・バートン嬢」


通された執務室で私を迎えたのは、聞かされたとおり王太子殿下だった。


我が婚約者であるロベルトの腹違いの兄にして、この国の第一王位継承者である。


彼は部屋に入って、騎士の礼を執る私の名前を呼んだ。


そう、正しく私の名前を呼んだのである。こちらはお前のことを知っているぞ、という牽制だ。


まぁ私はこんななりだが特に素性を隠しているわけではない。彼の牽制は無意味と言えよう。


「急に呼び出してしまって、驚かせてしまったかな」


ふふ、と小さく笑う声がする。


本当にそう思っているのならば、急に呼び出さなければよい話だと思うのだが。


頭を上げてよいと手で示されたので、立ち上がる。王太子殿下も顔を上げて私を見上げた。


彼は座っているのだから、立っている私の方が頭が高いのはやむをえまい。


彼が頭を動かすと、さらりと銀糸の髪が一筋垂れた。長い睫毛の間から紫紺の瞳が揺れるのが見え、思わず息を呑む。


何と言ったらいいか。美少女と見紛まがうような美少年だ。


私の一つ上だが顔つきはまだ幼く、ゲームで登場するときにはゆるく結わえていたロングヘアも、今はセミロングくらいの長さですとんとおろしている。


ただ椅子に座っているだけなのに、何となく優美なオーラが出ている。気がする。


私が慣れない美辞麗句を並べ立てたくなるほどには、人間離れした美貌の少年だった。


しかし見た目は確かに儚げな美少年だが、私を見上げる目つきを考え合わせるに、神経の方は相当図太そうである。まだ十三、四のはずだが、大人の貴族と同様、人を探る目つきをしている。


「愚弟がずいぶん褒めるものだから、気になってね」


「それは光栄です」


わざとらしく恭しい貴族の礼を執ってから、微笑みと共に彼を仰ぎ見る。


「ご興味がおありでしたら、ぜひ弟君とご一緒に訓練場にお越しください」


「いや、遠慮しておくよ。汗臭いのがあまり得意ではないのでね」


「何をおっしゃいます。殿下ほどの腕前でしたら、すぐにでも弟君に追いつきます」


「いや、私は王族として必要最低限のことが身につけば十分だから。弟のように剣術にのめり込んでいるわけでもないし……弟のほうはどうにも、私と自分を比べてしまうみたいだけれど」


王太子殿下は、ふぅとこれ見よがしにため息をつく。「負けたことなど気にしていませんよ」というポーズだ。


やたらと様になっているが、何故だか少々癪に障る。


「私は大抵のことは覚えが良くて、労せずして人並み以上に出来てしまうのだけど……それもそれでつまらないものさ。愚弟のように、何かに夢中になれるのは、羨ましいくらいだ」


「はぁ」


憂いを帯びた顔をしながらも、何となく自慢げに聞こえるのは私の心が歪んでいるからだろうか？


付き合っているのも面倒になり、私は本題を急かすことにした。


「では、どのような御用向きでしょう。剣術指導のご用命かと思って馳せ参じたのですが」


「いや、一度話してみたかっただけだ。もういいよ」


すっかり興味を失ったようで、適当なお愛想笑いとともに出入り口を示された。


もういいよだと!?　人を呼びつけておいて!?


王族でなければ叩きのめしているところだ。


私も子どもではないので──そして残念ながら相手は王族なので──表面上は笑顔で挨拶をして退出した。ドアを閉めた時ついうっかり取手を引っこ抜いてしまったが、まぁ仕方あるまい。


王城の王太子殿下の執務室だというのにずいぶんと脆い扉だなぁ。


扉の横に控えていた近衛騎士に、修理したほうがいいよと取手を渡しておいた。






モテている。非常に順調にモテている。


鐙あぶみを蹴って、馬の背を跨ぐ。腹を軽く蹴ってやると、青毛の馬は機嫌よく歩き出した。


「エリザベス様、次からは最低でも前日におっしゃってください」


「悪かったよ」


すっかり目が据わった侍女長のお小言に、苦笑いするしかなかった。


先日の御前試合で見事勝利したので、グリード教官に頼みごとを聞いてもらう約束になっていた。


私の頼みごとというのは、「騎士団の警邏けいらに同行させてほしい」というものだった。


訓練場での経験で、私はまた強くなったと思う。


候補生に教えることで私自身も学ぶことが多くあったし、教官たちとの手合わせは、いざ目の前の相手を倒さなくてはならないときの行動の選択肢を広げることが出来た。


多対一で戦う練習も積んできたし、もちろん鍛錬も怠っていない。最近はやっと身体が出来てきて、腹筋も腹斜筋も仕上がってきた。


だが、圧倒的に不足しているものがある。実際の不測の事態に対し、対応する経験だ。


ナンパ男からチンピラ、果ては暗殺者まで、主人公ヒロインを襲う悪漢は多種多様である。


それらは事前に果たし状を送ってくることなどもちろんなく、街中だったり学園だったり、いろいろなところで突然主人公に襲い掛かるのである。


それに対応するためには、訓練だけでは心もとない。本当の「実戦」が必要だった。


そこで私が目をつけたのが、王都の城下町を回る警邏の騎士だ。


我が国は非常に平和な国ではあるが、警邏をして街中を回っていれば、ちょっとした小競り合いくらいになら出くわす可能性が高い。少なくとも屋敷と訓練場の往復しかしていない日々よりは、不測の事態に巡り合う可能性が上がるはずだ。


そう考えて、騎士団と渡りをつけられそうな教官たちに頼んでみることにしたのである。


予想通り、教官たちは騎士団に顔が利いたので、私の同行をうまくねじ込んでくれたらしい。その警邏同行の初日が、今日だった。


警邏には馬が必要だ。残念ながら私は馬──というか動物全般──に嫌われる性質なので、訓練場や騎士団の馬ではなく、唯一私を乗せてくれる公爵家の馬を連れて行こうと考えていた。


牝馬なので、私は彼女を「お嬢さん」と呼んでいる。


事前にグリード教官から言われていたので、馬が必要なことは前から知っていた。


しかし、私は「まぁ当日言えばいいだろう」と思っていたので、今朝侍女長に「そういえば今日馬がいるんだけど」と言ったところ、それはもうむちゃくちゃに怒られた。


「何故昨日のうちにおっしゃらなかったんですか!?」とのことだ。聞けばいろいろと支度が必要らしい。


まるで朝ごはんのときに「お母さん今日図工でトイレットペーパーの芯いるー」と言いだした小学生のように、くどくどお説教を食らう羽目になった。


早めに言っておかなかったのは私の落ち度である。面目次第もない。


非難の視線から逃げるように、私は片手を上げて侍女長に背を向けた。


「行ってきます」


「行ってらっしゃいませ」


見送りの言葉に、わずかに蹄ひづめの音のテンポが上がる。お嬢さんが私の気持ちを読んでくれているかのようだった。初日に遅刻は避けたい。情けない理由での遅刻は、特にだ。


手綱を握り、私とお嬢さんは集合場所である訓練場を目指して駆けだした。






「姉上、警邏はどうでしたか？」


「楽しかったよ。学ぶことがたくさんあった」


クリストファーに尋ねられ、頷いた。私たちの様子をお兄様がにこにこと笑って眺めている。


先月学園を卒業されてからというもの、お兄様は領地と王都の屋敷を行ったり来たりで、一緒にいられる時間が減ってしまった。それを埋めるかのように、お兄様が屋敷に戻っているときは、夕飯後に三人集まってお茶を飲むのが定番になっている。


琥珀色のきれいな紅茶を啜る。茶葉の違いなど正直分からないが、おいしい。


警邏は確かに楽しかった。


初日は特に何事も起きず、ただ街を流しただけだったのだが、十分収穫があった。


まず、町並みがゲームのスチルで見たことのあるものだったことで普通に感動した。


クリストファールートで訪れるカフェ、ロベルトルートでアクセサリーを購入する小物屋、王太子殿下と身を隠した路地裏、アイザックと鉢合わせする書店。


気分は聖地巡礼だ。スマートフォンを持っていたら絶対に写真を撮ったと思う。


次に、街の人々の視線だ。若くて格好いい──もう自分で暗示のように言っていくが──騎士様、それだけで街の女の子たちがキャーキャー言ってくれるのだ。都合の良いことはよく聞こえる地獄耳なので、方々から「かっこいい」と囁きあう声が聞こえていた。


「何か困ったことはありませんか」と声掛けをしたマダムの表情がとろけるのも目の当たりにした。


私に対する市井の女性の評価というものを、私は初めて知ったのである。


モテている。非常に順調にモテている。


最近は侍女には接近禁止令が出ているし、訓練場は男所帯だしで、知りたくても確かめる術がなかった。お兄様もクリストファーも「かっこいい」と言ってくれているが、身内贔屓みうちびいきは否めない。


自信を持って進んできたつもりだが、やはり赤の他人の評価がどうであるかというのは気になるものだ。それに対する不安は常にある。その懸念が一定の評価を得たという結果により、払拭された。


一種の達成感すらあった。この方向性は間違いではなかったのだ。


そのあたりを全て包括しての感想が「学ぶことがたくさんあった」である。


「ぼくも一緒に行きたかったです」


クリストファーが口を尖らせる。容姿に似合った子どもっぽい仕草が可愛らしい。


年を重ねているはずで、身長も伸びているはずなのだが、年々小動物っぽさに磨きがかかっているように感じるのは気のせいだろうか。


クリストファーの言葉に、お兄様は少しだけ眉を下げ、微笑みを苦笑いに変えた。


ちなみにお兄様は年齢を重ねても変わらずふくふくのわがままボディをキープしている。


「仕方ないよ、クリス。騎士団のお仕事なんだから」


「じゃあぼくも騎士団候補生になります！　そうしたら連れて行ってくれますか？」


「さすがに部外者を連れて行ったら怒られると思うな」


私の返答に、頬を膨らませて拗ねるクリストファー。


そろそろ反抗期を迎えてもよい年頃だと思うのだが、変わらず私とお兄様には甘えたがりで困る。


家に来たばかりの頃を思えば、ずいぶん遠慮なく甘えてくれるようになった──ような気がする、と思う。正直昔のことすぎて忘れかけている。というか馴染みすぎて、元からずっと兄弟だったような気すらしている。


子どもなんて案外そんなものかもしれない。


「まぁ、騎士団候補生になるのはいいんじゃないかな。私からも教官に頼んでおこう」


「ありがとうございます、姉上」


ぱっと花が咲いたように笑うクリストファー。思わずこちらまで頬が緩みそうになる笑顔だ。


「ただし、お父様は自分で説得するように」


「リジー。自分の時は僕とクリスに一緒に頼んでもらったの、忘れちゃった？」


「……覚えていますとも」






お父様は案の定、クリストファーの騎士団候補生入りを渋った。渋りに渋った。


何だったら私の時より渋っていた。お母様も心配していたからかもしれない。


怪我をしたりするのではないか、危ない目に遭うのではないか、としきりに言っていたが、私が頼んだ時にはそういったジャンルの心配をされた記憶がない。


何故だ。解せない。


そもそも何故、私の時は予想よりもあっけなく、あっさりと許可を出したのか。お兄様とクリストファーが一緒に頼んでくれたからか？


そこで思い当たる。


父はきっと、私が通いたいと言った訓練場に、ロベルトがいることを知っていたのだ。


王太子殿下の通っている訓練場さえ知っていれば、兄と折り合いの良くないロベルトが、もう一方の訓練場に通っているのではないか、と推測することは容易いだろう。


人望の公爵たる父のことだ、もちろん私の希望を酌んでくれたのが第一であろうが、そこにちらりと「婚約者と親しくなってくれたら」という気持ちが混在していたとすれば、すべて納得がいく。


実際、親しくはなった。少なくとも、交流のすべてをお母様と侍女長に丸投げしていたときと比べれば、格段に親しいと言えるだろう。毎日のように顔を合わせ、会話もしている。


まぁ、鬼軍曹とその門下生という関係性を父が望んでいたかと聞かれると、私は首を捻るほかないのだが。


最終的には家族全員クリストファーのお願い攻撃に負け、彼の騎士団候補生入りは認められた。


ついでに私はお父様から「クリストファーに危険な真似をさせないように」と耳にタコができるほど言い含められる羽目になった。


そろそろ新入生の入ってくる時期だ、クリストファーにとってもちょうど良いだろう。


私はと言えば、あれから何度か警邏に同行させてもらっていた。


夜回りの際、酔っ払い同士の小競り合いを止めた──というか絞め技で昏倒させた──際の手腕を買われ、警邏の人数が足りない際は今後も参加してよい、という約束を取り付けたのだ。


コネでもらったチャンスであろうと、次に繋げるために必要なのは実力だ。これぞデキる営業マンというやつである。知らんけど。


そういうわけで、私は訓練場での教官業務と警邏とで、多忙かつ充実した日々を送っている。


だが、そんな順風満帆に見える私にも、順調に進んでいないことがあった。


私のキャラクターとしての個性についてである。騎士プラス、もう一味。そのもう一味が、なかなか決まらないままなのだ。


とりあえず、鬼軍曹は違うということは分かる。主人公の好みが分からない以上、最初からニッチなところを攻めすぎるのは得策ではない。


まずは好きな女の子が多そうなところから攻めていくべきだ。


今だって十分モテるということは分かった。だが、他の攻略対象たちの設定を思い返せば、みんな私より顔が良い上に、一味二味も足されている。


ロベルトは俺様でひねくれものでありながら、根は素直でチョロくて可愛いところが人気だった。


アイザックは堅物で真面目な眼鏡キャラだが、女の子が苦手なところに親しみが持てた。


クリストファーはいたずらっこな可愛い系後輩キャラでありつつ、重い過去を抱えている。


王太子殿下は、一見優しそうな完璧王子様に見えて、厭世えんせい的でニヒリストというギャップがある。


皆、意外性だったり隠れた一面だったりを持っている。そういうものが、私も欲しいのである。


考え事をするときは、単純作業をしながらの方がアイデアが出やすい。訓練場の片隅で唸りながら素振りをしていると、わずかに人の気配を感じた。


振り向くと、臙脂色の制服の男が立っている。本来、訓練場にはいないはずの制服だ。


男の顔に、ほのかに見覚えがある。私のすっぴんと同じ系統の、モブに毛が生えた程度の塩顔だ。


人の顔を覚えることに自信はないが、近衛師団でまともに顔を見たことがある男は一人しかいない。


「エドワード殿下がお呼びです」


男は、いつだったかと同じ台詞を繰り返した。






殿下の命とあらば忘れます。忘れました。


執務室に呼び出されて来てみれば、前回より少々疲れた様子の王太子殿下が椅子に腰掛けていた。


くたびれていてもそれはそれで美しいと言うか、妖艶ようえんな雰囲気すら感じるのは何故なのだろう。顔のつくりがよいというのは羨ましい限りである。


「先日、愚弟と話してね。御前試合のあときみと二人で話したことを伝えたんだ。……あいつは、ずいぶんときみに入れ込んでいるようだったから」


「はぁ」


入れ込んでいるというか、必要以上に尊敬……崇拝されているのは自覚している。


「そうしたら、『素晴らしい方でしょう！　隊長は俺たちの自慢です！』と得意げに言われてね」


言いそうだった。


「さんざんきみの武勇伝を聞かされた挙句、しまいには『兄上もぜひ一緒に訓練に参加しませんか！』としつこくて」


目に浮かぶようだった。


兄に劣等感を持っていたロベルトは、これまで積極的に王太子殿下と話すことはなかっただろう。


それは王太子殿下も同様のはずで、気まぐれに交流を持ってみて初めて、真の意味で気づいたのだ。


弟の、想像を遥かに超えるチョロさに。


「そこで、私はひとつ勘違いをしているんじゃないかと思ったんだ。いや、まさかとは思うのだけど」


頭痛がする、とでも言いたげに、殿下はこめかみを押さえる。


「私の愚弟は、きみがエリザベス・バートンだと知らないのではないかな？」


「……ええ、まあ。おそらく」


私の返答に、王太子殿下は脱力した様子で椅子の背にもたれかかった。


「きみはそれでいいのか？　自分の婚約者が、自分を認識していないということだぞ」


「私も最初は気づきませんでしたから。今はさすがに承知しておりますが」


特に気にしていないと答えると、殿下の眉間の皺が深くなる。


「きみまでそんな調子だから、不仲説が出ているんじゃないか……」


「不仲説」


その言葉には正直心当たりがありすぎる。


社交界的なカテゴリにおける交流の無さだけを見れば、仲がよいと判断するほうが無理だろう。


今も仲がよいかと聞かれると、微妙だ。本来の身分差をひっくり返した謎の上下関係が構築されているので、何とも言いがたい。


「でなければ、きみはとっくに王妃教育を叩き込まれているはずだ」


「……どういうことでしょう。私は王妃になる予定はございませんが」


「いや、……何でもないよ、忘れてくれ」


殿下の言葉に、しまった、と気づいた。


これは「教えてください」待ちだ。本当は言いたくて仕方ない何かを、私から質問させたいのだ。


「あ、ううん。大丈夫。何でもない」の「何でもない」だ。「どうしたの？」「大丈夫？」「本当は大丈夫じゃないんじゃない？」と聞かれるの待ちの、誘いの言葉だ。


面倒くさいことこの上ない。大体私はクリストファーを訓練場で待たせている。


一刻も早く戻らなければ。


「はい、殿下の命とあらば忘れます。忘れました。これ以上お忙しい殿下のお時間を頂戴することも心苦しいですし、私はこのあたりで」


物憂げな表情で聞き返してくれオーラを放つ殿下に、私は必要以上ににっこり笑って、慇懃いんぎんな礼とともに執務室を退出した。






私は気が短い方だと思う。


ぼんやり取り留めのないことを考えるのは好きだが、うじうじ悩むのは苦手だ。我慢も好きではないし、身体を動かす方が性に合っている。


人の話を長々と聞くのも、得意ではない。気を抜くと二回目くらいから生返事になる。


だというのに、私はまたも、王太子殿下に呼び出されていた。今日は警邏の帰りを捕まったのだ。


前にも言ったが、私は忙しい。近頃はますます忙しくなっていた。


訓練場の仕事に警邏、学園入学のための勉強にと、朝から晩までやることが盛りだくさんだ。


そして、一番重要な攻略対象としての特徴探し。王族の暇つぶしに付き合っている時間はない。


そもそも論、何回も当たり前のように呼びつけてくれるが、用事があるのはそちらなのだからたまには出向いてきたらどうなのだ。


出向くほどではないな、という程度の用件であれば、人を呼びつけるのもやめていただきたい。


今回は近衛騎士に「ちょっと予定が」と断ろうとしたのだが、「そういえば、先日ドアが壊されていた件について何かご存知ですか？」と脅されたのでノコノコ付いてきた。


悲しいかな、身分の高い相手に対して強く出られないのが貴族のつらいところである。


今日の王太子殿下は、最初から物憂げモードだ。机に頬杖を突き、薔薇の蕾のような唇からため息をこぼれさせている。


帰りたい。


「きみは、ロベルトをどう思う？」


「どう、といいますのは？」


求められている返答が分からず、聞き返す。


そろそろ居合いか何かで、触れずして相手を気絶させられるようにならないものだろうか。そうしたら簡単に、穏便にこの謎の時間を終わらせられるのに。


殿下は眇めた瞳で私のことを探るように見やりながら、言葉を重ねる。


「王に向いていると思うか？」


「……私の口からは、何とも。不敬になってしまいますので」


「……その返答自体が不敬だとは思わないの？」


殿下の問いに、無言で応じる。それが答えだとご認識いただきたい。


私の意図は伝わったようで、殿下も黙ったままだった。


親しくない相手との無音の時間ほど無駄なものはない。適当に切り上げようと、私は王太子殿下のご機嫌取りを試みる。一応は貴族の端くれ、多少はご機嫌取りの心得もあるのだ。


「ロベルト殿下は王位など狙っておられませんよ。王になるのは貴方様です、殿下」


「……私は、王にはなれない」


失敗した。慣れないことはするものではない。


そして聞きたくないことを聞いてしまった。また「忘れてくれ」と言ってくれないだろうか。これからの展開が読めてしまい、長くなりそうだと私は心の中で舌打ちをする。


殿下は、私の予想通りの言葉を口にした。


「私は、病で先が長くないんだ。医師には持ってあと二、三年だと言われている」






そこからは消化試合だ。


余命幾許もない王太子殿下。周りの者たちはそれを知っていて、陰では自分を憐れんでいるとか、それどころか嘲笑あざわらっているとか、弟であるロベルトに取り入ろうとしているとか。


弟もそれを知っていて、着々と勢力を増やしているとか。


優れていたって、何かが出来たってどうせすぐに死ぬのだから仕方ないだとか、何もかもがつまらなくてどうでもよくて、馬鹿げているとか。そんな世界だから、死ぬのは別に怖くない、だとか。


私は制服の袖のボタンを眺めてやりすごした。


そうだった。この制服、ボタンが取れかけているのだった。


もうかれこれ半年は取れかけている気がするが、ついつい忘れてそのままにしてしまう。残りの糸が少なくなってきて、そろそろ本格的に取れそうだ。


今着ている濃紺の方の制服は、騎士団勤務と訓練場勤務を掛け持ちしている教官仲間が騎士団の洗濯物に紛れ込ませてくれているのだが、いつも伝えるのを忘れてしまっていた。


候補生の制服もカモフラージュに持って歩いてはいるが、いつもほとんど汚れていない状態で帰っているので、正直もうお父様あたりにはバレているのかもしれない、と最近は思っている。


だがそうだとしても、向こうがあえて気づかないフリをしてくれているのだから、こちらも気づかれていない体で隠すのが礼儀というものだろう。


おっと、失礼。あまりに「つまらなくてどうでもよい」ので、別のことを考えてしまった。


彼はただ、不安になっているだけだ。自意識過剰で、情緒が不安定なだけだ。


思春期には、彼ぐらいの年頃の子どもにはよくあることだ。


誰だってあるだろう。駅で転んだ時、笑われているような気がしたりだとか。友達が陰で自分の悪口を言っているんじゃないかと不安になったりとか。


言ってしまえば、被害妄想だ。


彼が余命幾許もないことは、彼の両親である国王陛下と王妃様、それと王城の侍医しか知らない。下手に漏らせば首が飛ぶ。第一多くの貴族が知っていたなら、次期国王たる王太子殿下に擦り寄る輩が後を絶たず、補佐役のお兄様が頭を悩ませていることに説明がつかない。


彼の思うように、皆が知っているなどとは考えられなかった。


況いわんや、チョロベルトをや、である。あいつに隠し事などという、繊細な芸当が出来るはずがない。


きっと病気でいることで神経が磨り減って、ナイーブになっているのだろう。そんなに気にしなくても、あなたは死にませんよと教えてあげたい。


そう。ネタバレをしてしまえば、彼は死なないのである。


彼のルートはもちろん、他のキャラのルートでも、数年後のエピローグに出てきたりしている。つまり、死んでいない。


彼のルートでは、聖女の力に目覚めた主人公ヒロインのなんかすっごい愛のパワー的なやつで、病気が治る。元気な王太子になる。主人公は王太子妃になる。


ロベルトのルートでは、王太子の座をロベルトに譲り、外国に成功率五十パーセントという難しい手術を受けに行く。


五十パーセントと聞くと不安になるが、心配ご無用。彼は攻略対象のイケメン王子、しかもここは「やさしい世界」。この場合の五十パーセントは百パーセントと同義である。元気になって帰ってきて、主人公とロベルトの結婚式に参列する。


隠しルートの隣国の王子ルートのエピローグでも、国王の名代として登場している。とにかくびっくりするぐらい死なないのだ。


彼は何もしなくても死なないが、私は何もしなければ婚約破棄で下手をすれば路頭に迷う。


緊急度はこちらが圧倒的に高いので、死ぬ死ぬ詐欺にはちょっと付き合っていられない。


確かに彼は病なのだろう。しかし、死なない。


十八歳まではそのことで悩むだろう。だが、その障害は確実に乗り越えられる。


そしてその後を考えてみてほしい。誰もが羨む完璧王子の完成だ。きっと現王と同様、立派な国王になる。十八歳以降は、輝かしい未来が約束されているのである。


優秀な兄へのコンプレックスに悩むロベルトも、実の母に捨てられ愛に飢えたクリストファーも、家族からの重圧と天才でない自分に苦しむアイザックも同じだ。


皆、つらいだろう。乙女ゲームの攻略対象たるもの、暗い過去くらい持っていなくてはならない。


だが、人生は十七、八では終わらない。むしろ、その先のほうがずっと長い。


主人公がいなくても、この世界のロベルトは兄へのコンプレックスを克服した。ゲームの中の王太子殿下も、主人公が彼を選ばなくとも元気に生存する。


それが示すのは、結局彼らはどうあがいても幸せになるのだという、「やさしい世界」の在り方だ。


この世界の平均寿命とかよく知らないが、七十歳まで生きるとして、彼らが苦しむ期間はその四分の一程度なのだ。


だが私はどうだ？　学園に入るまでは幸せに過ごせるだろう。


しかし、不本意な婚約破棄を経たとして、私がそのあと幸せになるかどうかは誰にも証明できない。ゲームでも描かれていないので、私にも分からない。


むしろ、私が転生当初危惧したように、不幸せな生活を送る可能性が高い。そうなれば私は十七歳以降の人生、つまり生涯の四分の三もの期間──彼らの三倍の期間──苦しむことになる。


お分かりいただけただろうか。


今彼が苦しんでいることが、いかに私にとって些末なことであるかを。


この取れかけのボタンの方が、よっぽど大切な問題であることを。


だんだん目の前の悲劇のヒーローごっこに付き合うのが馬鹿らしくなってくる。


お前は確かに攻略対象ヒーローかもしれない。


だが、たくさんいるうちの一人に過ぎない。この物語の主人公はあくまで、「主人公ヒロイン」なのだ。主人公に選ばれることが、物語のメインの椅子に座る条件なのだ。


それを、自分が主人公だと勘違いしているとは。思い上がりも甚だしい。


それとも何か？　すっかり選ばれた気になって、今からメイン気取りか？　ライバル攻略対象たらんとしている私の前で？　良い度胸だな。


だいたい、皆が皆そんなに王族のことばかり気にしているわけがない。


たとえば私はパンダを見れば可愛いと思うし、動物園に行ったら見てみたいと思うだろう。パンダに赤ちゃんが生まれたニュースなど見たら、微笑ましくてにこにこするだろう。


しかし、毎日パンダのことばかり考えているのかと聞かれれば、そんなわけがないと一蹴する。


そんなものはよほどパンダが好きな人か、パンダの飼育員くらいだ。


パンダよりも明日のご飯が気になるし、自分の幸せが気になるし、家族の幸せが気になる。皆パンダより自分が大切に決まっている。身近な人間が大切に決まっている。


つまりパンダのことなどどうでもよい人間が大多数なのである。


いずれ玉座に座る人間が、その程度のことを分からないでどうするというのか。それが行きつく先は、自分中心の、ヒロイズムにまみれた独裁ではないのか。


まぁ、放っておいてもお父様かお兄様あたりが、きちんと考えを正してくれるような気もするが。


「先日の試合、結果こそ負けていましたがよい動きでしたよ。とても病に侵されているようには……」


「……きみが信じようと信じまいと、私が病だという事実は変わらない」


「ふむ、それはそうですね」


私は気が短い。


そして、性格が悪い。


考えてもみてほしい。他の攻略対象のイベントを奪おうと画策する人間の性格が良いわけがない。


自分の幸せのために、純真無垢な主人公を利用しようと企んでいる人間の性格が良いわけがない。


そもそも、エリザベス・バートンはモブ同然とはいえ、悪役令嬢だ。


ここは悪役らしく、主人公気取りの他の攻略対象の鼻っ柱を折りつつ、蹴落としておくのも悪くない。


「殿下、お忍びで城下に出たことは？」


「……ない」


私の問いに、殿下が少し言いにくそうに答える。


普通貴族の子どもはお忍びで街に出ない。ましてや、病魔に侵されているらしい王太子殿下である。そこいらを気軽にうろうろしているわけがない。


「ではお連れしましょう」


「は!?」


「服は私のものが入りそうですね。幸い候補生の制服を持っていますのでこちらをどうぞ」


「きみは、何を」


「明日の朝、ここに迎えに来ますので。お人払いをお願いします」


荷物から候補生の制服一式を出して、目を白黒させている殿下に押し付ける。


王太子殿下の執務室に入るというのに、荷物を没収されないなんて平和な国だなぁと思う。


「それでは」


不敵に笑って、私は制服の裾を翻しながら執務室を後にする。軍靴の音がカツカツと響いた。


「待て！　何を考えている!?　わ、私が近衛騎士にこのことを伝えたらどうなると……」


「捕まるようなヘマは致しませんよ。弟君から私のことは聞いているのでしょう？」


殿下が引き留める声を背中に投げかけるが、私は振り向かない。


閉まるドアの音に、何となく今の自分は転生して一番悪役らしい気がした。本家エリザベス・バートンも、草葉の陰で喜んでいることだろう。


別に死んでいないが。






どこの騎士も壁くらい登れますよ


窓を叩く。怪訝そうにカーテンを開けた王太子殿下の瞳が、見る見るうちに大きく見開かれた。


何秒か呆然としていたが、再び窓を叩くと鍵を開けて中に入れてくれた。


「きみは、どうやって」


「どうやっても、何も」


今、どこから入ってきたか見ているくせに、妙なことを聞く。


「壁を登ってまいりました」


「壁を!?」


「今日び、どこの騎士も壁くらい登れますよ」


当たり前のように答えた私の言葉に、王太子殿下は「そうなのか？」と呟く。


登れない騎士もいるかもしれないが、頑張ったら登れる騎士もいると思うので、嘘ではないはず。


問題は、それを実践する騎士はあまりいないだろうということだけだ。


「私が今、扉の外の兵を呼んだら貴様の首など簡単に飛ぶんだぞ」


「しかし、律儀に着替えてらっしゃるところを見るに、そのつもりはなさそうだ」


殿下はぐっと押し黙った。どうやら図星らしい。


彼は昨日渡したグレーの候補生の制服を身に着けていた。袖が余ったのか、腕まくりをしている。


「では、参りましょう」


「どうやって行くつもりだ？　カーテンとシーツで縄でも作って窓から下りるのか？」


殿下なりに、ここを出る手段を考えていたようだ。何だ、やっぱり乗り気じゃないか。


「ご冗談を。ここは三階ですよ」


私は肩を竦めて見せる。その様子に、何故か殿下はほっとしたような表情になった。


まぁ、それも私の次の言葉で強張こわばってしまったのだが。


「たかが三階です。飛び降りるだけで十分ですよ」


「馬鹿を言うな、三階だぞ」


「失礼します」


押し問答をしている時間がもったいない。


私は断りを入れてから、ひょいと殿下を横抱きに抱き上げる。


クリストファーよりは重いが、お兄様より軽い。普段訓練場で投げているロベルトたちと比べても軽い部類だ。見た目どおりずいぶんと華奢であるらしい。


「な、なん、き、きさまっ」


「舌を噛みますよ」


不敬と言ってもいい……いや、不敬でしかない私の行動に憤慨しているのか、殿下の白磁の肌が朱に染まる。大人びているように感じる殿下だが、こうして表情を変えていると年相応の幼さが垣間見える。それでいて、銀糸の髪が赤い肌に垂れる様はどこか妖艶でもあった。


なるほど。これがギャップというやつだな。


その技能を吸収すべく、ぱくぱく口を開け閉めする殿下を見下ろしながら、私は窓枠に足をかけた。


跳躍は、一瞬だった。


ほとんど音も立てず着地した後、落下の勢いをそのまま身体のクッションに乗せて駆け出す。腕に抱いた殿下にはたいした衝撃はなかっただろう。


「？　……？？？？？」


殿下が瞬きをする。


睫毛が長すぎて、瞬きで起きた風が私にも届きそうだ。


私に触れているところから、殿下のバクバクという鼓動が伝わってくる。たいそう驚いたらしい。


それはそうだ。たいした高さではないが、万が一頭を打ったら命を落とす可能性もある。心臓の鼓動が速くなるのもやむを得まい。


信じられないという表情の彼に、私は挑戦的に笑って見せた。


「もうお帰りになりますか？　殿下」


その瞬間、彼の肩と鼓動が跳ねる。


「ば、かを、言うな」


絞り出された掠れ声に、私は笑みを深くした。






「これはさすがにおかしいのではないかな？」


「これと言いますのは？」


「私がきみの前に座っていることだ！」


背後に座っている私を見上げて、殿下が抗議の声を上げる。


私と殿下は、愛馬お嬢さんの背に乗っていた。殿下を前に座らせて、後ろにぴったりくっつくくらいの距離で私が座り、手を前に回して手綱を握るというスタイルである。


もちろん馬を走らせるのは私で、殿下はただ座っているだけだ。至れり尽くせりだと思うのだが、文句の多い王子様である。


「私のほうが馬に慣れていますので、こちらのほうが合理的ですよ」


「私が後ろでもいいだろう!?」


「ご冗談を。目の届かないところで何かあったら、私の首が飛びます」


私の方が背が高いので、殿下が前に座っていてもまったく視界に影響がない。それどころか、立っているときの身長差以上に殿下の頭が下の方にある気がする。


……もしかしてだが、胴の長さと足の長さの比率的に、私の胴が……。


いや、考えるのはやめよう。


相手は攻略対象だ、スペックがチート級なのは今に始まったことではない。


こんなことでいちいちショックを受けていてはこの先やっていけないだろう。軽く頭を振って、意識を切り替える。


「細かいことは良いではありませんか。私にエスコートさせてください」


私がわざとらしくウィンクをすると、殿下はわずかに視線を泳がせ、ふんと小さく鼻を鳴らした。


「ずいぶんと気障きざなことをするな」


ゲームの中の王太子殿下を思い出し、私は苦笑いをしてしまう。


王子様キャラだけあって、歯の浮くようなセリフを湯水のごとく主人公ヒロインに浴びせかけていた。


甘い声も相俟って、「脳が溶ける」とか言われていたというのに。


あと数年で、彼もそうなるのだろうか。


やっと前を向いた殿下の後ろで、私はお嬢さんに進むよう指示を出した。殿下は大人しく馬の背に揺られながら、周りをきょろきょろ見回している。


気持ち程度の変装として、ぽんと殿下の頭に私の制帽を被せてやった。


街が近づくにつれ、人が増えてくる。警邏の時によく見かける顔もちらほらといた。


「騎士様～！　今日も素敵～」


「子猫ちゃんたち、今日も美しいね」


「きゃあ～！　こっち向いて～！」


「ふふ、ありがとう」


「…………」


道端からかかる声に手を振り返していると、すぐ前から視線を感じた。


殿下が眉と目の間を近づけて、上目遣いで私を睨んでいる。


「……きみ、騎士ではないのか？」


しばらく無言ののち、彼は妙に低い声で問いかけてきた。脳を溶かす甘い声はどこへ行ったのだ。


私は実際のところ騎士ではないので、とりあえず曖昧に返事をしておく。


「まぁ、騎士団候補生の教官の末席にはおりますね」


「それにしては、ずいぶんと軟派な真似をするんだな」


ナンパ。軟派。


その言葉に、私は脳天に雷が落ちたような衝撃を受けた。


軟派な騎士、それ、良いのでは？


軟派で、軽薄で、チャラついていて、女の子にやさしい。


そんなキャラクターに、心当たりのある女性は手を挙げてほしい。


私は、ある。すっごいある。


たいてい普段は軽口を叩いているくせにやるときはやるタイプで、実はものすごく強かったり、ついでに暗い過去があったりする。本当に好きな女の子にはぐいぐい行けなかったりする。


ふいに見せるさみしげな表情や、好きな子のピンチに必死になる様にギャップを感じてきゅんと来たりする。


乙女ゲームや少女漫画に、一人はいるタイプだ。


そして幸いなことに、この「Royal LOVERS」にはいないタイプだ。


当たりがやさしいので、初見で嫌われるという危険性も少ない。少なくとも鬼軍曹よりはニッチではないはずだ。女子ウケすることは、今の私が身をもって体感している。


人には向き不向きがある。


私には、アイザックのような委員長系や、クリストファーのような可愛い系は向いていない。本物の王子様が二人もいる中で、王子キャラをやる勇気も私にはない。


しかし、軟派キャラならいけそうな気がする。


すでに街の女の子相手に「子猫ちゃん」とか言ってしまっているあたり、素質は十分だと思う。


ちなみに言う側になって気づいたのだが、あのセリフは別に相手を可愛いとか、本当に子猫に似ているなとか思って言っているわけではなかった。


では何故そう呼ぶのかと言えば、不特定多数の女子の名前をいちいち覚えていられないからだ。


知りたくなかった真実である。


もし今後人生で「子猫ちゃん」と呼ばれる側になったとしても、「ああ、名前を忘れたんだなぁ」と思ってしまって素直に受け取れないと思う。


私には殿下の言葉がまるで天啓のように思えた。道が開けたように感じた。


これが王の器というやつだろうか。いやぁ、殿下のおかげで我が国はこの先も安泰だな。


今にして思えばヒントはたくさんあったのだ。


自然と侍女にウィンクをしたり、荷物を持ってやったり。街の女の子に手を振ったり、年配の女性に「お嬢さん」と呼びかけてみたり。私がそういった行動を取ることで、女性が喜んでくれるのだということを認識していた。


だが、前世で現実にそんな男がいただろうか。答えは否である。


私は無意識のうちに、自分が持っている二次元のキャラクターの引き出しから、自分に適した設定を選択して利用していたのである。答えはその延長線上にあったのだ。


騎士なのに軟派、でもいいし、軟派なのに実は騎士、でもよい。可能性は無限大だ。


「何をにやついているんだ？」


怪訝そうな表情の殿下に、私は思わず自分の頬を触る。


そうか。にやついていたか。しかしそれも、宜むべなるかな。


エリザベス・バートン、十三歳。この日は、私の方向性が固まった記念すべき日になった。






ご機嫌で商店街を闊歩していると、ふわりと風に乗って良い香りがしてきた。


朝とは言っても、もう朝市は終わっている時間だ。市で仕入れた材料を使って、パン屋や食堂が準備を始めているのだろう。相変わらず落ち着かない様子で周囲を眺めている殿下を見下ろし、ほくそ笑む。


私がわざわざ王太子殿下を連れ出したのには、二つ目的があった。


その一つは、殿下に城下の、街の様子を見せることだ。


為政者として、街に生きる人を見ておくべきだから……などというもっともらしい理由ではない。


彼のイベントの一つに、城下でお忍びデートをするものがあるのだ。


街に来たことはあっても、身分を隠して街の人に紛れ、店を見て回ったり買い食いをしたり、そういったことは初めてだという殿下。


いつも大人びていて余裕のある彼が、街の些細なことに目をきらきらさせたり、あれは何だろうと声を弾ませたりする様子に、プレイヤーはギャップを感じてときめくのである。


しかしそれは、街に来るのが「初めて」だったから生まれた反応だ。


であれば、そのイベントを潰すのは簡単だ。初めてを先に済ませてしまえばよいだけなのだから。


自分のイベントを潰されているなどつゆ知らず、馬上から見下ろす店先に興味津々と言った様子の殿下。その視線を追った先で、よく話をするパン屋の主人と目が合った。向こうもこちらに気づき、手を振ってくる。


「騎士様！　どうしたんだい、その坊ちゃん。どっかから攫ってきたのかい？」


冗談のつもりなのだろうが、当たらずといえども遠からずというその言葉に、私は思わず苦笑する。殿下の肩もぴくりと跳ねた気がした。


「騎士団候補生だよ。警邏に行ってみたいというからね、連れてきたんだ」


「へぇ、じゃあ将来の騎士様ってわけだ」


愛想よく笑った店主に、殿下は居心地が悪そうにもじもじと尻を動かしながら挨拶をする。


その様子に、店主は微笑ましそうに頬を緩めた。


店主もまさか、後ろで馬を駆っている私の方がそのお坊ちゃんより年下だとは思っていないだろう。


「ほら、持っていきな」


「え、あの」


「立派な騎士になりたけりゃ、とにかく力をつけなくちゃな」


殿下の手に紙袋を押し付け、店主はにかっと笑って自分の腕を叩いて見せた。


立派な上腕三頭筋だ。毎日パンを捏ねているだけのことはある。


「騎士様もどうぞ」


「ありがとう、いただくよ」


身を乗り出して、紙袋を受け取る。殿下を半ば押しつぶす形になってしまったが、ご容赦願いたい。


開けてみると、ほかほかのスコーンが入っていた。


香ばしいバターの香りに、急に空腹が刺激される。温かいうちに食べるのがよいだろう。


一口かぶりつくと、中に混ぜ込まれたジャムが姿を現した。甘酸っぱくて、ますます食欲をそそる。ブルーベリーだろうか？


「今日はジャムが入っているんだね。奥方の瞳のような深い紫色で、素敵だ」


「はは、世辞は母ちゃんに言ってやってくれよ」


「今度会ったら伝えておく」


軽く手を振って、馬の腹を蹴った。ゆっくり流しながら、もらったスコーンをさらに頬張る。


生地もさくさくしていて、おいしい。水分を持っていかれるので、食べ歩きに向いているかは微妙なところだが。


視線を感じて見下ろすと、殿下が私の顔をじっと見つめていた。


「失敬。行儀が悪かったですね」


「今更だろう」


「それもそうですね。ああ、召し上がらないなら私がいただきますが」


「……食べないとは言っていないよ」


そう言いながらも、彼は袋から出したスコーンを眺めているだけで、口に運ぼうとはしなかった。


そこでふと思い当たった。そうか、王族は毒見されたものしか口に入れないのだ。


訓練時の差し入れや実地訓練のときの食事等、ロベルトはあまり気にせず食べていたようだが、脇に控える護衛はその都度青くなっていた。やはり我が婚約者殿は王族に向いていないらしい。


ひょいと身を乗り出して、彼の手にあるスコーンにかぶりついた。


唖然とした顔で私を見ている殿下に、口の端についたジャムをぺろりと舐めて、何でもないことのように告げる。


「ご馳走様です」


「き、きみ！　やらないと言っただろう！」


「すみません。貴方と違って代謝が良いので」


「私だって今日はまだ何も食べていないのに！」


顔を真っ赤にして、きいきいと声を荒げる殿下。こうしてみると、まだ子どもだなと思う。


普段の態度は、つまらなさそうな部分は素なのかもしれないが、やはり演技の部分が大きいのだろう。私もずいぶん余裕ぶった態度を練習してきた方だと思うのだが、さすが王族は育て方からして違うらしい。演技なのか素なのか、自分でも分からなくなりそうなほどだ。


彼はしばらく私を睨んでいたが、その後自分の手元のスコーンに視線を戻し、意を決した様子でそれを口に運んだ。


のだが。


「んぐっ!?」


お上品な食事しかしていないお坊ちゃんが、一度に頬張ってよい許容量を超えていたようだ。変に思い切りよく齧るからだ、まったく。


「ちょっと！　大丈夫かい!?」


道沿いの果物屋のおかみさんが、殿下の顔が青くなっているのを見つけて飛んできた。


「やぁ、どうやら喉につかえたらしいね」


「騎士様！　ちゃんと面倒見てやりなよ！」


怒られてしまった。


おかみさんは店内に取って返すと、カップに入れたお茶をこちらに差し出してくれた。


「ほら、これでも飲みな」


殿下の代わりに私がカップを受け取り、一口飲んでみる。砂糖の入った紅茶だ。甘くておいしい。


「あんたじゃないよ！」


また怒られてしまった。普段はちやほやしてくれるのに、こういう時の奥様方には敵わない。


カップを殿下に渡すと、殿下はその中身を一気に飲み干した。


「ぷは、っ」


はぁはぁと息をする殿下の様子を見て、おかみさんもほっと息を吐いた。


「マダム、この紅茶おいしいね。私にも一杯くれないかな」


「騎士様」


空気を読めというような目で見られても、たいして心配をしていないのだから仕方ない。攻略対象がこんなところで、スコーンを喉に詰まらせて死んだりするわけがないのだ。


小首を傾げて微笑みかけると、おかみさんは絆されてくれたようだ。


やれやれと笑って、店内に引っ込んでポットとカップを持ってきてくれた。


「お坊ちゃんも、はい」


「え？」


「さっきは味わって飲まなかっただろ？　おかわり」


殿下の持っていたカップに、おかみさんがポットから紅茶を注ぐ。


また毒見が必要かと、ちらりと殿下に視線を送ると、こちらに気づいた彼はわずかに睫毛を伏せた。


「ありがとうございます」


殿下はそう言っておかみさんに微笑むと、そのままカップに口を付けた。






おかみさんに勧められ、私と殿下は店先のベンチで休憩することにした。


お嬢さんは近くの植木に繋いで、待ってもらっている。


ぼんやり雲を眺めていると、通りかかった馬車から御者のおじさんがこちらに手を振っていた。


「騎士様！　この前はありがとな！」


「この前？　何だったかな」


「脱輪したの、助けてくれただろ！」


「ああ、そういえば。よく覚えているね」


「一人で荷馬車持ち上げるのはあんたぐらいだからな」


おじさんの馬車が通り過ぎた後も、顔なじみが通るたび、「どうした、そんなところで」だの、「調子はどうだい」だの、「儲かってるか？」だの、私に声をかけていった。


いつも馬に乗ってうろうろしている私が、珍しくベンチでお茶などしばいているから気になるのだろう。最後の奴は私を何だと思っているんだ？


街行く人と私とのやり取りを黙って見ていた殿下は、紅茶を一口啜り、ぽつりと呟く。


「そうか。きみは私に、これを伝えたかったのだな」


合点がいったとでも言うように、殿下は頷く。


殿下の言う「これ」が何か分からないが、私も「ようやく気づきましたか」というような顔を作って頷き返しておいた。


「きみは街の者に愛されている。だから街の者はきみに優しいし、親切にする。身体を気遣いもする」


「ええ、そうですね」


「そしてきみと一緒にいる私にも、同じようにしてくれる」


そう言って、彼は齧りかけのスコーンと、カップに視線を落とした。


ちなみに私は全部食べてしまったので、いささか手持ち無沙汰になりつつ、彼の言葉を待つ。


「きっと、城の者もそうなのだ。父を……国王陛下を慕っていて、だからこそ私にも、親切にしてくれている」


国王陛下を慕っている者が多い、という考えには、私も異論はない。


お父様もお兄様も、今の国王陛下のおかげでこの国は平和なのだと言っていた。政治のことは分からないが、話が簡潔で感じが良かったし、治世が平和なのはよいことである。


「もちろん打算ゆえのものもあるだろう。だからすべてを正直に受け止めるわけにはいかない。だが、それを頭から疑って……疑心暗鬼になって、すべての優しさを受け入れないことも、また同じくらい愚かな行為だ」


殿下は、自嘲気味に笑う。先日までの「構ってちゃん」オーラはすっかり抜け落ちていた。


「どうやら私は少し、過敏になりすぎていたようだね」


彼の言葉に、私は大きく頷いた。


私の思っていた道筋よりもだいぶポジティブなところを通ったが、私が彼を連れ出した目的の二つ目も、無事に果たされたようだ。


ずっと城にいて、周りは自分のことを気にしている者ばかり。


顔色を窺われたり、すり寄られたりが繰り返される日々。


そんな中に身を置き続けていたら、自意識過剰になることもあるかもしれない。被害妄想だってするかもしれない。


だからこそ、彼を知らない者ばかりがいるところに来てみれば、気づくと思ったのだ。


誰も彼のことなど気にしていないのだと。


たまたま彼の周りに、彼のことを気にする人間が何人か集まっているだけで、世の中の大多数は彼に興味すらないのだと。


それに気づけば、行き過ぎた被害妄想はなくなるだろうと思ったのだ。逆に、これまで自分が常に注目されて、話題にされて当然だと考えていたことが恥ずかしくなったりすればよいと思ったのだ。


現にこうして、たいして変装していなくても、街の人は誰も殿下の正体に気づかなかった。


それでも、パン屋の店主は彼にスコーンをくれたし、果物屋のおかみさんは彼を心配してくれた。


この経験は、きっと彼にとってプラスになったのだろう。


私にとっては予想外の道筋を辿ったが、着地点は悪くない。妙な被害妄想をした殿下に呼びつけられて、物憂げなため息を聞かされることはなくなるはずだ。


「これからはもっと、人を信じられるように……強くなれたら良いのだけど」


「いやぁ。貴方は十分強かでしょう」


私の乾いた笑いに、殿下はじろりとこちらを睨みつける。ほら、十分強かじゃないか。






「きしさまー」


足元に幼女、もとい女の子が抱きついてきた。


視線を上げると、少し離れたところで母親らしき女性がこちらに会釈をしている。


女の子の髪留めに、見覚えがあった。確か、迷子になっていた時に保護してやった子だと思う。


「やぁ、小さなレディ。今日は迷子じゃないみたいだね」


「レイ、まいごじゃないよ。あれはおかあさんがまいごだったの」


女の子──レイというらしい──が頬を膨らませる。その言い訳をする子ども、実在するのか。


女の子はしばらくむくれていたが、隣に座っている殿下の姿に気づき、首を傾げて私を見上げる。


「そのひと、だあれ？」


一瞬答えに詰まった。名前をそのまま伝えると、さすがにバレるかもしれない。


咄嗟に当たり障りのない表現を探し、私はそっと屈んで女の子に耳打ちした。


「……私より偉い人」


「えらいひと？」


「そう。皆には内緒だよ」


唇に人差し指を当てて、ウィンク。後ろで見ているお母さんからハートマークが飛んでくるのを感じた。


女の子はきょとんとした目で、私を見て、殿下を見る。そしてもう一度私を見て、言った。


「きしさま、うわきはだめよ」


「え」


「レイ、大きくなったら、きしさまとけっこんするんだから！」


ませたことを言う割に、私の渾身のキメ顔はスルーときたか。思わず噴き出してしまう。


しかし、ついにこの台詞を言われるようになるとは。順調にモテていることを実感し、密かに感慨を噛み締める。「大きくなったら結婚する」と言われるのは、お父さんとお兄ちゃん以外ではモテる男だと相場が決まっているのだ。勲章のようなものだ。


にじみ出る喜びでさらに口角が上がっていくのを感じながら、私は女の子の頭をやさしく撫でた。


「そうか。それは楽しみだなぁ」


「こら、レイ。すみません、騎士様」


お母さんがさすがに見かねた様子で、女の子の肩を掴んで私の足から引き離す。


頭を下げようとするお母さんを、私は手で制した。なに、子どもの言うことだ。心の広さもモテるためには重要である。それに何より、今、私は機嫌がいい。


「ねぇ、きしさまも、いっしょにおかいもの、行こう？」


「お買い物か、いいね」


女の子に手を引かれ、歩き出す。振り返って手招きすると、殿下が目を点にしてこちらを見ていた。


「す、すみません」


「いえいえ」


謝るお母さんに笑いかけながら、私は女の子の歩幅に合わせて歩いていく。


殿下はしばらく呆然としたまま私たちの背中を見ていたが、私が振り返って「行きますよ」と呼びかけると観念したようで、追いかけてきた。






女の子についていくと、手芸用品を置いている店にたどり着いた。


道中お母さんに聞いたところによると、女の子の新しい洋服を作るために布を探しに来たそうだ。


生地から手作りとは、この世界の不器用なお母さんはどうしているのだろう。


店内をぶらつきながら、後ろをついてきていた殿下を振り返る。


ひとつの棚の前で、殿下が立ち止まっていた。


何を見ているのかと覗き込む。棚に飾られた糸の傍に、見本として繊細なレースのコースターが飾ってあった。殿下の横顔とコースターを見比べ、さすがは美少女と見紛う美少年、レースが似合う顔面だと感心する。


「鈎針編みのレースですね。気になりますか？」


「いや……ずいぶんと精緻なものだと思ってね」


「難しい言葉を使うね、坊ちゃん」


店の奥から出てきたおばあさんが、殿下に話しかけた。このあたりで日向ぼっこをしているのを何度か見かけたことがある。ここの店主だったのか。


「それは初心者向けの編み図だから、ちょっと練習すればすぐに出来るようになるよ」


「そうなのか？」


意外そうに呟き、殿下はまじまじと見本品を眺めている。どうやら気になるらしい。目からキラキラが放たれている気さえした。


こういう分かりやすいところを見ると、チョロベルトと兄弟なのだなぁと思う。


「マダム、これを作るのに必要なものを適当に見繕ってくれるかい。一式頂くよ」


「え？　騎士様はこっちの方がいいんじゃないかい？　この、針でひたすら羊毛をぶっ刺す……」


「どうして私がやると見るや、物騒なものを勧めてくるのかな」


贈り物だよ、と笑うと、おばあさんは途端にやる気になって準備を始めた。大きなお尻を振りながら、狭い店内を行ったり来たりしている。


「すぐに飽きるかもしれないから、他にも人気のものがあれば入れておいて。お代はこれで足りる？」


忙しなく動き回るおばあさんに呼びかけるも、どうやら聞こえていないらしい。


結局抱えるのも難儀なほどの包みが出来上がるまで待つ羽目になった。さらには夢中でレースを眺める殿下にも聞こえていなかったようで、「行きますよ」と言っても反応がなく、半ば引きずるように店を出ることになる。


ついでなので、女の子の洋服に使う布のお代もこっそり払っておいた。「大きくなったらけっこんする」のお礼である。多めに渡しておいたので、きっと足りるだろう。


まだ布を見てあれこれ話している母娘に別れを告げ、殿下を引きずりながら馬へと戻った。






殿下を担いで壁を登り、窓から部屋の中に入る。殿下を降ろすと、包みを彼に押し付けた。


行きはよかったが、帰りは荷物が増えていたせいもあって少々手間取った。見張りに見つからないうちに戻れたのは奇跡に近い。


万が一誰かが異変に気づかないとも言い切れないし、さっさと退散しよう。


「では、私はこれで」


「ま、待て、エリザベス嬢」


窓枠に足をかける私を、殿下が呼び止めた。彼は抱えた包みを示し、困惑した様子で問いかける。


「これは、何だ。どういうことだ」


「どうも、何も」


殿下の問いかけに、私の方が首を傾げる。


もしかして、自覚がなかったのだろうか。あんなに興味津々で釘付けになっていたくせに？


「やってみたいのかなと思ったので」


「わ、私は」


「殿下は、何でも人並み以上に出来てしまうからつまらないということでしたが。それはたぶん、面白いと思えることに出会えていないだけかと」


ごちゃごちゃと言われる前に、私の考えを伝えてしまうことにする。


「私もどちらかといえば何でも労せずこなせてしまうたちなのですが」


言うまでもなくこれはブラフだ。七歳のエリザベス・バートンは淑女教育でも、勉強でも、何にでも人並みではない努力をしていた。


私はそれをかすめ取ったから、下地が出来ていただけに過ぎない。私だって今はヒイヒイ言いながら受験勉強に取り組んでいる。


だが、軟派キャラは努力を表に出してはいけない。飄々としていながら、大体のことを人並み以上に出来ないといけないのだ。そういうことになっている。理由は知らないが。


「しかし筋トレだけは違いましてね。ひとつ出来るようになったらまた次、今度はもっと、とどんどん突き詰めてみたくなっていって。気づいたら師範代にまでなっていましたが、まだ一向に飽きる気配がないのです。むしろ初めよりも今のほうが、面白いのですよ」


筋トレとの出会いを振り返り、つい遠い目をしてしまう。


身体が出来てきて、自重トレーニング以外にも手を出せるようになってきた。前世のジムのような設備は望むべくもないが、いろいろと気になる物を見繕っては、訓練場の教官室に持ち込んでいる。


やれるトレーニングの幅が広がるのも楽しいし、回数がこなせるようになるのも楽しい。目に見えて効果が出たときには、感動する。


筋トレがなかったら、ここまで前向きに進んでこられなかったかもしれない。


「殿下も何か、向いているものが見つかれば考えが変わるかもしれませんよ」


「それで、手芸？」


「やってみたこと、ないでしょう？」


「それは、ないけれど……」


包みから白くて細い糸の束を取り出し、しげしげと眺める殿下。その瞳はやはり、興味を惹かれているように見える。


「きみと違って私は多忙でね。趣味などに現うつつを抜かしている暇は……」


「殿下、それは違います」


言い訳がましい殿下の言葉を、きっぱり否定する。


彼の言葉は、背中を押されるのを待っているように思えたのだ。


分かっていてわざわざ乗せられてやるのは気に食わないが、筋トレを馬鹿にされては私も引けない。


「本当の趣味というのは、寝食を削ってでもやりたくなるものです。私も淑女教育をいかに早く終わらせて、筋トレに取り組むかとそればかり考えていますよ」


「淑女教育？　きみが？」


「何か？」


「……いや」


そっと目を逸らされた。まぁ、淑女らしいかと言われると自分でも「はい」とは言えない。最近は座学の時間は空気椅子で受けている。


前世で、「女装は男にしか出来ない行為なので『男らしい』行為である」という言説を目にしたことがあった。


であれば、男装は女性にしか出来ないので、「女らしい」行為ということにはならないだろうか？


……ならないだろうな。


「最近は腹筋がついに成果を見せ始めまして。ご覧になります？　いえ、私などまだまだなのでお見せするのも恥ずかしいのですが。見ます？」


「……遠慮しておくよ」


残念ながら断られた。


いや、本当に私の腹筋など大したことはないのだが、それはそれとして、見せたくないというわけではない。複雑なトレーニー心だ。


今度こそ殿下に別れの挨拶をして、窓から飛び降りる。


筋トレの話をしたら、身体が疼いてきた。着地と同時に、私は訓練場に向けて駆け出した。






人間の腕は二本しかないんだぞ？


季節は廻って、冬が来た。警邏の間も手が冷えるので、手袋を着けている。騎士の制服に、黒手袋。感じる。女子ウケの波動を感じるぞ。


警邏が終わって訓練場に着替えに戻ろうとしたとき、何者かの気配を察知した。


素早く気配の主の後ろに回り込み、首筋にナイフを突きつけて挨拶をする。


「やぁ、こんにちは」


わずかに息を呑む音がした。


気配の主は、臙脂の制服。顔はよく見えないが、背格好から見て何度か私を呼びつけに来た近衛騎士で間違いないだろう。


「はは、やっと捕まえられた。警邏の成果だな」


ずっと後ろを取られていた。最初は気配すら感じ取れなかったし、辛うじて気配に気づいても、その時にはすでに声をかけられていて、後ろを取ることなど出来なかった。


それはつまり、そのレベルの人間が敵になったとき、私では対処できないということだ。暗殺者を相手取らなければならないというのに、これではいざという時主人公ヒロインを守れない。


警邏の時、周りの空気を、気配を感じ取ることに神経を集中させていた。


何か異変があったとき、それを素早く知ることが結果的に一番コストパフォーマンスがよいと気づいたからだ。初動を早くし、こちらが有利に戦える状況を作り出す。そうすれば、実力が拮抗する程度の相手には負けることがない。


それを続けているうちに、感じ取れる気配の範囲が広くなった。


自分の肩に触れられたら、誰だって気づくことが出来る。それと同じことを、自分の身体の外でも出来るように広げていく。空気に溶け込み、「自分」の範囲を広げるような感覚だ。


人の視線を感じ取れるようになった。


視線を向ける人間の仕草から、敵意の有無を推測できるようになった。


普段と違う様子から、異質なものを感じ取れるようになった。


近衛騎士の来訪を察知できるようになったのは、そして先んじて後ろを取ることが出来るようになったのは、その成果である。成果が出るのは嬉しいことだ。


機嫌よくナイフをしまう私に、近衛騎士は表情を変えなかった。だが、その身体からわずかに緊張が緩んだのが分かる。


彼はそんなことはおくびにも出さず、いつもと同じ台詞を口にする。


「エドワード殿下がお呼びです」






「よく来たね、エリザべス」


部屋に入った私に、殿下がにこやかに椅子を勧める。長居をする気はないので、辞して殿下の次の言葉を待つ。


近衛騎士の後ろを取れたことでご機嫌になって忘れていたが、殿下を前にしてみれば呼びつけられたことへの不満と疑念が勝ってくる。


何故だ。もう呼びつけられることはないと思っていたのに。


「呼びつけて悪かったよ」


「本当に悪いと思っています？」


「いや？　そんなに」


試しに聞いてみたら、楽しそうに笑ってそう返された。何と厚かましい。何様のつもりだ？


……まぁ、王太子様なのだが。


「今日はきみにこれを、と思ってね」


「これは？」


殿下から渡されたものを手に取る。


本当は王族から下賜されたものはもっと丁寧に受け取らなくてはならないのだが、公式な場でもなし、咎める者もいないので良いだろう。


受け取ったのは、白いレースで出来たコースターと、テーブルクロスだ。


コースターに、何となく見覚えがある。そうだ、手芸屋に飾ってあった見本のものとよく似ている。


……いや、正直レースの模様の違いとか分からないので、色と大きさが似ている、くらいのざっくりした印象なのだが。


「私が作った」


「殿下が？」


「ああ」


「すごいですね!?」


殿下が、誇らしげにそうだろうと頷く。剣の腕を褒めたときよりも、王になれると言ったときよりも、嬉しそうだった。


「このコースターは、少しバランスは悪いが、初めて目を落とさずに編めたんだ。ドイリーの方は少し大きいが、実は鎖編みと細編み、長編みだけで出来ているから意外と簡単でね。だが、一つ一つは簡単でも、その組み合わせでこれだけ複雑な模様を描くことが出来るんだ。それが何百通りも、何千通りもある」


テーブルクロスだと思ったそれは「ドイリー」なるものらしい。何だそれは。テーブルクロスとは違うのか。


殿下が熱く語ってくれるが、分からない単語が多いので耳を滑っていく。たぶん私にはそれの価値が如何ほどのものなのか分からない。おそらく材料費を出した私にもお裾分けをしようとしているのだと思うが、価値の分かる人間が使った方が物も喜ぶのではないだろうか。


「ご自分で使われては？」


「どこから手に入れたのか聞かれるだろう？　自分で編んだなどと言えるものか」


確かにそれはそうかもしれない。


手に入れた場所であれ、自分で編んだということであれ、正直に話すなら私と抜け出したことを言わなくてはならない。


だとすれば、共犯者である私が預かるのは必然であろう。文句を言わずに頂戴しておくことにする。


繊細なレースを引っ掛けないように注意しながら、鞄にしまう。


私の手元を満足げに見ていた殿下が、ふと声を上げた。


「エリザベス、袖のボタンが取れかけているようだけれど」


「え？　ああ、そういえば」


また忘れていた。


言い訳をさせてもらえば、教官の制服は何着かをローテーションしているので、一度洗濯に出すと次に着るまでに時間がかかり、すっかり忘れてしまうのだ。


「そのうち直します」


「……貸せ」


「はい？」


殿下が私に向かって手を差し出している。


意図を測りかねて殿下の顔を見返すと、殿下はいつもの余裕たっぷり王太子スマイルを顔面に貼り付けて、再度手を突き出した。


「次にきみが来るまでに直しておいてやると言っているんだ。貸しなさい」


「……さすがに、王太子殿下にボタン付けを頼むのは」


「王太子命令だ」


そこまで言われては、身分差が絶対の貴族の身ゆえ逆らえない。


しぶしぶ、制服のジャケットを脱いで殿下に渡す。


「代わりと言っては何だけれど」


ジャケットを渡した瞬間、ぐいと手のひらに紙を握らされる。


「その時までに、そのメモにあるものを持ってきてほしい」


しまった。嵌はめられた。


気づいた時には、もう遅い。ボタン云々は体の良い言い訳だ。実際のところ、私の制服を人質に使いっ走りをさせる気なのだ。ちらりと紙を見ると、やれ何号の糸だ、編み棒だと手芸に使うであろう品々が几帳面な字でたくさん書かれている。


「試してみたい編み方があるのだけど、それには鈎針ではなく編み棒が五本必要なんだ。前にきみが入れてくれた分では足りなくてね。あとは糸も太さが違うとそれだけで出来上がりの印象が変わる。いろいろと試してみる価値がある」


殿下がまた何やら説明をしてくれるが、右から左だ。


何だ、編み棒五本って。正気か？　人間の腕は二本しかないんだぞ？


「頼むよ。先の短い私の、数少ない楽しみなんだ」


「はぁ」


ただでさえ興味がなかったのに、一瞬で顔が死んでしまった。


そうか。被害妄想が落ち着いても、「病弱深窓の令嬢（男）ムーヴ」はまだ残っているのか。


誰か、私以外の転生者が突然現れるなどして、お前は死なないよと教えてやってくれないだろうか。


「よろしくね？」


そう言って微笑まれると、身分の低いこちらとしてはもう断る術がない。


どうやらまた呼びつけられそうだと、私は項垂うなだれながら返事をした。






王立第一学園、入学！


制服を身に着けて、姿見の前に立つ。


いつもの騎士団の制服ではない。私が今日から通う、王立第一学園の制服だ。


制服を仕立てるときに、お母様は私が悪さをしないように──まぁ、男子用の制服を作らせると思われたのだろう。その予想は当たっている──見張りについていたが、ほんの少しの隙をついて仕立て屋を誑たぶらかした。詳細は、割愛する。


結果として出来上がったのが「何故か」男子学生用の制服だっただけで、私は悪くない。もちろんお母様も悪くない。落ち込むお母様にそう告げると、どうやら諦めてもらえたらしかった。


自分でも見慣れないが、黒を基調にしたこの制服も悪くない。いや、騎士団の制服の方が盛れているとは思うのだが。やはり人気の職業の制服というのは、学生の制服とは一線を画した良さがある。


とはいえ、学生の制服にも、他の衣服にはない良さがあるのも事実だ。


襟のところだけが赤色だったり、縁取りが金だったりとディテールが凝っている。乙女ゲームの制服らしさ満点だ。洗濯のことやアイロンがけのことは度外視されている。


ネクタイは締めた方がよいか、締めない方が遊び人ぽくてよいかしばらく悩んだが、ネクタイをクイッとやるのが好きな女子の需要を鑑み、ボタンを一つ開け、少し緩めに締めるという案を採用した。


少しでも足が長く見えるよう、シャツはインする。足元はもちろん、シークレットソールを仕込んだ革靴だ。素の身長は一七〇センチを超えたところで伸び悩んでいるが、靴を含めると一八〇センチを余裕で超える。


一八〇を超えると、やはり周囲の視線も違う気がして、とても良い。何が良いかと言えば、気分がいい。私の。


動きにくいので今日のところはベストはやめたが、どうだろう。そのあたりは今後の課題としたい。


「リジー」


朝食の席に向かおうと部屋を出たところで、お兄様が待っていた。


「入学おめでとう」


「お兄様。入ってきてくださればよかったのに」


「ふふ。いいんだ。僕が一番に言いたかっただけだから」


お兄様が少し照れくさそうに笑う。その瞳は少しうるんでいるように感じた。


お兄様は、悲しいときも怒ったときも、嬉しいときも泣いてしまうタイプだということを、私は知っている。


「無事入学できて良かった。試験勉強を頑張った甲斐があったね」


「お兄様とクリストファーのおかげです」


私は苦笑いする。本来、学園の入学試験はたいして難しいものではない。身分の高い者はそれ相応の学校に通えるよう、よほどのことがなければ合格できる。


ほんの足切り程度のもので、苦戦するようなものではないのだ。


家庭教師との勉強をそれなりに頑張っていて……つい、男側の礼儀作法を披露してしまったり、男側のダンスを踊ってしまったりしなければ。


お父様いわく、長いバートン公爵家の歴史の中で第一学園の試験に落ちた者はいなかったそうだが、あわや第一号として歴史に名を刻んでしまうところだった。


これだけ自由を許してもらっておいて、それはさすがに申し訳が立たない。


そこで猛特訓に付き合ってくれたのが、お兄様とクリストファーである。ついでに勉強のほうもかなり手伝ってもらった。


おかげで女性側の作法もばっちりだ。お兄様にも義弟にも、本当に頭が上がらない。


「制服、似合っているよ」


「ありがとうございます」


お兄様は、ふくふくのお顔で幸せそうに微笑んだ。


お兄様のその言葉で、私は自信を持てる。背筋を伸ばして、前を見据えられる。


長いコンパスで大きな一歩を踏み出せる。口元に、余裕の笑みを浮かべられる。


さぁ、行こう。


ゲームの舞台である、王立第一学園──イケメン攻略対象どもの伏魔殿へ、殴り込みである。






「隊長！！！！」


「おはようございます！！！！」


入学初日。


馬車を降りた瞬間、私は頭を垂れた男子生徒に取り囲まれていた。


「お鞄お持ちします!!」


「教室はこちらです!!」


「隊長!!」


「隊長！！！！」


やまびこのように響き渡る隊長コール。遠巻きにこちらを見つめるギャラリー。


よく見れば……いや、見なくても、私を取り囲んでいるのは、騎士団候補生の面々だった。


そりゃそうだという感じだが、我が隊のほとんどは同じ学園になるらしい。襟の色が違うので、先輩もいるようだ。


ゲームをプレイしている時は気にならなかったが、学年で襟の色が違うというのは、実際問題どうなのだろうか。兄弟のおさがりを着られないではないか。


まぁ、この学園に通うような身分のお貴族様は、おさがりなんて着ないのだろうが。


私が軽く右手を上げると、ザッと音まで揃えて一斉に気をつけの姿勢を取る。


しんと静まり返った彼らに、私は出来るだけ低く、小さく、唸るように告げた。


「…………総員、校舎裏」






自称隊員たちを伴って出来るだけ素早く校舎裏に移動した私は、あたりに人影がないことを確認すると、ぎろりと彼らを睨みつけた。


「……貴様ら。ここをどこだと思っている」


「は！　学園です！」


いちばんに元気よくお返事したのはロベルトだった。


ここ数年で驚くほど背が伸びた彼は、今や靴込みの私とほとんど同じ身長だ。


確かゲーム時点では一八五センチを超えていたはずなので、まだ伸びるのだろう。羨ましい限りだ。


鳶色の髪に若草色の瞳、男らしく精悍な顔つき。本人なのだから当然だが、攻略対象として登場するロベルトと瓜二つだ。Ｍ字バングでもウルフカットでもない髪型と、生き生きした表情を除けば。


図体ばかりでかくなったが、相も変わらずキラキラした眼差しで尊敬のビームを飛ばしつつ、私の鞄を恭しく捧げ持っている。


いや、王族が嬉々として鞄持ちをするな。返せ。


「隊長が今日学園にご入学なさると、グリード教官が教えてくださったんです！」


「学園でも隊長とご一緒できるとは……光栄至極です！」


余計なことを。いずれはバレたことだろうが、グリード教官への恨みの念を抑えられない。


皺が寄った眉間を揉みながら、ため息とともに告げる。


「……いいか、貴様ら。学園では私のことを隊長と呼ぶな」


「ええ!?」


「何故ですか隊長！！！！」


「何でもへちまもあるか！」


入学早々、貴族の子息にしてはガタイのいい上級生と同級生を従えて、王族に鞄持ちをさせる人物、果たしてご令嬢たちが近づきたがるだろうか？


否。答えは否である。怖がられて遠巻きにされるのが目に見えている。


私は主人公ヒロインが転入してくる二年生までに、女子にモテモテの軟派な優男枠に納まっていなければならないのだ。怖がられている時間はない。


「だいたい、私は一度だって隊長と呼んでいいと言った覚えはない！」


「だ、だって隊長は隊長で……」


「俺たちバートン隊で……」


おろおろしだす候補生たち。こちらが「何故」と問いたい気分である。


「そもそも、そのバートン隊とやらもお前たちが勝手に言い出したことで、正式なものではない」


「え？」


「あれ？」


「そうなんでしたっけ??」


「でも、教官たちも言ってたような……」


自称隊員たちは目を丸くして顔を見合わせている。私も初めのうちは都度否定していたのだが、最近は面倒になってそのまま放置していた。そして他の教官たちもその呼び方を使うものだから、皆の中では当たり前に存在するものとして定着してしまったらしい。


その結果がこの集団幻覚だ。


私にも責任の一端は……いや、ないな。繰り返すが、私はそんな隊を率いるつもりはないのだ。


「騎士を志す者ならば、時と場所を弁えろ。隊長呼びは禁止だ！　それから学園ではお互い、対等な生徒同士だ。過度に私に謙へりくだるような態度もやめろ」


「そ、そんな！！！」


「あんまりです！！！」


「俺たちは隊長のことをこんなに尊敬しているのに！」


「隊長！」


「隊長！！！」


「ええいうるさいぞ蛆虫ども！　まとわりつくな！」


縋すがりついてくる候補生たちを一気に吹き飛ばす。


「隊長と呼ぶな！　普通に接しろ！　これは命令だ。何度も言わせるなよ！」


「隊長以外に何とお呼びしたらいいんですか!!」


「そんなもの、他の知人を呼ぶように呼べばいいだろう」


「恐れ多くて出来ません!!」


「せ、せめてバートン様と!!」


「お前たちを淑女に教育した覚えはないぞ」


候補生同士のやり取りを見ていても、基本的に互いを苗字か名前で呼び捨てにしているらしいことは知っている。私だけ様付けされていたらおかしな目で見られること請け合いだ。


あと身分から言っても、ロベルトに様付けされる筋合いはない。


とにかく隊長と呼ばないことを約束させたはいいものの、審議の結果「バートン卿」という、なんとも大仰な呼び方に落ち着いてしまった。


頼むからもっと普通に呼んでほしい。


前途多難だ。






私はこれまで、同年代の貴族の女の子と触れ合う機会に乏しかった。


侍女への接近禁止令を出されてからというもの、家では私の身の回りのことは侍女長と執事見習いがやっていたし、訓練場は男子校みたいな様相だ。街で出会う女性たちは、皆私のことをちやほやしながらも、「騎士様」として一線を引いた扱いをしてくれていたと思う。


それが、どうだ。


入学式が終わって教室に入った途端、私はご令嬢たちに取り囲まれていた。


ちなみに、入学式の学園長先生のお話はそこそこ長く、そこそこ退屈だった。あまり有能な学園長ではないのかもしれない。


ご令嬢の勢いに面食らったが、ここで動揺していては軟派な騎士様は務まらない。白い歯を見せながら、営業スマイルを顔に貼り付ける。


「やぁ、初めまして。レディたち」


きゃあ、と、女の子たちから黄色い声が上がる。心地よい。打てば響くようだ。


「あ、あの、お名前は？」


「ご趣味は？」


「婚約者はおいでですか？」


「甘いものはお好き？」


わっと浴びせかけられた質問に、私の気分も盛り上がった。


これだ。これがモテというやつだ。


ご令嬢たちに落ち着いてと手で示しながらも、順番に質問に答えようと口を開いた、その時。


「煩いぞ」


後ろから迷惑そうな声がして、私の言葉を遮った。


やたらと硬質で眼鏡をかけていそうなその声に、聞き覚えがある。


振り向くとそこには、予想通りアイザックが立っていた。


八歳の時出くわした彼と同一人物とは思えないほど大人びた雰囲気で、鼻筋がすっと通った、涼やかな目元が眩しい美男子である。


……いや、正直に言えば八年も前に一度会ったきりの男の子のことなど詳細に覚えていないので、本当に雰囲気の話なのだが。スチルもなかったし。


ゲーム開始が一年後に迫っているだけあって、ロベルト同様、彼もゲームの立ち絵とよく似ている。


赤褐色の瞳に、トレードマークの黒縁の眼鏡。藍色と言った方がしっくりくるような青味がかった黒髪は、センター分けでパツンと切りそろえられていて、長い後ろ髪を紐で結えている。


はて。


ゲームの中の彼は、パツンとしたおかっぱでこそあったが、肩ぐらいの長さだったはずだ。


ゲームとの違いに、私は首を捻る。


まぁ、人間なのだから髪が伸びることもあるだろう。これから髪を切るのかもしれないしな。


「ここには勉強をしに来ているはずだ。他人の迷惑となる行為は慎め」


「貴方、ギルフォード伯爵家の……」


「それが何か？　学園内では身分によって行動の制限を設けることはあってはならないと説明されたばかりのはずだが」


アイザックが冷たく言い放つ。ご令嬢たちは不満そうだ。


やれやれ、女の子を不快にさせて放っておくようでは、軟派系の名が廃るというものだ。


「まあまあ。ほら、先生も来たみたいだから、お話はまた後で、ね？」


するりとアイザックとご令嬢の間に割って入って、ご令嬢たちにウィンクを投げる。また小さく上がる黄色い声が聞こえ、私は心の中でガッツポーズをした。






教師が教室に現れ、最初に行われたのは席替えだった。


教室には横長の机が並んでいて、二人が一つの机に掛けるような形だ。


机も椅子も、前世で一般的に使われていたものよりかなり豪華で、さすが国内随一の名門校というだけのことはある。


くじで指定された番号の席に行くと、同じ机の右側の席にはすでにアイザックが着席していた。


「よろしく」


「…………」


一応挨拶をしてみるも、嫌そうに眉間に皺を寄せられただけで、返事は返って来ない。


大方、「さっきみたいにうるさくしたら承知しないぞ」とでも思ってるのだろう。


アイザックにお愛想を振りまいてやる義理はないので、それ以上は話しかけることをせず、私もさっさと着席する。


「では、皆さん席に着いたようなので、順番に自己紹介をお願いします。一年間、ともに学ぶ仲間です。お互い、早く顔と名前が一致するようにしましょうね」


担任教師の言葉で、端に座っている生徒から順番に自己紹介をしていくことになった。


三人目くらいまでは頑張っていたが、やはり話を聞くのは苦手なもので、だんだん耳を滑っていく。


見渡す限り、何人か見覚えのある騎士団候補生はいるが、ロベルトはいないようだった。まとわりつかれる可能性が減って、一安心だ。


何が悲しくて学園でまで候補生の面倒を見なくてはならないのだ。


鬼軍曹バレを防ぐためにも、仕事とプライベートはきちんと分けておきたい。……どちらもプライベートではない気がするが。


考えているうちに、私の番が回ってきた。立ち上がると、教室中の視線が集まるのを感じる。


ある者は興味、ある者は妬み、ある者は憧れ。それぞれ違う気持ちがこもった目で、私を見ている。


息を吸って、肺に空気を送る。その勢いで胸を張って、私は出来るだけ明るくはっきりと、自己紹介を開始する。


「バートン公爵家が長女、エリザベス・バートンだ。最近ついたあだ名は『バートン卿』だけれど、バートンでもエリザベスでも、好きに呼んでくれて構わないよ。一年、どうぞよろしく」


最後に、にこりと笑って締めくくる。


教室中がざわざわと、ざわめきに包まれた。


「長女？」


「え？　でも、制服は男子の……」


「バートン公爵家って、あの？」


「ていうか、それはあだ名なのかしら……？」


ざわめきの中で、大人しくしていたのは当事者である私と、私の素性をすでに知っている騎士団候補生たち、そして隣の席のアイザックだけだった。


「……バートン？」


アイザックは、私の顔を見上げて、小さく問いかけた。その目は驚愕に見開かれ、まるで宇宙人でも見るような目つきだった。


「エリザベス・バートン？　……お前が？」


「はい、皆さん静かに！」


一向に引かないざわめきに、痺しびれを切らした教師がパンパンと手を叩く。


彼女は名簿を持っているので、私がエリザベス・バートンであることを知っているはずだ。それでも、声には幾分戸惑いが感じられる。


「気になることがあるのは分かりますが、まずは自己紹介を続けましょう」


同感だ。見た目と合わせると少々情報量が多い自己紹介だった自覚はあるが、この後私よりヤバい奴が出てこないとも限らない。さっさと次に行くべきだ。


「バートンさんは、後で学園長室に来てください。学園長先生がお呼びですよ」


……初日から呼び出しを食らってしまった。しかも学園で一番偉い人に。まぁ、王太子に呼び出されるよりかはマシか。


私は肩を竦めて、適当に返事をした。






「エリザベス・バートンくん。何故呼び出されたか、分かっているね？」


学園長室で待ち構えていた学園長先生は、部屋に入ってきた私に椅子を勧めてから、蓄えたロマンスグレーの口ひげを撫でつけつつ、重々しくそう切り出した。


私は必要以上に愛想よく笑いながら、首を横に振る。


「いいえ、まったく」


私の答えに、学園長はため息をついて肩を落とす。


「君が女子生徒なのに、男子生徒の制服を着ているからだ」


「何か問題が？」


「護身術の授業では着替えの必要もある。その格好で女子更衣室にいては混乱を来すだろうし、かといって男子更衣室を使わせるわけにもいかない。どうして問題ないと思ったのかね？」


眉間に皺を寄せながら問われ、私は悟った。やはりこの学園長と言う人間は、それほど頭が回るわけではないようだ。


「この学園の規則をすべて読みました。『生徒は学園内及び学園の行事で学外に赴く際は制服を着用すること』と書いてありましたが、『男子は男子の、女子は女子の制服を着用しなければならない』という規則はどこにもありませんでしたよ」


用意してきた答えをそのまま声に出せば、学園長の表情がさらに険しくなった。


「そして、規則によると入学時の規則が卒業までの三年間、適用されるとか。つまり、仮に今から規則が変わったとして、その影響を受けるのは来年度の入学生からで、私は対象ではない」


「規則の問題ではなく、常識的に考えて、適切な制服を選択すべきだという話だ」


「しかし、規則でなければ強制は出来ない。そうですよね？」


常識的に考えて。この世界での生活も足掛け九年になるが、常識について説かれたことはあまりなかったかもしれない。


常識というものは、得てして人によって違うものだ。それに常識に囚われていては、攻略対象は務まらない。こちらはノーブルで、ファビュラスでなければならないのだから。


私にまったく響いていないのが伝わったのだろう。学園長先生はまたため息をついた。


「人を殺してはいけない、と法律に書いていなかったら、人を殺していいとでも言うのかね？」


「ええ、そうです。常識があれば、法律がなくても誰も人を殺さないと、本当にそうお思いで？」


彼の言葉を、私は間髪容れずに肯定する。


彼くらいの歳なら、五十年前にあったという一番最近の戦争を体験しているかもしれない。そうでなくとも、法律があってもなくても、人が人を殺すということくらいは知っているはずだ。


しばらく、睨み合いが続く。このままでは平行線になりそうだったので、私は次の手を打つことにした。


また最初のお愛想笑いを浮かべ、立ち上がる。カツカツと靴を鳴らして、学園長に歩み寄った。


「そうそう。一つお渡しし忘れていたものがありました」


懐から取り出した書類を、学園長に渡す。男子の制服は懐に内ポケットがついているのが便利だ。


彼は傍らにあった老眼鏡を手に取ると、受け取ったそれに目を通した。


「剣術のお免状です。私、師範の免許を持っていまして。これを持って行けば、護身術の授業が免除になるとか。これで更衣室の件は問題ないですね？」


学園長は、書類と私を見比べる。身分の高い者にありがちの、値踏みするような目だ。


しばらく彼は頭の中で何かを天秤にかけているようだったが、やがて目を伏せ、首を横に振る。


「更衣室の件は、あくまで問題の一つに過ぎない。とにかく、君の服装については……」


ばん。


私はわざと大きな音を立てて、学園長先生の前にある机に、手をついた。


私の望む答えが返って来なかったので、さらに次のフェーズに移行することにしたのだ。


理知的な話し合いで解決できるなら、それでよかったのに。感情論を持ち出されると、こちらもそれ相応の対応をしなければならなくなる。


相手がどうかは知らないが、私はそもそも悪役令嬢なのだ。


性格の悪い私にとっての「それ相応」が、正攻法なはずがない。


こちらが正攻法の「お願い」をしているうちに聞いておけばよかったと、後悔させてやる。


大きな音に驚き、目を丸くしている学園長。私が机から手を放すと、手のひらの下敷きにしていた書類の束が現れる。


私はそれを手のひらで示し、にやりと不敵に口角を上げた。


「あと、こちらは推薦状です。私の通っている騎士団候補生訓練場の教官と、お世話になっている騎士団の師団長が書いてくれまして。もしお免状で不足のようであればこちらもと」


そろりと、学園長が一番上の書類に手を伸ばす。


恐る恐るといった様子で書類を読み進めていくうち、驚愕でまたどんどんと彼の目が見開かれる。


「どのくらいあればよいか分かりませんでしたので、近衛師団を含めて全十三師団の団長さんにお願いしました。いやぁ、骨が折れましたよ。皆さん『自分を倒せたら推薦状を書いてやる』とおっしゃるものですから」


どんどんと書類を開いていく。ひらりと足元に落ちた書類には「参りました」の文字と、近衛師団長の署名が並んでいた。


書類には、騎士団のお歴々の署名とともに、「手を出さない方が身のため」「ゴリラなんて可愛いもの」「生徒たちの安全のために隔離推奨」「止めたきゃ羆ひぐまでも連れてこい」等の文字が躍る。


封がされていたので私も中を検あらためたのは今が初めてだったが……果たしてこれは推薦状か？


ゴリラとか羆とか書いた奴とは、再度話し合いの必要がありそうだ。肉体言語で。


顔面蒼白の学園長を見下ろし、私はもう一度、ばんと音を立てて机に手をついた。今度は、超至近距離で学園長の顔を捉える。


「ところで、戦争では人を殺すことも是とされますね。むしろたくさん殺せば殺すほど、称賛されることもある。たとえ命がかかっていなくても、利権のため、自由のため。戦争は起こり、人は大義名分のもとに、人を殺す」


がたがたと震え出した学園長。構わず、私は続ける。


「大義を掲げた殺人は、『革命』と呼ばれます。騎士道を学んだ身としては、憧れちゃいますね。革命」


学園長が、ヒッと小さく息を呑むのが聞こえた。私は勝利を確信し、一層笑みを深くして、学園長の瞳を見据える。


「それで？　学園長先生は、私の服装の自由について、どうお考えなのでしたっけ？」






屋敷に帰ると、玄関ホールでクリストファーが待ち構えていた。


「姉上！　おかえりなさい！」


「ただいま、クリストファー。ずいぶん熱烈な出迎えだね」


「学園、大丈夫でしたか？　何か問題を起こしませんでしたか？」


帰ってきていきなりこれである。人聞きが悪い。


「大丈夫。何も起きてないよ」


「本当ですか？　制服のこととか、先生に怒られませんでしたか？」


鋭い。


心配そうな顔で後ろをちょこちょこついてくるクリストファーに、私はにっこり微笑んで答える。


「いいや？　全然？」


「姉上」


どうしてだか、家族には嘘がすぐバレる。特にお兄様とクリストファーには、真っ赤な嘘はたいていの場合通じない。


「……事情は聞かれたよ。でも、ちゃんと話したら分かってもらえたから大丈夫」


「……そうですか」


自室に着いて、クローゼットの前まで来たところで後ろを振り返る。


声から予想はしていたが、義弟はまだ納得がいっていない様子だった。苦笑して、脱いだジャケットをハンガーに掛ける。


いつの間にか傍に控えていた侍女長がそれを受け取り、私とクリストファーにお茶の準備を始めた。


「やっぱり、ぼくも一緒に通いたかったです」


「来年からは一緒に通えるだろう」


学園に通う直前、クリストファーが相当駄々をこねたのを思い出す。私と一緒に入学すると言って聞かなかったのだ。普段彼は我儘を言わないので、少々意外であった。


実は、貴族の子息が一つや二つ年を誤魔化すのはよくあることである。


たとえば、王族や有力な他の貴族の子息と同じ時期に学園に通わせるためだとか、事情があって「その時期に生まれていると計算が合わない」時だとか。


さすがにお父様とお母様にまで頼む勇気はなかったようだが、お兄様には散々食い下がっていた。お兄様も私も苦笑いするだけだったが。


「ぼくの見ていないところで、姉上が何をしてるか心配で……勉強にも身が入りません」


「そんなに心配しなくても」


「兄上も心配していました」


「う」


お兄様のことを引き合いに出されると、弱い。大方、「リジーのことをよく見ておいてね」とでも頼まれているのだろう。


「入学前も、訓練場を休んでいるはずなのに、何だかやたらとボロボロになって帰ってくる時期がありましたよね。兄上もぼくも本当に心配したのに、何をしていたか結局教えてくれないし」


「あれは、武者修行だよ。武者修行」


クリストファーに言われて、例の「推薦状」を集めに回っていた時のことを思い出す。


さすがは騎士団の師団長だけあって、誰も彼も強者揃いだった。詳細は省くが、王族直属の近衛師団長と、国防最前線を任されている第十三師団の団長は桁違いだ。勝てたのは正直運もある。


もし私が金に困った暁には、各師団長との戦いを戦闘バトルモノ風の伝記にして売ろうと思う。


「お友達、出来ました？」


義弟にそんなことまで心配されるとは、何とも情けない限りだ。


学園長室から戻ってみれば、入学式後に取り囲まれていたのが嘘のように、誰も私に話しかけようとはしなかった。


だが、状況はそう悪くはない。都合の良いことは聞き逃さない地獄耳なので、遠巻きにされながらも「かっこいい」「素敵」というご令嬢たちの囁きはしっかりと聞こえていた。


軟派系キャラには、必要なものがある。それは「取り巻きの女子」だ。


そしてそれは悪役令嬢にも必要なものであり、悪役令嬢たるエリザベス・バートンには、取り巻きの女子をゲットする才能があるはずなのである。


これから一年で、どこまで行けるか。すべては私の双肩そうけんにかかっている。


私は義弟の方を見て、可哀想な義姉だと思われないように、胸を張って堂々と答えた。


「これから、かな」


期待を込めて、星四つ、というところだろうか。






Ｗｉｎ‐Ｗｉｎどころか、一人勝ち


学園生活が始まって、一週間。


男装の公爵令嬢とあって、もっと受け入れてもらうのに時間がかかるかと思っていたが、割合私の存在は好意的に受け入れられているようだった。


授業初日など、休み時間になるたびに男女先輩同輩教員問わず、大勢が私の姿を一目見ようと廊下に詰めかけたほどだ。絶対に王子様であるロベルトよりも人目を集めた自信がある。


女性向けコンテンツにおいて、廊下に人が押し寄せるほどのイケメンとくれば、メインキャラと相場が決まっている。


勝った。少なくとも現時点で、話題性では明らかに勝っている。


ご令嬢たちがひそひそと話す「今日も素敵」「剣術の師範の資格をお持ちなのですって」「まぁ、お強いのね」等々、賛辞の言葉が非常に心地よい。もっと、もっと言ってくれ。


まぁ、そのざわめきも隣席のアイザックに睨まれると途端に静まってしまうのだが。


頭がいいからといって授業で当てられた時に答えを教えてくれるわけでもなし、困った隣人である。


そういうわけで、今の私は取り巻きこそまだいないが、想定の範囲内の進捗状況と言えるだろう。


このまま順調にタスクをクリアしていきたい。


取り巻きのいない身軽なうちに、私は学内を見て回ることにした。


昼休みや放課後、護身術の時間などを利用して、乙女ゲームのイベントが起きる場所や、背景と同じ風景が見える場所などを探して歩く。


ちなみに護身術の教師にもお免状を見せたところ、「貴女を襲える暴漢は羆くらいです」とありがたいお褒めの言葉をいただいたので、護身術の授業はめでたく正式に免除となっている。


かといって自習時間扱いなので帰ってよいというわけでもなく、学内待機ということだった。


それならと護身術の講師役を申し出たところ、残念ながら「ここはゴリラ養成学校ではありません」と丁重に断られた。女の子に良いところを見せて、キャーキャー言ってもらうチャンスだったのに。


学内を一回りするだけで、見覚えのある場所がいくつも見つかる。


ロベルトとびしょ濡れになる噴水、アイザックと勉強会をする図書室、王太子殿下とお茶会をする生徒会室、クリストファーとお弁当を食べる中庭。


ゲームのスチルや背景を思い浮かべながら眺めていると、また聖地巡礼の気分になってきてしまう。


いけない。どこで起きるイベントをどのように横取りするか、考えるために歩いているのに。


渡り廊下からふと裏庭を見下ろすと、見慣れた眼鏡の少年が一人で何やら踊っているのを見つけた。踊っているというのは比喩でも何でもない。ダンスの練習中のようだ。


アイザックは天才と持て囃はやされている、という設定だったが、その実努力の人であった。


どちらかと言えば秀才型だろう。天才型の家族に囲まれ、努力をしてなお、努力をしていない兄や父を超えられないことに劣等感を抱えていた。


ゲームをプレイしている時は「ある程度元が良かったんじゃね？」と思っていたが、幼少期に泥にまみれた彼を実際目にしていると、それすらも途方もない努力をして得たものだというのが分かる。


そういう泥臭いところも含め、彼の魅力なのだろう。


努力を人に見せてはいけない、軟派系の私とは対極の存在だ。同学年だし、一年から同じクラスだったということになるので、私が攻略対象になった暁にはぜひライバルキャラになってもらいたい。


たとえば、ロベルトに対する王太子殿下のような、そういう感じで。


女の子って、いわゆる「シンメ」という概念みたいなの、好きじゃないか？


などと捕らぬ狸の何とやらをしながら、次に確認するイベントの場所を目指して、再び歩き出した。






「ちょっと！　危ないじゃありませんの！」


「そちらがぶつかって来たのだろう」


ダンスの授業の時間。


二人一組になってワルツを踊っていたところ、隣のペアがダンスを止めて、文句の言い合いを始めてしまった。


なお詳細は省くが、ダンスの先生を無事たらしこんだので、私は男側として参加している。


男子生徒からしても、私の身長で女性側を踊られても困るだけだろう。私が男側を踊れば誰も困らない。私は女子をときめかせるチャンスを得られる。Ｗｉｎ‐Ｗｉｎだ。


言い合いをしているのは、アイザックと、彼とペアを組んでいたご令嬢だ。


アイザックは実力で宰相までのし上がった新興の伯爵家の三男で、馬鹿がつくほど真面目で堅苦しくて女嫌い。知的さ漂う美貌と眼鏡以外は、ご令嬢に好かれる要素のない男だ。


しかも、彼はどうやらダンスが下手らしい。その上女性に対する態度が悪く、紳士のしの字もない。


よく攻略対象をやっているな、お前。


授業の都合上どうしても男女で──私のペアは女女だが──ペアを組まないといけないのだが、先ほどまで彼と踊っていた令嬢は、もう彼とは踊りたくないとお冠だ。


クラスの他のご令嬢たちも、彼と踊るのは嫌だと遠巻きにしている。


ゲーム内でも彼は気難しいキャラクターだった。もちろん主人公ヒロインには落とされるわけで、プレイヤーの間では美貌（と眼鏡）から一定の需要はあったが。


ところで、勉強のパラメータを上げないと落ちないキャラというのは、実際どうなのだろう。


現実世界に勉強を頑張っているだけで落とせる人間が増えるとは、いまいち思えない。


特に学生なんて、魅力パラメータに全振りした方がいいんじゃないか。どうしてそのようなシステムにしたのだろう。


ペアの相手がおらず、不服そうな様子で腕を組んでいるアイザック。


やれやれ、これではクラスの雰囲気が悪くなってしまうな。


……待てよ。


完全に他人事として静観しようとしていた私は、ふと彼に目を留めた。


ここでクラスの困ったやつである彼をうまいこと処理すれば、ご令嬢たちからの私の評価は上がるだろう。うまくやればうなぎのぼりだ。大手を振ってキャーキャー言ってもらえるかもしれない。


主人公が編入してくるまであと一年もない。出来る限りのことをして、土壌を作っておくべきだ。


「やれやれ、困ったやつだ」


私はさらりと髪をかきあげ──元から短いのでこの動作にたいした意味はない──長いコンパスを生かして颯爽とアイザックに近づく。


そして流れるような動作で彼の手を取って、クローズド・ポジションでホールドを作る。


ただし、彼が女性側だ。


きょとんとしたまま私を見上げる彼に、私はわざとらしくウィンクをしてみせる。


「ダンスは相手の気持ちを考えなくてはね。試しに、『そちら側』の気持ちを味わってみるといいよ」


「は？」


そのまま、曲に合わせて踊り始めた。振り払われるかと思いきや、彼はまだ呆然としているようで私のリードに合わせて足がついてくる。


なるほど、確かにひどくぎこちなく、言ってしまえば下手だ。だが、足は動いている。


この前のコソ練も含めて考えれば、まるきり練習をサボっているわけではなく、彼なりに努力をして取り組んだ結果があれなのだろう。生真面目な彼がレッスンを疎かにするとは考えがたい。


勉学と違ってセンスが必要な分野は、努力したからといって報われるものではない。きっとそれが彼のコンプレックスを刺激して、ダンスを苦手なものとして認識してしまっているのだろう。


近くにある彼の顔を見下ろすと、ぱちりと目が合った。


たいそう混乱しているようで、私の顔を凝視しながら、眼鏡の奥で何度も瞬きをしている。


ふっと、わざと挑発するように笑ってやった。


見る見る顔を赤くした彼が何か言おうと口を開きかけたところで、やんわりとホールドをきつくしてフィガーに移行する。


すると彼はぎゅっと口を閉じ、ステップに集中し始めた。やはり教科書どおりの動きなら一通り勉強したらしい。


うまくテンポをつかめるように、流れがぶつ切りにならないように、足がもつれないように。


ほんの少し手を貸してやるだけで、十分優雅に踊れている。何ともリードのしがいがある男だ。


面白くなってきたのでアンダーアームターンをさせてみると、こちらの意図通りくるりと回った後で文句ありげに睨まれた。


普段は冷静ぶった顔ばかりしている彼のその表情に思わず笑いがこみ上げる。


彼も同様だったようで、私が笑い出したのを見ると、やがて困ったように相好を崩した。






    
  
  




「バートン」


他の生徒には聞こえない程度の小さな声で、彼は囁いた。


思えば、彼とまともに会話をするのはこれが初めてだ。


「またこうして、練習に付き合ってくれるだろうか。やはり、出来ないというのは悔しくて」


「もちろんだとも。きっとすぐに上達するぞ」


お世辞ではなく、本心からそう答える。


基礎の積み重ねはあるのだ、感覚さえつかめればあっという間に物に出来るだろう。


私が付き合うのはせいぜいあと二、三回でいいはずだ。その程度で令嬢たちに感謝されるなら、お安いご用というものである。


曲が終わってみれば、教室内はすっかり和やかな雰囲気になっており、クラスの令嬢たちも……そして何故か令息たちもわずかに頬を染め、うっとりと私たちを見ていた。


まぁ、同性から嫌われるような男では異性からも嫌われると思うので、問題ない。よしよし、順調である。


私にとっても良い経験になった。Ｗｉｎ‐Ｗｉｎどころか、一人勝ちと言えるかもしれない。


ダンスでわずかに乱れた髪をかきあげると、また小さく黄色い声が聞こえた気がした。


◇　◇　◇


「お前は、このままでいいのか？　バートン」


「？　どういう意味かな？」


放課後。


アイザックのダンスの練習に付き合ってやっていたところ、ふと彼が何やら深刻そうな表情でそう切り出した。一瞬私の方向性についての話かと思ったが、そんなわけはない。


近頃、学内巡視のほかに彼の練習に付き合うのがルーチン化している。


ついでなので剣術の稽古もつけてやっているが……こちらは正直、ダンスよりも筋が悪い。


おかしい。攻略対象は誰も彼も、主人公のピンチには颯爽と助けてくれていたはず。


そう思ってイベントの記憶をいろいろと掘り起こしてみたが、アイザックのイベント、頭脳を使って解決するものばかりだった。


特に剣術が苦手という描写もなかったと思うが……さすがは乙女ゲーム、不都合な真実は見事に覆い隠されている。これもやさしい世界の「やさしい嘘」というやつだろう。


ちなみに、気難しいアイザックとつるんでいると思われているらしく、まだ私に取り巻きはいなかった。これは少々誤算である。


しかし、引き受けたものを途中で投げ出すような人間だと思われて、私の株が下がるのは避けたい。


もともと悪い人間だと思われていた者が良いことをすると過剰に評価が上がるが、良い人間だと思われていた者が少しでも悪いことをすると過剰に評価が下がる。


人呼んで不良と雨の日の捨て猫効果。


そういうわけで、不本意ながらも毎週のように何かしら、彼と過ごす時間が生じていた。


まるで、友達のようだ。


アイザックは真面目くさった顔で、さらに質問を重ねる。


「ロベルト殿下との婚約のことだ。本当は断りたいんじゃないか？」


「え」


思いもよらない内容だったので、咄嗟に反応できなかった。


確かに、私に婚約継続の意思はない。主人公に攻略してもらうためにはむしろ邪魔だとすら思っている。攻略対象同士が婚約していたら、主人公もさぞかし混乱するだろう。


……いや、そもそも私から婚約を破棄できたなら、主人公を攻略する必要もないのか？


まともな返事をしない私に、彼は言いにくそうに、しかし強い決意を持った瞳で続けた。


「お前は、その。恋愛対象が女性なのだろう？　貴族の結婚は政略の道具とはいえ、さぞ辛いものだろう。もしお前が婚約を解消したいと言うのなら、協力したい。僕は、お前の、と、友達だから」


アイザックの言葉に、私の目は点になる。


「恋愛対象が、女性？　私の？」


「あ、ああ、だから、そのような格好と振る舞いをしているんだろう？」


彼が言いづらそうにしている理由が分かった。血を継ぐことに重きを置く貴族の世界では、同性愛はご法度だ。


……子どもを作るために結婚だけはしたが、男娼を囲っているという貴族の話はそこそこ聞くので、ないわけではないのだろうが。


男装をしているだけならまだしも、目指しているのが軟派系騎士様であるため、私は必要以上に女子に好まれるように一生懸命振る舞っている。勘違いをされるのも仕方ないのかもしれない。


が、あまりに思い詰めた顔で言われたので、つい笑いがこみ上げてしまった。


「あはは！　そうか、確かにそうだな。そう思われてもおかしくないな」


「な、お前、笑い事では……」


「はは、ごめんごめん」


私の声に揶揄からかいが含まれているのを感じたのか、顔を赤くして憤慨した様子のアイザック。


しかし堅物で馬鹿真面目な彼が、貴族社会のルールを承知の上で、それでも私の手助けをしようとしてくれるとは。どうやら思ったよりも情に厚い男のようだ。


そうか、友達か。


女性向けコンテンツでは、モテる男は友達も多いと相場が決まっている。しかも、友達もイケメンであることが多い。


アイザックも攻略対象だけあって、見目は非常に良い。真剣に本を読んでいる時など彫刻のような横顔をしている。見事なＥラインだ。


女の子の取り巻きも必要だが、男友達も邪魔になるものではないだろう。


何より、これで義弟の「友達出来ましたか？」に堂々と返事が出来る。


「私は、女性が好きだからこんな格好をしているわけじゃないんだ。ただ……そうだな。近いうち、運命の人と出会うような気がしていて。それにはこの格好をしている方が都合が良いんだ」


「……？」


今度はアイザックが不思議そうに首を傾げる番だった。


こうしてなんとなく匂わせておけば、彼なりに良いように解釈してくれるだろう。


私が必死に言い訳を考えるよりも良いはずだ。彼は、私より頭が良いので。


「運命、だと？　……非科学的な」


「いいだろう？　私が勝手に信じているだけなんだから」


「……彼は……ロベルト殿下はその相手ではないと？」


曖昧に微笑んで、誤魔化す。そんなことを正直に言ったら不敬だろう、という気持ちを込めて。


「……まぁ、彼のことは嫌いではないよ。なんだかんだで長い付き合いだしね」


「……そうか」


肩を竦める私に、アイザックはそれ以上、何も言わなかった。


◇　◇　◇


アイザックが学園を休んだ。どうやら風邪らしい。


当たり前だが、この世界にも風邪というものはあるようだ。


主人公が風邪を引いて、攻略対象が看病に来るというイベントもあったぐらいだ。


ちなみに、私がエリザベス・バートンになってからというもの、風邪を引いたことはない。


医者のお世話になったのも、記憶が戻った初日くらいだ。


攻略対象は身体が資本、元気に越したことはないだろう。知らんけど。


誰かがアイザックに連絡の書類を届ける必要があるということで、クラス内で仲良し認定をされてしまっている私に白羽の矢が立った。


面倒だが、担任教師も女性である。女性のお願いごととあっては、軟派系には断る選択肢がないので仕方ない。


学園からそれほど歩かないうちに、アイザックの屋敷に到着した。いきなり馬車で乗り付けるのはどうなのだろうと考えた結果、徒歩での来訪である。


ギルフォード家の屋敷は我が家に比べると二回りほど小さく、装飾や庭木の形も簡素な印象だ。幾分現代的な感じがする。


友達らしい友達がいなかったので、私は自宅以外の貴族の屋敷をまともに見たことがない。そのため、この屋敷が大きいのか小さいのかの判断がつかなかった。まぁ、現宰相の家であるし、大きい方なのだろう。


門にくっついている呼び鈴を鳴らすと、中から壮年の男が出てきた。服装からして、執事だろうか。


「すみません。アイザックくんの友人なんですが、先生から届け物を頼まれまして」


「……身分証を」


ものすごく怪しいものを見るような目つきをされた。ちゃんと学園の制服を着ているというのに、何故だろう。


内ポケットから、身分証を取り出す。いわゆる学生証のようなものだが、家紋や家長の署名などがあって、簡単には偽造が出来ないようになっていた。


「ば、バートン公爵家!?」


「はい」


私の身分証を矯めつ眇めつしていた執事の顔色が、一瞬で青を通り越して真っ白になった。


「し、失礼しました、どうぞこちらへ！」


三下が言いがちな台詞ベスト三に入りそうな台詞とともに、驚くほど腰の低くなった執事が私を屋敷へと招き入れた。相手の身分によって態度を変えるとは、これまた三下臭い。


私が公爵家としての権限を持っているような人間だったら、その態度ではかえって不興を買って家主に文句の一つも言いそうなものだが。


まぁ、どれだけ謙られたところで私には何の権力もないので、残念ながら彼の行動はどちらにせよ意味がない。我が家の人間はみな優秀なので、私に権力を与えるとろくなことにならないと知っているのだろう。私もその方がよいと思う。


「バートン。どうして来たんだ」


「ご挨拶だな」


無事アイザックの部屋に通された私に、彼はベッドから体を起こして不満げな顔をした。


せっかく来てやったというのに、失礼なやつである。にっこり笑って「ありがとう」の一つでも言えないものだろうか。


苦笑いする私をじとりと睨んだまま、彼は小さく首を振った。


「見舞いに来るような性格には思えない」


「それはどうも。先生からの預かりものがあってね」


ベッドサイドのテーブルに、預かった書類を置いてやる。


友達認定されているとはいえ、特に雑談に花を咲かせるような間柄ではない。


見たところ元気そうだが、体調に悪影響があってもよくないし、さっきの執事がお茶でも淹れて来たら長居する羽目になりそうだ。さっさと退散することにしよう。


「バートン」


それじゃあと別れを告げると、アイザックが私を呼び止めた。


「寄り道をせず、まっすぐ帰れよ」


「子どもじゃないんだぞ」


妙に真剣な顔で何を言うかと思えば。


義弟のようなことを言い出すアイザックに、またも苦笑してしまう。


しかし彼はもう一度「まっすぐ帰れ」と真面目くさった顔で繰り返した。あまり真剣に言うものだから、分かった分かったと返事をして、そのまま帰ろうとした。


のだが。


「やぁ、こんにちは」


「……こんにちは」


今、私の目の前に座って挨拶をしているのは、アイザックの兄二人だ。


帰ろうとしたところを執事に捕まり、何故かサロンに案内されてお茶を出されてしまったのだ。


二人とももう学園を卒業しているはずで、それなのにこんな時間に揃って家にいるとは……もしかして、暇なのだろうか。


彼らはお兄様とそう変わらない年に見えるが、我がお兄様は城に領地にと忙しく飛び回っていて、こんな時間に家にいることなどそうそうない。寂しい限りだ。


「君、あいつのクラスメイト？　あ、お守り係かな？」


「友達です」


「へぇ、あの堅物真面目くんと？」


「あいつ、面白い遊びのひとつも知らないだろ？　一緒にいて退屈じゃないか？」


へらへらと笑うアイザック兄①、②。


ふむ。その人を小馬鹿にするような、嘲笑うような視線。気に食わないな。アイザックを馬鹿にするのは勝手だが、彼の友達だからという理由で私を下に見るような態度を取るのは許しがたい。


私だって友達になりたくてなったわけではない。気づいたら友達だっただけだ。


「俺たちと仲良くしておいた方が、きっと得があるよ」


「はぁ」


私が貴族令嬢として淑女教育を受けていなければ、鼻くそでもほじりながら返事をしていたかもしれない。受けていてよかった、淑女教育。


仲良くしといた方が得、みたいな言い方をしてくるやつとは、実際のところ仲良くしない方が得になることが多い。


友達だと言っている相手の目の前で弟のことをけなすようなやつが、果たしてまともな神経をしているだろうか。いいや、していない。


「あいつ、オレと兄貴の搾りかすだからさ」


「あんなにガリガリ勉強しても、俺たちより成績悪いんだぜ。要領が悪いんだよ、要領が」


にたにたと笑う二人の青年に、やれやれとため息をつきたくなる。


私と同じモブ同然の悪役のくせに、たいそうイキっていて恥ずかしい。後からすべてアイザックにかっさらわれるのに、よくもそんな態度でいられるものだ。せめてそのモブ顔をどうにかしてから言ったらどうなのだ。


心の中で共感性羞恥に悶えながら、ゲームのイベントに思いを馳せる。


アイザックルートでは彼の兄たちのどちらかと、主人公が婚約させられそうになるのだ。聖女と結婚するのはアイザックより優れている自分であるべき、とかなんとか。


アイザックもアイザックで、大切なものはすべて兄に奪われてきたものだから、自分はお前にはふさわしくない、みたいなことを言って主人公をあえて遠ざけたりする。


そのあと何やかんやあって、アイザックはチェスの勝負で兄を負かして、主人公を取り戻すのだ。馬鹿にしていたアイザックに負けた彼らは意気消沈、さらにそれまでの悪事を断罪され、お家を継ぐ権利を失うという分かりやすい破滅を辿る。


チェスか。そういえば教官たちが休憩中に指しているのを見たことがある。


ここで「チェスで遊びましょう」とでも持ちかけてコテンパンに出来たら気分がよいのだろうが、ああいう頭脳遊戯は私には向いていない気がする。


盤面を多く割ったものが勝ちというルールなら、圧勝だろうが。


コテンパンにしようと考えている時点で自覚しているが、私は苛立っていた。


不本意ながら友人であるアイザックを悪しざまに言われるのも気に食わないといえばそうだが……強いて言うなら、同じモブ同然の悪役に対する同族嫌悪か。


私はこんなに明るい未来のために頑張っているというのに、全く頑張らずモブ悪役に胡坐あぐらをかいているやつに小馬鹿にされるのは、我慢ならない。


しかし私ももう十六歳。前世をあわせたら、もっと年を重ねている。苛立ったからと言って腕力で解決するのは大人気ない。


それをやっていいのは相手が先に手を出してきたときだけだ。


苛立ち紛れに王宮のドアノブをもぎ取ってしまったあの日より、私はオトナになっているはずだ。


目の前のアイザック兄①、②に視線を向ける。


アイザックほどではないが、ひ弱そうな腕だ。やわらかそうな手のひらには、剣のたこもない。ふん、と思わず鼻で笑ってしまう。


「……どうした？」


「いえ。面白いお話をどうも」


私は貴族らしくすべてを覆い隠すような笑顔を浮かべ、席を立った。






「やぁ、おはよう。アイザック」


「…………おはよう、バートン」


休み明け。すっかり風邪が完治したらしいアイザックが、登校して早々に非常に嫌そうな顔をしてこちらを見ている。


私の挨拶にも、苦虫を噛み潰したような顔でやっと返事をしたくらいだ。


無理もない。アイザックくらいしか友達らしい友達がいない私の周りに、今日は二人のご令嬢が侍っていたのだから。


「バートン様ぁ、わたくしから目を逸らしては、だーめ！」


「ははは、困ったな」


「あーん、抜け駆けはいけませんわ！　バートン様、わたくしお菓子を持って参りましたのよ。一緒に食べましょう？」


「参ったな、お菓子よりもレディの微笑みの方が甘そうだ」


「きゃー！　バートン様ったら！　わたくしが食べられてしまいたいですわ！」


「………………」


アイザックの視線が冷たい。とても友達に向ける視線とは思えなかった。


チョコレートより甘くて熱いご令嬢たちの視線との温度差で、今度は私が風邪を引きそうである。


「ほら、授業が始まってしまうから、そろそろ教室に戻ったほうがいいよ」


「え────！」


二人のご令嬢の声がシンクロする。


素晴らしい。非常に良質なモブ適性をお持ちのご令嬢だ。私が観客ならスタンディングオベーションを送っただろう。


「またお昼休みにね、子猫ちゃんたち」


「はぁーい」


「ごきげんよう」


私のウィンクに、ご令嬢たちは鈴を転がすような声でころころ笑いながら教室を後にした。


スカートと長い髪が揺れるお砂糖菓子みたいな令嬢たちの後ろ姿を、ひらひらと手を振って見送る。


「…………バートン」


「なんだい？」


「今の、三年生……僕の記憶が確かなら、彼女たちは……」


さすがに賢いアイザックは、私が何かを企んでいると一瞬で見抜いたようだった。


私は彼の言葉の続きを引き取ると、あっさりと答えた。


「うん。君の兄さんたちの婚約者だよ」


「どうして……」


「君の兄さんたちに、随分と『歓迎』してもらったものだから、お礼をと思ってね」


私の言葉に、彼の眉間の皺がまた一層深くなる。


頭のいいアイザックだ。そして彼も貴族だ。きっと私の言葉の意味も、うまく理解してくれることだろう。


私などよりずっと上手に、「利用」してくれるはずだ。


「話してみたらとても素敵なお嬢さんたちだったから、仲良くなりたいと思っているんだ。だから共通の話題として、君の兄さんたちの話をしてみたくてね。どんな人か、教えてくれないかな？」


「……例えば、どういう話が聞きたい？」


「他愛のない話でいいんだ、男の子って好きだろう？　『昔はワルかった』みたいな武勇伝とか、『ヤンチャしてた』みたいな昔話とかさ。まぁもう時効だろうし、彼女たちの知らないことを教えてあげたら、きっと喜んでくれるんだと思うんだよね」


私の顔を、探るような目で眼鏡越しに見ているアイザック。


彼の視線を受け止めつつ、私はわざとらしく顎に手を当て、斜め上を見て悩むようなポーズを取る。


「ああでも、女の子って繊細だろう？　しかも彼女たちは、君には申し訳ないけれど君の家よりずっと身分の高い、良いところのご令嬢じゃないか。ちょっとショッキングな話でも聞いたら、結婚は嫌だと言い始めるかもしれないなぁ」


アイザックの瞳を見据えてから、私は思わせぶりなウィンクを投げた。


「だからその辺のさじ加減は、アイザック。君に任せるよ」


「……どうして、お前が、そこまで」


アイザックが、独り言のように呟く。どうやら私の意図は正しく伝わったらしい。


オブラートを引っぺがして要約すると、私が伝えたかったのは「お前の兄ちゃんの悪事を婚約者に伝えて婚約を白紙にしてやろうぜ。逆玉がパーになって悔しがってる顔、見たいだろ？」である。


不審そうな目つきを止めないアイザックに、私は肩を竦める。


「だって、友達なんだろう。私たち」


そう答えると、彼はまるで宇宙人でも見たような顔をする。


何だ、友達云々を言い始めたのはお前じゃないか。何故そんなに意外そうな表情をされなければいけないのか。


微妙に気まずい気持ちになりながら、私は言葉を継ぐ。


「私としても、女の子たちにどう思われているのか気になっていたんだ。ほら、私には女の子の友達がいないから、話が出来てとても参考になったよ」


アイザックは返事をしない。私に女友達も取り巻きもいないことは彼も知っているはずなので、肯定と受け取る。


実際、両手に花状態を味わってみたらとても気分が良かった。


目標を達成したという喜びもあるのだと思うが、気分よく過ごすというのは重要だ。


気分が良いというのは心に余裕があるということだ。心に余裕がある男は、モテる。


「女の子って可愛いしやわらかいしいい匂いがするし、私が何も返事をしなくても微笑んで頷いているだけで機嫌がよくなってくれるし、聞き流しスキルさえ身に付いていたら最高だね」


「……お前みたいなやつを、『女の敵』と言うんだろうな」


「失礼だな。私は誰の敵でもないよ」


心外だと苦笑いする。そう、私は別に誰の敵でもない。味方でもないだけで。


「恋愛対象は女ではないと言っていなかったか？」


「うん？　そんなこと言ったかな？」


私の言葉に、アイザックの眼鏡がずり落ちた。眼鏡キャラらしい、良いリアクションだ。


「今のところ、恋をしたことがないんだ。自分では分からないけれど……もしかしたら女の子の方が好きなのかもしれない。私が出会う運命の相手も、女の子なのかもしれないしね」


一つ、主人公ヒロイン登場に向けて布石を打っておく。


アイザックがこのことを覚えているかどうかは分からないが、随所に私が「運命の相手」を探していることをいろいろな場面でほのめかし、伏線を張っておく必要があるのだ。


私が運命の相手を探していて、それが主人公であるという伏線。


回数を増やせば増やすほど、伝える相手を増やせば増やすほど、伏線は強固なものになるはずだ。


主人公編入までに、なるべくこまめに、多くの人に刷り込みをしていきたいところだ。


「アイザック、君も女性は苦手と言っていたけれど。親密に接してみたら印象が変わるかもしれないよ。なんなら紹介しようか？」


「結構だ」


私がにやりと笑うと、アイザックはずれた眼鏡を押し上げながら、不機嫌そうに切り捨てた。


「そう言わず」


「必要ない」


「どうして」


「僕はお前と違って、恋を知っているからだ」


なんと。


こんな堅物馬鹿真面目のアイザックが、恋を知っているとは。予想外だった。ゲームでも、主人公が初恋なんじゃないかと思うような描写があったぐらいだ。


イメージでは、年上の家庭教師への淡い初恋……という感じだが、どうだろうか。


答え合わせがしたくなり、私はアイザックに詰め寄る。


「初耳だな」


「そうだろうな」


「どんな人なんだ？　女性？　……男性？」


「……さぁな」


「友達だろう、アイザック！」


結局、いくら問い詰めてもアイザックは口を割らなかった。






年頃の女の子の適応能力というのはすさまじい。


今までは近寄りがたそうに遠目に見るだけだったご令嬢たちは、私が気さくに二人のご令嬢と話しているのを見て、徐々に、いや一気に話しかけてくるようになった。


最初の頃はあまりに人が集まりすぎて、アイザックがいくら睨んでも効かないほどだった。


教室に廊下に校門に、ところ構わず取り囲んでくるご令嬢に、私は選挙カーに乗った政治家張りにご機嫌で手を振り続けた。


こちらは、バートン、エリザベス・バートンでございます。ご声援、ありがとうございます。


やがて私に迷惑をかけることを危惧したご令嬢たちがリーダーシップを取り、「バートン様親衛隊」なるものが作られた。いわばファンクラブである。


ファンクラブ。


何と素晴らしい響きだろうか。


少女漫画等において、ファンクラブを作られるというのはメインキャラたる証である。


これはもはや、私の攻略対象入りは確定したようなものではないだろうか。ダルマに目でも書いたら良いだろうか？


いつの間にかファンクラブの中で「仕切り」なるご令嬢が現れ、私への挨拶や昼休み・放課後にお話をする際のルール、ローテーションが決められるようになった。そのおかげで、クラスメイトやアイザックに迷惑を掛ける頻度は激減した。


予想よりも少々システマチックなきらいはあるが、私はこうして念願の「取り巻きの女子」を入手したのである。


ちなみに、アイザック兄①、②の婚約者のご令嬢たちはといえば、すっかり私にメロメロであった。


悪評を吹き込むまでもなく、彼女たちなりに自分の婚約者に対する不満が募っていたようで、私と自分の婚約者を比べるような愚痴をたくさん聞いた。「バートン様は可愛いと言ってくださるのに」「婚約者がバートン様だったらよかったのに」と言った具合だ。


放っておいても婚約を破棄しそうな気もしたが、アイザックから伝えられた彼らの悪事──もとい、武勇伝についても、ちらほらと話しておいた。


彼女たちがどうするかは分からないが、どうせ宰相の地位はアイザックが継ぐことになる。破滅が目に見えている者と婚約させたままでいるより、今のうちにさっさと手を切っておくことを勧めるのがやさしさというものだろう。


アイザックには「性格が悪いな」と言われたので、「君の真似をしているだけだよ」と答えた。


彼は何とも苦々しい顔をしていたが、幼少期時点で私よりずっと悪知恵を働かせていた彼に言われる筋合いはないだろう。彼に倣って、貴族らしいやり方で仕返しをしただけだ。


そういうわけで、私はここ最近、非常に楽しい学園生活を満喫していた。


その日もウキウキで馬車の中で指立て伏せをこなしながら登校し、教室のドアを軽やかに開けた。


「……アイザック？」


いつものように席に向かったところで、いつもと様子の違う隣人の姿を見つけ、思わず挨拶より先に声をかけてしまった。


昨日までのアイザックはセンター分けのパツンとした前髪に長い後ろ髪だったのだが、今日の彼の前髪は自然に流されているし、毛先は適度に梳かれていてまったくパツンとしていない。長さも私よりは少し長いがだいぶすっきりとしていて、ゲームのおかっぱ姿ともかなり印象が違う。入社二年目の営業マンといった雰囲気だ。


ていうか誰だお前。アイデンティティが眼鏡しか残っていない。


「君、どうしたんだ？　ちょっと見ないうちにずいぶん男が上がったじゃないか」


茶化して笑いかけると、彼は一瞬言葉に詰まったものの、咳払いをして澄ました顔で答えた。


「まぁ、なんだ。願掛けだ」


「願掛け？　それはまた、非科学的だな」


ずいぶんと彼らしくないことを言う。もしかして本当に別人なのだろうか。


というか願掛けなら普通は逆じゃないのだろうか。願いが叶うまで伸ばすというのがよく聞く話だと思うのだが。


いつかの彼の言葉を借りてまた茶化してみれば、彼もまた、私の言葉を真似して返した。


「僕が勝手に信じているだけだ。いいだろう？」






顔の良い男たちの距離が近いと〝沸く〟


「そうだ、リジー。これ、持っていってくれないかな」


もはや見慣れた、殿下の執務室。


早朝から殿下のお買い物に付き合わされた私は、あくびを噛み殺しながら──せっかくの休日がもう半分潰れてしまった──彼の差し出した紙袋を見る。中にはぎっしり、レース編みのコースターやらケープやら、殿下の作品と思しきものが入っていた。編みぐるみまで入っている。


殿下はどこに向かうつもりなのだろうか。受け取ると、予想以上に重量があった。


「殿下？　……これは一体？」


「作りすぎて置くところがなくなってしまってね。きみに預けておきたくて」


「はぁ」


そう言われても、可愛らしい編みぐるみも繊細なレース編みのケープも、私には使うあてがない。


もらったところでタンスの肥やしだ。


「さすがに多すぎではありませんかね」


「形見だとでも思えばいいでしょう。どうせ、余命幾許もないのだから」


文句を言うも物憂げに返され、私は眉間に皺が寄るのを感じた。憂いたいのはこちらである。


そろそろこの「すぐ死ぬムーヴ」に付き合うのも疲れてきた。ここらで一度、はっきり言っておくことにする。


「殿下が信じようと信じまいと、勝手ですけれど。私は殿下が余命幾許もないというお話は、信じないと決めましたので」


殿下がきょとんとした顔で、私を見返す。構わず、当然のことを言うように続けた。


「殿下が私の言うことを信じず、侍医の言うことを信じるのと同じです。私は殿下の言うことを信じず、私の思うことを信じるだけです」


「不敬だね」


「殿下のご長寿を信じることが不敬というなら、どうぞ罰してください」


肩を竦める私に、殿下はぐっと押し黙る。


「そもそも私はその話を知っているはずのない人間です。どのように罰するおつもりか、見物ですね」


「きみは本当に意地が悪いな」


「悪いのは性格です」


私の言葉にむくれていた殿下だが、やがてふっと小さく苦笑いを漏らす。


妙におかしそうに笑うものだから、今度はこっちが少々むっとしてしまった。人の顔を見て笑うのは、それこそ不敬ではなかろうか。


「すまない、あまりに堂々と言うものだから。……形見だの何だのは撤回しよう。ただ、秘密を共有するきみしかあてがないだけだよ」


墓穴を掘った。断りづらくなってしまった気がする。


もらったところで困るだけなのだが。


脳みそをフル稼働させ、何とか家に持ち帰らなくても済む方法を探し、絞り出すように提案する。


「ええと。例えば侍女に下げ渡されては？　喜ぶと思いますよ」


「贈り物だと思われて、妙な誤解をされるのはごめんだな」


「それは確かに」


渡された紙袋いっぱいに詰め込まれたそれは、店で売っているものと何ら遜色そんしょくがない。


いずれも殿下の顔面に似合う、儚さと可憐さが入り混じった素晴らしい出来である。


まさか王太子のお手製とは夢にも思わないだろうが、王太子殿下直々のプレゼントとなれば、あらぬ誤解を呼びそうではある。


特に、この絶世の美貌を持つ王太子からの贈り物とあらば、余計にだ。


「しかし、本当に売り物のような出来ですね。いっそ販売されては」


「私に城内で露天商の真似事をしろと？」


「誰も城でやれとは申しておりません」


そこでふと思いついた。売り物を私が買ったことにして、適当に配ってしまえばよいのである。私ならいくら噂を呼んだとて大した問題ではない。そもそも、現状からして公爵令嬢ではなくフェミニストの騎士様扱いなのだ。


「飾るにも限界がありますので、私から活用してくれそうな方にお渡ししても構いませんか？」


「……そうだね。それでいいよ」


一瞬間があったが、王太子殿下は頷いた。


本来王族から賜った物を他の者に横流しするなど不敬もいいところだとは思うが、さすがに殿下もこの大量の乙女チックな品々を私が一人で使いきれるとも思わなかったのだろう。


婚約者のロベルトからの贈り物？　たぶん適当な侍女が……はて。ちょっとよく覚えていないな。






その日の夜。


侍女長を部屋に呼んで、殿下に持たされた紙袋をそのまま渡した。


「エリザベス様。これは？」


「ああ、頂きものなんだけど……侍女の中で適当に分けて持って行ってくれないかな？」


侍女長がじとっとした目で私を睨む。


一瞬何故睨まれるのか分からなかったが、すぐに思い至る。また侍女をたらしこもうとしていると思われたようだ。


まったく、誰も彼も人聞きが悪い。


「違う違う、別にちょっかいをかけるつもりはないよ。私からだとか言わなくていいから」


「あら、そうなんですか」


明らかにほっとした表情の侍女長。


接近禁止といい、必要以上に警戒されているような気もするが、まぁ概ね私の日頃の行いのせいである。甘んじて受けよう。


侍女長が紙袋を開け、中から編みぐるみを取り出す。色と形からして、熊だろうか。


少しの間それを眺めていた侍女長だが、徐々に表情が険しくなっていく。


「……エリザベス様」


「何だい？」


「こちらの品々、手作りですね？」


ギク。


何とか表情には出さなかったと思うが、言い当てられて急に汗が噴き出す。背中をじとりと冷たいものが伝った。


「どうして、そう思うのかな？」


ここで一つ豆知識だ。


質問に対して、肯定も否定もせずに質問で返すやつは、何か後ろ暗いところがある。私のように。


「浮気してないよね？」に対する「何で？」と同じである。


「時折非効率的な編み方をしている箇所がありますから。例えば、量産品ならここで一度網目を閉じて、糸を継いだ方が効率がいいのに、そうしていません。趣味で作られた品と考える方が自然です」


きちんと根拠を述べられてしまった。私には正直一ミリも分からないが、侍女長が言うならそうなのだろう。こうなると、もう降参するしかない。


「すごいなぁ。私には売り物みたいに見えるのに」


「どこで、これを？」


「頂きものだと言っただろう？」


「質問を変えます」


ぴんと、空気が変わった気がした。


「どなたに、これを？」


「…………」


私は沈黙で返した。


だが、これは侍女長を思いやってのことだ。王太子殿下のお手製だなどと知ったら、ショックで心臓発作を起こす可能性がある。侍女長もそう若くない。体への負担は少ない方がいいだろう。


私が返事をしないのを見て、侍女長はさらに言葉を重ねる。


「どれも使っている糸が一級品です。庶民がこれだけ大量に揃えられるような代物ではありません」


知らなかった。殿下が選ぶくらいだから良いものだろうとは思っていたが、あの王子様、いつもそんなに高い物を買わせていたのか。


ちなみに、王太子殿下ともなると現金などお持ちではないので、糸やら編み棒やらの資材はすべて私の奢りである。殿下が出世した暁には、倍返しにしてもらう予定だ。


「そしてどれも、非常に丁寧に、心を込めて作られています」


じり、と侍女長が距離を詰めてくる。精神的にも、詰め寄られている気分になった。


いや、詰まされている気分、というべきか。


「エリザベス様」


侍女長の声は非常によく通る。昔から頻繁に怒られているからだろうか、名前を呼ばれるだけで自然と背筋が伸びた。


「私は貴女様が生まれるより前から、バートン公爵家にお仕えしております。貴女様がお育ちになる様子を、ずっとお傍で見守ってきました」


それは知っている。私どころかお兄様の生まれる前からこの家にいるはずで、もう実質、第二の母のようなものだ。


「貴女様のためになればと、時には厳しい言葉を掛けることもありました。けれど本当は、女性らしさも、マナーも礼儀作法も、些末なことです」


その言葉に、私は思わず目を瞠みはる。


女性らしさと礼儀作法──と厳しさ──の擬人化のような侍女長の台詞とは、とてもじゃないが思えなかったからだ。


「貴女様が幸せに、日々を楽しく過ごして、笑っていてくだされば。私はそれでようございます」


侍女長、そんな風に思ってくれていたのか。不覚にも少し感動する。


「ですが、このように女性のお気持ちを弄ぶような真似を続けていては、いずれ身を滅ぼしますよ」


「待て待て待て」


誤解だ。


ものすごい誤解だ。


感動が瞬でどこかに行ってしまった。


どうやら侍女長の中の私、ご令嬢からもらった愛情たっぷりの手編みのプレゼントを他の女に横流ししようとする奴になっているらしい。何だそいつは。最低じゃないか。


この乙女チックアイテムたちの作者は美少女と見紛う容姿とはいえ立派な男だし、愛情をこめて作ったわけでもない。趣味が楽しくてついつい作りすぎてしまったので、物置にしまっておこうかなという程度の気持ちで渡されたものだ。


だいたい、私ほど己の身を滅ぼすことに敏感な人間はそういない。


むしろ身を滅ぼさないために、日々様々な対策を講じながらここまでやってきたのである。私の我が身可愛さをなめてもらっては困る。


結局散々説明をして、最初から他の女性に渡すことを了承したうえで譲り受けたのだということを理解してもらうことが出来た。侍女長がうまく理由を付けて、侍女たちに配ってくれるらしい。


それでも一つくらいは手元に残した方がよいと強く言われ、私はしぶしぶ熊の編みぐるみを部屋に飾ることを了承した。


顔のある置物は何となく目が合う気がして得意ではないのだが、仕方あるまい。


紙袋をいくつも溜めこむことになるよりはマシだと、自分を納得させることにした。


◇　◇　◇


「やぁ、リジー」


「……これは殿下。ご機嫌麗しゅう」


銀糸の美少年に呼び止められて、私は一瞬逡巡したのち、軽く礼をした。王族相手とはいえ、学園内では生徒はみな平等ということになっている。畏まった礼は必要あるまい。


最近は城の執務室に呼びつけられるばかりか、こうして学内で呼び止められることが時折ある。


これ以上近寄りがたいやつと仲が良いと思われると困るので、控えめに言ってやめてほしい。


彼と一緒にいた生徒も、物珍しそうな顔で私たちを交互に見つめている。


教室のすぐ横の廊下だ。授業中なので皆分かりやすくこちらを見たりはしないが、ちらちらと教室からも視線が飛んでくるのを感じた。


「どうしたの、こんなところで。もう授業が始まったはずだけれど」


「私は護身術の時間は免除されていまして。図書館かどこかで時間でも潰そうかと」


「奇遇だね、私たちも急を要する生徒会の仕事で授業を抜けたところなんだ。それじゃ……」


「おっと」


すれ違って歩き始めたところで、突然殿下の体が傾いだ。咄嗟に殿下の腕を引き、抱き留める。


私よりも背が低く華奢な殿下は、すっぽりと私の腕の中に収まった。


「あ、すまない、少し、立ちくらみが……」


眉間を押さえていた殿下が、手を下ろして瞼を開く。


アメジストの鏡に、私の顔が反射しているのが見えた。我ながら余裕ぶった、嫌味な微笑みだ。今日もなかなか盛れている。


長い睫毛を瞬かせて、殿下が私を見つめたまま硬直している。上目遣いで見上げられるのは、ご令嬢を相手にしているようで気分が良い。


ざわざわと声が聞こえて、人目が集まっているのに気づいた。


まずい。このままではまた仲が良いと思われてしまう。


そっと周囲を窺ってみると、何故だか熱い視線を感じる。女生徒たちが、どこかうっとりとした表情で私たちに熱視線を送っているのだ。


……そうか。


女の子は顔の良い男たちの距離が近いと〝沸く〟のだ。キャーキャーするのだ。


歌舞伎に始まり、ヴィジュアル系バンド、男性アイドル。アイザックとダンスをしている時の熱視線も、きっと同じだ。今世でも……どんな世の中でも、どうやら女の子というものは、あまり変わらないようだ。


それならば。


可及的速やかにここを立ち去りつつ、女生徒たちにキャーキャー言ってもらうための最適解を見つけ、私は殿下に気遣わしげな視線を向ける。


「疲れから来るものかとは思いますが……念のため医務室に行かれた方が良いですね」


「い、いや、私は」


「ご無理をなさいますな」


しどろもどろになっている殿下を尻目に、彼の細腰に手を回して、ひょいとその身体を抱き上げた。


「なっ、わっ、何をする！」


「医務室までお運びします」


「や、やめろ、降ろせ」


「降ろしたら医務室、行かないでしょう？」


彼が押し黙った。どうやら図星だったらしい。


あんなに病人ぶっていたくせに、今度は自分から無理をして体調を崩しているようでは世話はない。


病人ぶるならせめて、よく食べて、よく運動して、よく寝てからにしてもらいたいものだ。


大人しくなった殿下を抱えて、私はさっさと廊下を通り過ぎ、階段を降り始める。彼の周りにいた生徒会のメンバーたちは、さっと脇に避けて私に道を譲った。気分はモーセである。


颯爽と歩を進める私に、殿下が小声で呼びかけてきた。


「し、しかし、これは……あまりにも、その。距離が近いよ」


「今さら何をおっしゃるかと思えば」


殿下の言葉を、私はふんと鼻であしらう。


「慣れてらっしゃるでしょう？　こうして私に攫われること」


悪戯いたずらめかしてウィンクをしながら、普段お忍びで出かけるときのことについて指摘してやると、殿下はぼっと頬を赤く染めた。


城下街に行く時など、さあ行こう早く行こうと自ら望んで私に抱き上げられているというのに。


「あれは、きみが……」


「はい、着きましたよ」


肘でドアを開けて、医務室に入る。殿下は慌てて口をつぐんだが、中には誰もいなかった。


「おや。先生は留守みたいだな」


私の言葉に、腕の中の殿下の肩がびくりと跳ねた。


「待て、勝手に入っては……」


「大丈夫ですよ。悪いことをするわけでなし」


殿下をそっとベッドに降ろして、布団を掛けてやる。


「さ。早く寝てください」


「いや、しかし。生徒会の仕事も、授業もある」


「労せずして何でも出来てしまう方なんでしょう？　なら少々休んだところで変わりませんよ」


「だけれど」


「オーバーワークは身体に毒です。筋トレと同じ。何事も適量ですよ」


起き上がろうとする殿下の肩をやんわりと押さえる。たとえやんわりであろうと、殿下のか弱い力ではびくともしない。


だいたい、生徒会の仕事とは何なのだ。


前世では乙女ゲームに限らず、二次元では当たり前のように「生徒会」なるものが存在し、学内のカースト上位の人間が所属していたり、教師より権限を持って学校を牛耳ったりなどしていた。


だが、現実の生徒会について、私は何も覚えていない。


選挙はあった、と思う。入っておくと入試のとき推薦をもらえる、みたいな話もあった気がする。


しかし、それ以上でも以下でもない。


生徒会だからといって腕章をつけている生徒もいなかったし、「きゃー生徒会よ！　かっこいい！」とかなっているのも聞いたことがない。何をしていたのかもまったく知らないし、興味もなかった。


思うにここで言う「生徒会」というものは、あくまで「妖精」とか「ネッシー」と同じ、空想上の存在なのではないか。二次元の中にだけ存在し、実在しない概念なのではないか。


だとしたらその仕事、やらなくても実のところ、支障はないのではないか。


「きみ。もしかして、だけれど」


殿下のことをすっかり放置していたところ、彼は何やら胡散臭いものを見るような目つきで、私を見上げていた。


「私を心配しているの？」


「ええ、当たり前でしょう。目の前で王太子が倒れかけて、心配しない臣下はいませんよ」


「普段は私のことを、強かだなんだと言って全く病人扱いしないくせに？」


肯定すると、彼は信じられないといった様子で食ってかかってきた。何だ、元気じゃないか。


「え？　病人扱いがご所望でしたか？」


思わず呆れた声を出してしまう。まだそんなことを言っているのか。


「いや、されたいというか、その」


気まずそうに口ごもり始めた殿下に、私はわざとらしく肩を竦めて告げる。


「病人扱いというなら、城下に連れ出すなどもってのほかだなぁ」


「ぐ、」


悔しそうに俯く殿下。もはやライフワークになってしまった趣味の資材を買いに行けないのは、殿下にとって辛かろう。


その姿が完璧王子たるゲームでの彼とはあまりにも乖離していたものだから、私はつい笑みを漏らしてしまった。


「……何がおかしい」


「いえ……面白いお方だなと」


「面白い？　私が？」


私の言葉に、殿下は一瞬目を丸くすると、すぐに視線を鋭くして私を睨んだ。私は咳払いと共に姿勢を正す。


不敬とそうでないことの線引きが難しい。乙女心より難しい。


「普段の王太子らしい殿下と、ずいぶん違った顔をされるもので」


「……きみのせいだよ」


殿下が、私を睨みつけたままで呟く。その頬は妙に赤く、長い髪からちらりと覗く耳まで朱に染まっている。もしかすると、本当に熱があるとかで体調が優れないのかもしれない。


だとしたら異変に気づいた私はお手柄なのではないか。報奨金とかもらえないものだろうか。


「きみがおかしなやつだから、つられているんだ」


「おや、心外だ」


「私だって、きみに面白いと言われるのは心外だよ」


ふむ。それは一理ある。この外見の令嬢という時点でイロモノ枠だという自覚は大いにあった。


「では、ゆっくり休んでおかしなところは治してください。いつもの王太子殿下に戻ったら、またいくらでも働けますよ」


「……そう、だね」


布団をぽんと叩いて立ち上がれば、殿下は瞼を閉じたまま、布団の端を握って小さくそう答えた。


医務室の出口に近づくと、戻ってきた保健医とすれ違ったので殿下のことを伝えておいた。


すると彼女は、さっと顔を青くして私に詰め寄る。


「ば、バートンさん。あのね。体調の悪い人に付き添ってくれたのはありがたいのだけど……貴女は女の子なんだから、男の子と二人きりになるというのは……その……」


「心外だな。いくら殿下が可憐でも、病人を襲ったりしませんよ」


「違うの。バートンさん。違うのよ」


私の肩を掴んできた保健医は、がっくりと項垂れた。






こう見えてロマンチストですので


夏休み、学園に入ってから週に一度程度しか顔を出せなくなっていた訓練場や警邏に思う存分参加し、私は充実した日々を過ごしていた。


ご令嬢を侍はべらすのは気分が良いが、身体を動かすのもやはり気分が良い。


お給金が出るので、主人公ヒロインが現れた後の軍資金稼ぎにもなる。ノーブルでファビュラスでなくてはならないので、資金はいくらあっても足りないくらいだ。


ちなみに公爵令嬢にお小遣い制度など存在しない。


私が現れる頻度が増えたことで、候補生や騎士団の警邏仲間も喜んでくれた。候補生の一部など嬉し泣きしていたほどだ。どうも学園でファンクラブとひと悶着あったらしい。詳しく聞くのはやぶへびの気がするので、追及しなかった。


夏らしい行事も特になく──林間学校とお盆を掛け合わせたような、学園行事の「星の観測会」は警邏の夜勤とかぶったのでパスした──一週間程度領地に行ってお兄様や義弟とのんびりした他は、バイト三昧である。


その日も警邏のバイトの後、次のシフトの騎士との交代を済ませ、私は街をぶらついていた。


顔なじみのパン屋でくるみ入りのパンを買い、齧りながら通りを流す。


夏の終わりも近い。徐々に過ごしやすい気候になってきて、ぶらぶらするには絶好のシーズンだ。


西洋風のこの世界にも四季がある。日本との違いは、少々気温の変化が緩やかな程度だろう。


そもそもで言えば、西洋の学校というのは秋から始まるところが多いはずだが、この世界は日本と同様四月入学、四月始まりだ。日本産の乙女ゲームだから当然だが、かなり日本ナイズされた不思議な文化が構築されていた。


ご令嬢たちと話す機会が増えた今、インプットは欠かせない。話題の菓子店やドレスのトレンド、流行のアクセサリー。貴族のお嬢さん方は街の話を興味深そうに聞いてくれるし、彼女らがくれた情報を確認しておくことも、主人公とのデートなどで役に立つはずだ。


ゲームに出てきたカフェでも冷やかして帰ろうかと十字路を左折すると、何やら通りが騒がしい。


野次馬根性で覗きに行ってみれば、見慣れた少年がこちらに近づいてきた。


「隊長！」


いつものキラキラを私に突き刺しながら、ロベルトが駆け寄ってくる。


野次馬根性で近づいたことがバレないよう、今異変に気づいたという顔を装って応じる。


「どうした？　こんなところで……騒がしいが、何かあったか？」


「はっ！　友人と街に来たところ、ご老人に無体を働く男たちを発見しまして……捕らえて警邏の騎士に引き渡してきたところであります！」


その瞳には曇りがなく、心底善行をしたとしか思っていないようだが……彼の後ろに控えている護衛騎士の心労を思うと胃が痛い。


ついでに辺りを見渡してみたものの、彼の言うご老人はすでにこの場を去っているようだ。


ロベルトの服装は立ち絵で見たことのある豪奢な私服でも、騎士団候補生の制服でもなく、ちょっとよいところのお坊ちゃん程度のものに抑えられている。


友人──おそらく候補生だろう──とお忍びで街に来ているらしいことは明らかだ。


ロベルトが街ブラを許可されているのだから、王太子殿下も一人で買い出しに行けばよいと思うのだが……がっかり第二王子とは、そのあたり扱いが違うのだろうか。


まぁ、ロベルトが街をブラついていようがいまいが、どうでもよい。問題は別のところにある。


私は息を吸って、彼を怒鳴りつけた。


「己の力を過信するな！　現実と訓練は違う！　ミンチになってママのところに帰りたいのか！」


「し、しかし、隊長！　困っている人を放っては……」


「友人といたならば、誰か一人を見張りに立てて警邏の騎士を呼びに行けばよかっただろう！　貴様らのようなヒヨッコでカタがつく相手ならば、騎士はもっと簡単に危険も騒ぎもなく治められる！　貴様はただ力に酔って、善行をした気分になりたかっただけだ！　その行為で危険に晒した者がいることを理解しろ！」


ロベルトはぐっと押し黙り、悔しそうに唇を噛んでいる。


少々言い過ぎたかもしれないが、このくらいきつく言わなければ分からないだろう。


彼の後ろに控える護衛騎士は、私に向かってマジ感謝！　というジェスチャーをしている。


今回は幸いにも怪我人は出なかったようだが、ロベルトがでしゃばった真似をしたことに対し、警邏の騎士はよい印象を持たないかもしれない。


彼がうちの訓練場の候補生だということがバレたら、私まで警邏のバイトをクビになる恐れがある。


今後彼が同じことを繰り返せば、それだけ私に迷惑が及ぶ可能性も上がる。貴重な実戦の場を失うわけには行かないのだ。リスクヘッジは重要である。


ふと、違和感が頭を過よぎる。


俯くロベルトの後ろ、護衛騎士の更に後ろに、見覚えのない男が立っていた。


普通の街人らしい容姿のその男と目が合った瞬間、ざわりと肌が粟立った。


これは、敵意だ。


「避けろ、ロベルト！」


叫び、私は彼の腕を引っつかむと、彼を庇うように前に出た。


瞬間、腹部に衝撃が走る。


「ッ……！」


急所を避けようと僅かに姿勢をずらしたが、間に合わない。


身体を貫くような衝撃に、無意識のうちに身体をくの字に曲げた。


「た、いちょ……」


「殿下！　こちらへ！」


突き飛ばされていた護衛騎士が、即座に起き上がってロベルトを背に庇う。


ロベルトの後ろにいた男が隙をついて護衛騎士を突き飛ばし、第二王子たる彼を害そうとしたのだ。


痛みの発生源である腹部に目を落とせば、男が脇に構えた短いナイフのようなものが見えた。


「隊長！　そんな、俺のせいで」


「殿下！　危険です!!」


「は、離せ！　隊長が！　隊長────!!」


錯乱した様子のロベルトは、護衛騎士に半ば抱えられるようにして私と男から距離を取る。


残りの護衛騎士二人は男を逃すまいと背後を固めているが、おそらくその必要はない。


私を刺した男は、その場から動けずにいる。


普通なら再度ロベルトを狙うか、今回は諦めて逃げるべきだ。


推測するに、ロベルトが捕縛したというごろつきもこの男の仲間か、仕込みだろう。騒動を起こして護衛騎士の注意を逸らし、ロベルトを攻撃しやすくするための策だ。


その頭があるのだ、次の一手を考えられないわけがない。


ではなぜ動かないのか。


動かないのではない、動けないのだ。


男が私の腹に突き刺そうとしたナイフは、私が僅かに身を躱かわしたことで──そして硬い腹筋に阻まれて──刺さらなかった。刃が横滑りしたところを、身体をくの字に曲げた私はそのまま、腹筋でナイフの刃を挟み込んだのだ。


男がナイフを抜こうと腕に力を込めるも、がっちりと腹筋に挟まれて抜くことは出来ない。


ナイフから手を離せば良いのだが、異常事態に混乱しているのかその判断が遅れた。


「確保！」


私の掛け声に、様子を窺っていた護衛騎士たちが一斉に男に飛びかかった。


後手に回った男はやっとナイフを離したものの、時すでに遅し。護衛騎士と騒ぎを聞きつけてきた警邏の騎士に取り押さえられ、そのまま連行された。


大方、ロベルトの存在をよく思わないどこぞの貴族の差し金だろう。


やれやれ、がっかり第二王子を狙って何になるというのか。


ちなみに我が国の貴族はリアリストが多いのか、がっかり第二王子を担ぎ上げて王太子派を打ち倒し、自分が傀儡かいらい政治の実権を握ろうという者はいないらしい。


さもありなん。傀儡とはいえロベルトの下で働くなど私はごめんだし、きっと他の貴族も同じ考えなのだろう。どうせ仕えるなら、まともな王が良い。


ただ、第二王子のロベルトの母の方が身分が高いことを気にしている者はいる。生まれた順こそ後だが、本来ならもっと泥沼の王位継承権争いが起きてもおかしくなかった。


幸い──ロベルトにとって幸いかどうかは知らないが──向き不向きがはっきりしていたのでそのような事態にはならなかったが、第二王子を担ぎ上げるようなおつむの足りない貴族が現れるのではないかと危惧している者もいる。


腹を狙われたので、命を奪うつもりはなかったのかもしれないが……ナイフに毒が塗られている可能性もある。そこまでは分からない。取り調べで口を割るかは……尋問官の腕次第だろうか。


まぁ、詳しいことは私には関係がないので、優秀な騎士たちに任せよう。


「隊長！」


護衛騎士と一緒に駆け寄ってくるロベルト。


「隊長、お、俺を庇って、怪我を……」


「私は問題ない。腹筋を鍛えていたおかげでな。まぁ、服は多少千切れたようだが」


服をめくって腹を見せてやると、ロベルトはワッと両手で顔を覆った。ナイフの切っ先が服を引っ掻いた程度なので、大した傷もない。


即死級の毒でも塗られていたら死んでいたかもしれないが……このとおりピンピンしている。


この世界の文明レベルは中世だか近世だかのヨーロッパ程度のようなので、微量で死に至らしめるような毒はまだ開発されていないのかもしれない。


いや実際中世ヨーロッパがどうだったのかとかまったく知らないが。


だいたい、私がロベルトを庇うために我が身を犠牲になどするわけがない。私はこの世で一番我が身が可愛いのだ。


勝算があったし、たいした怪我もしないだろうことは予測の上で行動した。庇ったほうが街の人の私への印象がよくなるだろうという打算に他ならない。


逆にここでむざむざロベルトが怪我をするのを放置すれば、私があの程度の暗殺者に遅れを取ったと思われてしまうではないか。


そんなこととは露つゆ知らず、今にも泣き出しそうな顔で私の腹筋と顔を交互に見ているロベルト。


後ろではロベルトの護衛騎士たちが私を指差して何やらひそひそ言っていた。


いやいや、まだ私の腹筋は他人様にお見せ出来るような仕上がりではないのだ。


まだまだこれから、発展途上である。


お恥ずかしい。もっと見ていいんですよ。


表情を引き締めて、伝える。


「だが、私でなければ誰かが怪我をしていたかもしれない。お前の行動が他人を危険に晒した」


「お、俺の、行動……？」


「さっきの男は大方、お前が捕らえたというごろつきの仲間だ。最初から狙いはお前だったんだろう」


私の言葉に、ロベルトの表情が硬くなる。


「ごろつきを捕らえた時、他に仲間がいないかよく確認したのか？　ごろつきをぶん殴って目的を吐かせたか？　ご老人とやらに事情を聴取したか？」


「そ、それは」


「敵を逃せばそれはリスクになる。片付いたと安心したところで後ろから刺されることになるぞ。今日のようにな」


すっかり落ち込んだ様子のロベルトの肩を、軽く叩いてやる。


「分かったら、もう少し慎重に行動するように。弱いものを守ろうと出来るのは美徳だが……すべきことを間違えるな」


若草色の瞳を揺らして、彼は私を見上げた。どこか大型犬めいた仕草である。


ロベルトよ、こんなことでうろたえているようでは、俺様系は務まらないぞ。


「貴様はまだ子どもだ。それを導くのが私たち教官の仕事だ。正してくれる相手がいるうちに誤っておいた方が救いようがある。……今日のことを忘れずにいるのが、貴様の仕事だ」


「はい……」


すっかり落ち込んでしまった彼に、私は苦笑いを残してその場を立ち去った。






「大活躍だったみたいだね」


優美に脚を組み替えながら、王太子殿下は私に微笑みかける。


いたずらめいた、からかうような色を含んだ微笑だ。


もう何度目だろうか。呼びつけられて来てみたものの、毎度この王子様の暇つぶしに付き合わされるのも正直慣れてきてしまって、「またか」という印象だ。


呼びつけにくる近衛騎士とは、毎回気配の探り合いと後ろの取り合いを繰り広げる鍛錬仲間になっている。


「……弟君に大事がなく、何よりです」


「しかし腹筋で刃を受け止めたというのは……にわかには信じがたい話だね」


「ご覧になりますか」


「いや、特に興味はないかな」


ばっさり切り捨てられた。さすがお育ちがよいだけあって、貴族の皆さんは奥ゆかしく遠慮がちだ。


まだ事件が起きてそれほど日が経っていないというのに、もう詳細まで殿下の耳に入っているらしい。それはそうか。がっかりとはいえ王子が暗殺されかけたのだ。


ちなみに家族には何故かその日のうちに微に入り細を穿うがちバレてしまっていたので、しこたま怒られた。両親と義弟はそれはそれは怒ったし、お兄様は怒りすぎて泣いていた。


仮にも王族の命を救ったのだから少しくらい褒めてくれてもよいと思うのだが、誰も褒めてくれなかった。公爵家にいると私が異端であるかのような扱いを受けるが、本当は貴族としておかしいのは家族の方なのではないかと思う時がある。


まぁ、両親は怒る方に気が行っていて、私が騎士団の制服で街をぶらぶらしていたことについてはうやむやになったので良しとするか。


良しとするしかない。


「父が……陛下がこの件で、きみに褒美を取らせようと言っているのだけど」


「褒美？」


「ああ。第二王子の命を救ったんだ、本来は勲章ものだよ。今回愚弟はお忍びで出かけていたから、あまりおおっぴらには出来ないけれど……」


ちらりと、殿下が横目で私に視線を投げる。


「きみに何を与えたらいいか考えあぐねていてね。ほら、きみ、地位や名声に興味は無さそうだし」


「はぁ」


そう言われたが、私個人としては地位も名声ももらえるものならもらっておきたい。お金だって欲しい。あって困るものでもない。


何故なら私は殿下たち殿上人とは違ってただの貴族、つまるところ俗物なので。


しかしどうやら私は人望の公爵家の人間であるというだけで誤解をされているらしかった。


ここで無難に金品を要求すれば、なんとなくだが私の評判が下がりそうな気配がする。


素行の悪い不良が善行をすると途端に良いやつ扱いになるが、普通の人間は良いことをしないだけで必要以上に悪人扱いをされる。


例の不良と捨て猫理論である。解せない。


わずかに逡巡してから、私はふと思いついた。


「でしたら、恐れながら一つお願いが」


「お願い？」


殿下がぴくりと眉を跳ね上げる。


どうして皆、私がお願いをしようとすると警戒するのだろうか。


「私と弟君の婚約をなかったことにしていただきたいのです。出来るだけ、穏便に」


「……ふぅん？」


王太子殿下は一瞬目を丸くした。


ゲームではいつもやさしい微笑みの……貼り付けたような微笑みの、底の知れないキャラクターだったはずなのだが、最近とんとやさしい微笑みというやつを見ていない気がする。


「きみは、愚弟のことを気に入っているのかと思っていたよ」


「臣下として、騎士団候補生の教官として、当然のことをしたまでです」


澄まし顔で応じれば、殿下は値踏みするような目で私を見つめている。


「……他に、結婚したい相手でも？」


「いえ、特には。ご覧のとおり、私は王子妃には向きませんので。もっと相応しい方をお探しになるのが国のためかと」


「それは……そうだけれど」


思っていることをそのまま告げたのだが、殿下はまだ探るような目をやめてはくれなかった。


仕方がないので、ほんの少しぼかして、本来の目的を告げる。


「……じきに、運命の相手と恋に落ちるような気がしているのです」


「……似合わないことを言うね」


「こう見えてロマンチストですので」


真剣な表情を作って、王太子殿下の瞳を見つめ返す。


小さく息を呑んだ殿下としばらく見つめあったが、やがて彼は私からふいと目を逸らした。先に目を逸らした方が負けなので、私の勝ちだ。


「……父上に掛け合っておこう」


「ありがたき幸せ」


ほのかに頬を染め、顔を背けたまま呟いた殿下に、わざとらしい貴族の礼を返す。


レース編みの腕が素晴らしかったり、可愛らしい編みぐるみを作る少女趣味の殿下である。


もしかしたらロマンチックなこともお好きで、協力してくれる気になったのかもしれなかった。


だとしたら僥倖だ。どうか私と運命の相手……主人公との恋路を、邪魔立てせずに見守っていてほしいものだ。






コーナーで差をつけるな


「エリザベス・バートンはいるか！」


夏休みも明け、二学期。昼休憩が始まったばかりの教室に響いたその声に、教室はしんと静まり返った。


食堂に行こうと荷物をまとめていた私も、教室内の生徒たちと同じように入り口に視線を向ける。


そこには、ロベルトがやや不機嫌そうな様子で立っていた。最近訓練場で見るときにはいつも機嫌が良さそうなので、立ち絵でおなじみのしかめっ面を見るのは久しぶりだ。


ロベルトももう十六歳。この半年で身長がまた伸びた気がする。しかめっ面をしていると、髪型以外は好感度が低い状態の彼とそっくりだ。


そこそこタッパがある彼がその表情なので女子生徒など怯えたっていいものだが、皆どこか熱っぽい視線を送っている。これがイケメン攻略対象補正。高貴なイケメンが必要以上に優遇されるこの世界ならではの光景だろう。


そして男子生徒はといえば……アイザックをはじめ、「は？」という顔をしていた。


それはそうだろう。ロベルトは教室内をキョロキョロと見渡して、私を探しているのだから。


めちゃくちゃ目立つ教室のど真ん中、一番前に座っている私に見向きもせずに。


彼が私の顔すらまともに知らないなどと、誰も思っていないのだ。


「おい、早く出てこい。……まったく、なぜ俺がエスコートなんて……」


いらいらした様子で、ロベルトが再度呼びかけて令嬢たちを見渡す。もちろんその中に私は含まれていない。


エスコートという言葉でピンときた。おそらくもうすぐ開催される秋のダンスパーティーで婚約者をエスコートするよう言われたのだ。


学園のダンスパーティーは、社交界デビュー前の生徒たちの練習の場であるとともに、学園内で出会いや交流を求める者にとっては社交の実践の場となるイベントである。


婚約者がいる者は婚約者をエスコートし、それ以外は気になっている相手やお家の事情を加味した相手にエスコートを申し込み、二人一組で参加するのが慣例だった。


もちろん一人で参加することも可能だが、ご令嬢の間ではエスコートなしに参加することは恥ずかしいことだとされていた。特に、婚約者がいるのに一緒に参加しなければ面目は丸つぶれだし、いろいろと勘ぐられるのは必然だ。


だからこそ、ゲームの中のロベルトは婚約者である悪役令嬢──まぁつまり私なのだが──のエスコートをわざわざ断るのである。


ゲームはまだ開始前で、主人公ヒロインもいない。


他にエスコートすべき相手を持たないロベルトは、きっと親や周りの者から散々焚きつけられて、嫌々ながらも婚約者の私を探しにここに来たのだろう。


だんだんクラスメイトの視線がロベルトから私に移って来た。


誰もが「え？」「もしかして」「いやまさか」を顔に貼り付けている。うちの訓練場の候補生だけは、顔を覆って俯いていた。


おい、俯いていないでお前たちも何とかしろ。


知らないふりをして食堂に行くという手もあったが、いつかはこんな日が来るとは思っていた。一生放置することが出来る問題でもないだろう。


面倒ごとに向き合う覚悟を決めて、私は立ち上がる。


「私だが」


「隊長！」


私に視線を向けたロベルトの顔が、パッと明るくなる。先ほどまでの不機嫌な顔が嘘のようだ。


「そうか！　隊長もこのクラスでしたね！」


「ロベルト」


「あ、……はい、すみません」


低い声で名前を呼べば、学園内では隊長と呼ぶなと釘を刺していたのを思い出したのだろう。ロベルトはしゅんと小さくなった。


教室中は水を打ったように静まりかえり、私とロベルトの一挙手一投足が注目を集めていた。


「……あの、俺。婚約者のエリザベス・バートンを探しに来たのですが。もしかして、今日はいないのでしょうか」


そんな中に、ロベルトの問いかけが響く。教室の空気がぴしりと固まったのを感じた。


「……私だ」


「え？　何です？」


「だから、私だ」


きょとんとするロベルトに、私は小さく嘆息する。痛い。クラスメイトの視線が痛い。


「私が、エリザベス・バートンだ。君の、婚約者の」


「え」


今度はロベルトが固まる番だった。クラスメイトたちの、「マジかよ」の視線がロベルトに集まる。


「あの、冗談、ですよね？」


「私がそんなくだらない冗談を言うとでも？」


「だって、でも……」


「君の所属は？」


「…………バートン隊……」


私の言葉に、ロベルトはその場に崩れ落ちながら、蚊の鳴くような声で答えた。もちろんそんな隊は実在しないのだが。


なんというか、本当に気づいていなかったのだなぁ。


おお、チョロベルトよ。私はお前の将来が心配だ。ついでにこの国の将来も心配だ。


ため息をつきながら、私はロベルトにそっと手を差し伸べる。ここは往来の邪魔になるし、そろそろお帰り願いたい。


呆然としたまま、無意識に私の手を取ったロベルトを引っ張り起こす。


そしてその耳元で、クラスメイトたちに聞こえないよう、唸るように忠告する。


「貴様、先程はとても令嬢にエスコートを申し込む態度ではなかったぞ。常に紳士たれという騎士の教えはどうした」


「あ……」


「未熟者め。貴様に私のエスコートなど百年早い」


そう言って、立ち上がらせた彼の肩を叩くと、私は今度こそ食堂に向かって歩き出した。


きっとクラスの皆からしてみれば、私が崩れ落ちたロベルトにやさしく手を差し伸べ、「気にするなよ」と肩を叩いてやったように見えるだろう。見えてくれ。


背後でバターンと何かが倒れる音がする。


ああ、午後の授業が憂鬱だ。あの教室に戻りたくない。


結局午後が護身術の授業だったのを良いことに、そのまま適当な空き教室で時間を潰して夕方遅くに帰宅した。後日アイザックに教えてもらったのだが、結局ロベルトはそのまま私の教室で卒倒し、早退したらしい。


その後も熱が下がらないので、登校していないということだ。


おそらく知恵熱だと思う。






しかし、ダンスパーティーか。


ミスターコンテストやら何やらですっかり忘れていたが、確かに時期が近づいてきている。


アイザックとふざけて「余興で踊るか？」なんて笑っていたが、そろそろ本格的に誰を誘うか考えなくてはならない。


女子生徒側として参加する気はさらさらないので、一人で参加することも出来る。だが見映えを考えると、誰か適当なご令嬢を誘っておくのがよいだろうか。


考えながら教科書を鞄にしまっていると、教室のドアから数人のご令嬢が私のところへ歩いてくるのが見えた。バートン様親衛隊の幹部（？）の皆さんである。


真ん中にいるのが親衛隊長で、周りを固める四人が四天王といった感じだろうか。


親衛隊の隊長ということは、彼女こそ名実ともに「隊長」と呼ばれるに相応しい。


みんな彼女のことを隊長と呼んでやってほしいところである。


彼女たちは美しくお辞儀をして私に挨拶をすると、何やら真剣な表情で切り出した。


「バートン様。わたくしたち『バートン様友の会』から、折り入ってご相談がございます」


親衛隊、正式にはそんな名前だったのか。宝塚みたいじゃないか。


では、会長か。残念だ。


「ダンスパーティーにどなたかお誘いになるおつもりでしたら、友の会以外の方にしていただきたいのです」


「それは、どうして？」


「無用な争いを避けるためですわ」


凛とした表情で私を見返しながら、会長は答えた。


確か、彼女は侯爵令嬢だったはず。仕草や姿勢一つとっても洗練されていて品があり、美しい。


「わたくしたちは、みなこうして陰でバートン様のことを見守り、時にお言葉を交わすことができれば、時にその微笑みを拝見できれば、それで十分なのです」


「ですが、その中から誰か一人が選ばれてしまったら、今の幸せでは満足できなくなる者が出てしまいます。その者を妬んでしまう者も出るでしょう。わたくしたちはそれを危惧しているのですわ」


四天王のご令嬢も口を開いた。


何というか、みんなとてもちゃんとしている。「本当に私のこと好きなんですか？」と聞きたくなるくらい、冷静で落ち着いていて、隙がない。


普段話しているときはそうでもないと思うので、オンとオフの切り替えがきちんとしているのだろう。そのあたり、非常に貴族らしい。


そしてやはり、我が公爵家の面々はそういう意味では貴族らしくない。お兄様などいつもどんなときもほにゃほにゃの隙だらけである。


話の内容も、なるほど。理解できる。女の子ばかりの集団をまとめるには、その辺りいろいろと気を遣わないといけないのだろう。


私とて、今そのような無用の争いを起こすのは本意ではない。そういうのは主人公のために取っておいた方がいいだろう。


「じゃあ、友の会の全員と踊るのはどうかな？」


「それでも、ファーストダンスはやっぱり特別ですし……」


女心を一生懸命勉強してきた自負のある私だが、このファーストダンスが特別、という感覚はよく分からない。


もともとダンス文化のないところで一生を過ごしてしまったので、仕方ないかもしれないな。育ってきた環境が違うから。


一番風呂みたいなものだと思っておこう。一番だと何となく、気分が良い。


「それに、パーティーの時間内に全員と踊るなんて無理ですわ」


「こちら、友の会の名簿です」


四天王の一人が差し出した紙の束を受け取って、私は閉口した。


分量がすさまじい。ぱらぱらと捲めくってみたが、どのページにも名前がぎっしり並んでいる。確かにここに名前が書いてある全員と踊ろうと思ったら、もはやマイムマイムしかない。


「えーと、何故か数人、見覚えのある男子生徒の名前があるようだけど」


「バートン様友の会は、性別などという些末なことには囚われません」


「みな、貴女様のファンなのですから」


それは一理ある。確かに性別を気にするご令嬢は私のことを推さないだろう。


見覚えのある名前は、騎士団候補生のものだ。謎の組織を複数個兼任するな。


「男手が必要なときに率先して手伝ってくださっています」


便利に使われているようだった。男手が必要なファンクラブの仕事が何かは知らないが。


「我儘なお願いであることは承知しております。ですがどうか、この名簿に名前のないお方からお誘いください」


五人は揃って頭を下げた。女性に頭を下げさせるとは何事か。軟派系の風上にも置けないぞ。


頭を上げるよう説得して、どの女の子もエスコートするつもりがないことを伝える。


「私は誰のものでもないし……みんなに仲良くしてほしいからね」


そう答えると、彼女たちはほっとした表情になり、やっと緊張がゆるんだようだった。


「ありがとうございます。やっぱりバートン様はお優しいですね」


会長はそう言って微笑んでくれるが、残念ながら私はさほどやさしい人間ではない。


特定の女の子を特別扱いすることを避けて誰もエスコートしなかった軟派系男子が、初めてエスコートを申し込んで特別扱いする女の子。


主人公をその「特別な女の子」だということにした方が、いかにも乙女ゲームらしい展開だと思っただけのことである。


◇　◇　◇


「ええと？」


私がダンスパーティーの会場に向かうと、入り口に何やら人だかりが出来ていた。


遠巻きにしながらなんとか避けて会場に入ろうとしたところで、人だかりのうちの一人に見つかってしまった。その次の瞬間、海が割れるように人だかりが割れる。


人だかりの中心にいたのは、ため息が出るほど美しい顔の令嬢三名だった。


ただし全員、女性にしてはやけに背が高い。


そしてその全員に、私は見覚えがあった。


真ん中の令嬢は鳶色の髪で、若草色の瞳。三人の中で一番背が高く、スタイルが抜群だ。


オフショルダーの深い藍色のドレスはウエストがしっかりとくびれていながらそこから下はすとんと落ちるエンパイアラインで、肩にかけた黒のレースのショールと合わせて、がっちりした体型を見事にカバーしている。


髪はすっきりと結い上げられ、大ぶりの髪飾りがきらきらと輝いていた。


大きく開いた胸元には谷間（胸筋）が垣間見え、これまた大きな宝石を使った首飾りが躍る。化粧と華やかな顔立ちも相まって、ダイナマイトな迫力美人の様相であった。


左の令嬢は、一番背が低く華奢だった。銀糸の髪をゆるく編み、右側に垂らしている。


生花と小さな宝石つきの髪飾りが編み込まれていて、もともとの中性的な顔立ちが存分に生かされた、清楚で愛らしい仕上がりだ。


紫紺の瞳を縁取る長い睫毛を控えめに伏せれば、まるで妖精の国から抜け出たようだ。


王道の白を基調にしたプリンセスラインのドレスには、繊細なレースがふんだんに使われていて古めかしさを感じさせない。


化粧もアクセサリーも繊細で上品なものがセレクトされており、消えてしまいそうな儚さ漂う深窓のご令嬢と言った仕上がりである。


右の令嬢はすらりとして手足が長い、スレンダーな体型だ。眼鏡の奥には赤褐色の瞳が揺れている。


藍色のつややかな髪を黒曜石のバレッタでハーフアップにしていた。今ご令嬢たちに最も流行っている髪型だ。


黒地に刺繍が施された生地を使ったマーメイドラインのドレスは、露出が少ないかわりに身体の線が出るとてもぴったりとした作りで、折れそうなくらいに細い腰を際立たせている。


黒のシースルーのロンググローブはどこか知的な印象だ。


装飾品はほとんど身に着けていないが、一色でまとめ上げることでモデル体型を際立たせている。きりりと引かれたアイラインが現代的で、どこかモード系の雰囲気すら漂っていた。


つまるところ、ロベルトと王太子殿下とアイザックだった。


理由は不明だが、異常なほどクオリティの高い女装をした三人がそこにいたのだ。これは人だかりも出来るだろう。


というか、今日のダンスパーティーはいつからハロウィンパーティーになったんだ？


仮装パーティーだなんて、誰も教えてくれなかった。学園内ではほとんど接点がない他の二人はともかく、アイザックは教えてくれたっていいではないか。


憤慨しながら私たちを遠巻きに取り囲んでいる人だかりを見渡すが、三人のほかには特に変わった服装の者はいなかった。みんな普通に正装をしている。


強いて言えば私は騎士団の制服を着ているので、どちらかといえば三人のお仲間だと思われていそうではあるが。


ダンスパーティーに浮かれた仮装仲間だと思われては堪らないので、私は一度咳払いをして、戸惑いを隠さず三人に話しかけた。


「これは、どういった趣向でしょう。私が知らないだけで、今日は仮装パーティーだったのかな？」


おどけてみせるが、誰も笑ってくれなかった。


「俺は……」


何となく切羽詰まったような様子で、ロベルトが話し出した。


頼む。妙なことを口走ってくれるな。


「俺は、隊長が、エリザベス・バートンだと気づいていませんでした……そうと知っていれば、俺だって……そう思って、気づかされました」


僅かに視線を伏せるロベルト。付け睫毛だろうか？　睫毛もいつもより長い気がした。


見た目は少々体格が良いだけの美女なのに、ロベルトの声がする。控えめに言って脳がバグるのでやめてほしい。


「相手が誰かによって、態度を変えるなんて。紳士らしくも、騎士らしくもない。俺は、騎士団候補生として過ごしていく中で、すこしは変われた気でいたけれど……本質は何も変わっていなかったんです。俺は結局、傲慢な自分のままだった」


「いや、自分を卑下するな。君は変わったとも。それはもう、ものすごく」


「貴女の言う通りです。こんな俺では、貴女をエスコートするのに相応しくない」


聞いてもらえなかった。


「ですが、だからといって貴女を一人でダンスパーティーに行かせるわけにはいきません」


いやここまで一人で来たよ、一人でも全然大丈夫だよ。


中で適当な令嬢を引っ掛けて踊るつもりだったよ。


「そこで思いついたんです。俺がエスコートされる側になろうと」


「？？？？？？？？？？？？」


とうとう話についていけなくなった。急にスピードをあげないでほしい。コーナーで差をつけるな。


助けを求めてロベルトの兄に視線を向けると、彼はにっこり笑って頷いた。


「愚弟が面白そうなことをしていたからね。私も便乗してみたんだ」


何故止めない。


兄というのは弟妹が暴走していたら止めるものなのではないのか。


「きみを一人にしないことが目的なら、エスコートされるのは私だっていいはずでしょう？」


どうしてエスコートされるのが前提なんだ。王太子殿下はロベルトよりはまともだと思っていたのだが、私の思い違いだったのだろうか？


あれ？　この国、もうダメでは？


「このドレスも素敵でしょう？　自分で言うのも何だけれど、今日の私はかなり美しいと思うんだ」


ひらりとドレスの裾を持って回ってみせる王太子殿下。ギャラリーからほぅっと恍惚こうこつのため息が漏れる。恥じらったようにしなを作ってはにかむ姿は、美少女そのもの。どうやらたいそう楽しんでいるらしい。


分かった。この人、自作のレースを使ったドレスを着てみたかっただけだ。


「私をエスコート出来る機会なんて、そうそうあるものじゃないよ」


王太子をエスコートする機会などあってたまるか。


ここはアイザックだけが頼りだ。彼は賢いし、何より私の友達だ。私に分かるように説明してくれるに違いない。


アイザックに目を向けると、彼は小さく頷き、自慢の眼鏡の位置を直しながら口を開いた。


「僕はまだ、男性側の踊りをマスター出来ていない。僕がダンスパーティーに出るにはお前の協力が不可欠だ。それにお前と一緒にパーティーで踊ろうと約束もしていた」


約束、という言葉に王太子殿下がぴくりと反応した。


そして何故か責めるような眼差しを私に向ける。


え？　何？


この惨状、私が悪いのか？？？？


「ま、待てアイザック。私は君とそんな約束をしたかな？」


「忘れたのか？　お互いエスコートの相手もいないから、いつもみたいに二人で踊ったら面白いんじゃないかと話しただろう」


「あれは冗談だろう……！」


思わずがっくりと肩を落とす。まさかその冗談を真に受けて、ガチの女装までしてきたというのか。


いくら馬鹿真面目だからといってそれはさすがに、真面目がつかない馬鹿ではないだろうか。


「冗談を真に受けるなんて、かわいそうな人だね」


王太子殿下がにこりと笑って、一歩前に出る。所作まで完全に女性のそれだ。


「どういう意味でしょう。王太子殿下」


「いやぁ。そんな僅かな希望にまで縋ってしまうなんて……惨めに思えてしまって」


「冗談ですら誘われない方よりは良いかと思いますが？」


「これから誘われるから問題ないよ」


何故か火花を散らし始めた二人。もはや、何が何やら分からない。


逆に分かるやつがいるなら連れてきてほしい。そして私と代わってほしい。


「ふ、二人とも！　隊長は俺の婚約者で……」


「だから？　それがどうかしたの？」


「ロベルト殿下は既に彼女から同行を断られていたと記憶していますが？」


仲裁に入ったロベルトは、二人から同時に手ひどく切り捨てられていた。


どうしよう。当事者のはずなのだが、私はすっかり置いてけぼりになってしまっていた。






    
  
  




話を整理すると、まず私にエスコートを断られたロベルトは、持ち前の素直さと暴走癖でエスコートされる側になろうと思い立ち女装をしてここに来ることにして。


それを嗅ぎつけた王太子殿下が便乗して女装をしてみたら思いの外楽しくなってしまって、お手製ドレスを見せびらかすついでに現れて。


アイザックはアイザックで、私の冗談を馬鹿真面目に真に受けてエスコートされると思い込み、それならばと全力投球の女装でこの場に臨んだ、と。そういうことらしい。


そして始まった三つ巴どもえのキャットファイト。


何ということだ。帰りたい。


「隊長！　俺にチャンスをください！　騎士たるもの紳士たるもの、立派にやり遂げてみせます！」


まず己の姿を見ろ。騎士らしさと紳士らしさが家出している。


「ねぇ、リジー。私と踊ってくれない？　私を連れて歩くだけで、誰もが羨むカップルになれるよ」


どうして私がカップルになりたがっている前提なんですか？


「お前も踊り慣れた相手の方がいいだろう？　僕にはお前が必要だ。だからどうか、僕を選んでくれ」


アイザックは早く男側の踊りをマスターしてくれ。


三者三様詰め寄られるが、私は誰もエスコートしたくない。


こんなことなら適当な令嬢にエスコートを申し込んでおくんだった。


……いや、仮に令嬢を連れていても、この三人の剣幕を見たら尻尾を巻いて逃げ出した気もするが。


普通、エスコートは男性側から申し込むものなので、三人にはもう少し淑女らしく待つ心を養ってほしいところである。


……ん？　三人とも男性だから、いいのか？　いや、違うのか？


「姉上！」


だんだんと混乱してきた私のところに、天からの助けが舞い降りた。


義弟クリストファーが、大きな荷物を抱えて走ってきたのだ。普段から天使のように愛らしい義弟だが、今日は本物の天使に見えた。


「クリストファー！　どうしたんだい？」


「姉上がそんな格好で出かけてしまうから、まさかと思って追いかけてきたんです！　早くドレスに着替えてください！　ぼく、ちゃんと持ってきて……」


それだ。


ぱちんと私は指を鳴らした。


「分かった、行こう。クリストファー」


「姉上……！」


さらりとクリストファーの肩を抱くと、彼の乗ってきた我が家の馬車へと連れ立って歩く。


最近の義弟はどうも私をまともな令嬢に矯正しようとしている節があり、少々頭が痛かったのだが今日ばかりは助かった。


「え？　あの、姉上？　何でぼくまで」


「いいから、いいから」


そのままクリストファーを馬車の中に連れ込む。


さっきまでキャットファイトまがいのことを繰り広げていた三人も他のギャラリーも、私たちの背中を黙って見守っていた。


「あ、あねう……え？　や、何を……いや────っ!?」


馬車の中から響く絹を裂くような悲鳴に、外では一同にどよめきが広がっている気配を感じる。


それに構わず、私は馬車をがたごと揺らしながら、作戦を実行した。


数分後。


めそめそと泣くクリストファーの肩を抱いて、私は上機嫌で馬車を降りた。


顔を覆う彼は、薄紫色のふわふわしたＡラインのドレスを着ていた。夢かわいいチュール素材のパフスリーブがよく似合っている。


というより私が着るには可愛らしすぎるだろう。我が義弟は私を何だと思っているのか。


そう。私は馬車の中で彼の服をひん剥いて、彼が持ってきたドレスに着替えさせたのだ。


もともと女の子のような可愛らしい顔立ちで、華奢な体つきにふわふわとした羊さんのような癖毛のボブ。ドレスを着せてリボンでも結んでやれば、ご令嬢にしか見えない。


皆の視線を一身に集めつつ、私はにこやかに宣言する。


「すまないね。残念だけど、私は義弟のエスコートをしなくてはならないんだ。それじゃ、お先に！」


「うう、ひっぐ……」


「ほら、顔を上げて。来年入学だから見学に来たいって言っていたじゃないか」


泣いている義弟の肩をさすってやるが、彼はひどく恨めし気に私を見上げるだけで、なかなか泣き止もうとしない。


泣かれると私が悪いみたいで少々居心地が悪いが、この場を収めるためには仕方ない。尊い犠牲というやつだ。今度何かお菓子でも買ってやることにしよう。


「言ってましたけどぉ……ぼく、ぼくこんなんじゃお婿に行けない……」


「大丈夫、お兄様が良い相手を見つけてくれるよ」


「兄上だって婚約者もいないじゃないかぁ！」


いつまでもぐすぐすと泣いている義弟を引き連れて、私はダンスホールに足を踏み入れた。






ドレスとリボンが似合う男の子だよ


「クリストファー？　おーい、クリストファー？　いい加減に機嫌を直してくれよ」


「…………」


ダンスパーティーが終わってからというもの、義弟は拗ね続けていた。何度謝ってもぷいと顔を背けて、不満げなままである。


無理に女装をさせて連れ回したのは悪かったと思っているが、それはもう散々謝ったはずだ。何がそんなに気に入らないのか分からない。


結局パーティーではクリストファーと踊った後に女装三人衆とも踊る羽目になったし、時間が許す限りご令嬢たちとも踊った。


私だって痛みがなかったわけではないのに、こうも拗ねられては割に合わない。


「お兄様……」


「今回はリジーが悪いよ」


助けを求めてお兄様を見つめたが、ぴしゃりと切り捨てられてしまった。


お兄様にそう言われると、私がとても悪いことをしたような気がしてくるから不思議だ。


「本当に悪かったって。頼むよ、どうしたら許してくれる？」


そっぽを向いた弟の顔を無理やり覗き込む。クラスメイトの女子たちにも評判の良い、軽薄お願いスマイルだ。


私の苦笑いをチラリと横目に見て、弟はぼそりと呟いた。


「……い」


「ん？」


「ぼくの髪、姉上が切ってください」


「は？」


斜め上の要求に、思わず笑顔の仮面が外れてしまった。


剣捌きには少々自信があるが、他人の髪など切ったこともない。王太子殿下のような器用さもない。


クリストファーの細い首を刎はねるくらいなら出来るかもしれないが、刎ねてどうする。


「姉上から見て男らしい髪型にしてください！」


「ま、待ちたまえクリストファー。髪なんて切らなくても君は立派な男の子だよ、うん」


「ドレスとリボンが似合うのに？」


「ドレスとリボンが似合う男の子だよ」


「ぼくはそれじゃ嫌なんです！」


普段我儘を言わない弟が珍しく駄々をこねるものだから、すっかり困ってしまった。


クリストファーの髪型は確かにふわふわしていて可愛らしい印象だが、彼にとても似合っている。


どこかの誰かさんみたいに前髪で視界が遮られているわけでも、乙女が裸足で逃げ出すような艶をしているわけでもない。騎士の制服と帯剣が似合う女の子だっているのだ、多様性だと思う。


説得を試みるも効果がなく、結局弟の首が飛ぶのを心配したお兄様が美容師を手配してくれ、私がどんな髪型にするか指示を出すという形に落ち着いた。


少しでも興味のなさそうな素振りをすれば弟の機嫌を損ねること請け合いなので、私は熱心に美容師と相談をしているふりに苦心した。私が指示したと言うより美容師の提案のうちから良さそうなものに是と答えただけだったのだが、弟は満足したらしい。


肝心の仕上がりはといえば、厚めの前髪のショートマッシュといった感じだ。


ふわふわの癖毛が印象を軽くしていて、どことなく韓流アイドルっぽい。さすがお兄様の呼んだ美容師だけあって、元の髪型よりもさっぱりさせて男の子っぽさを強調しつつも、可愛らしい顔つきに合うような見事な出来栄えだ。


「すごい！　よく似合うよ、クリストファー！　とてもかっこいい！」


私が諸手を挙げて褒めそやせば、彼は照れたようにはにかんでいた。


そうか。クリストファーももう思春期。可愛いよりもかっこいいに憧れるお年頃だ。これからは積極的にかっこいいと褒めてやらなくては。


「そうだ。私もついでだからもう少しサイドの刈り上げを短く……」


「姉上」


腕の良い美容師に頼み事をしようとしたところに、クリストファーの刺のある声が飛んできた。


せっかく直った機嫌をまた損ねるのは面倒だ。やれやれと肩を竦めて、私は散髪を諦めた。






ダンスパーティーも終わり、だいぶ空気が冬の色になってきた。


日課の夕方のランニングをこなしていると、辺りが暗くなるのが早くなっていることに気が付く。


屋敷に戻り、汗を拭いて着替えていたところ、焦ったようなノックの音が部屋に響いた。


ドアを開けると、慌てた様子のお兄様が部屋に転がり込んでくる。


「リジー」


お兄様は息を切らして、私の肩を掴む。


「どうしよう。クリストファーがいなくなった」


「いなくなった？」


お兄様は顔を真っ青にしていて、瞳には不安が揺らめいていた。もちふわの身体を支えるようにして、そっとソファに座らせる。


お兄様に追いついてきたらしい侍女長に目くばせすると、彼女は小さく頷いてお茶の支度を始めた。


「一緒に、王城での会合に参加したんだ。僕はお父様の名代として、クリスは僕の補佐として。会合の時から何だか様子がおかしい気はしていたんだけど、僕はそのあと王太子殿下のところに行くことになっていたから……そこで別れたんだ」


私もお兄様の向かいに腰を下ろし、彼の話を聞く。


お兄様の前に、侍女長が良い香りのする紅茶を置いた。


「一応、一緒に行くか聞いたんだけど、『あとは帰るだけですから』って言うものだから……それもそうかと思って、彼を一人にしてしまった」


お兄様は頭を抱えて俯いた。


表情から仕草から、自分を責める後悔の気持ちが伝わってきて、見ているこちらの胸が痛くなる。


「だけど、待たせてあった馬車の御者によると、クリスは『用事を思い出したので、後で兄上と一緒に帰るから、先に帰っていてほしい』と言ったそうなんだ」


用事？　クリストファーが、王城に？


私は首を傾げる。お兄様──と、謎に時折呼びつけられる私──はともかく、クリストファーは王城に知り合いなどいないはずだ。用事などあるはずがない。


私だって用事がない方がありがたいくらいなのに。


「妙ですね」


私の言葉に、お兄様は頷いた。彼は俯いたまま、ぎゅっと膝の上で組んだ自分の手を見つめている。クリームパンのような手に食い込む爪が、悲愴さを際立たせていた。


「でも、もしかして少し、街を見て帰るつもりだったのかも、と思って。ほら、いつも僕かリジーと一緒だったから、少しくらい一人で外に出たいと思っても、不思議はないかなって。……だけど」


「帰ってきても、クリストファーは家にいなかった」


苦しそうにするお兄様に代わって、続きの言葉を引き取った。お兄様は、力なく頷く。


ひどく小さく、消え入りそうなお兄様の声は、だんだんと嗚咽交じりになっていった。


「馬鹿だな、僕は。クリストファーはそんな子じゃないのに。僕たちに心配をかけるような子じゃないのに。いつだって、僕やリジーのことを案じてくれる子なのに」


お兄様のサファイアブルーの瞳から、ぼろぼろと涙が零れ落ちた。


私もずいぶんと大人になったと思うのだが、お兄様に泣かれると、やはり困ってしまう。


家族に泣かれるのは気分の良いものではない。私以外が原因となれば、尚更だ。


お兄様の涙が一つ二つと零れていくたびに、すっと心が冷えていくのを感じる。お兄様が取り乱した分だけ、私は冷静になっていく。


誰だろうな、お兄様にこんな顔をさせているのは。


「何か、心当たりは？」


「……確証は、何もないけれど」


「構いません」


私が即答すると、お兄様は少し躊躇ってから、声を落として答えた。


「あの時クリスの様子がおかしかったのは……会合に、彼の元々の家の人が来ていたからじゃないかと思うんだ。うちに来る前にいた……クリスと血の繋がりのある、ウィルソン伯爵家」


名前に聞き覚えはなかったが、クリストファーの親戚には覚えがあった。今世ではなく、前世で。


私は顎に手を当てながら、今後の動きを脳内で組み立てていく。


「もしそれが関係しているなら、ウィルソン伯爵家の方なら、何か知っているかもしれない。でも、何も確証がないんだ。疑うようなことは出来ないよ」


お兄様は小さく首を横に振る。


人望の公爵様らしい答えだ。そして、貴族としてはそれが正解だろう。証拠もないのに、みだりに他の家との軋轢を生むべきではない。


そういった仕事は、私がやればよいのだ。


「リジー？　まさか、ウィルソン伯爵家に乗り込んだり、しないよね？」


「なるほど？　その手がありましたね」


不安げな様子で聞いてきたお兄様に、おどけて肩を竦めて見せる。


私が殴り込みをするところでも想像したのだろうか、涙が引っ込んだようだ。


冗談ですと苦笑いすれば、お兄様の表情もほんの少しだけだが和らいだ。


「騎士団の詰め所に行って、警邏の騎士たちにクリストファーを探してもらえるよう、頼んできます。顔見知りの私が行った方が、きっと話が早い」


にこりと微笑んで立ち上がると、ジャケットを手に取ってドアへ向かう。


侍女長がさっと後ろに回って、ジャケットを着るのを手伝ってくれた。


「なら、僕も……」


お兄様の言葉に、私は首を振る。


「お兄様は、家で待っていてください。もしかしたらひょっこり帰ってくるかもしれませんし……ウィルソン伯爵家のことは、私も気になります。そちらをお願いしたい」


神妙な表情でそう返せば、お兄様も真剣なまなざしで頷いた。


お兄様は冷静さを欠いていた。


だから、気づかなかったのだ。


いつもだったら、絶対に気が付くはずの、私の嘘に。






さて、ゲームであればここからクリストファーの身の上が分かるような説明が入るところだが、なにぶん過去の回想というのは長くなる。時間に余裕があったら付き合ってやっても良いのだが、今は一刻も早くクリストファーを連れ戻して、お兄様を安心させたい。


だいたい、タイムリープものでもない限り、聞いたところで過去は変えられない。せいぜいスチルを回収して、見てきたような気になるのがいいところだ。


時間が勿体ないのである。巻きでいこう。


屋敷の外に出た私は軽くストレッチをすると、軽快に走り出した。


夜闇の中である。馬を使うより、走ったほうが小回りが利く。


ものすごく端折って言うと、クリストファーは生まれた家に連れ戻されているのである。ゲームにもそういうイベントがあったので、お兄様の言葉と合わせて考えればほぼ間違いないだろう。


クリストファーの家庭事情は複雑だ。母に捨てられてうちに来たのだが、では父親はどうしているかというと、彼が生まれてすぐに馬車の事故で死んでいる。


彼の父が継いでいたのが、ウィルソン伯爵家だ。


ウィルソン伯爵家の邸宅は、王城を挟んで東側の地区にある。歴史の長い家だけあって、王城からの距離もかなり近い。警邏の成果で、この辺りの地図はほとんど頭に入っていた。


クリストファーの父が死んで、一旦はその弟が家を継ぐことになった。だがクリストファーは正当な跡取りだ、追い出すわけもない。


じゃあどうするかと言えば、クリストファーの母は家を継いだ弟と再婚させられたのだ。


もともとが政略結婚である。そこに愛やら恋やらは関係ない。平和な今の世でこそ珍しいが、戦争のあった時代では普通に行われていたことだと聞く。


衛兵に挨拶をして、王城の敷地に入る。時間帯が遅いことで不思議そうな顔をされたが、夜勤だとでも思われたのだろう。特に止められることはなかった。


さて、父が早くに亡くなったとはいえ、伯爵家の跡取り息子。クリストファーは大切に育てられた。


彼が、亡き父にまったく似ていないことが分かるまでは。


髪の色から瞳の色、顔つきまで、父親に一つも似ていなかったのである。それどころか、彼の母とすらも似ていたのは髪の色くらいだったという。


成婚から出産の時期が近かったのも災いし、彼の母は不貞を疑われた。


隔世遺伝というものを知らんのか、と思うが、中世ヨーロッパ的世界観なので、知らんのである。


そこからは、親子でほとんど幽閉に近い生活を過ごすことになる。


他の家の者と関わることを禁じられ、蔑さげすみのまなざしを向けられ、折檻せっかんを受ける日々。


母親の心が折れ、息子に対する愛情が潰え、使用人と駆け落ちするに至るまで、そう時間はかからなかった。


王城の、一番高い物見台に上る。目的地であるウィルソン伯爵家を探した。夜なので少し目を凝らさねばならなかったが、かなり古びた特殊な造りの屋根だったので、すぐに見つかる。


ふむ。近くにあるあの教会がよさそうだ。


その後クリストファーは我が家に引き取られておそらく幸せに暮らしているのだが、ゲームの中の彼は違う。引き取られた遠い親戚の家に馴染めず、誰にも愛されず、苦しみを抱えてしまう。


しかしそこで、彼を愛してくれる女の子が現れる。それが聖女たる主人公ヒロインだ。


クリストファーは彼女と乙女ゲーム的なうんぬんかんぬんを経て、初めて愛を知る。だが話はそれで終わらない。彼の生家ウィルソン伯爵家がそこに目を付けるのだ。


聖女と仲睦まじい彼の様子を見て、再び伯爵家に戻ってくるようクリストファーに持ち掛ける。


もちろん聖女欲しさの打算に満ちた勧誘なのだが、心が清らかな聖女である主人公はそんなことに気づくはずもなく、自分のことのように喜んだ。


それが彼からしてみれば、彼女が伯爵という地位に目がくらんだように見えたのだろう。そうしてクリストファーは、唯一心の支えにしていた主人公すら信じられなくなる。


物見台からぽんと飛び降り、城壁に着地する。そこからは、近くの建物の屋根を飛び移りながら、私は目当ての教会に向かって跳躍を繰り返した。


結局クリストファーのルートでは、自暴自棄になった彼が伯爵家に連れ戻されそうになったところで事情を知った主人公が阻止し、誤解も解けて一件落着、二人の絆もより一層強いものとなる。


今回主人公はまだ登場していないが、似たような流れの出来事が起きても不思議はない。


時期が違うのが気になるが……まぁ、最終的にはゲームの流れに回帰するのだろう。もしかしたら、回帰するために必要な出来事が起きているのかもしれない。


クリストファーが私たちを──私はまだしも、お兄様を──信じられなくなるようなことがそう簡単に起きるとも思えない。悪役思考で考えるのであれば、ウィルソン伯爵家の者が義弟を脅したとみるのが妥当だろう。


教会の屋根に着地する。周りの建物より一段高くなったその屋根から、ウィルソン伯爵家の屋根まではそう遠くない。降下することも考えれば、楽に届くはずだ。


ウィルソン伯爵がお兄様と仲がよさそうにしているクリストファーを見て、公爵家とのパイプ欲しさに連れ戻したのかもしれない。


もしくは伯爵家側の事情で、一時は「伯爵家の種ではない」と断じたはずの彼ですら連れ戻さなければ、お家が断絶するような事態なのかもしれない。


理由などいくらでも考えつく。「戻ってくれば、悪いようにはしない」とか、なんとか。そんなことを言ったのだろう。


「伯爵家の血が流れていないと知ったら、いくら人望の公爵家とはいえお前を受け入れるものか」とか「仮に公爵家が受け入れたとて、他の貴族はどうだ？　公爵家の人間はお人よしを通り越した馬鹿だと嘲笑うかもしれないな」とか。ああ、次から次へと思い浮かぶ。さすがは悪役令嬢の肉体だ。


屋根を蹴る。次の瞬間、私はウィルソン伯爵家の屋根に着地していた。


ショートカットを駆使したおかげで、ずいぶんと早く敷地内に到達できた。気分はレーシングゲームである。……ここは乙女ゲームの世界なのだが。


ぐるりと見渡せばおあつらえ向きに、人を幽閉するのにちょうどよさそうな塔がある。


幽閉するならここだろうと、私の中の悪役の勘がそう告げていた。


明かりすら灯っていないその建物に狙いを定め、私は再び音もなく跳躍する。






夜風を背中に受けながら、私は暗い部屋の中に降り立った。薄い月明かりが差し込み、部屋の中を照らす。ちなみに嵌め殺しの窓だったので、窓枠ごと外して侵入した。


「やぁ、クリストファー」


「あ、ねうえ」


はくはくと口を開閉していたクリストファーは、やっとのことで絞り出したように、私を呼んだ。


外した窓枠をそっと部屋の隅に置き、立ち尽くす義弟に歩み寄る。


「早く帰ろう。お兄様も心配しているよ。忘れ物はない？」


「でも、ぼくは」


はちみつ色の瞳が、涙で歪む。辛うじて下睫毛に引っかかっていた雫が、つうっと彼の頬を伝った。


「ぼくは、姉上の弟に、相応しくない」


堰を切ったように大粒の涙をぼろぼろとこぼしながら、クリストファーは言い募る。


まったくこの弟は、助けに来た姉を前にして、なんと他人行儀なことを言うのだ。






    
  
  




「弟だよ」


くしゃりと、彼の頭を撫でてやる。ふわふわした柔らかな髪は、大きくなっても変わらない。


大きな瞳で私を見上げる彼は、ひどく不安げで、それでいて、何かを必死で求めるような眼差しをしていた。


「私が言うのだから、君は私の弟だ」


その場に座り込んでしまった弟を、私は抱き上げる。


昔、お兄様と一緒に迷子の彼を迎えに行ったときのことを思い出した。


あの時はお人形さん抱っこで十分だったが、ずいぶん背が伸びた今はお姫様抱っこにしないとバランスが保てなさそうだ。


「大きくなったね」


思わず、ぽつりと言葉がこぼれた。


驚いたように、クリストファーは顔を上げて私を見上げる。


「でも、相変わらず羽のように軽いな」


「姉上……」


弟は小さな声で、私を呼んだ。


目を細めて彼を見下ろすと、泣き笑いのような赤い顔で、彼は私を見つめていた。


「姉上、覚えていますか。兄上と一緒に、ぼくを迎えに来てくれたときのこと」


「さあ、どうだろう。弟を迎えに行くのは当然のことだからね。当たり前すぎて忘れてしまったよ」


「ぼくは、あのときからずっと、姉上みたいになりたかった」


クリストファーの言葉に、私は目を丸くする。


「あのときからずっと、姉上は……」


クリストファーは、涙で濡れた瞳で、私を見つめる。


どこかぎこちなかったけれど、それでも彼は大きな瞳を細めて、幸せそうに微笑んだ。


「ぼくの憧れの、騎士様なんですよ」


「ふふ。弟に憧れてもらえるとは、姉冥利に尽きるな」


昔、お兄様と一緒にクリストファーを迎えに行ったときのことを思い出す。跪いて、家族を守る騎士になると誓ったあの日のことを。


やはりお兄様の言うことは、間違いではなかったのだ。男の子は誰だって、騎士に憧れる。


その憧れは、どうやら少しくらいは、クリストファーの支えになったようだった。


……まぁ、私のようになったら家族が悲しむ気がするので、ほどほどにしてほしいところだ。親を泣かすのは兄弟に一人もいれば十分だろう。


「さあ、帰ろう。クリストファー」


そう声を掛けると、彼は私の腕の中で、しっかりと頷き返す。弟を抱いたまま、私はぽんと窓枠を蹴って、闇夜の空に飛び出した。






ウィルソン伯爵家の敷地から出て、さてまずは家に帰ろうと思ったのだが、何やら正面玄関のあたりがざわついている。


クリストファーを降ろして、塀に隠れながら一緒に音のする方を覗き込んだ。


「次期公爵様といえど、証拠もなく他人を疑うことは感心しませんな。人望の公爵が聞いて呆れる」


「非礼は承知です。ですが他に心当たりがないのです。ご存知のことを教えてくださいませんか」


「ですから、知らないと言っているでしょう」


ざわめきの中心にいたのは、お兄様と髭の男だった。身なりからして、髭の男はこのウィルソン家の今の主人だろう。クリストファーから見れば、血縁上は叔父にあたる。


どちらも従者を連れた状態で向き合っているし、周りには騒ぎを聞きつけたのか警邏の騎士も何人か集まっている。なかなかの大所帯だ。


ざわめきの最中にいるお兄様は、先ほどよりもやつれて見えるくらい疲れた様子で、げっそりとしている。その瞳はひどく不安げで、そして──とても、悲しそうだった。


ぎゅっと胸の前でもちもちの手を握り締め、お兄様はつらそうに、切り出した。


「ウィルソン伯爵。貴方は近頃、お金に困っているようですね。何人もの貴族から証言を得ています。貴方に融資を持ち掛けられたと」


「それが何か？　新しい事業を始めるために、融資を依頼しただけのことです。金の無心をしたような言い方はおやめください」


「東の国からの織物の貿易量が激減していると聞きました。貴方の領地の主な事業は貿易業でしたね。それも、東の国と長く取引をして、利益を得ていたはずだ」


ウィルソン伯爵の態度は堂々としたものだった。だが、眉がわずかにぴくりと動いた。


口を閉ざした伯爵に、お兄様はさらに言葉を重ねる。まるで、説得を試みているかのようだ。


「銀行からも多額の借金をしていますね。このままでは、領地の維持すら危ういほどの額だ」


「……仮にそうだとしても、それが今日のこの礼を失した訪問に何の関係があります？　我が伯爵家の事情とそちらのお探しの弟君が関係しているという、証拠でもあるのですか？」


「そうですね。僕が知っているのは情報だけです。貴方が関わっているかもしれないという、可能性を示すだけの情報です。決定的な証拠はありません」


ウィルソン伯爵の反論を、お兄様は肯定した。


確かに、お兄様が並べたのはただの情報だ。クリストファーの件と直接の関係を示すものではない。


お兄様だけでなく、それなりに多くの貴族が知っている程度の情報だ。いくらだって裏も取れる程度の、わざわざ見せびらかすことでもないが、知られても仕方ない程度の情報だ。


だが、これを聞いた周りの者が、十分に想像を巡らせることの出来る情報でもある。


次期人望の公爵であることを差し引いても、風向きは明らかにお兄様に向いていた。それは警邏の騎士たちの表情を見れば一目瞭然だ。


私は得心する。なるほど、金目当てか。考え得る限り、一番短絡的で衝動的な動機だ。


どうやらこのお髭の伯爵、悪役というのも烏滸おこがましい、小悪党のようである。


「僕も貴方を疑いたくないのです。いえ、僕は誰も疑いたくない。信じたいのです。だからどうか、僕が貴方を信じているうちに、正しい決断をしてください」


お兄様が真摯しんしな瞳で、ウィルソン伯爵を見つめる。


話しているのがお兄様でなければ、何をぬるいことをと笑い飛ばしたくなる台詞だ。


しかしお兄様が口にするならば、それは別の意味を持つ。次期人望の公爵であるお兄様が、心から真剣にこの発言をすることに、意味がある。


これは問いかけだ。信用を裏切るつもりなのかという、投げかけだ。


人望の公爵であっても、貴族は貴族だ。いざという時にはもちろん、持てる限りの強いカードを切る。お兄様だって駆け引きぐらいするのである。


ただ──あんなにもつらそうに、悲しそうにしているところを見ると、やはり向いていないと言わざるを得ないが。


「もし僕の大事な弟に何かあったなら……我々バートン家は貴方たちを『敵』だと認識せねばなりません」


ぴくりと、今度は分かりやすくウィルソン伯爵の眉が動いた。


人望の公爵たるバートン公爵家の「敵」となることがどういうことか、この国で知らない貴族はないという。お兄様はそれを分かっていて、あえてこの言葉を使ったのだ。その意味が分からぬ伯爵ではないだろう。


「もう一度伺います。僕の弟について、ご存知のことを教えてくださいませんか」


一瞬、場に沈黙が流れた。


「兄上！」


沈黙を破ったのは、クリストファーだった。塀の陰から飛び出して、お兄様に駆け寄る。


「クリストファー！」


彼に気づいたお兄様も駆け出し、二人はひっしと抱き合った。お兄様の幸せの詰まったマシュマロボディに、クリストファーが沈み込む。


「ああ、よかった。無事だったんだね」


「すみません、兄上……」


「いいんだ。君が無事なら」


また泣き出しそうな声で呟くクリストファーの頭を、お兄様はやさしく撫でていた。そしてそのお兄様もまた、瞳には涙が光っている。


一方でウィルソン伯爵の顔色は、暗がりで見ても分かるくらい青白くなっていた。


その表情に確信する。やはり彼は小悪党だ。


ちなみに大物の悪役らしい反応の正解は、ゆっくりと拍手をしながら歩み寄り「いやぁ、感動の再会というやつですな」とか笑って再会を祝福する、等である。


幽閉していたはずの人質が逃げ出した程度で青ざめていてはいけない。


「兄上。ぼく、その人に……ウィルソン伯爵に、脅されて連れて来られたんです。こんな家、二度と来たくなかった」


言って、クリストファーは唇を噛み締める。悔しそうな表情でウィルソン伯爵を睨んでいた。


「言うことを聞かなければ、ぼくが伯爵家の血を引いてないことをバラすって……公爵家から融資を得るために尽くせば、ウィルソン家の人間として扱ってやるって言われて……ぼく、怖くなって」


「血を引いていない？」


その話を聞いて、私は自分の予想が大方当たっていたことを知る。自分の悪役の才能が怖い。


「本当のところは……ぼくにも分かりません。もう、お母様はここにはいないから」


「違うよ、クリストファー」


俯いてしまった弟に、お兄様はふるふると首を振る。そしてまた、ぎゅっと彼を抱き締めた。


「僕も、リジーも……お父様もお母様も。そんなこと、気にするわけないだろう」


「！」


「クリストファー・バートンは、僕の弟だよ。公爵家の大事な次男だ。それを間違えないで」


「あにうえ……」


「ば、バートン伯！」


それまで黙っていたウィルソン伯爵が、突然大きな声を上げた。


そしてお兄様とクリストファーのもとにずかずか歩み寄り、二人を引き離す。


「違います、違うのです！　私は脅してなどおりません。むしろ弟君に頼まれたのです！　自分をウィルソン家に戻してほしいと！　このまま公爵家にいても次男のままで家督を継ぐ見込みがないから、それならば伯爵家の跡取りに戻りたいと！」


遠目に見てもみっともないほど取り乱しながら、お兄様に縋りつく。


おお、一瞬ですり寄るべき相手を見極めて、手のひら返しをしてきた。絵に描いたような小悪党っぷりである。いっそ清々しい。


このような出会い方をしていなければ、よき友人になれたかもしれないな。知らんけど。


「嘘です！　ぼく、そんなこと言っていません！　無理やり連れて来られて、閉じ込められて……」


「閉じ込めたりなどしていません！　きちんと応接室にお通ししておもてなししましたとも！」


お兄様が困惑した表情で揉み手の伯爵を見つめている。


半強制的に攫われた挙句罪を擦り付けられている弟が気の毒すぎるので、そろそろこの一件を切り上げにかかることにした。


「弟がどこにいたのかは、分かるかもしれません」


「リジー！」


歩み寄りながら声をかけた私に、お兄様が目を丸くする。


伯爵家に単身乗り込んだことがバレた気がするが、やむを得まい。どうせすぐにクリストファー経由でバレるだろう。


「弟はどこかでカフスボタンを一つ落としてきたようなのです。それが見つかった場所に、弟はいた……ということになりますよね」


伯爵の問いかけに、私は顎に手を当てて考えるような仕草で答える。


はっと、クリストファーが自分の袖を見る。確かにカフスボタンが一つ、外れていた。


まぁ何故外れているのかと言えば、クリストファーを連れ出すときに千切って置いて来たからだが。


ウィルソン伯爵の瞳を見据えてにこりと微笑んでやれば、途端に彼は落ち着きなく髭を触り始める。


「ああ、そう言えば、あそこに見える塔。あれはどんな用途の塔なのでしょう？　まるで誰かを幽閉するためにあつらえたかのような建物ではありませんか？」


「そ、それは……」


「すみません、聞くまでもないことでしたね。戦前からあるような古いお屋敷には、ああいった設備があるところも珍しくありません」


それが見た目通りの用途であることを指摘するように、私は首を振る。まぁ実際何のための建物かなど全く知らないわけだが、そんなことはどうでもよいだろう。


「何だお前は！　私を疑っているのか!?　私はそいつがどうしてもウィルソン家に戻りたいと言うから連れて帰ってやっただけだ！」


私の言葉の意味を理解した伯爵が、必要以上に大きな声を出して食ってかかる。これでは痛いところをつかれたと言っているようなものである。


だんだんと周りの空気が白けたものになってくる。


そう、これは茶番だ。見ている者にとっては、もはや結果の分かりきったつまらない見世物だ。


「仮にそうだとしても、未成年の子どもを連れていくのに、保護者に何の許可も取らないというのはいささか非常識ではありませんか？　誘拐犯と間違われても文句は言えませんよ」


人として当然のことを説いてやれば、見るからに泡を食った様子でどんどん挙動不審になっていく。


一瞬見せた強気が、あっという間にしぼんでしまっていた。


「ち、違う、私は……私は嵌められたんだ！　匿かくまってほしいと言われて、わざわざ護衛を置いて守ってやったのに！　まさか仲間の手引きで抜け出して、私に罪を着せるためだったとは！」


ふむ。大きな声で喚いているが、支離滅裂だ。どんどん墓穴ぼけつを広げている気がしてならない。何人分の墓穴はかあなを掘るつもりなのだろう。


「貴方の言い分では、何者かがこのお屋敷に侵入して、あの塔……あるいはそれ以外のどこかから、丁重に護衛されている弟を連れ出して、ここに連れてきたということですね？」


「あ、ああ、そうだ！　どうせそいつが雇った傭兵か何かだろう、私を誘拐犯に仕立て上げるために！」


「だとすると、恐ろしくはありませんか？　それを信じるとすれば、我が弟の後ろには、それを実行できるだけの者がいるということですよ」


伯爵がぽかんとした顔で、私を見つめる。「信じる」という言葉が意外だったのか、それとも、まだ私の言葉の意味するところが理解できていないのか。


彼のために、私は丁寧に、それでいて肝心なところに直接触れないように話す。


「いくら伯爵様がお金に困っておいでだったとはいえ、お貴族様のお屋敷ですから。それなりに、護衛や警備を置くのが当たり前でしょう？　特に、塔には逃げられては困る金ヅルを閉じ込めているのだから、しっかり見張りもつけたはずです。ああ、あくまでこれは私たちの言い分ですがね？」


小悪党とはいえ、貴族は貴族。回りくどい物言いは得意分野のはずだ。私の言葉の意味を少しずつ理解し始めたらしい彼の顔色が、またどんどんと悪くなっていく。


「だけれど、弟はここにいる。誰かが連れ出したのだとしたら……その誰かはどうやって、伯爵邸の誰にも気づかれることなく侵入し、弟を連れ出したのでしょうね？」


だらだらと冷や汗を流し始める伯爵に、私はわざと踵の音を響かせながら歩み寄る。顔見知りの警邏の騎士とお兄様の、呆れるような視線が私に向いている気がした。


「塔に侵入できた者が、本邸に入り込まないなどと、誰が言い切れます？」


ウィルソン伯爵は、もう私の目を見なかった。


お兄様はやさしいので駆け引きで済ませたが、あいにく私はさほどやさしい人間ではない。何といっても元は悪役令嬢だ。


そっと身を屈めて、私は低く、彼に耳打ちする。


「それが出来る相手と敵対するなんて、命知らずな方がいないと良いのですが」


彼の耳にしか聞こえない脅しの言葉に、びくりと肩が跳ねた。


「と、いうことで。ここらで引いておくのがお互いのためだと思うのですが。いかがですか？」


宣言するように問いかけた私に、ウィルソン伯爵は土気色の顔に笑顔を貼り付けて、ぶんぶんと頷いた。






「エリザベス」


家路を辿る馬車の中に響いたお兄様の声に、思わずびくりと身を縮める。


いつも私を愛称で呼ぶお兄様が、きちんと名前を呼ぶのは決まって怒っている時なのだ。


「僕に嘘をついたね？」


「ええと。だって、お兄様は屋根伝いに家屋に侵入出来ませんから」


「リジーが背負ってくれたら出来る」


「機動力が落ちます」


「僕を背負ったくらいで落ちる機動力じゃないよね？　僕の身の安全を考えて慎重に、それでいて素早く行動する……結果として、僕を背負っていないときよりパフォーマンスが向上するはずだ」


しまった、その通り過ぎて言い返せない。


さすがは血を分けた兄弟。私が何を考えてどう動くかをよく理解してくれている。


「一歩間違えば、僕は君も、クリストファーも……二人とも失うところだったんだよ」


お兄様はとても、とても怒っていた。その瞳からは、さっきは他人の手前なんとか我慢していたのだろう、涙がぽろぽろと零れ落ちている。


私はお兄様に泣かれると弱い。お兄様自身もそれはよく分かっているはずだ。


私以外のせいで泣かれるのも気分が悪いのだが、だからといって私が泣かしているのだと思うと、それもそれで罪悪感が首をもたげる。勘弁してくれ、という気持ちにさせられる。


お兄様の機嫌を取るべく、私は言い募った。


「お兄様、大丈夫です。学園でも私を襲える暴漢は羆くらいだと言われましたので」


「クリストファーが幽閉されている屋敷に羆が飼われていたらどうするつもりだったの!?」


「その可能性は考えていませんでしたね」


万に一つもなさそうではあるが。いや、虎くらいならいるかもしれないな。


「リジー。君は僕の可愛い妹なんだ。いくつになっても、どんなに強くなっても、大切な妹だ」


「お兄様も私の大切な兄ですよ」


「君は、僕の大切な、きみのことも、ちゃんと、大切にして。いいね？」


ゆっくりと言葉を切って、釘を刺すように言われてしまった。


理解しているし、大切にしているつもりなのだが。私ほど我が身が可愛い人間はそういないと思う。


私が分かったような分かっていないような顔で肩を竦めると、お兄様はクリストファーに向き直る。


「君もだよ、クリストファー。君は僕の大切な弟だ。優しくて賢い、ぼくの可愛い弟だ」


クリストファーは、はちみつ色の瞳を見開く。そして、涙の跡の残る顔をくしゃくしゃにして、泣き笑いのような表情をした。


「だからどうか、自分を犠牲にしないで。僕の大切な弟を、蔑ろにしないで」


「ぼ、ぼくも」


消え入りそうな声で、また今にも泣きだしそうな声で、クリストファーは絞り出すように、答えた。


「ぼくも、兄上と姉上のこと、大切です」


クリストファーの言葉に、お兄様と目を見合わせた。


やがて、お兄様の頬が幸せそうにゆるむ。あまりに嬉しそうに笑うものだから、つられて私まで笑ってしまった。


よかった。お兄様は怒っているより、泣いているより、その顔がいい。


「でも、ぼく。もらってばかりで、なにも返せてなくて。だからぼくは、お二人には……バートン家には相応しくないと思って……それで」


「クリストファー」


膝の上で握りしめられたクリストファーの手を、お兄様がぎゅっと上から包み込むように握った。


顔を上げたクリストファーが、お兄様の表情を窺うように見上げる。


「ありがとう。僕たちのことを、大切だと言ってくれて。すごく、すごく嬉しいよ」


やさしい表情から、本当に「嬉しい」という気持ちがあふれている。私にだって伝わるくらいだ。クリストファーにも、きっと十分に届いていることだろう。


「お互いが大切だと思っていたら、それが『家族』だってことなんだ。相応しいとか、そういうことじゃない。僕はそう思っているよ」


「兄上……」


「それでも、もし何か返したいと思ってくれるなら……この先もずっと、お互いがお互いを大切だと思える関係でいられるように、一緒に考えて、頑張ってくれたら嬉しいな」


お兄様が微笑みかけると、クリストファーは小さく頷いて、お兄様の手に自分のもう片方の手のひらを重ねた。


「あ、あとはそうだね。リジーのお目付役を手伝ってほしいかも」


「え」


ちらりとこちらに向けられた視線から、私へのお怒りが消えたわけではないことを悟る。今回私が嘘をついたことは、どうやらお兄様にとってなかなかの重罪だったようだ。


クリストファーが私を見る。私に貼られた「手のかかる妹（姉）」というレッテルを見透かされているような気がした。


「リジーはおてんばさんでしょう？　僕一人じゃ手に負えないから。今まで通り……ううん、今まで以上に、クリスも協力してくれたら嬉しいな」


私のことをおてんばさんなんて可愛い表現で済ませるのはお兄様くらいである。一歩外に出れば、鬼軍曹で軟派騎士だというのに。


今だって、ダンスパーティーにドレスを持ってきてしまうくらいの姉想いのクリストファーである。


それ以上に進化したお目付け役が来年から学園に入学してくるとなると、私もいささか動きにくい。主人公が転入してくる来年からが本番だというのに。


とりあえず、お兄様の機嫌を大幅に損ねない範囲で抵抗を試みる。


「お兄様。クリストファーに不良債権を押し付けないでください」


「僕の可愛い妹を不良債権とか言うのはだあれ？」


じろりと睨まれた。怒っている。やはり怒っている。


「姉上！　ぼく、頑張ります！」


「クリストファー？」


お兄様に抵抗する言葉を探していると、横からクリストファーに手を握られてしまった。


その大きな瞳はたっぷりと馬車の中の明かりを取り込んで、やる気にきらきらと輝いている。


何故だ。手のかかる姉の面倒を押し付けられているはずなのに、何故乗り気なんだ。ちょっと兄姉想いすぎるのではないか。


「ぼく、本当はずっと姉上のこと、心配だったんです。このままではお嫁の貰い手がなくなってしまうんじゃないかって。姉上はこんなに強くて、かっこよくて、やさしくて、素敵なのに」


曲がりなりにも婚約中の姉に向かってなんという言い草だ。いや、婚約解消できるものなら、すぐにでもする予定ではあるが。


「だから、姉上の魅力をもっとみんなに分かってもらえるように、がんばります！　もしものときは、その、ぼ、ぼくが責任を取ります！」


なんと。


私は衝撃で言葉を失った。


行かず後家になった姉の面倒を見続けてくれる覚悟だというのか。彼の兄姉想いがそこまでとは、さすがに思っていなかった。


お兄様が継いだ家で、行かず後家の姉の面倒を見させられて一生独身の弟。


かわいそうすぎる。


というか私がその状況に耐えられない。それこそ完全に不良債権だ。


クリストファーのためにも、何とかして嫁に行こう。あてはないが。


「えーと。クリストファー、気持ちは嬉しいけれど……」


「ふふふ」


普段は良い子の弟だが、時々妙に押しが強いというか、思い込みが激しくて困ってしまう。


私がうろたえていると、お兄様が堪えきれないといった様子でくすくす笑い始めた。お兄様のお怒りはどうやら収まったらしい。が、別の問題が生じている気がしてならない。


「お兄様、反対してください。彼のためです！」


私が必死で異議を申し立てるも、お兄様はにこにこと機嫌よく笑うだけだった。






全国の王太子の皆さん


「エリザベス様！」


新年を迎えた一月、朝のスクワットをこなしていると、侍女長が私の部屋に飛び込んできた。


いつもしずしずとした貞淑な彼女らしからぬ振る舞いに、何事かと駆け寄る。


「で、殿下がお見えです」


「でんか」


脳裏に浮かんだのはロベルトのあのキラキラした仔犬のような眼差し。先日めでたく（？）身バレしたので、彼が乗り込んでくるのも考えられる事態だ。大方稽古のお願いだろう。訓練着に着替えておいた方が良いだろうか？


というか、慌てすぎではないだろうか。


いくら王族とはいえ一応私の婚約者なのだ。いずれ解消する予定ではあるが、婚約者の来訪でいちいち取り乱してどうする。


まぁ今まで一度も訪ねてきたことはないし、私も訪ねたことはないので珍事には違いないのだが。


特に慌てた様子のない私に焦れたのか、侍女長が強い口調で再度言った。


「王太子殿下がお見えです！」


「は？」


思わず素で応じてしまった。


「どうして王太子殿下が？」


「分かりませんが、エリザベス様にお会いしたいと」


「アポなしで？」


「アポなしで」


重ねて問ううち、私もだんだん侍女長と同じ顔になっていく。眉間にシワがよった険しい表情だ。


王族のアポなし訪問、出迎える側にしてみれば、はっきり言って迷惑だ。王太子はアポなしで来てはいけない。全国の王太子の皆さんにはぜひこのことを覚えて帰ってほしい。


「分かった、早々に用事を聞いてお帰り願おう」


「エリザベス様、その前に」


侍女長がこの世の終わりのような顔をして、地を這うような声で言う。


「お召し物がありません」


「着ているよ」


「ご冗談を」


自分の服装を見下ろす。


いつも屋敷にいるときに着ているシャツとパンツは、公爵家に来る仕立て屋に頼んだだけあって上等なものだ。ベストを着て適当なジャケットを引っ掛ければ十分余所行きだろう。


まぁ、彼女の言わんとしていることは分かってとぼけているのだが……正直なところ、今更である。


「そのような格好で王太子殿下の前に出るおつもりですか!?」


「いつも訓練帰りに会う時も同じようなものだよ」


「いつも!?」


しまった。口が滑った。


侍女長は今にも卒倒しそうな様子で唇を震わせている。


「え、エリザベス様、ロベルト殿下とはお会いにならないのに、王太子殿下とは『いつも』お会いになっているのですか……？」


「いや、ロベルトとも会っているんだけど」


会っているというか扱しごいているというか。


すっかり混乱した顔で固まっている侍女長の横をすり抜け、我が家で一番上等な応接室に向かった。






「やぁ、リジー」


優雅に脚を組んでお茶を飲んでいる王太子殿下に、私は騎士の礼を返した。


「これは殿下。事前にお知らせくださればこちらから出向きましたのに」


「いや、いいんだ。私が来たかったのだから」


婉曲えんきょくな「アポなしで来るな」に対して、優しい微笑みが返ってきた。


私より貴族らしい言い回しがお得意な殿下には、その意図が十分伝わっているはずなのだが。


「それで、どのような御用向きでしょう。さぞお急ぎと拝察しますが」


「……ねぇ、きみの部屋はどこ？」


「は？」


「案内してよ」


婉曲な「早く帰れ」もはね除け、わけの分からないことを言い出す王太子殿下。


「お願い。……最後になるかもしれないんだから」


妙に深刻そうな顔で言われて、違和感を覚える。


以前ならいざ知らず、最近の王太子殿下は「どうせ死ぬんだから」的厭世主義の演出をめっきりしなくなっていたのだ。……言っても私がばっさり切り捨てるからだとは思うが。


こんなことを言っている彼は久しぶりに見る。


結局いつもと違う雰囲気に負け、彼を私室に案内した。


出てきた時に放置していた侍女長が固まったまま残っていたので「殿下にお茶を」と申し付けると、ようやく硬直が解けたのか素晴らしい礼をくれてから退出していった。


さすが侍女長、脳が停止していても無意識で動けるらしい。


ソファを勧めると、殿下はきょろきょろ室内を見回しながら腰を下ろす。


「……このドイリー」


殿下がローテーブルに置かれたレースのテーブルクロスに目を留める。そういえばそんな呼び名だったか。言うまでもなく殿下の手作りの品である。さすがに目敏い。


「あの編みぐるみも。……驚いた。ほんとうに飾ってくれているんだね」


「ええ、まぁ、頂き物ですから」


「きみのことだから、すべて他の者にあげてしまったのかと思っていたよ」


私の信用がびっくりするほどなかった。


いくらなんでも手ずから「きみに」と渡されたものまで他人に渡せるほど冷酷ではない。侍女長に言われたから残している物もあるが……こればかりは彼女の先見の明に感服するしかなかった。


「あのカーテンも。ふふ、嬉しいな」


「あのような大物は金輪際こんりんざい勘弁してくださいね」


持って帰るのも一苦労だったし、家の者への言い訳もまた一苦労だった。


レースのカーテンはちょっとした貰い物の域を超えている。編むのだって相当の時間がかかっているはずだ。控えめに言って、重い。趣味の産物だと分かっていなければ引いている。


「……金輪際、か」


出た。まただ。


私はげんなりしてしまう。久しぶりにやられると鬱陶しさも一入だ。


だからお前は死なないのだと、何遍言わせる。


「……殿下。どうされました。お腹でも痛いのですか？」


「きみの普段の悩みのなさが透けて見えるね」


何だかとても失礼なことを言われた気がする。


最近は軟派系のイメージを崩さないよう表に出していないだけで、そこそこ悩みの多い人生を送っているのだが。


目下の悩みは、アポなしで訪れた王太子がなかなか帰ってくれないことだ。


「私の病気のこと、なんだけど」


「はぁ」


一言で聞く気を失った私に、殿下は苦笑して続ける。


「治せるという治癒師が見つかったんだ」


「ちゆし？」


「西の国にいる、この国の聖女にあたる役職だ。聖女のような癒しの術と、薬や……この国ではまだ一般的ではない、医術を組み合わせた治療を行うという」


医術というと、外科的な手術も含まれるのだろうか。


何となく浮かんだ脳内イメージは、開腹手術をして腹から髪の毛を取り出す怪しげな東洋医術だ。


いやこのイメージは本当に何なんだ。前世の外科手術はそんなんじゃなかっただろう。


「よかったではないですか。治るのでしょう？」


「うん。……ただ」


頷いたものの、その表情は嬉しそうには見えない、影のあるものだった。


「その治療には危険が伴う。成功して病気が治るか、命を落とすかは半々だと言われた」


殿下のその言葉を聞いて思い出す。そういえばロベルトルートではそんな展開だった。


しかし、それは主人公ヒロインが学園に転入してから……少なくともあと一年は後の話であったはずだ。


時期が早まった理由を考えてみる。


そもそも、こんな情報が突然降って湧いたとは考えにくい。きっと王宮の侍医も両陛下も、このことはもっと前から知っていたのだ。だけれど、殿下に伝えていなかった。そう考えるのが妥当だ。


病は気からという。生にしがみつく気持ちのなかった殿下を、五分五分の治療に挑ませることに踏ん切りがつかなかったのだろう。


ロベルトルートで彼が治療を受けたのは……ロベルトが主人公と出会ってまともになったからだろうな。最悪王太子殿下が死んでも、「代えがある」という判断がなされたと考えれば腑に落ちる。


なんちゃって。実際のところは分からない。


もしかしたら生き生きとし始めた殿下を見て、いろんな人が彼を応援したいと思って情報を集めた結果、治療法が見つかるのが早まった……という、なんとも美しくご都合主義な事情かもしれない。


それこそ何を信じるかは私の勝手だ。私はこのご都合主義の案を採用しておこう。


「半分もあれば十分でしょう、ゼロではないのですから」


「きみはそう言うだろうなと思ったよ」


殿下は私を見て苦笑いした。


「どうしてもきみに会ってから行きたかったんだ。私の死を信じていないきみに。私の生を信じているきみに」


私を見つめる紫紺の瞳が、わずかに揺れている。紫は高貴な色だというのを聞いたのは、今世だったか、前世だったか。


「ねぇ。何かきみの持ち物をくれないかな」


「は？」


「治療のためには西の国の奥地まで行かなくてはならなくてね。予後が良好でも戻って来られるまでに三ヶ月はかかる。離れている間もきみのことをすぐに思い浮かべられるように……何か思い出の品が欲しいんだ」


死亡フラグじみたことを言うな。


「もうすぐ死ぬ自分」に酔っているような雰囲気を感じ取って睨みつけると、彼は降参とでも言うように両手を軽くあげた。


「……きみのその無尽蔵の体力に肖あやかりたくてね。まぁ、お守りみたいなものかな」


「最初からそう仰ってください」


それならば納得である。多少分けてやってもよいくらいに有り余っている。


ちょうどよいものがないか、とりあえずポケットを探る。小銭ぐらいしか入っていない。このまま入れっぱなしにするとまた侍女長にお小言をもらってしまうので、後で出しておかなければ。


ジャケットの内ポケットに手を入れると、掴み慣れた柄が手に当たった。


「ああ、これはどうでしょう」


ポケットからナイフを取り出してテーブルに載せると、ごとんと重い音が響く。


普段ジャケットの下に隠しているただの護身用だが、切れ味は十分だ。性能は申し分なかろう。


「護身用ですが、猪も捌けますよ」


「きみ、私の話をちゃんと聞いていた？　サバイバルに行くわけじゃないんだよ」


殿下がため息をつく。


「もうすぐ死ぬ自分」を演出されるのも腹立たしいが、かといってこうして嫌味いっぱい元気いっぱいに馬鹿にされるのも、それはそれで腹が立つ。


他に何かないかとぐるりと部屋を見渡すが、この部屋、改めて見るとびっくりするほど物がないな。


殿下から押しつけられた品々を除けば、殺風景ですらある。そもそもあまり物欲がないのだ。


筋トレ用の器材は訓練場に置いてあるし、読書は屋敷の書庫に行っているのでここはほとんど着替えるための部屋と化している。手頃な私物が全く置いていないのである。


「ああ、ではあちらのクマの編みぐるみを……」


「…………」


「冗談です、殿下」


「きみは本当に無神経だな」


半分冗談だったのだが、機嫌を損ねたようだ。王太子心は乙女心よりも難しい。


クローゼットにポケットチーフくらいならあるような気もするが……侍女に頼んで探さないと見つからないようなものを渡したら、ますます機嫌を損ねそうな気がする。いくら無神経と名高い私でもそのくらいのことは分かる。


私が気に入って使っていたものの方が良いのだろう。そして出来たら健康的なものが良いはずだ。


「……あ」


ちょうどよいものの存在を思い出した。


殿下に断りを入れて、寝室のベッドサイドからそれを持って来る。


「これなどいかがでしょう」


「これは？」


「くるみを割る機械です」


「くるみを」


一緒に持ってきた殻付きのくるみを、金属製のやっとこ型の道具に挟んで見せる。


持ち手をぐっと握り込むと、ぱきんと音を立てて殻が割れた。


「こうやって」


「……どうして、寝室にそれが？」


「握力を鍛えるために、一時期暇さえあればこれを握っていたのです。ナッツは健康にも良いので」


「今は、使っていないの？」


「気に入っていたのですが、最近は……」


殻付きのくるみを手に取る。親指と人差し指、中指で掴み、ナックルボールの要領で力を入れる。


ばき、と音がして、殻が砕けた。


「こうして割れるようになりましたので、使わなくなりました」


「…………」


「殿下も長旅で身体が鈍るでしょう。馬車の中でもベッドの上でも、手軽に握力が鍛えられますよ」


殿下はしばらくくるみ割り器を見つめていたが、呆れたような目を私に向けてきた。


「きみ、まともな贈り物をしたことがないの？」


「ええ、そうですが」


頷き返すと、一旦やれやれという様子でため息をついた殿下が、がばりと顔を上げた。


「したことがないのか？　本当に？」


「嘘をついて何になります」


「友人に誕生日の贈り物をしたり」


「家族には致しますが……残念ながらそのような友人はおりませんので」


「愚弟は」


「ああ、それはいつも母が適当に選んで」


しまった。失言だ。


「……失礼。忘れてください」


「気にしなくていい。あいつもきみへの贈り物は他の者に適当に選ばせていたよ」


「そうでしょうね」


「本当に、きみとロベルトは仲が良くないんだね」


「……師弟としては仲良くやっておりますよ」


身バレしたので今後どうなるかは不明だが、ダンスパーティーでの態度を見るに、師弟としての関係には変わりがなさそうだ。


センスがない奴扱いされたことが少々悔しく、他に何かなかったかとうんうん唸っていたが、殿下はやがてふっと口許を綻ほころばせた。


「いや、いいよ。これでいい」


「そうですか？」


「うん」


よく分からないが、その顔はどうやら満足そうに見えたので納得することにした。


くるみ割り器を物珍しそうにくるくる手元で回していた殿下は、ふと顔を上げて私に問いかける。


「きみ、友達がいないと言ったけれど。こうして部屋に上げるのも、私が初めて？」


友達がいないとは言っていない。贈り物をし合うような友達がいないだけだ。


「まぁ、家族以外ではそうですね」


しぶしぶ答えたものの、この言い方だと私と殿下がまるで仲が良い友達同士であるように聞こえてしまって、非常に不本意だ。王太子殿下と家族の次に仲が良いだなんて、まるでロベルトと家族ぐるみの付き合いをしているようで外聞が悪いじゃないか。


……いや、世間的には良いのかもしれないが。


「申し添えますが、それは差し上げるのではなくお貸しするのです。用事が済んだらお返しください。無くしたことが知れたら料理長に怒られてしまいますので」


「許可なしで持ち出したものを人に貸し与える気なのか……」


信じられないものを見るような目で言われた。


そう言われると確かに私が非常識なようだが、実際はそう使われていないようなので怒られないだろうと見込んでのことである。いざとなったら私がくるみ割り器になる覚悟はある。


「……そうだね。ちゃんと、帰ってくるよ」


殿下は頷いた。


「素敵なものをもらったからね。お返しに……」


ごとりと、私のナイフが持ち上げられる。


あっと思った時にはもう遅かった。


というか刃物を持った相手に、反射的に己の身を守るための回避行動を取ろうとしてしまったために、対応が遅れた。どんな時でも我が身が可愛いので。


殿下はナイフで、己の髪をざっくり切り落としていた。


きらきらと、銀糸のかけらが宙を舞う。


「な、何をしているんですか！」


思わずナイフをひったくった。華奢な細腕に似合わない無骨なナイフを、彼は簡単に私に返す。


「これを私だと思って」


にこりと微笑みながら、銀糸の束を差し出される。


紐で束ねられていたところを切ったからか、もともと艶々でまとまりのある髪だからか、散髪用ではないナイフで切り落とされたにもかかわらず綺麗にひと束にまとまっている。


生産過程を知らなければ、ただの美しい絹糸のようだ。


突拍子もない行動に、私は恐怖を感じる。


なに、なになになに。怖い怖い怖い。


急に髪の毛渡すって何？　怖っ。


ひとしきり怯えたところで、教官仲間から聞いたことのある、騎士の逸話を思い出した。


騎士は帰れないかもしれない戦に赴く時、先に形見を残しておくという意味で──これからの戦にそのくらいの覚悟で臨むという意思表示として──己の髪を家族に託すことがあるのだと。


つまりこれは形見である。形見の先渡しである。


いや、重い。カーテンの時から薄々思っていた。この人、重い。


そして死亡フラグを立てるな。


お前にはそのフラグは立たないのだ。何故なら乙女ゲームは、まだ始まってすらいないのだから。


「願掛けに伸ばしていたのだけど……きみからもらったお守りがあれば十分そうだからね」


殿下はやけにすっきりとした表情だが、今度はこちらがどんよりしてしまった。


机の上に置かれた髪の束を眺める。


どうにかして持って帰ってもらえないものだろうか。侍女長にどう事情を説明したものかと考えると頭が痛くなる。


「またね、リジー。帰ってきたら、今度はきみにドレスを贈ろう」


「結構です」


「ふふ、遠慮はいらないよ。ベッドの上はきっと退屈だからね。ドレスの一着や二着すぐに仕上がる」


「手作りはなおさら結構です」


殿下はにっこり微笑むと、私の頑なな拒絶を黙殺して去っていった。






念願の婚約破棄


王太子殿下が西の国に旅立って、数週間。


表向きは留学ということになっているが、時期があまりに中途半端だったため、様々な憶測が貴族の間を飛び交った。


だが、私の方はそれどころではなかった。期末試験の勉強をせねばならなかったからである。


ダンスはいい。いざとなればどちら側でもそれなりに踊れる。護身術も免除されているので満点扱いだ。マナーや礼儀作法も実技は問題ない。


問題はいわゆるお勉強系の試験だった。下手をすると落第、留年である。


留年するとどうなるかというと、主人公ヒロインと同じ学年になれないのだ。今から後輩キャラへシフトするのは無理がある。同い年の後輩キャラとか業が深すぎる。何としてでも進級せねばならない。


アイザックに頼んで何度も付きっきりで勉強会をしてもらったし、仕事帰りで疲れたお兄様に縋りついて過去の試験問題を教えてもらった。入学試験を控えたクリストファーも一緒になって勉強してくれた。


しかし、人間には向き不向きというものがある。限界もある。


これは、バレずにカンニングする練習をした方が成果が上がるのではないか、と知識を詰め込みすぎて朦朧もうろうとした頭で考えたりもした。それはお兄様に怒られるのでは、いや、結局は結果がすべてだ、しかし万が一バレたときのリスクが、それを言うなら留年のリスクは。


ぐるぐる考えて、考えて、私は考えることを放棄した。


向き不向きの話で言えば、悩むのは私には向いていないのである。


とりあえず本番の試験問題を見てみないことには、何も分からない。もしかしたら過去問と同じような問題ばかりかもしれないし、アイザックゼミでやったところばかり出題されるかもしれない。


カレーの作り方を書いたら点数がもらえるかもしれないし、最終問題の出題まで残っていたら無条件で進級させてもらえるかもしれない。


いざこれは危ないぞとなったときは、カンニングを検討しよう。


幸い隣の席はアイザックだし、カンニングペーパーに困ることはない。


そうと決まれば、根を詰めすぎても勉強の効率は悪くなるばかりだ。


久しぶりにしっかり体を動かそうと訓練場に行ってみれば、いつもいるはずのロベルトの姿が見えないことに気が付いた。学園に入学してから訓練場に来なくなる者もいたが、彼はほとんど毎日のようにここに入り浸っていたはずだ。


さては、あいつも試験勉強に追われているクチだな。


一通りメニューをこなしてから教官たちに世間話として聞いてみると、皆一様に顔を見合わせた。


「いや。ロベルトの奴、最近どうも様子がおかしくてな」


「様子がおかしいのはいつもじゃないですか？」


「言ってやるなよ……」


私の言葉に、教官たちは苦笑いする。


いつも様子がおかしいのは誰も否定しなかった。


「今日も一応来るには来たんだが……上の空っつーか、ぼーっとしてて。危なっかしくて見てらんねえから帰らせたんだよ」


「やっぱ、あれじゃねえか。兄貴がいなくなっちまって、張り合いがなくなった、とか」


「王太子殿下、西の国で嫁探しって言われてるけどよ」


ここでも王太子殿下の話が出てきた。すっかり時の人である。


なるほど、今のところ殿下に婚約者はいない。国内にも有力候補と言われているご令嬢はいるが、他国との関係強化を図るのであれば、どこかの国の王族から嫁をもらうのが定石だろう。


「噂じゃ王太子殿下が他国に婿入りして、ロベルトが王位を継ぐんじゃないか、とかそんな話まで出てたぞ」


「そうか。ロベルトも一応、王子だもんな」


「一応、公爵令嬢と婚約してるもんなぁ」


教官たちの視線が私に向く。


「一応」が「婚約してる」ではなく「公爵令嬢」にかかっているとしたら、ちょっと話し合いが必要かもしれない。肉体言語で。


グリード教官が代表して、私に聞いた。


「……お前ら、本当に結婚すんのか？」


「……すると思います？」


聞き返してみると、三人とも黙ってしまった。


三人でしばらく視線だけを交わした挙句、謎のフォローを入れてきた。


「ロベルト、素直でいい奴だぞ。馬鹿だけど」


「強いし、見た目だって悪くないだろ。チョロいけど」


「浮気とかしないと思うぞ。アホだけど」


「……ノーコメントで」


そういえば、私が王太子殿下経由でお願いした、ロベルトとの婚約破棄はどうなっているのだろう。そろそろ陛下にも伝わっただろうか。殿下が帰ってきたら、聞いてみなければならないな。


訓練場での息抜きを終えた私は、さっさと勉強に戻るべく更衣室へと向かった。






期末試験の結果が廊下に貼り出された。


私は真っ先に自分の位置を確認する。


試験中「アイザックゼミでやったところだ！」の連発だったので、自信はあった。少なくとも落第を免れたのは間違いない。


自分の名前を見つける。中の上という絶妙な好位置である。実技系は満点に近いので、普段その他が出来なくても下の上くらいにはいたのだが、このぐらいの順位が取れるのは非常に都合が良かった。


これから貴族社会のことを何も知らない主人公を導くのだから、ある程度の知識はあった方がいい。かといってガリ勉秀才キャラはアイザックと被るし、それこそ向いていない。


気さくなナンパキャラで行こうと決めたので、目指すのは「チャラついてるのに馬鹿じゃない」とギャップを感じてもらえる程度のラインなのだ。


その意味で言えば、この成績は狙っていた位置そのものだ。あと、お父様にも怒られない。


満足して踵を返すと、すぐ隣に立っていたアイザックに気がついた。いつも一位なのだから、わざわざ人混みに揉まれて確認に来なくてもよいと思うのだが。


「うそだ……」


しかし、小さく聞こえた言葉と、横目にちらりと見えた彼の表情があまりに予想と違ったため、思わず声をかける。


「アイザック？」


「僕が……負けた？」


彼の呟きに、ちらりとも確認していなかった上位の成績優秀者に目を向ける。


二位に、アイザックの名前があった。


……二位？　アイザックが？


では、誰が？


視線を上げて、一位を確認する。


「ロベルト・ディアグランツ……？」


一瞬脳に意味が入ってこなかった。


えっと？　ロベルト……ロベルトって、確か、固有名詞だっけ？　人の名前だったような？


……はああああああああ！！！！？？？？


心の中で絶叫しながら、実際に叫ばなかった自分を褒めてやりたい。


これぞ長年にわたる淑女教育の成果。ありがとう公爵家。アルカイックスマイルは少々引き攣ったが、余裕たっぷりのナンパな騎士様像を崩さずに済んだ……と思いたい。


五度見しても、結果は変わらなかった。


この学園生活一年目を締めくくる期末試験で、一位を取ったのは。


どうやら我が婚約者、チョロベルトらしかった。






アイザックの落ち込みようは、普段のクール系眼鏡キャラからは想像できないほどのものだった。


眼鏡をかけていることからも分かるとおり、アイザックは秀才キャラである。


試験は常に一位だし、学園を首席で卒業した後は宰相として国営に携わる。


だがゲームの中でも、そんな彼が試験で一位を取れないという天変地異のようなイベントがある。


そのとき一位を取るのは、主人公だ。


勉強パラメータをほぼカンスト状態にしないと見られないイベントで、プレイ一周目で見ることは事実上ほぼ不可能な、隠しイベント的要素の強いものだ。


二周目以降のプレイであっても、高価なアイテムを使い、好感度上げそっちのけですべての自由時間を勉強につぎ込んだ挙句、確率で発生する「大成功」によるパラメータの二倍上昇がなければ達成できないような数値である。


分かるだろうか。本来主人公しか成しえないそれを、ロベルトが達成してしまったことの異常性が。


あいつはいったいどうしてしまったのだ。


普段は私とどっこいどっこいか、私より少し下くらいの成績だったではないか。


俺様キャラはどうした。いや、それはもはや諦めたかもしれないが、では脳筋キャラはどうした。今から秀才キャラに舵かじ取りをするのは、さすがに無謀が過ぎるのではないか。


そこでふと、先日訓練場で聞いたロベルトの話を思い出す。


様子がおかしかったとか、ぼーっとしていた、とかいうものである。


そして理屈と真偽は知らないが、前世では「酔うと強くなる」という拳法があることを、私は知っていた。


もしかして……もしかして、だが。


……あいつ、ぼんやりしている方が有能なんじゃないか？


無駄に元気な脳筋ロベルトとゲームの中のオラオラ俺様系ロベルトしか知らないので、ぼーっとしている有能なロベルトのイメージがまったくもって湧かないが……国のためを思うと、このままの方が良いのかもしれない。


あんな奴でも一応第二王子だ。国の政治に関わらずに一生を過ごすことなど不可能だろう。


であれば、下で働く貴族としては、そりゃあ有能な上司の方が良いに決まっているのである。身近なところでぼんやりどんよりされたらイライラするだろうが、無能よりはマシだ。


……待てよ？


王太子殿下とロベルトは一歳しか違わないし、ロベルトの母のほうが身分が高い。


今まではあまりに向き不向きがはっきりしていたために、俎上そじょうに載せられることすらなかったが……もし、ロベルトが次期王として有用であると判断するものが出てしまったら。


彼を担ぎ上げて、王にしようと目論む貴族が出てしまったら。


それは、王位継承権争いというやつが、勃発してしまうのではなかろうか。


それはあまりにも、ぞっとしない話だ。






ともあれ、まずはアイザックである。


教室に戻ってからというもの、彼は今にも首を括るんじゃないかというような顔で俯いていた。元の顔の作りが良いからか、悲愴感漂うその表情には妙な色気がある。


気持ちは分かる。何せあのチョロベルトに負けたのだ。私だったら発狂する。


だが、このまま落ち込んでいられては困るのである。


無用の争いを避けるためには、ロベルトを元のがっかり第二王子に戻さないといけない。そのためには、次の試験ではきちんとアイザックに勝ってもらわなくてはならないのだ。


それにアイザックがこのまま調子が戻らず、かつ主人公が遮二無二しゃにむに勉強を頑張ってしまったら、アイザックは次の試験で主人公に負けてしまうかもしれない。


そうすると、強制的にアイザックのイベントが発生してしまう。条件が厳しいだけあって、好感度の上昇率も大きいイベントだ。起きることが分かっていても、さすがにこのイベントは横取りのしようがない。


主人公がアイザックルートに進んでしまっては、主人公に攻略してもらうという私の計画は水の泡だ。


国のためにも、私のためにも、さくっと元気になって、ガリガリ勉強をしてもらわねば。


放課後、帰ろうとするアイザックを捕まえて、よく二人でダンスの練習をする校舎裏まで引っ張って行った。壁を背に、二人で並んで地べたに座る。


「アイザック。いい加減、辛気臭い顔をやめろよ」


わざと軽い調子で言ってみたが、アイザックの表情は晴れない。


彼は俯いて首を振り、いつもより一段低い声で答える。その声は、わずかに震えているようだった。


「……負けたんだぞ、僕は。よりにもよって、あの、ロベルト殿下に」


おお、ロベルトよ。「よりにもよって」呼ばわりされているぞ。


学園での普段の様子は知らないが、少なくとも私にエスコートを申し込みに来てぶっ倒れたところは、アイザックを含むクラス全員が目撃している。周りにどのようながっかり第二王子扱いされているのかは、推して知るべし、である。


「アイザック。君は今まで一度も負けたことがなかったのか？」


「……いや」


「違うだろう？　ずっと兄さんたちに負けて、勝てなくて、悔しくて、それでもやってきたんじゃないのか？　その結果、一位を勝ち取ってきたんじゃないのか？」


脳みそをフル稼働させて、言葉を探す。


私も人望の公爵家の一員だ。お兄様だったら、何と声をかけるか。それを考えれば、友達が言ってほしい言葉ぐらい思いつく。普段は面倒だから、やらないだけだ。


「だったらもう一度、勝ち取ればいいだけだろう。今までと何も変わらない。ずっとやってきたことだ、アイザック」


「……バートン」


アイザックが、私を見上げる。眼鏡の奥で、大きく見開かれた赤褐色の瞳が揺れていた。


「私の知っているアイザックは、そういう男だ。蔑まれても、貶おとしめられても、蹴飛ばされても。それでも何度も立ち上がって、自分の土俵で戦うことの出来る強い男だ」


「お前、は」


アイザックが、じっと私の瞳を見つめる。無理やり絞り出したような、うっかり聞き逃してしまいそうなほど小さな掠れ声で、そしてやはり、震えている。


「本当に、覚えていたのか？　僕たちが、初めて会った日のことを」


その問いに、私は思わず首を傾げる。


意外そうな顔をして、妙なことを聞くやつだ。


「覚えているに決まっているだろう、君、私を何だと思っているんだ？」


「だが、あの時の僕は、……公爵家の人間が、気にかけるような人間ではなかった。兄や父と違って、何の才能もない、ただの……」


「関係ないよ」


「わぷ」


ぐしゃぐしゃと、彼の髪をかき混ぜてやった。情けない声を出して、彼は私の手を払いのける。


文句ありげにこちらを睨んでくるアイザックに、いつもの調子が戻ってきたなと笑みが漏れた。


「あの時君と話したおかげで、私は君がどんな奴か知ることが出来た」


「……バートン」


「だからこうして友達になれたんじゃないかと思っているんだよ」


アイザックは、私の顔を何とも言えないような表情で見つめていた。


その鼻先に、私は人差し指を突きつける。


「だいたい、君は自分に才能がないとか言うけれど。十分に恵まれた物を持っているじゃないか」


「……何？」


「君には努力出来るという才能がある」


「努力なんて、誰にでも出来る」


「誰でも出来ることじゃない。みんなが君みたいに努力が出来たら、世の中には天才しかいなくなってしまうぞ」


茶化して笑うと、またアイザックの眉間の皺が深くなった。肩を竦めて、その視線を躱す。


「普通の奴はね、アイザック。苦手なことを頑張り続けられないんだよ。得意なことでも、壁にぶち当たってそこから頑張れなくなってしまう人間がたくさんいる」


そもそも論、努力を目的達成の第一手段だと考える人間もごく一部だろう。


いかに頑張らずに済ませるかを考える人間の方がよほど多い。誰だって労せず成果を得られるなら、その方がいいはずだ。


頑張らないと死ぬとか、行かず後家扱いで一生肩身の狭い思いをするとかでなければ、尚更だ。


「君は違うだろう？　努力という才能で、壁を乗り越えてきた。壁にぶち当たっても諦めずに頑張り続けて、壁を破ってここまできたんだ。散々ダンスや剣術の練習に付き合ってやった私が言うんだから、間違いない。君が持って生まれた才能は、君が今日まで磨いて養ってきた力は、そういうものだ」


アイザックが、自分の手を見つめる。利き手にペンだこが出来ている。剣術の稽古のせいだろうか、手のひらの皮は豆が潰れて、硬くなっていた。


「一度や二度負けたからって、崩れてしまうような生半可なもので、アイザック・ギルフォードは出来ていない」


「……僕は……」


「私の友達は、そういう奴だよ」


アイザックと目が合った。


何だろう、いかにもＴＨＥ友情、ＴＨＥ青春という感じじゃないか。何となく気恥ずかしくなって、目を逸らす。


「はは、柄にもなく真面目なことを話したら疲れた」


他人を元気づけるというのは、難しい。頭を使ったので非常に疲れた。お兄様のことを心から尊敬する。これなら脅すほうがよっぽど楽である。


「立ち直ったか？」


立ち上がって、彼に手を差し出す。


「……ああ」


彼は頷いて、私の手を取った。


◇　◇　◇


学園帰りに訓練場に行くと、ちょうどロベルトが追い返されたところだった。


その顔を見て、教官たちの言っていた意味を理解する。


若草色の瞳には生気がなく、どこを見ているか分からない、焦点の合わない目をしていた。


表情も暗いというより無表情で、少しやつれているようにすら見える。


何より私を視界に入れているはずなのに、挨拶もしてこなければ、尊敬のキラキラも飛ばしてこない。確かにこの状態では危なっかしくて、訓練になど参加させられないだろう。


「ロベルト」


呼びかけると、彼はわずかに視線を下げ、私を見た。私を見ても挨拶なしとは、良い度胸だ。


十センチのシークレットソール込みでも、もう私の方が身長が低くなってしまった。いや、ほんの、わずか数センチではあるのだが。


私と違って細マッチョをキープする必要のない彼は、この一年で随分バルクアップしていて、目の前に立たれるとそこそこの威圧感がある。


それでも乙女ゲームの攻略キャラだからだろうか、生来の顔の良さからだろうか。ゴリゴリのマッチョというよりは爽やかな宅配のお兄さんかスポーツマンと言った雰囲気である。


もっとも、今の表情からは爽やかさは感じられないが。


言っては何だが、今みたいな顔をしていた方が、普段の元気いっぱいのロベルトよりモテるのではないかと思ってしまった。影のあるイケメンは、どこの世界でも需要がある。


彼に向かって、訓練用の剣を放り投げた。


ちなみに、我が訓練場では訓練用の剣でも木刀でも、真剣を扱うように取り扱えと教えている。鞘に入っているとはいえ、こんな風に投げたりしたら泣くまで筋トレメニュー追加である。良い子は真似をしてはいけない。


彼が剣を受け取ったのを見て、私も自分の剣を構えた。


「試合をしよう」


「……どうして」


「騎士が武を競うのに理由が必要か？」


その言葉に、私はふんと鼻を鳴らして問い返す。


「……いや。必要ないと、貴女から教わった」


彼の瞳に、仄かに光が宿った気がした。


放ったコインが落ちるのを合図に、私とロベルトは立ち合いを始める。


何度か攻撃を受け流して、ふむと一人頷いた。妙な力が抜けていて、とてもいい太刀筋をしている。普段のロベルトよりも動きが良いし、無駄がない。こちらの攻撃への対処も非常に合理的だ。


何となく理解した。試験もこんな調子だったのだろう。


だが。


その剣には、何も乗っていない。


あまりにも軽い、剣だった。


がむしゃらに力押しで剣を振るう彼のほうが、よっぽど強いと断言できる。こんな剣では、何も切れまい。






    
  
  




剣筋を受け流し、一気に距離を詰める。逆手に握った剣の柄を、彼の鳩尾みぞおちに叩き込んだ。


「ぐッ」


動きが止まったロベルトの剣を蹴り飛ばし、一歩後退する。


バランスを崩して膝をついた彼の喉元に、剣の切っ先を突きつけた。


「……もう一本、お願いします」


一瞬の間のあと、ロベルトが立ち上がる。その若草色の瞳には、闘志が漲っていた。


私は口角を上げて不敵に笑い、人差し指で宙を引っかく。


「来いよ、ロベルト。足腰立たなくなるまで戦やってやる」


「はい！」






「強くなったな、ロベルト」


地面に倒れているロベルトに、手を差し伸べてやる。彼は苦笑いしながら、私の手を借りて、ふらつきつつも立ち上がった。


本当に倒れ込むまで相手をしてやった。いい運動になった。


だんだんと剣筋がいつもの彼に戻っていく様子を見ながら打ち合うのは、なかなか興味深かった。鮮やかな緑の瞳が爛々と輝きだして、頬も上気してきた。そしてだんだんと、彼も私も笑っていた。最後の方など、疲れ果てているはずなのに、一撃の重さに剣を受けた腕が痺れた。


単純な力比べだったら、もしかすると私が負ける日もそう遠くないかもしれないな。


まぁ、まだしばらく──具体的には、主人公に攻略してもらうまでは──負けるつもりはないが。


すっかりいつもの調子に戻った彼は、私を見つめてぽつりと呟く。


「でも、隊長には敵いません」


「それはそうだろう。私だって強くなっているんだから」


「……隊長」


ロベルトが、妙に真面目な声で私に呼びかける。


「兄上が、俺に病気のことを話してくれたんです。……隊長は、知っているということも」


彼の言葉に、素直に驚いた。殿下はよく「愚弟が」「愚弟が」と言っていたが、ロベルトから兄の話を聞くことはあまりなかった。


ゲームの中では仲が悪かったし、あまり込み入った話をしない間柄なのかと思っていたのだが。


「俺はずっと兄上の傍にいたのに、気づかなかった……もしもの時は頼むと、兄上は……」


ぎゅっと、ロベルトは拳を握りしめる。


「兄上のことを見ていたつもりで、……俺は何も見ていなかった」


「ロベルト」


私は脇に放ってあった自分の鞄を拾い上げる。中から王太子殿下からの預かり物を取り出した。


「これを。お前の兄さんからの預かり物だ」


「！」


私が手渡したものの正体を知り、ロベルトは目を見開く。


「お前が持っていた方がいいだろう」


「え、いや、ですが」


「殿下はお前に『頼む』といったんだろう？　それなら、お前が持っていた方がいい」


「……そう、なんでしょうか」


躊躇っていたが、ロベルトは最終的には受け取ってくれた。


私は心の中で万歳をする。


やった、ものすごく扱いに困っていたものを手放すことが出来た。これは僥倖である。


家の者に見つかったときの説明が面倒くさすぎて、ハンカチに包んで鞄に放り込んであったのだ。引き取ってもらえて、肩の荷が下りた気分だ。


いや、もはや肩に何か乗っていたのかもしれない。殿下の生霊的なものとかが。


「……隊長」


ロベルトが、また私に呼びかける。


さっきは私の呼びかけを無視したくせに、もう忘れているとみえる。


目の前のことしか見えていないあたり、彼らしいとも言えるのだが。


「俺に出来ることは、何なのでしょう。兄上のために、俺が出来ること……」


「……私に尋ねるということは、お前が一番分かっているんだろう？」


私がそう聞き返すと、ロベルトの瞳が揺れた。


「そんなもん私が知るわけないだろう」ということを聞かれたとき、この切り返しは非常に有効である。まるですべてを理解しているかのような、「分かってますよ」感を演出できる。


実際には何も分かっていなくても、だ。


欠点は、やりすぎると信用を失うということなのだが……ロベルト相手ならば問題あるまい。


まだ迷っている様子のロベルトを前に、私は、大きく息を吸う。


「蛆虫！　いつまでうだうだしているつもりだ!!」


しゃんとロベルトの背筋が伸びた。


「そんな暇があったら鍛錬だ！　クソの役にも立たん悩みなんぞさっさと捨ててこい！」


「サー、イエス、サー！」


「貴様の兄貴はウジウジ悩んでいろと言ったのか!?」


「サー、ノー、サー！」


「そうだろう！　貴様に頼むと言ったのだろうが！」


ロベルトが、はっと目を瞠った。顔をきりりと引き締めて、ロベルトは声を張り上げる。


「サー！　イエス！　サー！」


「兄貴が戻ってきた時にその情けないツラを晒すつもりか!?」


「サー！　ノー！　サー！」


「だったら今すぐ行動しろ！　貴様に出来るのは全力で足掻くことぐらいだろうが!!」


「サー！　イエス！　サー！」


ロベルトの大声に、候補生と教官たちが何事かと集まってきた。


グリード教官が、私にちらりと目を向ける。小さく頷くと、彼は集まってきた候補生たちに「見せもんじゃねぇぞ」と怒鳴って散らしにかかった。


まあ、これだけ大声で叫んでいたら、気になるのも仕方ないとは思うのだが。


当のロベルトはすっきりした表情で、いつものキラキラを私に飛ばしていた。


さっきは見下ろされていると感じたはずなのだが、今はそうは感じない。むしろ見上げられているような気がするから不思議だ。


「隊長。いつか、俺が隊長に勝つことが出来たら、その時は……」


先ほどまで笑顔だったロベルトは、いつの間にか真面目な顔になっていた。


真面目な顔が、何とも似合わない奴だと思う。


「一つ、俺の願いを聞いてもらえませんか」


真剣すぎる彼の表情に、私は噛み殺しきれなかった笑いをふっと漏らしてしまう。


「いいだろう。……クーデター以外で頼むぞ」


「く、クーデター!?　何ですかそれは！」


「はは」


私は笑う。本当にそんな日が来たのなら、願い事のひとつぐらい聞いてやるのはやぶさかではない。


まぁ、聞いてやると言っても、叶えてやるとは言っていないのだが。


私につられて、ロベルトも笑い出した。


ひとしきり二人で笑った後、ロベルトは笑顔のままで、切り出した。


「隊長。……いや、エリザベス・バートン嬢」


彼は、私の名前を呼んだ。


おそらく、ダンスパーティー以来のことだった。


「俺と貴女の婚約解消、正式にお受けします」






何を言っているんだこいつはと思ったが、どうやら本気らしかった。


よく分からないまま、適当に分かったフリをしてその場をやり過ごす。


ロベルトはすっかり元気な、いつものチョロベルトに戻っていた。


帰宅してから、両親に婚約破棄をした──された？──ことを伝えてみれば、父も母も何とも言えない顔で頷いた。


てっきりまた泣かれるかと思っていたので、拍子抜けだ。どうやら知っていたらしい。


それもそうだ、結局のところこの婚約は私とロベルトというより、王家と公爵家のものである。両親が知らないうちに、進められるものではないはずだ。


「お前にとってはつらいことかもしれないが、私はこれでよかったのだと思っているよ」


お父様はそっと私の肩に手を置く。


奇遇なことに、私もよかったと思っているのでまったくつらくはないのだが、どのような顔で聞くのが正解か分からない。


「ここしばらく、陛下に進言していたんだ。うちの娘に王子妃は務まらないと」


初耳だった。


父も私と同じく、穏便な婚約破棄に向けて動いていたらしい。


「ロベルト殿下の意思を尊重しているというお話だったから、斯くなるうえは殿下に直接……と思っていたところだ。殿下が正しい判断をしてくださって、正直安堵している」


「えーと。どうしてでしょう」


「真の忠臣とは、主君が道を誤りそうなとき、その身を挺して止めることの出来る者のことだ」


「はぁ」


「殿下とお前が結婚すれば、確かに我が家にとって利益になるだろう。しかし、王太子殿下が即位されればお子が生まれるまでロベルト殿下が王位継承権一位になる。万が一のときにお前に国母が務まるとは、とてもではないが思えない。国のためを思えば、娘とはいえお前をぜひにとは言えまいよ」


ど正論だった。


だが面と向かって言われると、何とも微妙な気持ちになる。人を忠義を測るリトマス試験紙にしないでほしい。


父は苦渋の決断をしたという表情だが、当の私にとっては婚約破棄はむしろ喜ばしい事態であるので、あまり気に病まないでほしいとも思う。


「お前も、そのままのお前を受け入れてくれる人と一緒になったほうが幸せだろう」


そのままのお前、と言いながら見つめられ、思わず首を傾げる。


現在の私は迫り来る主人公攻略のときのために作り上げたものだ。それが済んでからも、このままでいるかは私にも分からない。


……まぁ、いきなりドレスに左団扇でオーッホッホと高笑いするのかと言われると、それもまた分からないのだが。


お父様の言う「そのままの私」は別に「ありのままの私」というわけではないので、何とも的外れなことを言われているような気がしつつも、私を思っての言葉でもあるというのは伝わった。


我がことながら、よく見捨てずにここまで育ててくれたと思う。さすがは人望の公爵様だ。


「あなたの手綱を握ってくれるようなお相手がいるとよいのですが」


心配そうに呟く母の言葉は、聞かなかったことにした。


かくして、私が目標の一つとしていた念願の婚約破棄は、驚くほど簡単に達成されたのである。


◇　◇　◇


どうしてだろう。


私は頭を抱えていた。


婚約破棄のことは良い。計画通り、いや、思ったよりも平和に解決できてしまって驚いているくらいだ。


こんなに穏便に婚約破棄できたのだから、無理に主人公ヒロインに攻略されなくてもいいのではないかと思ったくらいだが……やはり第二王子の元婚約者という肩書がつくと、それだけで不利になる。


このまま普通の公爵令嬢に戻ったとて、幸せになれる確証もない。


むしろ乙女ゲームの世界の強制力とやらで、元のエリザベス・バートンが辿るはずだった未来に戻される可能性の方が高いだろう。


それならば、やはりここはやり切るしかない。主人公という機構を利用し尽くすしかないのである。


そう決断するのは早かった。


私の頭を悩ませている問題は、出揃った攻略対象たちにあった。


さすが乙女ゲームの攻略対象だけあって美男子ぞろいだ。そこはゲームと変わりがない。ちょっとキャラが変わった者もいるが……最も変わっているのは、彼らの頭髪だ。


何故、攻略対象たちはこぞって髪を切るのだろう。


皆似合っているとは思う。元が良いので、すっきりしていて良い。


しかし、私にとっては深刻な問題があった。


短髪キャラ、私と被っているのである。


そもそも髪を切ったのは攻略対象との差別化を図ったからだというのに、これでは本末転倒である。ロベルトに至っては、私の真似をしただけあってまるかぶりだ。


主人公が転入してくるまであと二カ月もない。


僅かな期間であるが、私は髪を伸ばすことを決意した。


◇　◇　◇


入学式より前に、卒業式がある。


友の会の会長と四天王が卒業するということで、一応私も出席した。


卒業生のご令嬢たちに「最後の思い出を下さいまし」などと請われるままにハグをしたり、お姫様抱っこをしたりとファンサービスに努めた。


制服のボタンを欲しいと言われたので特に何も考えずに渡したのだが、よく考えたら私は来年からもこの制服を着るので愚行であった。また侍女長に怒られる気がする。


友の会のご令嬢からもそれ以外のご令嬢からも、わんさか手紙をもらった。


特に会長の手紙はすさまじく分厚く、手紙というより手記といった様相だった。いやはや、モテる男はつらい。


──いや、嘘である。まったくつらくない。全然つらくなかった。


誰だ、モテる人間にはモテる人間なりの悩みがあるとか言ったやつは。楽しくて仕方がない。何ならもっとモテたいに決まっている。


最近攻略対象たちのごたごたに巻き込まれることが多く、すっかり遠ざかっていた感覚を思い出す。やはり女の子たちにキャーキャー言ってもらえるのは非常に気分が良い。


この手ごたえをキープしたまま、本番に臨みたいものである。


ちなみに、卒業する候補生たちからも握手を求められたり手合わせを求められたりしたのだが、そちらは割愛する。


最大限美観を損ねない表現をするならば……桜によく似た春の花と一緒に、人が舞ったということぐらいだろうか。






季節は春。


主人公の編入が、もう目前に迫っていた。






エピローグ


学園の中庭。


ぼんやり空を眺めていた私の足元に、子猫が駆けてきた。グレー一色で、毛足は短いがつやつやと艶が良い。なんたらブルーとかいう種類の猫がモデルだろうか。さすが国内で最も身分も学力も高い貴族が通う学園。野良猫まで血統書付きらしい。


子猫を抱き上げた。猫は逃げるでもなく、私の腕の中で大人しくしている。


あれ、と思った。動物に親の仇のごとく嫌われる私に抱き上げられて大人しくしている猫など、ついぞ見たことがなかったからだ。


何となく、理解する。これは、夢だ。


夢の中で、夢だと理解している──明晰夢めいせきむというやつだ。


気配がして、ふっと顔を上げる。


子猫が駆けてきたのと同じ方向に立っている、女の子と目が合った。おそらく子猫を追ってここへ来たのだろう。


妙に都合よく吹いた風に、女の子の髪が、スカートが靡く。






    
  
  




再び、理解した。これが──彼女が、このRoyal LOVERSの主人公ヒロインだ。さもなくば、これほど都合のいいタイミングで具合のいい風が吹く理由がない。


夢に見るくらいだ。いまいち自覚はないが──自分でも気づかないうちに、近づく決戦の日にそれなりに緊張しているのかもしれない。


女の子と向き合った。私よりもずいぶんと低い位置に頭がある。「ちゃんと食べてんのか？」と聞かれがちな乙女ゲームのヒロインらしく、華奢な体つきだ。


彼女こそが、私が攻略されるべき相手。そして私が、惚れさせなくてはならない相手。


頭の中で、試合開始のゴングが鳴った気がした。






    
  
  




絶対に、落としてみせる　─エドワード─


近衛の騎士たちから、愚弟の様子がおかしいと聞いたのはいつだったか。


傍目に見ても、見る見る様子が変わっていくのが分かった。


髪型もだが、顔つきが変わっていった。俯きがちだった視線は上がり、背筋も伸びた。堂々と歩く姿を見かけるようになった。


話によると、騎士団候補生の訓練場で出会った教官に心酔しているらしい。


確かに愚弟に変化が表れたのは、西の訓練場に通うようになってからだ。時期としても矛盾はない。ただ信じられないのは、その教官が愚弟の婚約者、エリザベス・バートンであるという話だった。こちらは公爵令嬢が騎士団候補生の教官という時点で、既に矛盾しかない。


だが、こんなつまらないことで王太子に嘘の情報を伝える意味はないはずだ。


ロベルト付きの護衛たちから、愚弟がどれだけ彼女に入れ込んでいるかの情報がこれでもかと伝わってきた。


馬鹿らしい、と思った。


婚約者に惚れこんで人が変わるとは、何とも単純なものである。


ずっと、私のことを恨んでいると思っていた。私と比較ばかりされることで、いつも悩んでいる様子だったからだ。


だが、色恋沙汰で変わる程度の悩みなら、所詮その程度のものだったということだ。


誰も彼も、くだらない。何もかも、つまらない。


◇　◇　◇


件くだんの教官を試しに呼びつけて会ってみれば、拍子抜けするほど普通の男だった。


いや、性別が女だという点においては普通ではなかったが、それを除けばどうということはない。


確かに服装は変わっているかもしれないが、貴族社会には変わり者はたくさんいる。ハイヒールしか履かない男もいるし、幾人も愛人を抱える女もいる。


少し変わっている程度で興味を持つほど、世間知らずではないつもりだ。


貴族らしく挨拶をしたし、頭も下げた。こちらの機嫌を取るための世辞も並べる。


他のつまらない連中と、何も変わらなかった。


私は弟ほど簡単な人間ではない。


もしこちらの呼び出しを蹴りでもすれば、面白いと思ったかも知れないが……とんだ期待外れだ。


「一度話してみたかっただけだ。もういいよ」


そう言ってドアを示せば、笑顔で挨拶をして出ていった。


他の貴族と、何ら変わりない。きっともう、こうして会うこともないだろう。


私は窓の外を眺めて、ため息をついた。


◇　◇　◇






もう会うこともないだろうと思ったのに、私は再度、愚弟の婚約者を呼び出していた。


先日愚弟と話してからというもの、ひどく頭痛がする。


私に対して臆おくさず話してきたのには驚いたし、生き生きした表情も意外だと思った。


だが、問題はそこではない。


今までたいして話したこともなかった弟だ。私が少し思い違いをしていたのも無理からぬことだろう。


まさか、あそこまで馬鹿だったとは。


「私はひとつ勘違いをしているんじゃないかと思ったんだ。いや、まさかとは思うのだけど……私の愚弟は、きみがエリザベス・バートンだと知らないのではないかな？」


「……ええ、まあ。おそらく」


私の前に立った彼女は、あっさりと頷いた。


何ということだ。私は頭を抱える。


面白いのはこの女ではない。我が愚弟の方だったのである。


「きみはそれでいいのか？　自分の婚約者が、自分を認識していないということだぞ」


「私も最初は気づきませんでしたから。今はさすがに承知しておりますが」


淡々と答える彼女に、どんどんと眉間に皺が寄っていくのを感じた。


さすがに第二王子への不満を堂々と言えるわけもないだろうが、似た者同士の可能性もある。


「きみまでそんな調子だから、不仲説が出ているんじゃないか……」


「不仲説」


「でなければ、きみはとっくに王妃教育を叩き込まれているはずだ」


「……どういうことでしょう。私は王妃になる予定はございませんが」


顎に手を当てて、彼女は首を傾げた。本当に知らないのか、知らないふりをしているのか。


一見しただけでは、分からなかった。


「いや、……何でもないよ、忘れてくれ」


「はい、殿下の命とあらば忘れます。忘れました」


私の言葉に、彼女はにっこり笑って答えた。貴族らしい、貼り付けたような笑顔だ。


「これ以上お忙しい殿下のお時間を頂戴することも心苦しいですし、私はこのあたりで」


そしてさっさと礼をすると、部屋を退出していく。


一瞬ぽかんとしてしまったが、すぐに理解する。


これは前回の、「もういいよ」に対する意趣返しだろう。やられたらやり返すタイプらしい。


もしくは……他言無用の話を聞かされそうになったのを察知した？　いや、それはさすがに買いかぶりだろう。


少し悪戯心が首をもたげる。私の頭を悩ませた挙句、意趣返しまでされたのでは、割に合わない。






もう一度呼びつけてみれば、彼女は表面上は笑顔で現れた。


だが少しだけ、面倒くさそうな雰囲気が漏れている。いい気味だ。


「きみは、ロベルトをどう思う？」


「どう、といいますのは？」


私の問いに、質問が返ってきた。目を細めて、推し量るように彼女を見る。


「王に向いていると思うか？」


「……私の口からは、何とも。不敬になってしまいますので」


返ってきたのは、いかにも貴族らしい答えだった。


「……その返答自体が不敬だとは思わないの？」


「ロベルト殿下は王位など狙っておられませんよ。王になるのは貴方様です、殿下」


私の問いを黙殺し、彼女は私に世辞を言う。貼り付けたような笑顔に、反吐が出る。


誰も彼も、皆そうだ。腹の内で何を考えていても、そうして笑う。


そこに真実があるのか、分からなくなるほどに。


「……私は、王にはなれない」


彼女の瞳を見返す。その頭の中を見透かすように、探るように。


「私は、病で先が長くないんだ。医師には持ってあと二、三年だと言われている」


私の言葉に、彼女は驚かなかった。


ああ、やはり。


私は得心する。


やはり皆、知っているのだ。


私の説明を、彼女は聞いているのかいないのか分からない顔で受け流した。嘘でも良いから心配するのが貴族として正しい反応だと思うのだが、それを取り繕うつもりはないようだ。


「先日の試合、結果こそ負けていましたがよい動きでしたよ。とても病に侵されているようには……」


「……きみが信じようと信じまいと、私が病だという事実は変わらない」


「ふむ、それはそうですね」


わざとらしく顎に手を当てて頷く。そしてぱちりと目を開くと、私に向かってにやりと笑った。


「殿下、お忍びで城下に出たことは？」


「……ない」


「ではお連れしましょう」


「は!?」


予想していなかった提案に、思わず咄嗟に反応してしまった。


人前で取り繕うのを忘れたのは、久しぶりのことだった。


彼女はてきぱきと計画の説明をすると、私に候補生の訓練着を押し付けてさっさと帰っていった。


◇　◇　◇


「きみは、どうやって」


「どうやっても、何も」


翌日、当たり前のように窓から入ってきたエリザベス・バートンに、私は数歩後退する。


どういうことだ。ここは王城だ。警備体制は生半可なものではない。


その目をかいくぐって、部外者が王太子の執務室に侵入するなど、あってはならないことである。


「壁を登ってまいりました」


「壁を!?」


「今日び、どこの騎士も壁くらい登れますよ」


彼女は驚く私に、やれやれと呆れたように肩を竦めた。


そう、なのか？　私が知らないだけなのか？　いや、そんなまさか。


「私が今、扉の外の兵を呼んだら貴様の首など簡単に飛ぶんだぞ」


「しかし、律儀に着替えてらっしゃるところを見るに、そのつもりはなさそうだ」


言われて、思わずぐっと押し黙る。


そう、私は彼女の指示通り、候補生の訓練着に着替えていた。


少しだけ、興味があったのは否定しない。病気のせいで、城下に下りたことはほとんどなかった。彼女が何を企んでいるのか気になったのもある。


「では、参りましょう」


「どうやって行くつもりだ？　カーテンとシーツで縄でも作って窓から下りるのか」


「ご冗談を。ここは三階ですよ」


試しに問いかけてみれば、彼女は肩を竦める。


その様子に、私は内心ほっとした。いくらなんでも、王太子にそのような無茶はさせないか。


「たかが三階です。飛び降りるだけで十分ですよ」


笑顔を貼り付けていたはずの顔が強張るのを感じた。


飛び降りる？　何を言っているんだ、こいつは。


「馬鹿を言うな、三階だぞ」


「失礼します」


彼女は私の膝の裏に腕を回すと、軽々と私を抱き上げた。


当然、二人の身体は密着する。視線を上げると、すぐそこに彼女の顔があった。


「な、なん、き、きさまっ」


「舌を噛みますよ」


澄ました顔で私を黙らせた彼女は、有言実行とでも言うようにあっさりと窓から飛び降りた。


咄嗟に目をぎゅっとつぶったが、想像したような衝撃は訪れない。恐る恐る目を開くと、彼女は私を抱いたままで音もなく着地し、もう走り始めていた。


心臓がばくばくと音を立てている。


思わずその横顔を見つめる。すっと通った鼻筋に、涼し気な目元。きりりと結ばれた薄い唇。その顔を見上げていると、何故だか不思議と落ち着かない心地になる。胸が高鳴るし、頬が熱くなる。


いや、これは吊り橋効果だ。


生命の危機に晒されたときのドキドキと、恋愛のドキドキを勘違いする、というやつだ。


そうに違いない。


だから彼女の横顔を見て、こんなにも胸が高鳴るのだ。


こちらに視線を寄越した彼女と目が合った。


ふっと、挑戦的に口元を綻ばせる。その表情に、心臓が一際大きく跳ねた。


「もうお帰りになりますか？　殿下」


「ば、かを、言うな」






黒い馬に乗せられて、後ろに彼女が座る。私の脇から彼女の手が回り、馬の手綱を握った。


近い。非常に距離が近い。


近すぎる。


こんなもの、ドキドキするなという方が無理な話だ。どう考えても男女が逆である。


「細かいことは良いではありませんか。私にエスコートさせてください」


必死で抗議するも、彼女は私に向かってウィンクを投げただけだった。


気障ったらしくて嫌味なはずのその仕草に、不思議と顔が熱くなる。


彼女は道行く先々で女性たちから声を掛けられていた。愛想よく笑って、彼女は返事をする。貴族らしい貼り付けたような笑顔とは違う──楽しそうで、嬉しそうな微笑みだ。


……しかし、声を掛けられすぎではないだろうか。そして、甘い言葉を言いすぎではないだろうか。


「……きみ、騎士ではないのか？」


彼女をじっと見上げて声を掛ける。自分で思ったよりも低い声が出た。まるで、怒っているような声だ。


彼女は私を一瞥すると、曖昧に笑って答える。


「まぁ、騎士団候補生の教官の末席にはおりますね」


「それにしては、ずいぶんと軟派な真似をするんだな」


その言葉に、彼女はきょとんと目を見開いた。見慣れない表情に、また胸がどきりと高鳴る。


何なのだろう。さっきから、おかしい。


軽く頭を振ってから彼女を見上げると、彼女は何故かにやにやと笑っていた。


「何をにやついているんだ？」


私の問いかけに、彼女は「いえ別に」と答えて無理やり顔を真面目なものに戻していた。






彼女は女性だけでなく、街の者に次々と声を掛けられていた。


差し入れだと渡されたスコーンを見遣る。


意識しないようにしていたのに、先ほどのスコーンの受け渡しのときのことを思い出してしまう。


後ろから私を押しつぶすようにしてきた彼女のせいで、期せずして身体が密着した。分厚い騎士の制服越しなので、身体の感触どころか温かさすら伝わってこない接触だったが……それだけのことで私の心臓はやかましく騒ぎ立てる。


何なのだろう、さっきから。


考えながらスコーンを眺めていると、彼女が後ろから身を乗り出して、私の手にあるスコーンにかぶりついた。


唖然として彼女を見上げると、彼女は口の端についたジャムをぺろりと舐め取るところだった。どこか獰猛どうもうさすら感じるその仕草に、ごくりと喉が鳴る。


彼女は私の心中などお構いなしに、何でもないことのように告げた。


「ご馳走様です」


ふっと微笑みながら告げられたその言葉に、また胸がときめいた。


……ときめいた？


私はぶんぶんと頭を振って、脳裏に過ぎったものを振り払う。


その後慌ててスコーンを齧ったは良いものの、慌てたばかりに喉に閊つかえさせてしまった。


街の者が助けてくれて事なきを得、しばらくベンチで休憩することになった。街を行く人は彼女の姿を見つけると、やはり親しげに声を掛けていく。


その様子を見ていて、私は理解した。彼女が私を連れ出した、その真意を。


「そうか。きみは私に、これを伝えたかったのだな」


私の言葉に、彼女は「ようやく気づきましたか」とでも言いたげに頷き返した。


「きみは街の者に愛されている。だから街の者はきみに優しいし、親切にする。身体を気遣いもする」


「ええ、そうですね」


「そしてきみと一緒にいる私にも、同じようにしてくれる」


私は街の者が善意で与えてくれた、スコーンと、紅茶の入っていたカップに視線を落とす。


きっと、城の者もそうなのだ。父を……国王陛下を慕っていて、だからこそ私にも、親切にしてくれている。それに気づくと、不思議と自分の中で蟠っていたものがほどけていく心地がした。


「もちろん打算ゆえのものもあるだろう。だからすべてを正直に受け止めるわけにはいかない。だが、それを頭から疑って……疑心暗鬼になって、すべての優しさを受け入れないことも、また同じくらい愚かな行為だ」


こんなに簡単なことなのに、私は気づかなかった。


こうして彼女が連れ出してくれなかったら、一生気づかなかったかもしれない。


「どうやら私は少し、過敏になりすぎていたようだね」


私の言葉に、彼女は大きく頷いた。






「きしさまー」


彼女の足元に、少女が駆け寄ってきた。


少女は私を見て、首を傾げる。


「そのひと、だあれ？」


彼女はそっと屈んで、少女に耳打ちする。


わざわざ耳打ちするとは、私のことをどのように伝えているのだろうか。


気になって見ていると、少女と目が合った。そして少女はエリザベスに視線を戻して、言う。


「きしさま、うわきはだめよ」


「え」


「レイ、大きくなったら、きしさまとけっこんするんだから！」


その言葉に、私は驚いて何も言えなくなる。


浮気？　少女に浮気と思われるようなことを、言ったのか？　そんなふうに思われるような紹介の仕方をしたのか？


ぐるぐると疑問が頭の中を回る。


「行きますよ」


彼女の声にはっと我に返ってみれば、エリザベスと少女の背中は随分遠くなっていた。






その後、彼女の知り合いらしい少女とその母親と連れ立って、手芸店に向かった。


そこで見つけたものは、非常に興味深かった。精緻なレースで出来たコースターが飾ってあったのだ。聞くと、初心者向けの編み図だという。


私でも、作ることが出来るのだろうか。


そんなことを考えているうちに、気づくと執務室に戻っていた。


そして、手にはずっしりと重い包みを持たされている。


「では、私はこれで」


「ま、待て、エリザベス嬢」


窓枠に足をかける彼女を呼び止める。


私は抱えさせられた包みを見せ、問いかけた。


「これは、何だ。どういうことだ」


「どうも、何も」


彼女が微笑む。


いつもの貴族らしい貼り付けた笑顔ではない。自然にふっと、こぼれたかのような笑顔だった。


「やってみたいのかなと思ったので」


恋に落ちる、音がした。


◇　◇　◇


いや、してどうする！


ごん、と机に額を打ち付ける。


物をもらって恋に落ちるなど、よっぽど簡単な人間ではないか。


しかも相手は愚弟の婚約者である。横恋慕もいいところだ。


執務室で、私は息抜きにと手に取ったレース編みに挑戦していた。


初心者向けと言っていただけあって、説明の書類を見れば私でもどうやって取り組めばよいのかすぐに分かった。


手先は器用な方だ、これも簡単に出来るようになるだろう。しかし編み物を始めた途端、彼女の顔が頭に浮かんでしまったのだ。


ぶつけた額をさすり、顔を上げる。


これは違う。断じて違う。


そう、やさしくされて浮かれているのだ。それだけだ。それを恋と勘違いしているだけだ。


ちょっとやさしくされたくらいで靡いていては、ちょっと好意的に振舞われたくらいで靡いていては、今後国中の女性のことを好きになってしまう。


「……あ」


ふと手元を見ると、編み目が落ちていた。


よく見ると、他にも何箇所か落ちている。完全に集中力が切れていた。


「…………」


黙々と、編み目をほどいていく。レースになりかけていたものが、するすると糸に戻っていく。


やはりこれは、恋などではない。


複雑に絡まった気持ちをほぐして、戻していく。もとの、フラットな状態に。


だって、もしこれが恋だと認めてしまったら。それが彼女に伝わってしまったら。


きっと彼女は、もう来てくれないような、そんな気がしたのだ。


◇　◇　◇


「そうだ、リジー。これ、持っていってくれないかな」


その日は、彼女を買い出しを理由に呼びつけていた。


あれ以来、ボタンを付けてやったジャケットだったり、買い出しだったりを理由に、月に数度彼女と会っている。


一応、弟の婚約者だ。それを弁えて、用事のある時に呼びつけるという体を取っている。


彼女の方から私を訪ねてきてくれたなら、とふとしたときに考えたが、今のところその様子はなさそうだ。


この日は、初めて彼女を愛称で呼んでみた。将来私の補佐役にと出入りしている彼女の兄から聞いた愛称だ。それだけで心臓が破裂するかと思ったが、何とか自然に呼べたと思う。彼女も特に疑問に思わなかったのか、指摘されることはなかった。


ほっとしたような、気づいてほしかったような、微妙な気持ちである。


彼女に編み上げたレースの作品を渡す。最近は趣向を変えて、編みぐるみなどにも挑戦していた。


すぐに飽きるかと思ったが、意外と長続きしている。編んでいると自分の手の中で模様が出来上がっていくのは楽しいし、単純作業の繰り返しは考え事に向いていた。


たいていは、今目の前にいる相手のことを考えているのだが……彼女に貰ったから長続きしているのでは、などと思うのは、何となく癪だった。


「さすがに多すぎではありませんかね」


受け取った包みの中を見て、彼女は怪訝そうに眉を顰める。


きみのことを考えていたら気づかないうちに増えていた……などとは、口が裂けても言うつもりはない。


「形見だとでも思えばいいでしょう。どうせ、余命幾許もないのだから」


私が自嘲気味にそう返せば、彼女はますます眉間に皺を寄せた。


「殿下が信じようと信じまいと、勝手ですけれど。私は殿下が余命幾許もないというお話は、信じないと決めましたので」


はっきり「信じない」と言われて、唖然としてしまった。彼女はやはり私に構わず、当然のことを言うように続ける。


「殿下が私の言うことを信じず、侍医の言うことを信じるのと同じです。私は殿下の言うことを信じず、私の思うことを信じるだけです」


「不敬だね」


「殿下のご長寿を信じることが不敬というなら、どうぞ罰してください」


ふっとこちらを小馬鹿にするように笑う。意地悪なその表情に、またも心を揺さぶられる。


冷たいブルーグレーの瞳を細めて見下ろされると、射抜かれたような心地がした。貼り付けた笑顔ではない表情を見られただけで、また落ち着かなくなってしまう。


「そもそも私はその話を知っているはずのない人間です。どのように罰するおつもりか、見物ですね」


「きみは本当に意地が悪いな」


「悪いのは性格です」


堂々と答えるものだから、最後には笑ってしまった。


もういい。今日は私の負けで、いい。


「飾るにも限界がありますので、私から活用してくれそうな方にお渡ししても構いませんか？」


「……そうだね。それでいいよ」


彼女の問いかけに、一瞬間が空いてしまったが、それなりに取り繕った返事が出来た、と思う。


きみだけに持っていてほしいと、仮に思っていたとして……言えるわけがない。


◇　◇　◇


リジーが学園に入学してから、彼女の噂を聞かない日はなかった。


最近はダンスでギルフォード家の三男を籠絡したと聞いている。


あと、遠巻きに見るご令嬢たちに甘い微笑みで手を振っていることも、知っている。遠目に見たが、ちょっとでれでれしすぎではないだろうか。


私はと言えば、以前と変わらず執務室に呼びつけることに加えて、廊下で彼女を見かけたときに不自然でない範囲で声を掛ける程度である。


「やぁ、リジー」


「……これは殿下。ご機嫌麗しゅう」


そのたびに、私は彼女の愛称を口にする。少しでも周りへの牽制になればいいと思った。私と彼女が親しいと思ってもらえれば良いと思った。


一言二言の会話で、それでも胸が高鳴る。もっと話していたいと思う。


状況がそれを、許さないのだけれど。


その日も少し話して、それで終わりだと、そう思った。


だが、疲れからだろうか。急に立ちくらみがして、その場で膝をつきそうになった。


「おっと」


彼女がさっと歩み出て、私を抱き留めた。


「あ、すまない、少し、立ちくらみが……」


「疲れから来るものかとは思いますが……念のため医務室に行かれた方が良いですね」


立ちくらみが治まってふっと顔を上げると、至近距離に彼女の顔があった。


一瞬何が起きたか分からなくなる。


自分が彼女に抱き締められているのだと理解した瞬間、顔と身体の両方が一気に熱くなった。


「い、いや、私は」


「ご無理をなさいますな」


しどろもどろになっている私の腰に手を回して、彼女は私を抱き上げた。


「なっ、わっ、何をする！」


「医務室までお運びします」


慌てる私を無視して、リジーはずんずん歩いていく。


周囲の視線が痛いほど刺さる。彼女に触れている部分が熱い。きっと耳まで真っ赤になってしまっている。あまりの恥ずかしさに、なんとか小声で抗議するのが精いっぱいだった。


「し、しかし、これは……あまりにも、その。距離が近いよ」


「今さら何をおっしゃるかと思えば」


彼女が私を見下ろして、悪戯っぽくウィンクした。その表情と声は、脳が蕩けるほどに、甘い。


「慣れてらっしゃるでしょう？　こうして私に攫われること」


もうこれ以上ないほど赤くなっているはずの頬に、また熱が集まってきたのを感じる。


何だ、これは。


彼女が私に、皆が見ている前で、あんな表情をするなんて。令嬢たちと話すのをずっと見ていたけれど、彼女のあの蕩とろけるような微笑みを間近で浴びたのは初めてだった。


至近距離で、私だけを見つめてあの顔をされると、勘違いしそうになる。


「あれは、きみが……」


「はい、着きましたよ」


瞬きするほどの時間だったような気もするし、とても長く抱かれていたような気もする。


いつの間にか医務室に到着していて、私は慌てて口をつぐんだ。しかし、中には誰もいなかった。


「おや。先生は留守みたいだな」


「待て、勝手に入っては……」


「大丈夫ですよ。悪いことをするわけでなし」


彼女はしれっとした顔で言うと、私を空いているベッドに寝かせて、布団を掛けた。


さっきの甘い微笑みはすっかり消え去っている。ずっとあの顔で見つめられたら、心臓が持たない。


だが、貴族の子女が異性と、ベッドのあるようなところで二人きりになるのはいただけない。妙な噂になったら、困るのは彼女の方だ。


それとも……噂になっても良いと思っているのだろうか？


「きみ。もしかして、だけれど。私を心配しているの？」


「ええ、当たり前でしょう」


当たり前と言われた。


途端に、嬉しいという気持ちが身体の奥底から湧き出してくる。城では病人扱いされていることに、余命幾許もないと思われていることに苛立っていたのに。


彼女が私にやさしさを向けてくれたことが……自分でも驚くほど、嬉しかった。


うまく振る舞いを取り繕えない私を見てか、彼女が笑みを漏らす。


「……何がおかしい」


「いえ……面白いお方だなと」


面白い？　私が？


……どうやら面白がられていたのは、私の方だったようだ。


だけれど、悪い気はしなかった。面白いと思うのは、興味があるからだと、思うから。


照れ隠しに彼女を睨めば、彼女は咳払いと共に姿勢を正した。


「普段の王太子らしい殿下と、ずいぶん違った顔をされるもので」


「……きみのせいだよ」


彼女を見つめて、呟く。


顔が熱い、鼓動がうるさい。


そう、彼女のせいだ。


私はもう、目を逸らすのを止めにした。これは違うと、言い聞かせるのを諦めた。


だって、彼女のせいでこんなにも、胸が苦しい。


彼女に恋をしたせいで、私はこんなにも。


生きていたくなってしまった。


医務室の入り口から、彼女と保険医の声がする。


「ば、バートンさん。あのね。体調の悪い人に付き添ってくれたのはありがたいのだけど……貴女は女の子なんだから、男の子と二人きりになるというのは……その……」


「心外だな。いくら殿下が可憐でも、病人を襲ったりしませんよ」


襲ってくれてもいいのに、と、そんなつまらないことを考えてしまった。


◇　◇　◇


「大活躍だったみたいだね」


落ち着きなく脚を組み替える。うまく笑えているか、分からない。


リジーが愚弟を庇ったという話を聞いてからというもの、ずっと気が気でなかった。


もちろん、彼女の身を案じていたのもある。大した怪我をしていないと聞いていたし──あまり彼女が負けるところは想像できなかったけれど。


もし私の知らないところで、彼女と愚弟が愛を育んでいたら？　命を賭として、守るほどに？


そうしたら、もう、私の入る隙は無いだろう。それを考えると、落ち着かなかった。


諦められるかは、やはり分からないけれど。


しかし彼女は、あっさりと言う。


「私と弟君との婚約をなかったことにしていただきたいのです。出来るだけ、穏便に」


予想外の言葉に、私はまた脚を組み替えた。


婚約を、なかったことに？　愚弟が気に入らないのでなければ、そんなことを言い出す理由は一つしか思い当たらない。


今度は違った意味で、心が落ち着かなくなる。


「……他に、結婚したい相手でも？」


「いえ、特には。ご覧のとおり、私は王子妃には向きませんので。もっと相応しい方をお探しになるのが国のためかと」


「それは……そうだけれど」


探るように彼女の瞳を見返せば、彼女は観念したように答える。


「……じきに、運命の相手と恋に落ちるような気がしているのです」


まっすぐな瞳で、私を見つめる。冷たい色の瞳が、情熱を湛えて私を射抜いていた。


思わず息を呑む。


いや、そんなことがあるのだろうか。


彼女の言う、運命の相手というものが──私だとでも、言うのだろうか？


いや、これも私の、勘違いだろうか？


だが、そうだと思えば説明がつくことも多い。


ぐるぐると考えた結果、答えは出なかった。


「……父上に掛け合っておこう」


「ありがたき幸せ」


彼女のまっすぐな瞳を見続けられなくなって、目を逸らす。


私の言葉に、彼女はわざとらしく貴族の礼を返した。


◇　◇　◇


「やぁ、リジー」


「これは殿下。事前にお知らせくださればこちらから出向きましたのに」


「いや、いいんだ。私が来たかったのだから」


彼女の家を訪ねた私に、リジーは貴族らしい笑顔を貼り付けてやってきた。最近、あの顔は面倒くさい時の顔なのだと知った。


そしてあの顔を見るたび、もっと違う表情を私に向けてほしいと思ってしまう。


「……ねぇ、きみの部屋はどこ？」


「は？」


「案内してよ」


彼女が言外に「早く帰れ」と言っていたが、気にしないことにする。彼女の瞳を見上げて、続けた。


「お願い。……最後になるかもしれないんだから」


私の言葉に、彼女は怪訝そうに眉を顰めた。






妙に殺風景な部屋を見回す。だが、ちらほらと見覚えのある物が飾られていて、じわりと胸が温かくなった。


「……このドイリー。あの編みぐるみも。……驚いた。ほんとうに飾ってくれているんだね」


「ええ、まぁ、頂き物ですから」


「きみのことだから、すべて他の者にあげてしまったのかと思っていたよ」


私の言葉に、リジーが一瞬目を泳がせた。どうも図星だったらしい。それでもこうして飾ってくれているのだから、悪い気はしないけれど。


カーテンまで使ってくれていることに驚きつつ、私は訪問の目的を──本題を切り出した。


「私の病気のこと、なんだけど」


「はぁ」


他国に治療に行くことを伝えると、彼女はふむと頷いた。


「よかったではないですか。治るのでしょう？」


「うん。……ただ、その治療には危険が伴う。成功して病気が治るか、命を落とすかは半々だと言われた」


「半分もあれば十分でしょう、ゼロではないのですから」


「きみはそう言うだろうなと思ったよ」


あっけらかんと言う彼女に、苦笑する。うん、そう言うだろうと思っていた。


分かっていて、彼女のところに来たのだから。


「どうしてもきみに会ってから行きたかったんだ。私の死を信じていないきみに。私の生を信じているきみに」


彼女を見て、決意する。


私は必ず、帰ってくる。


そして、戻ってきたら……その時は。


きっと、遠慮はしない。


験担ぎに何か持ち物をねだると、彼女はくるみ割り器を持ってきた。最初に持ってきたナイフよりはまだいいが、服飾品を想像していたので、ついじとりと彼女を睨んでしまう。


「きみ、まともな贈り物をしたことがないの？」


「ええ、そうですが」


彼女はまたもあっさり頷き返す。そうだろうな、とため息をついて、はっと顔を上げる。


「したことがないのか？　本当に？」


「嘘をついて何になります」


確かに、それもそうだ。


彼女が自分で考えて選んだ初めての贈り物の相手が、私である。友人でも、愚弟でもなく、私である。


その事実が、私の心を軽くさせた。


ただの銀色の味気ない器具が、不思議と輝いて見えた。


「きみ、友達がいないと言ったけれど。こうして部屋に上げるのも、私が初めて？」


「まぁ、家族以外ではそうですね」


彼女の肯定に、また気持ちが浮かび上がる。


ここに初めて招かれたのが自分であるということが、言いようもないくらいに嬉しい。


彼女が私のことをどう思っているかは分からない。それでも、彼女の行動に私への好意があるのではと考えるのをやめられなかった。もしかしたら、彼女に自覚がないだけ……という可能性もある。


だいたい、本当に気持ちがなかったとして、勘違いさせるようなことをしているのは彼女だ。


彼女の初めての存在として、記憶に残りたいと思った。


彼女の中で、自分の存在が大きなものになればいいと思った。


私のように、彼女が考えるのも、私のことばかりになればいいと、そう思ったら──身体が勝手に動いていた。気づいたときには衝動的に、自分の髪を切り落とした後だった。


きらきらと、銀糸のかけらが宙を舞う。


驚き駆け寄ってくる彼女に、髪の束を差し出す。


そんなに驚いているところを見るのは、初めてかもしれない。その表情にほんの少しだけ、年相応の女の子らしさを垣間見た気がする。


「これを私だと思って」


髪を切ったら、妙にすっきりした。


半分の確率で死ぬと言われて、怖くないはずがない。それでも行こうと踏ん切りがついた。


騎士の作法で、戦いに赴くときに髪を切って預けていく、というものがある。それを真似た。彼女が騎士だったからだ。


形見の代わりとなるそれは、家族か、愛する者へ託すものだという。自分が帰る場所と定めた者に、託すのだという。


私が帰る場所はここだと、私は決めた。


そしてもし、私が帰って来なかったとき──彼女の心に、私の気持ちが少しでも残ったらいいと、そう思った。


私は机の上に髪の束を置き、彼女に向かってにっこり微笑んだ。


「またね、リジー。帰ってきたら、今度はきみにドレスを贈ろう」


◇　◇　◇


治療に行くことを決めたと伝えると、父は大きく頷いた。


その表情に驚きの色はなく、私がそうするだろうことを予想していたのが窺える。


「陛下。……もし、私が帰ってきたら、お願いがあります」


「申してみよ」


「娶めとりたい女性がいるのです」


私の言葉に、父は大げさに眉を上げて見せた。


口許に蓄えた髭を撫でつけ、私を見下ろす。すべてを見透かすような瞳だった。


「人のものを欲しがるのは、尊い行いとは言えないぞ」


「……お言葉ですが」


父に、私は言葉を返す。


「彼女をもの扱いしないでいただけますか。仮にもし、彼女が誰かのものだというのなら……彼女はほかの誰でもない、彼女自身のものです」


「では、その者がお前との結婚を望むのならば、許可しよう」


「ありがとうございます」


目を細めて私を見つめる父に、私は頭を垂れた。


◇　◇　◇


「兄上……」


西の国への出発前、私は愚弟と話をした。


私の病気のこと、治療のこと、国のこと。ずいぶんと長く話した。こんなに長く話すのは、愚弟が生まれてから初めてのことだったかもしれない。


私の病気と、その治療の失敗の可能性を知って、顔を曇らせる愚弟。


その顔を見て、こいつが王座を狙っているなどつくづく馬鹿らしい勘違いをしたものだな、と思った。私の目を欺くなどという、器用なことが出来る男ではないだろう。


分かっていたはずなのに、疑っていた。


あの頃の自分は、本当に疑心暗鬼になっていたのだ。


思わずふっと、呆れたような笑みが漏れた。


「ロベルト。もしも、私が帰って来なかったら……その時は、この国を……リジーを、よろしくね」


「そんな、」


愚弟の若草色の瞳が、動揺に揺れていた。踵を返し、愚弟に背を向ける。


もしも、などと言ったが、私は死ぬつもりは毛頭なかった。


絶対に帰ってくる。


彼女の元へ帰ってきて、そして。


絶対に、落としてみせる。






そしてその恋は、今も　─アイザック─


初めて恋をしたと自覚した事象を「初恋」と呼ぶのだと仮定するならば、僕の初恋は八歳のときだった。


◇　◇　◇


塾で初めて受けた試験。その答案が返ってきたとき、教師は言った。


「ギルフォードくん、クラスの中で一番の点数でしたよ。さすが、宰相様の息子さんね」


僕は得意になってその答案を持ち帰り、父に見せた。父はこちらを一瞥し、こう言った。


「兄さんたちは、満点しか持って帰ってきたことがないぞ」


僕は今まで以上に努力した。努力したらした分だけ、結果が出た。


だが、満点の上は存在しない。どれほど努力をしても、僕は兄さんたちの上には行くことが出来ないのだ。努力をしても、たいして努力をしていない兄さんたちと「同じ」になれるだけだった。


僕が努力して結果を出せば「宰相の息子だから」「ギルフォード家の子だから」と言われ、結果を出せなければ「ギルフォード家の恥」「出来損ない」と言われる。


そこに、僕はいなかった。


アイザック・ギルフォードという個人に対して、正当な評価をする者は、誰一人いなかったのだ。


◇　◇　◇


「やぁ、アイザック」


突然目の前に降ってきた少女が、僕の名前を呼んだ。眼鏡がひしゃげているせいで視界も歪んでいるが、ドレスや髪型で判別はつく。


あれは、今日のパーティーの主役の一人。バートン公爵家の長女にして、第二王子の婚約者、エリザベス・バートン。


彼女がなぜか、僕の名前を呼んだのだ。それも妙に、親しげに。


目の前で少年たちを放り投げたのには驚愕したが、だからといって何だというのだ。僕にとってはそれよりも、彼女が僕の名前を呼んだことの方が、よほど重要なことだった。


「……僕は、助けてくれなんて頼んでいない」


咄嗟に口をついて出た僕の憎まれ口にも、彼女は特に気を悪くした様子もなく、苦笑いをしただけだった。


「強い男だな、君は」


強い？　僕が？


その言葉の意味を理解できず、僕は呆然とバルコニーをよじ登っていく彼女を見送った。


他人の言葉の意味が理解できないことなど、僕にとって初めての出来事だった。


◇　◇　◇


その後。


兄たちが僕を馬鹿にすることも、僕の努力を無駄だと笑うことも、どうでもよくなった。


僕の名前を呼んだ彼女は、僕のことを「強い」と言ったのだ。


それは、僕が生まれて初めて受ける、アイザック・ギルフォード個人に対しての評価だった。僕が腕力で敵わなかった相手を軽々放り投げる彼女の評価なら、僕は受け入れよう。


僕は、強い。


その言葉を意識するだけで、兄や父など眼中になくなってしまうから、不思議だ。


彼女の言葉を何度も思い出した。僕の名前を呼ぶ声を何度も思い出した。困ったように笑うその顔を、何度も思い出した。


やがて僕が彼女に抱いたそれが「恋」という感情に類するものだと気づくのに、そう時間はかからなかった。


エリザベス・バートンに会うことはそれきりなかった。


社交の場に姿を見せないかの令嬢の情報は少なかったが、探せばちらほらとは聞くことが出来た。


それは、彼女が男装をしているらしいだの、騎士団の訓練場に通い始めただの、現役騎士でもかなわない腕前だのという、にわかには信じがたい噂同然の話ばかりだった。彼女のことを知らない者が聞いたなら、そんな馬鹿なと一笑に付すだろう。


しかし、バルコニーから音もなく飛び降り、年上の令息たちをボールのように放り投げた彼女を知っている僕には、妙に現実味のあるものとして受け入れられた。


その頃から、僕は髪を伸ばし始めた。願掛けなどという非科学的な理由ではない。聞こえた彼女に関する噂の一つに、「女性を口説いているらしい」というものがあったからだ。


彼女が男装していることも、騎士まがいのことをしていることも。


幼い日に見かけた彼女が、やたらと勇ましい口調だったことも。


彼女が僕を助けるという、義憤に満ちた行動をした理由も。


彼女が男に……それも騎士のような男になりたがっているからだと思えば、納得がいく。


そして、女性を口説いていたという理由も、だ。彼女の恋愛対象が女性だとすれば、腑に落ちる。


だから僕は髪を伸ばした。


幼い頃は兄さんたちにも「女みたいな顔」とからかわれていた。見た目だけでも、好みに近づけておくのがよいと思っただけのことである。


◇　◇　◇


学園に入学して、僕は彼女の姿を探した。


同じ歳で、公爵家とあれば、僕と同じに王立第一学園に入学しているはずだったからだ。


学園でも男装を続けているのか、それとも女子生徒の服装をしているのかは分からなかったので、行き交う生徒の顔を検分して回った。


だが、それらしい者は見つけられない。


クラスでは、いけすかない男が隣の席になった。女子生徒に騒がれてへらへらと笑っている、軽薄そうな男だ。隣の席に騒がしいやつがいては、勉学に集中できない。迷惑だった。


「よろしく」


妙に馴れ馴れしく挨拶されたが、僕はそれを無視した。


教師の仕切りのもと、自己紹介が始まる。たいていが知った顔で興味もなかったので、聞き流す。順番が来て、隣の男が立ち上がる。


ふと、隣の男がどこの誰かを知らないことに気が付いた。


父や兄に連れられて行った社交の場では、見たことのない顔だった。


彼はよく通る声で朗々と、自己紹介を始める。


「バートン公爵家が長女、エリザベス・バートンだ。最近ついたあだ名は『バートン卿』だけれど、バートンでもエリザベスでも、好きに呼んでくれて構わないよ。一年、どうぞよろしく」


しんと、教室中が静まり返った。その後すぐに、ざわめきが広がる。


だが、僕にはそんなものを気にしている余裕はなかった。


隣の男を見上げる。


「……バートン？」


気づくと、声が漏れていた。


隣の男が、僕の方に目を向ける。視線が交差した。


「エリザベス・バートン？　……お前が？」


彼は──彼女は、にこりと微笑んで頷いた。


◇　◇　◇


僕の受けた衝撃は凄まじかった。


幼い日に出会った記憶の中の彼女と、今の彼女とがあまりにもかけ離れていたからだ。


僕は無自覚に思い込んでいたのだ。男装の令嬢と言えど、結局は女性だと。女性が無理をして男性の服装をしているのだから、見れば分かるはずだと。


目の前にいる彼女は、どこからどう見ても男性だった。


柳眉は左右のバランスがよく、目元は切れ長で鋭い光を放っている。通った鼻筋に、丸みのない形の顔。薄い唇。


身体つきにも特に女性らしさは感じられず、男子用の制服を着ていることにまったく違和感がない。髪はクラスの男子と見比べてもかなり短いほうで、身長などは明らかに僕よりも高い。


その微笑みは女性を惑わす軽薄な男性そのものだ。


しばらく現実を受け止められない日が続いた。しかしひょんなことから彼女とダンスを踊ることになり、気づく。


どうしようもなく、鼓動が高鳴っていることに。


僕の顔を見て微笑む彼女に、恥ずかしいほど顔が熱くなることに。


結局のところ、見目など関係なかったのだ。


僕は僕を「アイザック」と呼んでくれる彼女に、僕を見てくれる彼女に、恋をしたのだから。


彼女は覚えていないだろうが……それほどまでにあの日の出来事は、僕にとって大きなことだった。


◇　◇　◇


そう時間が経たないうちに、僕と彼女は親しくなった。


ダンスの練習に託けて、二人で会って、話をした。剣術も教えてもらうようになった。教室で会えば挨拶をするし、授業で分からないところを教えてやったりもした。


気づけば軽口を叩きあうような仲になっていた。


僕と彼女は、友達だった。


「お前は、このままでいいのか？　バートン」


「？　どういう意味かな？」


「ロベルト殿下との婚約のことだ。本当は断りたいんじゃないか？」


「え」


その日。世間話のように、僕は彼女にそう切り出した。


本当は、ずっと聞きたかったことだ。


「お前は、その。恋愛対象が女性なのだろう？　貴族の結婚は政略の道具とはいえ、さぞ辛いものだろう。もしお前が婚約を解消したいと言うのなら、協力したい。僕は、お前の、と、友達だから」


ちらりと彼女の顔を見ると、きょとんとした顔で僕を見つめていた。


彼女の瞳が、僕を見ている。それだけで、そのほんの一瞬で、鼓動が速くなった。単純なものだ。


「恋愛対象が、女性？　私の？」


「あ、ああ、だから、そのような格好と振る舞いをしているんだろう？」


「あはは！　そうか、確かにそうだな。そう思われてもおかしくないな」


彼女は急に笑い出して、僕の背中を音を立てて叩いた。


いつもの余裕たっぷりの微笑みではなく、本当におかしそうに大笑いしている。見慣れない表情に──僕しか見たことがないかもしれない表情に、また鼓動がうるさくなる。


「な、お前、笑い事では……」


「はは、ごめんごめん」


ひとしきり笑って、彼女は笑いすぎで目元に溜まった涙をぬぐう。


「私は、女性が好きだからこんな格好をしているわけじゃないんだ。ただ……そうだな。近いうち、運命の人と出会うような気がしていて。それにはこの格好をしている方が都合が良いんだ」


「……？　運命、だと？　……非科学的な」


思わず首を捻る僕に、彼女は余裕たっぷりの笑顔に戻って、言う。


「いいだろう？　私が勝手に信じているだけなんだから」


「……彼は……ロベルト殿下はその相手ではないと？」


僕の言葉に、彼女は沈黙で答えた。これ以上ない、肯定だった。


◇　◇　◇


「女性が好きだから男装をしている」という仮説が崩れ、僕が髪を伸ばしている意味はなくなってしまった。


長いと手入れも面倒である。濡れ髪のまま勉強に没頭してしまって、風邪を引くことも少なくない。


だが風邪を引いて学園を休んだ時に彼女が書類を届けに来てくれたものだから、僕は悩み始めてしまう。髪を切ろうという意思が鈍ってしまったのである。


彼女が兄たちに見つかるリスクは勿論あったが、自室に彼女がいるという状況はそれを補っても余りあるほどに魅力的なものであった。


熱に浮かされた頭で一日考えたが、風邪が治って学園に行ってみれば、結論はすぐに出た。


彼女の席で、彼女とにこやかに談笑する二人の女子生徒。制服の襟の色を見るに、三年生だ。


そしてその顔は……僕の兄の、婚約者のものだった。


「どうして……」


思わず問いかければ、彼女は軽く肩を竦めて、答えた。


「君の兄さんたちに、随分と『歓迎』してもらったものだから、お礼をと思ってね」


その言葉に、僕は一瞬で何も考えられなくなってしまう。


兄さんが？


彼女に、何かしたのか？


だから、まっすぐ帰れと言ったのに。


見たところ怪我はない。元気そうだ。


だが、何か嫌な思いをさせられたのかもしれない。


僕の友達だなどと知ったら、兄さんたちが何もしないはずがないのだ。「歓迎」というのは、そういうことだろう。


何故その思考に至ったかは不明だが、彼女は兄たちの婚約者を誑かすという方法での報復を選んだようだった。理解できない、と思いながらも、どこかで少し安堵している自分に気づく。


もしバートン公爵家の人間だと知ったら、兄さんたちの性格ならば彼女を自分の友人にしようとしただろう。僕より優れている自分の方が素晴らしいと、そう売り込んだだろう。


だが彼女の態度を見るに、彼女がそんな兄たちの勧誘を蹴って、僕と友達であることを選択したのは明らかだ。


その事実に、僕はどうしようもなく安心させられたのだ。


「恋愛対象は女ではないと言っていなかったか？」


「うん？　そんなこと言ったかな？」


いつもの軽口を叩いてみれば、彼女ははて、と首を傾げた。思わず勢いよく彼女を振り向く。


「今のところ、恋をしたことがないんだ。自分では分からないけれど……もしかしたら女の子の方が好きなのかもしれない。私が出会う運命の相手も、女の子なのかもしれないしね」


まただ。


また、「運命の相手」とやらが出てきた。


婚約者に対して愛情がないことは分かった。だが、その「運命の相手」とやらを、彼女が待っていることも分かってしまった。


まだ彼女が出会っていないらしい、その運命の相手が、僕でないことも。


だけれど僕は。


アイザック・ギルフォードは、強い。


そんなことで諦めるような、弱い男ではないのだ。


◇　◇　◇


ある日、相変わらず兄たちの婚約者を誑かしながら、彼女は言った。


「君の真似をしているだけだよ」


と。


その瞬間、僕は確信した。彼女は、僕と初めて会った日のことを覚えている。


あの時、「僕は僕なりに、やり返すつもりだった」と言った僕のことを、覚えている。


だから彼女は、兄さんたちの婚約者を籠絡するという、彼女からすればまどろっこしい手段を選んだのだ。


彼女の腕力なら、兄さんたちを窓から放り投げてしまう方が簡単だろう。


だが僕のことを尊重して……僕に、僕なりのやり方で、やり返すチャンスをくれたのだ。


彼女は変わらず、僕を見てくれていた。僕の言葉を聞いてくれていた。


僕には、それが何よりも大切で──それが、すべてだった。


答えは出た。僕は髪を切った。


もう長い髪はいらないことが、分かったからだ。


今僕の気持ちを彼女に伝えることは、何の意味もない。彼女は第二王子の婚約者で、公爵令嬢だ。伯爵家の三男坊で、運命の相手でもない僕には勝ち目がない。


まずは外堀を埋める。どんな奴が相手になっても、彼女と一番親しいのは自分だと言えるだけの、アドバンテージを手に入れるために。


いつか彼女が「運命の相手」とやらと出会っても、それでも僕を選んでもらうために。


選ばせるために。


出来ることは、全部やる。努力し続ける。


天才ではない僕が出来るのは、今も昔も、それだけだ。






初めて恋をしたと自覚した事象を「初恋」と呼ぶのだと仮定するならば、僕の初恋は八歳のときだった。


そしてその恋は、今も続いている。






    
  
  




「もう、バートン様がミスターコンテストに参加なさっていたら、わたくし絶対投票しますのに！」


「わたくしもですわ！」


「ミスターコンテスト？」


「ほら、あちらです」


ある日友の会のご令嬢たちと談笑していると、聞きなれない単語が耳に引っかかった。


ご令嬢の一人が教室の後ろの掲示板を示す。「王立第一学園ミスターコンテスト」と書かれたポスターが貼られていた。


「今年はロベルト殿と王太子殿下との兄弟対決で盛り上がっていますのよ！」


興奮気味にきゃあきゃあと話すご令嬢たち。


ゲームの記憶を辿るが、言われてみればそんなイベントもあったなぁ、という程度だ。


何故かというと、ミスターコンのイベントは「友情エンド」でしか見られないからだ。


この友情エンドというのは乙女ゲームにおいてはほとんどバッドエンドの扱いである。大半のプレイヤーは大恋愛エンドを目指してプレイをするわけで、友情エンドはコンプリートのために見る程度、という場合が多い。


かくいう私もミスターコンのイベントは各攻略対象のものを一回ずつ見た程度だ。記憶がだいぶ曖昧になっている。


ちなみに大恋愛エンドや恋愛エンドでは、ミスターコンのイベントはざっくりすべてカットされる。メタ視点で話をするなら、そんなイベントをやっている暇がないのである。


このコンテストは、自薦他薦を問わずノミネートされた学園を代表するイケメン男子生徒に対して、前半と後半の期間に分け、それぞれ投票を行う。期間を通算して得票数が一番多かった者がグランプリに輝くというルールだ。


昨年のグランプリは、わざわざ言うまでもなく王太子殿下である。その時点では他の攻略対象は誰も入学していないのだから、当たり前と言えば当たり前だ。ミスターコンテストのグランプリなどという栄誉に、攻略対象たる殿下を差し置いてモブキャラが輝くはずがないのである。


ゲームでは、そのときにルートに入っているキャラクターがグランプリに輝く。スチルもなければ好感度上昇もない。二、三ページ分のテキストとボイスだけのちょっとしたサブイベントだ。


ふむ。


主人公ヒロインの転入は来年の春。それまでに、私は攻略対象に並び立つほどのノーブルでファビュラスなイケメンになっている必要がある。


だとすれば、このミスターコンテストという場は、一つの指標となりうるのではないだろうか。






アイザックにダンスの稽古をつけてやった後、息を切らして地べたに座り込んだ彼に、私もしゃがんでにじり寄る。


「なぁアイザック。私たち友達だよな？」


「……あぁ」


突然距離を詰めた私を、怪訝そうな目で見るアイザック。


彼の手を取り、ぎゅっと握った。真剣な顔を作って彼を見つめると、彼が眼鏡の奥で瞳を丸くして瞬きをする。


「君にしか頼めないことがあるんだ」






「バートン様！　ミスターコンテストに参加なさるというのは本当ですの!?」


「いや、友達が勝手に申し込んでしまったみたいで。参ったよ」


次の日、さっそくご令嬢に取り囲まれた。私は困ったように苦笑いしてみせる。


そう。「友達が勝手に申し込んじゃって」作戦である。


イケメンはたいてい雑誌のコンテストやらアイドルのオーディションに「友達または家族が勝手に応募してしまう」ことからキャリアが始まると相場が決まっているのだ。


自分でガツガツいくつもりはないけれど、ノミネートされたからには頑張りますよ、という姿勢が「ちょうどいい」のである。


アイザックはうまいこと私を推薦してくれたようだ。


さすがはアイザック。持つべきものは友達だな！


「まぁ！　そうなのですね！　わたくし応援いたしますわ！」


「私も！」


「皆が応援してくれるなら……期待に応えられるよう頑張るよ」


目を輝かせるご令嬢たちに向けて、私は微笑んだ。


隣の席のアイザックが白けた顔をしていたが、この際無視である。


このコンテストでもしグランプリの座を獲得できたなら……私は間違いなく、攻略対象足りうるだけの実力を身に付けたと言えるだろう。


最終結果の発表は、冬。主人公が転入してくるまでの腕試しにはちょうどいい。


さぁ、舞台は整った。イケメン攻略対象どもとの直接対決に向け、腕試しといこうじゃないか。


◇　◇　◇


「ああ、そうだ。リジー」


すっかり見慣れた王太子殿下の執務室。


だんだん恒例となってしまったお遣いの品を届けて退出しようとした私を、殿下が呼び止めた。


「負けてあげようか？　ミスターコンテスト」


「え？」


「きみ、勝ちたいんでしょう？　私は他のご令嬢たちにどう思われるかにはさして興味がないから。私が棄権したら、きみが優勝できるんじゃないかな？」


にこりと微笑む王太子殿下。


勝ちたがっていることがどこから漏れたのか、と思ったが、おおよそ友の会のご令嬢たちが私を勝たせようとしているのをどこかで聞いて曲解したのだろう。


確かに勝ちたい。


だがそれは、譲ってもらった勝利では意味がなかった。


何故なら最終目標はあくまで主人公。この王太子殿下が主人公まで譲ってくれるとは、とてもではないが思えない。


あと、自分が一位になることを疑いもしないその余裕の態度が気に食わない。


「それには及びません」


私も負けじと笑顔を貼り付けて、応じる。


「確かに応援してくれる皆の期待には応えたいと思っていますが……それは私自身の力で勝ち取ったものでなくては、意味がありませんから」


彼を見下ろして、にやりと口角を上げる。「勝ち取る」ことが当たり前のような私の言葉に、殿下は何も言わなかった。


◇　◇　◇


ミスターコンテストの前半の投票期間が終わり、中間発表が行われた。


各クラスの掲示板に貼り出された紙を眺める。


王太子殿下、ロベルト、アイザック。そして私──と、数人の賑やかしのモブ──がノミネートされていた。いや、私もモブなのだが。


中間発表一位は王太子殿下だ。概ね予想通りの結果である。


大して宣伝も広報活動もしていないアイザックの票が伸びていないのは納得できる。見目はいいが愛想が悪いしな。本人はノミネートされていることすら不満なようだ。


ロベルトと私がどっこいどっこいの結果であるのも、まぁいいだろう。何せ向こうはがっかりとはいえ第二王子、ネームバリューがある。


だが、王太子殿下の票が多すぎる。


私とロベルトの票を足して、やっと殿下の票と同じになるくらい……つまりはダブルスコアほどの差がある。


確かに殿下は攻略対象だけあって群を抜いて美しい顔面をしているし、ロベルトやアイザックと違って人当たりもいい。この国でいちばんノーブルでファビュラスなご身分だし、前回グランプリというアドバンテージもある。


だがそれにしたって、これほどの差がつくとは思っていなかった。私だけでなく、他の二人ともこれほど大差であるとは。


対策を練らなくてはならない。だが、これだけの差がつく要因に、私は心当たりがない。


顔がいいから？　身分が高いから？　私よりノーブルでファビュラスだから？


そこまで考えて、ふと一瞬、弱気が思考を掠めた。


──あれ？


これは、勝てないのではないだろうか？


◇　◇　◇


自室で寛いでいたところ、どこか浮ついた様子の侍女長に「お友達がお見えです」と言われてサロンに向かってみれば、アイザックが待っていた。


出されたお茶に手もつけず、堅苦しい様子でソファに浅く腰掛けている。


ぱたんとドアが閉まって、侍女長が退出していった。


「バートン」


いつもより一段と眉間の皺が深いアイザック。


「お前の家の者に、何故か不思議なものを見るような視線を向けられるんだが」


彼の言葉に、狐につままれたような顔をしていた侍女長を思い出す。おそらく皆こんな顔だったんだろうと思い至った。


「うちの家族も使用人も、皆して私に友達がいると思ってなかったみたいで」


「は？」


「普通に友達くらいいるって言っていたんだけれど。何故か驚くほど信用がないんだ、私」


「どうしてそこまで信用されていないんだ」


「それが分かっていたら、ちゃんと信用されるように振る舞ってるよ」


その言葉に苦笑する。まぁ、日頃の行いと言われてしまうと返す言葉もないのだが。


ふと視線を向けると、出されているお茶菓子がお兄様秘蔵の高級お菓子だった。妹の友達の初来訪に浮かれないでほしい。


アイザックの肩に手を置くと、真剣ぶって瞳をまっすぐ見据える。彼が息を呑んだ。


「頼むぞ、アイザック。もし侍女長やクリストファーに私との関係を聞かれたら、重々友達だって言っておいてくれ。これ以上寂しいやつだと思われたくない」


彼はしばらく私の顔を凝視していたが、やがて呆れたようにため息をついた。


向かい側のソファに座る。テーブルのティーポットを手に取って、自分で紅茶を注いだ。


「それで？　急にどうしたんだ。……あ、君に借りたノートだったらまだ写してない。明日まで待ってくれ」


「違う」


アイザックはしばらくもぞもぞと居心地が悪そうに視線を彷徨わせていたが、やがて、ちらりと私の顔を見た。


「……落ち込んでいるかと思ったが」


言葉の意味が分からず首を傾げる私に、彼は言いにくそうに言う。


「コンテストのことだ。勝ちたがっていただろう」


「ああ。……まぁ気にしていないわけじゃないけど」


軽く肩を竦めてみせる。


「今作戦を考えているところだよ。どうしようかなって」


「そうか」


どこかほっとしたような様子で息をつくアイザック。


その様子を眺めて、私は頭に過ぎった疑問を口にした。


「……もしかして君、心配して様子見に来たのか？　わざわざ？　家まで？」


「悪いか」


「いや悪かないけど」


結果を見た時の自分の反応を思い返す。取り乱したりはしなかったし、応援の言葉を掛けてくれるご令嬢たちにも余裕を持って対応できていたはずだ。


その、つもりだったのだが。


「参ったな。君が励まさないといけないぐらい、落ち込んだ顔してたのか」


「……何となく、そんな気がしただけだ」


「何となく」だなんて、彼らしくないことを言う。彼は根拠のないことを言うようなキャラクターではないはずだ。


やれやれ。もう少しポーカーフェイスの練習が必要かもしれないな。


「バートン」


身を乗り出したアイザックが、私の手に自分の手を重ねた。


彼の手のひらに、ぎゅっと握りこまれる。ペンだこの目立つ、硬い手だ。


「お前は魅力的な人間だ。それは僕が保証する」


やたらと真剣な顔で、彼は言う。眼鏡の奥の赤褐色の瞳が、私を映していた。


「何か僕に協力できることはないか。何でもする」


「……ふはっ」


あまりに真面目な顔だったので、つい噴き出してしまった。にらめっこだったら私の負けだ。


やれやれ、励まし方まで馬鹿真面目なやつだな。


「何でもする」なんて気軽に言ってはいけない。特に、私のようなやつには。


「ありがと、元気が出たよ」


「……なら、いい」


彼が私の手を放し、深く腰掛け直した。


「君がこんなに友達思いだなんて、知らなかったな」


「……僕がお前に優しくするのは……友達だからじゃない」


「ん？　……あー、なるほど」


頬を染めてこちらを見つめる彼に、私は頷き返した。読めたぞ。私は察しがいいので。


「親友だから、だろ？」


「……もう、それでいい」


彼は眼鏡の位置を直しながら、何故かため息をついた。


そんなに照れるくらいなら、わざわざ小っ恥ずかしいことを言わなければいいと思うのだが。


◇　◇　◇


ダンスパーティーの一件で義弟をエスコートするわ女装した攻略対象たちと踊らされるわで、ご令嬢の間での私の好感度は下がったかと思いきや、むしろ上がっていた。


騎士団の制服姿が予想以上に好評だったのだ。見た目最重視の乙女ゲームの世界だったおかげで助かった。


逆に他のミスターコンテスト参加者たちの好感度は少々下がったようだ。当然である。


順調だ。非常に順調だった。


ふらついた王太子殿下をお姫様抱っこで医務室に運んでやったり、「何でもする」の言質を盾にダンスの授業でアイザックをリフトしてやったり、友の会の会報に「バートン様のお言葉」コーナーを作ってもらって自らファンの質問に答えたり。


地道な草の根運動が実を結び、「後半の投票期間はバートン様に投票する」というご令嬢──と候補生──の声がよく聞こえるようになっていた。


何故候補生たちが私に投票するのかと言えば、ロベルトがコンテストを辞退したからだ。「俺には隊長と競う資格が」とか何とかで、鍛え直すとのことだ。


何を？


候補生たちがロベルトに投票していたのは、もともと「どうせ女子からの票なんか入らないだろ」という同情票だったらしいのだが──実際のところは候補生たちの想像以上に票が入っていたようだ。さすがは腐ってもイケメン攻略対象である──辞退を受けてじゃあ隊長に、という流れになったそうだ。


ロベルトから流れて来た票などいらない……などという高尚なことはまったく思わなかった。多いに越したことはない。むさくるしくても一票は一票だ。


ロベルト自身も「俺、隊長に投票します！」と言って満面の笑みでキラキラを飛ばしていた。いや、まぁロベルトであっても一票は一票だ。


選挙活動も順調、肉体と精神のコンディションも良い状態。手ごたえは十分だ。


逆転までは行かなくとも、いい勝負は出来るだろう。


人事は尽くした。最終結果発表が、いよいよ明日に迫っていた。


◇　◇　◇


翌日。王立第一学園ミスターコンテストの最終結果発表が行われた。


講堂にノミネートされた男子生徒が並び、多くの女子生徒がギャラリーとして見守る中、結果が書かれた大きな垂れ幕が、勢いよく下ろされる。


一位は、二位の私にダブルスコアどころかトリプルスコアの大差をつけた、王太子殿下だった。


歓声や落胆の声が講堂に響く。


結果を見た私がショックを受けたのかと言えば、そうではなかった。


確かに殿下の顔面は良い。すこぶるつきで良い。ゲームのファンの間でも一番人気のキャラクターだったのではないかと思う。身長は平均的だがスタイルも良い。今にも消えてしまいそうな儚げな雰囲気などは、私にはとても真似できるものではない。


しかしそれにしたって、最終結果の票差はあまりにやりすぎだった。


友の会のご令嬢や我がバートン隊の隊員たちが「投票した」と言ってきた明白な票数、そして中間発表の票数から考えても、数が合わないのだ。


そこに何か「見えざる手」による忖度が介入しているだろうことが、私でも容易に推測が出来てしまうレベルのお粗末なものだった。


では、その「見えざる手」の持ち主は誰か。


王太子殿下を勝たせることで得をするのは、誰か。


「リジー」


授賞式の準備のため一度舞台袖に引っ込むと、誰かが私を呼ぶ声がした。


振り向く間もなく腕を掴まれる。


「殿下？　あの」


「いいから、こっち。ついてきて」


有無を言わせない雰囲気の殿下に腕を引かれるまま、歩き出す。


彼の声は平淡で、何を考えているのかよく読み取れなかった。


連れて来られたのは、講堂のステージ裏手の控室だった。彼は部屋をずんずん横切り、隅に設けられた掃除用具入れを開ける。


「ここに入って」


「え」


返事も待たずに、掃除用具入れに押し込まれる。そして彼も同じ場所に身体をねじ込んできた。


いや、狭い。もともと人が入るように作られていないそこは、一人でもやっとという狭さである。いくら殿下が華奢でも、相当密着しないと二人は入れなかった。


大体貴族ばかりのこの学園で、掃除用具入れなど誰が使うのか。どう考えても背景を埋めるための飾りで作られたのがまる分かりの、申し訳程度の大きさだ。作るならちゃんと作ってほしい。


「あの、ちょっと、殿下。さすがに狭すぎます」


「きみが嵩張かさばるからでしょう？　もっとくっついて」


「嫌ですけど……」


無理矢理入り込んできた殿下が扉を閉める。半ば抱きつかれるような姿勢である。


パーソナルスペースを何と心得る。割と他人との距離感は近い方だと思うが、それにしたってこれはない。銀糸の髪が頬に当たってくすぐったいし、腕の所在に困る。吊革があったら掴みたい。気分は満員電車だった。


すぐそこに殿下の顔がある。至近距離で見てもたいそうお綺麗な顔だ。肌もやたらと透明感があるし、髪の毛のキューティクルもツヤツヤを通り越してトゥヤットゥヤである。


しかもふわりと花のような香りがした。イケメンは匂いまで良いのか。チートである。


「何なんです、一体」


「シィー」


人差し指で口を塞がれた。


口を噤むと、近づいてくる足音が鮮明に聞き取れるようになった。誰かがこの部屋に入ってきたようだ。殿下と二人、息を殺して耳を澄ませる。


「やれやれ、これで一安心だな」


「ええ。一時はどうなることかと思いましたが……これでお歴々もご納得いただけるでしょう。さすがは学園長先生、ご英断です」


二人の男の声がする。内容から考えて、一人は学園長。もう一人は……教頭だろうか。


いや、誰だっていい。問題は、会話の内容だった。


「たかが学園行事で、と思うのだが……王太子派の方々は手堅くていらっしゃる」


「万に一つも、ということでしょう。先日の御前試合でロベルト殿下が王太子殿下に勝ってしまわれたものですから、過敏になっていても無理はありません」


「ああも圧力を掛けられてはな。幸い、票数を調整したことには実行委員会の生徒も気づいていないようだ。さっさと幕を引いて、我々も忘れることにしよう」


思わず殿下の顔を見る。優美な微笑みは鳴りをひそめ、紫紺の瞳がまっすぐ扉の外へ向かっていた。


「見えざる手」の実行犯は学園長たちであったようだが、その裏には「王太子派」がいる。それがこのミスターコンテスト……そして、ややもすれば、ロベルトの暗殺未遂事件の真相だったらしい。


学園長たちの話がそれを裏付ける。ロベルトが王太子殿下に勝利した御前試合。そこからすべてが始まったのだとすれば、辻褄が合う。


ロベルトがノミネートされ、ミスターコンテストは兄弟対決で盛り上がっていた。万が一御前試合に続き王太子殿下が負けるようなことがあれば、その権威に傷が付くと考えた者がいたのだろう。


単なる学園行事だが、王立第一学園に通うのは上流貴族の子息がほとんどだ。政治と完全に切り離して考えることは出来ない。


そこでロベルトに怪我でもさせてみようと起こしたのが、件の暗殺未遂事件だ。ロベルトは無傷だったしその件とは直接の関係はないが、ロベルトは結果的にコンテストを辞退する。


それで王太子派が安心してくれればよかったのだが、彼らにとっては運の悪いことに、今年のコンテストには私がノミネートされていた。


非常に不本意であるし、出来るものならすぐにでも婚約解消したいところではあるのだが、現状の私はロベルトの婚約者だ。私をロベルトの一派と見做したならば──ロベルト自身がやたら私を応援していたのもその誤解に拍車をかけている気がするが──私が勝つ可能性を排除したいと考えたとしても、おかしくはない。


目の前にあった殿下の頭が動く。狭い空間で動かれて、彼の肘が鳩尾に食い込んだ。


痛いと抗議しようとしたところで、彼が掃除用具入れの扉を開け放った。


え、出るの？　今？


「学園長先生、教頭先生。票数の調整とは、どういうことですか」


「お、王太子殿下!?」


カツカツと靴の踵を鳴らして学園長と教頭に歩み寄る殿下。


半開きになった扉の隙間から、驚きに目を見開く二人の顔が見えた。


当たり前である。王太子殿下が掃除用具入れに入っているだなどと誰が予想するものか。


「……殿下。我々は貴方様やこの国の今後を思って行動しただけにすぎません」


一瞬狼狽えたものの、学園長は静かな声音で殿下に対応した。


だが、票数を操作したことについて、否定もしなかった。


「王太子殿下がロベルト殿下に負けることは、あってはならないのです。皆貴方様が勝つことを望んでいる。これはお二人の、ひいては国のためなのです」


「それが教育者のすることでしょうか。この神聖なる学び舎で、生徒たちの自主性を否定するような行いが許されるはずがない」


「殿下……ですが、我が学園は」


「いいえ、学園長」


学園長の言葉を遮って、殿下が言う。私からは後ろ姿しか見えないが、きっといつもの王太子スマイルを貼り付けているに違いない。


「私の学園です」


カツン。靴の音がする。殿下が一歩、学園長に歩み寄った。


「ここは王立第一学園」


殿下は背筋を伸ばして、学園長に対峙する。


非常に美しい立ち姿だった。立てば芍薬、座れば牡丹、歩く姿は何とやら、だ。


「品位のない行いは、王の名に傷をつけるものと心得よ」


後ろ姿からでも分かる。声だけでも分かる。殿下は怒っていた。


「貴殿らの行いが、一人の女子生徒を……一人の国民の名誉を傷つけたことを自覚しろ」


一人の女子生徒、と言われて一瞬首を捻ったが、……もしかして私のことだろうか。


確かに私は腹を立てているが、名誉を傷つけられたとは思っていない。そもそも傷つくほどの大層な名誉は持ち合わせていない。王族の変な争いに巻き込まれてしまって損をしたなぁという程度だ。


次に取るべき行動に思考を巡らせながら、私は半開きの扉に手を掛けた。


私の目的は、私に対する正当な女子生徒たちからの評価を知ること。ただそれだけだ。それならば──最短距離で行こう。


「殿下。私は何もことを荒立てるつもりはありません」


掃除用具入れから歩み出ると、三人の視線が私に集まる。


学園長と教頭は「まだ中に人がいたのか」という顔をしていた。いや、相当無理のある姿勢で入っていたので二人入るのは無理だ。良い子は真似しないでもらいたい。肩がガタピシする。


「人間ですから、いくら有能な先生方と言えど『間違い』は起こりえます。ヒューマンエラーを担当者個人の責任にして騒ぎ立てるのは経営者として得策ではありません」


殿下が不満げな視線を私に向ける。


「そうですよね？　先生方」


私がにこりと微笑みかけると、学園長の肩がびくりと跳ねた。はて、何故だろう。


「授業準備や教材研究、課外活動に保護者対応。その他諸々膨大な業務に日々忙殺されている先生方ですから。間違いが起きても不思議はありません」


「わ、我々は、間違いなど」


「何、一言おっしゃってくださればよいのです。みんなの前で、頭を下げて」


割り込んできた教頭の言葉を無視して、殿下の隣に並び、学園長と対峙する。


将を射るならまず馬を射るのが定石かもしれないが──拳で殴りつけるならば、頭からだ。


「『ごめんなさい』と。『数え間違えていました』と」


「な……」


「それで守ることが出来るなら、安いものではありませんか？」


不必要ににこやかに告げる私の前で、学園長が顔色を青くして固まっている。


そんなに怯えられると、まるで私が悪いことをしているかのようで人聞きが悪い。謝って訂正してほしいという、被害者として当然の主張をしているだけなのだが。


殿下が私の横顔を白けた顔で見つめている中で、私は学園長との距離をさらに詰め、耳打ちする。


「名誉も、威厳も。……安いものでしょう？　命よりは」






「良かったの？」


「何がでしょう？」


謝罪と訂正に向かう学園長たちを送り出したところで、殿下に問いかけられた。


「もっと大々的に摘発して糾弾することも出来た。彼らはきみの名誉を貶めたんだから」


「貶められて困るほど高尚な人間ではありませんので」


私は肩を竦めるが、殿下は納得のいっていないような表情のままだった。


少々意外だった。知り合いとはいえ、彼が私の名誉をここまで気にかけてくれるとは。


一人のただの国民のことをこうも慮おもんぱかることが出来るのだ。彼はきっと良い王様になるだろう。


殿下と向き合ったまま、私は芝居がかった調子でぽんと手を打った。


「ああ、ですが殿下も彼らを罰する権利をお持ちでしたね。私一人が勝手に決めてしまうのは確かに公正ではありません」


「権利？」


「ええ。彼らは殿下のお力を軽視した行動を取りました。極めて不敬です」


腕を組み、わざとらしく眉を顰めて首を振ってみせる。


「天下の王太子殿下を捕まえて、票を操作しなければ、私のような者に負けると思ったということですよ。不敬でなくて何になります」


私を見つめる殿下の目が、見る見るうちに見開かれていく。


彼の紫紺の瞳を見返し、私はにやりと唇で弧を描く。


「ということですので、殿下の名誉を毀損した分については殿下にお戻しします。そこは私が彼らに求めた贖罪とは何の関係もないところですから、どうぞ如何様にでも」


「……きみは、本当に……」


殿下が眉間を押さえてゆるゆると首を振り、ため息をついた。


私が罰しない代わりに、あとは殿下の方でうまいこと始末をしてもらおうという算段だ。もともと王族のごたごたに私が巻き込まれただけなのだから、返して何が悪い。


優秀な王太子であるところの殿下に任せておけば、うまいこと裏にいる人間をあぶり出し、何らかの処分を下してくれることだろう。


開き直って、胸を張る。


「性格が悪い、ですか？」


「いや。……良い性格をしているね」


「お褒めに与り光栄です」


「褒めていないよ」


「存じております」


ふっと殿下が噴き出した。どうやらご納得いただけたらしい。


さて講堂に戻ろうかと連れ立って部屋を出ようとしたところで、一つ言い忘れたことを思い出した。


「ああ、殿下」


呼び止めると、彼が立ち止まって振り返る。


「ありがとうございます」


紫紺の瞳が見開かれる。瞬きで起きた風が、空気を揺らした。


「怒ってくださって、嬉しかったですよ」


ウィンクを添えた私の言葉に、殿下はふいと視線を逸らしただけで、返事をしなかった。


◇　◇　◇


サドンデスマッチ。


直接対決というのは私好みの展開だが、おおよそミスターコンテストで聞く言葉ではない気がする。


学園長たちからの訂正と謝罪があり、一時講堂は騒然となった。そして再度貼り出された正しい集計結果に、さらにどよめきが広がる。


何と私と王太子殿下が、まったくの同票だったのだ。


あと何故かアイザックの票も増えていた。彼は中間発表からこっち、特に人気を集めるような行動はしていなかったと思うのだが……もしや、女装か？　女装なのか？


同票の私と殿下で優勝者決定戦をすることになり、急遽コンテストの実行委員が決めた勝負の内容がこちら。


題して「愛してるゲーム」。


互いに「愛してる」と言い合って、照れた方が負けという、前世でもお馴染みのアレである。どちらかが脱落するまで繰り返すので、確かにサドンデスマッチと言えるかもしれない。


一つ言わせてもらっていいだろうか？


決めたやつ、馬鹿なのか？


実行委員に特殊なご趣味の方が相当な権力を持って紛れ込んでいないだろうか。というかそいつ、転生者だったりしないだろうか。


顔の良い男同士の距離が近ければご令嬢は確かに沸くかもしれないが、これは誰が得をするんだ？　少なくとも私も殿下も得をしないことは確かである。


だが一参加者である私には、運営側の決めたルールをひっくり返す力はない。思うところは大いにあるが、せっかくここまで来たのだから勝利を持ち帰ろう。私は不毛な戦いに挑む覚悟を決めた。


厳正なるコイントスの結果、殿下が先攻となった。


「リジー」


向かい合った殿下が私を見つめる。


ギャラリーが息を呑み、数百人が集まっているとは思えないほどの静寂が周囲を満たす。紫紺の瞳には私しか映っておらず……まるで、二人きりだと錯覚しそうだ。


「愛してるよ」


きゃーっとご令嬢たちから歓声が上がった。


一方の私は、微笑みを湛えた表情のままでそれを受け流した。


ふむ、なるほど。


これは確かに少々むず痒いというか、こそばゆいというか。思わず噴き出してしまいそうになる。感覚としてはにらめっこが近いかもしれない。しかも互いに真顔の。


照れもせずおざなりでもなくやりきってみせたあたり、敵ながらあっぱれである。


妙に真に迫っているというか、実感がこもっているというか……演技力の高さも感じさせるような素晴らしい出来栄えだった。


しかし、私も殿下同様ポーカーフェイスは得意な方である。もちろん、演技も。


持久戦になるかもしれないと覚悟を決めて、私は殿下と対峙する。


「殿下」


くいっと殿下の顎を掴んで、こちらを向かせた。


今出来る最大限の、やさしく愛おしげな表情を作って、微笑みかける。


「愛していますよ」


囁いた瞬間、目の前の殿下の顔がかぁっと赤くなった。






    
  
  




しばし停止した後、彼は私の手をぱっと払い除けると、こちらから視線を逸らし、口許を右手で隠す。


ん？


あれ？


あれれ？


思っていた反応と、違うな？？？？


私を含め、観客一同ポカーンとしてしまう。


それはそうだろう。恐らく皆、殿下がいつもの王太子スマイルで躱し、サドンデスマッチの名にふさわしい根比べの勝負になるだろうと想像していたに違いない。


これは予想外だ。


殿下自身も予想外だったのか、気まずそうにこちらを見ようともしなかった。


「殿下」


「……何」


呼びかけると、非常に刺々しい声が返ってきた。八つ当たりはやめてもらいたい。


「殿下とロベルト、本当に血が繋がってらっしゃったんですね」


「今実感しないでくれる？」


私の言葉に、殿下が悔しげに歯を食いしばって呟いた。


かくして、私は目標のミスターコンテストのグランプリの座を手にした……のだが。


観客のご令嬢たちは皆、殿下の表情に釘付けになっていた。誰もがうっとりとした顔で殿下に熱すぎる視線を送っている。中にはふらりと倒れてしまったご令嬢もいた。


無理もない。人智を超えた美しい造形の殿下が頬を染めているのだ。しかも普段は余裕たっぷりの、アルカイックスマイルを崩さない王太子殿下が、である。照れているところなど皆見たことがなかったのだろう。


つまりはギャップである。


女の子はギャップに弱い。これは自然の摂理だ。


というわけで、私が勝ったにもかかわらず、コンテストの話題はすべて殿下が席巻するという結果になってしまった。お笑いグランプリで二位のコンビの方が売れる、みたいな現象である。


これが、試合に勝って勝負に負けた、というやつだろうか。


勝ったのに、非常に釈然としなかった。








あとがき






はじめまして、岡崎マサムネと申します。


この度は「モブ同然の悪役令嬢は男装して攻略対象の座を狙う」をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。






子どもの頃から「あとがき」というものに漠然と憧れていたのですが、いざ書くとなると何を書いたらよいか分からないもので、己の話題の引き出しの少なさにびっくりしています。最近食べておいしかったコンビニのホットスナックの話くらいしかネタがありません。


いっそ謝辞だけとかにしたらとてもストイックっぽくてかっこいいぞと思ったものの、よくよく考えてみたら自分がまったくストイックでないことに気が付いたので普通に書くことにしました。






宝くじを買うのが好きで半年に一回くらい購入しているのですが、三千円分買って三千三百円当たるというのをかれこれ五回ほど繰り返しています。


ちょっとだけ収支がプラスになる様子を何度も見ているうち、何となく「私の人生ってこんな感じだよなぁ」という気がしてきました。身の丈にあった幸せというかラッキーというか、少なくとも大当たりするようなタイプのラッキーを持ち合わせている人間ではないよなぁというのをひしひしと感じて、じっと手を見る。きっとそういう星の元に生まれたのだと思います。






そんな作者が書いた作品ですので、このお話が書籍化というまさに宝くじ級の幸運を引き当てたのは、作者の運が良いおかげでないことは明白です。


では何のおかげかといいますと、このお話を読んでくれている方の中にそれはもう類稀な豪運をお持ちの方がいて、その方のご利益のお裾分けをいただいたおかげで編集部の方の目に留まり、賞をいただいて書籍化という幸運を得ることができたのではないかと思う次第です。


その「持ってる」方は今この本を──しかもあとがきまで──読んでくださっているあなたかもしれません。幸運を分けてくださって、ありがとうございます。


分けていただいた幸運を少しでもお返しできるよう、楽しくてハッピーなお話をお届けするべく精進してまいりますので、今後も引き続き、エリザベスたちを応援していただけますと幸いです。






そして末筆ではございますが、この本を読んでくださった皆様をはじめ、イラストご担当の早瀬ジュンさま、コミカライズご担当のぐっちぇさま、瑛来イチさま、編集部の皆様、印刷所や書店の皆様、そしてＷｅｂ連載時からご覧いただいている読者の皆様などなど、関わってくださったすべての方々に厚く御礼申し上げます。本当にありがとうございます！


全員に宝くじが当たるように祈りつつ、今日はこの辺りで。









    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  





    
  





    
  





    
  





    
  





    
  





電子版特典SS


遠征訓練　～隊長の手料理を添えて～







「お前たち、このクソ暑いのに何を火なんか焚いているんだ」


「今度の遠征訓練の練習にと、教官たちが」


訓練場の隅で煙が上がっていると思ったら、候補生たちが汗だくになりながら焚き火を囲んでいた。


近くで教官の一人が伸びている。その横に、くぼみと切り込みを作った木の板と、そのくぼみにちょうどよくはまりそうな太さの木の棒が落ちていた。


木の板と棒の先が焦げている。どうやらサバイバル映画でよく見る、板のくぼみに木の棒を突っ込んでただがむしゃらに擦り続けるあのやり方で火をつけたらしかった。


きりもみ式というのだったか、素人ではまず成功しないと聞いたことがあるが……そのあたりの理屈はすべて腕力でねじ伏せたようだ。


そんなことをせずとも、マッチを持っていけばいいと思う。


「ついでなのでマシュマロ焼いてるんですよ」


「マシュマロがメインだろう、それは」


よく見ると、火を囲んでいる候補生たちは皆フォークにマシュマロを刺して炙っていた。


焚き火を見るとやりたくなる気持ちは分からないではないが、いくらなんでも炎天下で汗だくになってまで食べたいものではない。というかそんな状態で甘いものを食べたらくどくて仕方ないのではないか。必要なのは水分と塩分だろう。


「ロベルトも食う？」


「いや、俺はいい」


ロベルトが手を振って断る。


そういえばゲームでは、ロベルトは甘いものが苦手という設定だったのを思い出した。


「じゃあ隊長はどうですか？」


候補生がフォークに刺したマシュマロをこちらに差し出す。


一瞬迷ったが、溶けたマシュマロが今にもフォークから溢れ落ちそうだったので、慌ててかぶりついた。


熱い。甘い。


頭痛がしそうなほど暴力的に甘い。上顎の皮が剥がれそうなくらい熱い。


絶対に夏に食べるものではない。


ふと気づくと、候補生たちが不思議なものを見るような目で私を見ていた。


「何だ」


「いや、何か」


「隊長ってマシュマロとか食べるんだ、みたいな」


食べさせておいて何だ、その言い草は。


◇　◇　◇


遠征訓練の日。


俺はこの日をとても楽しみに待っていた。


何と言っても朝から晩まで、そして明日の朝まで、隊長と一緒なのだ。


それだけでも余りあるくらいに楽しみなのだが、騎士団で遠征を行うときの隊列の組み方や拠点の作り方を学んだり、交代で警備を行う訓練をしたり、さらには焚き火で料理をしたり肝試しをしたりとわくわくするような行事が目白押しだ。楽しみすぎて前日はよく眠れなかった。


遠征訓練は順調に進んだ。


荷物を引かせるために少数の馬を連れてはいるが、基本的には徒歩での行軍を想定した訓練だ。それほど遠くに行くわけではない。


昼過ぎには目的地に着き、拠点形成が始まった。


拠点とする場所の選び方、注意すべき点、水源の探し方。教官たちから基礎的なことを教わった。


今回はテントを使うが、それがない場合の代替となる寝床の作り方や、火の起こし方、水の蒸留の仕方。どれも初めて知ることばかりで非常に面白く、ためになった。


俺たちが拠点を作っている間に、教官たちは食事を用意してくれた。


明日の朝食は俺たちで準備をすることになっているが、今日は拠点作りを頑張った候補生の疲れを教官たちが労ってくれるという趣向だ。


庭園での茶会を除けば、野外で食事をすることなど滅多にない。むしろ行儀が悪いと咎められることだろう。それが今日だけは許されるというのが何となく特別な感じがするし、いったいどんな料理が出てくるのか、みな期待に胸を膨らませていた。


自然と作業の手も軽くなり、また教官たちが時折見回って指示をしてくれたのもあって、あっという間に拠点作りが完了した。まだ明るいが、教官たちの方も準備が整ったようなので、みなで集まって夕食を取る運びとなった。


暗くなる前に火おこしをするのが野外活動の基本らしいので、それにも則った形だ。


ふわりと香ばしい香りが漂ってくる。教官が真ん中に穴の開いた不思議な形のパンを配っていた。小麦を水で練ったあと、燃えにくい木に巻きつけて焼いた物だという。表面がぱりぱりとしているが、割ってみると中はもっちりと柔らかい。素朴なバゲットのような食感だ。焼き立てで温かいのもあって風味がより際立っている。


続いて器に盛られて並んでいるのはスープだった。乾燥した豆類を水で煮て戻したものに、日持ちのする野菜と拠点近くで調達した野草を足して、香辛料を加えて煮込んだそうだ。


他にメインとして、スライスした干し肉を教官が採集したきのこと合わせたソテーも用意されている。こちらも香辛料が使われているらしく、食欲をそそる香りがする。


香辛料は高価なものもあるが日持ちするので、限られた食材で自給自足しなければならない時を想定し、遠征時はある程度常備しておくのだとグリード教官が教えてくれた。


殺菌効果があるため食あたりを防ぐことができ、また臭いや味を誤魔化すことで食べ慣れない食材でも抵抗なく食べられるのだという。


いろいろな工夫が凝らされていて、どれも興味深い。味も悪くなかった。


メインの皿を手にしたところで、候補生に交じってスープの皿を手に持った隊長を見つけて声を掛けた。


「隊長が作ってくださった料理はどれですか？」


「あれだ」


隊長が指し示した先へ、わくわくしながら視線を向ける。


そこにあったのは……何と表現したら良いのか、俺には思いつかない料理だった。


見た目は、黒焦げの葉っぱの塊だ。


戸惑いながら、隊長に問いかける。


「ええと……これは、いったい何という料理で……？」


「『川魚を何匹かまとめてそのへんに生えてるデカめの葉っぱで包んで焚き火で蒸し焼きにし、塩をかけたやつ』」


「はい？」


「『川魚を何匹かまとめてそのへんに生えてるデカめの葉っぱで包んで焚き火で蒸し焼きにし、塩をかけたやつ』だ」


無遠慮に聞き返した俺に、隊長は二回も説明してくれた。


さすが隊長、料理をしたことのない俺でも作業工程までよく分かる合理的な名前だ。


俺たちの話を聞きつけて、ぞろぞろと集まってきた候補生と教官たちも料理を覗き込む。


「あの、隊長。これ焦げてません？」


「生焼けよりいいだろう。多少焦げていても死にはしない」


「無味なんですが」


「自分で好きなだけ掛けろ」


つまみ食いした候補生に、塩の入った瓶を投げ渡す隊長。


なるほど、大人数で食べる料理ともなると、全員の好みに合わせることは不可能だろう。それならば各自、好みに合わせて味付けをすれば良い。


料理というのは完成してから出すものだと思い込んでいた俺には到底思いつかない、素晴らしく画期的なアイデアだ。


「遠征では現地調達が基本になるからな。日持ちする食料は出来るだけ翌日以降に回して、その日調達できる食材だけで腹を満たすことが必要になる」


すらすらと話し出した隊長の言葉に、教官たちも候補生も、みな頷きながら聞き入っている。


「しかも川魚は加熱すれば毒性のない物が多い。動物と違って血抜きなんかの下処理なく食べられる、貴重なタンパク源だ」


隊長の声はよく通るしハキハキとしていて、聞いていて気持ちの良くなるような話し方だ。


話を聞いていると、頭の良くない俺でもよく分からないなりに何となく分かったような気分になるので感心してしまう。


きっと周りの教官たちなどは、もっときちんと理解しているのだと思う。


「包んだ葉が焦げるまで焼けば大抵中まで火が通るから、適当に放っておけばいい。常に周囲への警戒が必要な状況では料理にばかり気を取られていられない。火が通っていなければまた包み直して適当に火にくべておけばいい。そして塩分も各自必要なだけ取れる」


「まぁ……遠征での食事なんて、食べられるだけありがたいと思って食べるものであって、おいしさを追求するものではないよな」


ぽつりとグリード教官が呟いた。


それに追随するように、他の教官たちも声を上げる。


「むしろ、これを美味しいと感じる精神状態はヤバいという良い指標になるんじゃないか？」


「戦場では精神状態の維持は重要だからな……精神的な摩耗で戦線が崩壊することも多々ある」


教官たちの言葉を聞いて、候補生たちもそうか、と得心したようだ。みな口々に感想を述べる。


「これをおいしく感じる状況があるなんて……戦争がそんなに悲しいものだとは知りませんでした」


「俺たちは戦争を経験していませんが、二度と繰り返してはいけませんね……」


そこまで言ったところで、はっと何人かが息を飲んだ。


「まさか、隊長……俺たちにそれを伝えるために!?」


「…………」


隊長が神妙な顔をして黙っている。


どうやらその通りだったようだ。


さすがは隊長。俺たちの考えることなどお見通しで、さらにその一手先を読んで行動されているとは。


隊長を賛美する声があちこちから上がり始めたところで、隊長がすうと息を吸った。


反射で、全員一斉に口を噤つぐむ。一瞬の沈黙が満ちた。


隊長は、沈黙を切り裂き、よく通る声で一喝した。


「総員、黙食！」


「サー！　イエス！　サー！」


戦争で散っていった先人たちに思いを馳せ、黙祷を捧げて食せということですね！


さすがは隊長！






しばらくは黙って食事をしていたが、ふと隊長が他の教官に呼びかけたのをきっかけに、みな話をしながら食事を楽しむ雰囲気へと戻っていった。


テーブルマナーなどを気にせずに、適当な石や丸太に腰掛けてみなでわいわいと食事をするのも楽しく、食事もよりいっそう美味しく感じて、あっという間に時が過ぎた。


用意された食事が片付いた頃、焚き火の周りで賑やかな声が上がる。


何だろうと近づいてみると、俺よりも一歩先に様子を見に来ていたらしい隊長が呆れた様子でため息をついていた。


「またマシュマロ焼いてるのか、お前たち懲りないな」


「一度食べたらハマってしまって」


覗き込むと、何人かの候補生がマシュマロをフォークに刺して炙っている。


夜は日が落ちて涼しくなるとはいえ、まだ夏だ。寒いというものでもない。焚き火の周りは暑いくらいだった。隊長が呆れるのも無理はないだろう。


「ほい、ロベルトも」


「え」


差し出された物を、咄嗟に受け取ってしまった。


ビスケットに挟んだマシュマロだ。チョコレートまで一緒に挟まれている。マシュマロもだが、わざわざこのために持ってきたのだろう。


見るからに、甘そうだ。目眩のしそうな甘味を思い浮かべただけで、胸焼けがする。


隊長が不思議そうな顔で、俺を見た。


「食わないのか？　溶けるぞ」


「いえ、俺は」


思わず口ごもる。どうしよう。甘い物が苦手だから食べられないなどと甘えたことを言ったら、隊長は怒るだろうか。それとも……呆れるだろうか。


そう考えてしまって言葉の続きが出てこない俺を、隊長は隣でじっと眺めていた。


「そうか」


何かに納得したように呟いた隊長が、突如として身を屈めた。


そして俺の手元にあったマシュマロを、ばくり、と大きくひとくち齧る。


突然のことで、反応できなかった。


頭が混乱する。


何故、隊長が、マシュマロを、俺の、手から？？？？？


だが次の瞬間、その疑問は頭から吹き飛んだ。


隊長の目がきらりと光ったのを、確かに見てしまったからだ。


ばくり、ばくりと続けてかぶりつき、三口で全てを平らげてしまう。


もぐもぐと菓子を咀嚼しているその表情には……いつもの凛々しさとは違う、幼さのようなものが滲んでいた。


「……？」


ふと、なにか妙な音がしているのに気がついた。


何だろうと耳を澄ませて、その音が俺の内側から生まれていることを理解する。


心臓が、うるさく音を立てていたのだ。


耳の奥でどくどくと鼓動が……いや、動悸が聞こえる。そればかりか、胸が締め付けられるような感覚すら襲ってくる始末だ。


何だろう。食べ過ぎて胃もたれしたのか、それとも甘い匂いに胸焼けでもしたのか。


隊長は口の中の物を、ごくりと嚥下えんげする。


そして、満足そうに小さく鼻を鳴らした。


「うま」


きっと俺にしか聞こえていないだろう呟きとともに、隊長が親指で唇についたチョコレートを拭う。


俺はただ突っ立ってそれを眺めているだけなのに、ますます動悸が激しくなって──甘い物を食べたわけでもないのに、目眩がしそうだった。






食後の休憩が終わったところで、隊長が立ち上がった。


「では、私は戻る」


「気をつけてくださいよ」


「分かってる」


「え、」


教官たちの言葉に手を振って応じ、馬の元へ向かう隊長。


思わず声が漏れた。


だって、今日はずっと、一緒にいられるはずでは。


「隊長、帰ってしまうんですか!?」


「ああ、一旦帰って明日の朝もう一度来る」


「な、何故……？」


俺の疑問に、隊長は一瞬視線を逸らした。


そして自分の首の後ろに手を回して、やや言いづらそうに答える。


「家の者がうるさくてな」


隊長のそんな顔を見るのも、こんなに歯切れの悪い返事を聞くのも、初めてだった。


今日は初めてのことばかりだ。それで驚いて、動悸がするのだろうか？


動悸のせいで何となく調子がおかしい。妙に落ち着かない。


さっきだって、隊長はきっと俺が甘い物が苦手だと気づいて助けてくださったのに、まともにお礼も言えないままだった。


結局隊長は引き止める間もなく、馬で王都の方角へと走っていってしまう。食材を載せて来た馬のうち一頭の積み荷が空になっていて……それが隊長の愛馬だったことに、今気づいた。


最初から一人で王都に戻る予定だったのだろう。


隊長の背中をぽかんと見送ることしかできなかった俺に、教官が言い聞かせるように呟く。


「隊長、あれでいいとこのお嬢さんだからなぁ」


そう言われて思い出した。


そうだ。隊長は、女性なのだ。


候補生も教官も男ばかりのこの環境で、宿泊するわけにはいかないだろう。


確かに知っていたはずなのに、すっかり頭から抜け落ちていた。


本当に女性だったのか、と不思議な心地がする。


そしてそれを認識すると、別の疑問が頭に降って湧いた。


「では何故誰も送っていかないんですか!?」


「は？」


俺の言葉に、教官たちが不思議そうに目を見開いた。


「こんな時間に女性一人では危険です！」


「隊長が危険なら俺たちが行っても無駄だろ」


そう言われて、それもそうか、と思い至る。


だが同時に不安になった。


確かに隊長は強い。だがもし万が一、隊長に何かあったら？


俺は……隊長を一人で行かせたことを、後悔しないだろうか？


俺たち候補生のことは、隊長や教官たちが守ってくれている。


だが隊長のことは……いったい誰が、守るのだろうか。


つい先日、俺を庇って危険な目に遭った隊長の姿が脳裏を過よぎって、また動悸がする。


早く朝になってほしい。隊長の顔が見たい。


その日の夜がやけに長く感じられたのは、慣れないテントで眠ったせいだけではなかっただろう。
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モブ同然の悪役令嬢は男装して攻略対象の座を狙う

発行日　2022年10月１日　第１刷発行





本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームぺージ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





OEBPS/Images/embed0031_HD.jpg
X o

« X g 1R

: N O “m
_ | H w
g5 J

N \*_._
of:N

X

\ W

n

0

QA

IN'

>

:

54

=
A 3T
& N

:;%%%ﬁﬂﬁ -

Y >

NEE QAL ST G RN
S RNNTNE NN RN SROWTS

an - Ny g





OEBPS/Images/embed0025_HD.jpg
AN M;“

/ »«@77' :;‘7‘§
TN E: aA@u

SO ) GO R JHD

*HH?%LZ doak B e Y

20224%@%* i

—ERE TS VAT T =Y,






OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg
SeL .«,, X
2

R . .,M I\

2w ; P <ausgus s
ﬂﬁgmbw =7 0 Z3Y—HNLR i

BESXGPRL O v —

Ko
EBLHS

ey <






OEBPS/Images/embed0022_HD.jpg
TOFFCEETH
O C O[T R

A3

©
o






OEBPS/Images/embed0034_HD.jpg
. - W\ > ( ‘
sﬁatﬂ‘f—?”‘gﬂé &ﬁ&ﬁﬁtﬁ g '/E/ﬁt\x%gﬂﬁﬁiﬂ)lﬁ”—r{ﬁ E

Eﬂ#nb:{?r/a’)—gzw A /‘@&ﬂﬂ."’?‘u('n%ﬁﬂ..&aaﬁﬂ %2815

#

W DOSCIE Bl BOAULY %voss- 04895 || EE: HROE B BALST Yeoos-mE: Rih

9/30 EfE






OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg
Friend Data

Y bb5F -2

3628 Name

TUHNZ - /8=y

EAXER

LB Birthday
4898

¥ skill
AT, BEREZEBIT LK

HBOR Hobly RIEER
kL R.B. R BH
33& 84 Like

K. ABVEEY

EFRY Not like. .. -

HEoPEcE—7)

E-—VIN—T 4
5 & 2R
5%154 M REROFZELEAL [
5%304  HfHEH-50=25 ‘
68 RE-FHHL
68455  YvT— ‘
7% A -EZDEy b BB

[
88 MR

|
8 & 455 FRAHSRE

~

S





OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg
Friend Data

bYbEbLT -2

%AW Name
TAY v « FNTA—F

EXBFH
PEAED Birchday

8RA27H

1 skill

g

IR Hobby RIEHH Family
RE.BRE. FI2 R.BHBA.RO.Z

BERY Like
WIERRIE

EFRYW Not like... //J’f\v\‘

Q4 »uy. ﬁ@ﬁ(

EorkERS, [BETBEM->TVS] &,

o

QQ BRo2A4T12? _g°

ABBECzAREERMC
EuEuv, BEVSORBEBACHLTTZ60E25,
BATHREEVIPFEE VAL ATRMIHBLBBARL,

F—IOEZEPFPERLCA>TOAVEELLS PRV,
2AEYTBIEET—rRON? ZhEeHEHICHIFIBEH?
EHEHRELT. BEMFRABBEBLTVLI0D. ZhELEBEBHLTLI0H?
EBLTHRVOA? BHEIC. 2AZYTH,FZ?

------ Zhid. FHEERBECLHEZOTRAVESLS D,






OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
PRNEKS
0 X <P Y

% D
5 A
oD
y B
& o
E X
e 2

TO7v92





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg
#t®  HaRhYNK-R—=NEHNSY

oG






OEBPS/Images/embed0027_HD.jpg
) A i
T At ”}.5 I:/% 7@% #V79%|se !_ --

tobooks. jp/tearmoon/ El ':’:‘






OEBPS/Images/embed0024_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0032_HD.jpg
ENBBETATRIHEERS.
RARTBRI7/5—H8H! |

T AT

( - 2 \ \‘3‘5\“
'ﬁ%tli&?fbboélu#ﬂ#wﬁié CFEASEA M\w"ﬁ"‘tiﬁﬁt*@
’EE‘% IN—FINFETIPY AT~ Jﬁ’&ﬁ#bﬂ\(ﬁnﬁ»nr/&/—° g

3n51xE55 JINFIAWAR! J

oMIC
L5 b

» e wobs: w2 e
&l B R Faasl— Fv525-FK:NLR Bl FHWF Bfe: SUEF +v529-R% : Nardack





OEBPS/Images/embed0018.jpg
B® <(obz
B BE=ysi
WE BERAF
Xv524-BR RBva.v





OEBPS/Images/embed0021_HD.jpg
4
a
X
=
Z
[

BRA/
By |
LX7T
TV
BT
<z 7
%I 7
C=)CM
2
» 3
% R
e






OEBPS/Images/embed0029_HD.jpg
BERDLHIBREMETENT S.

BOEOBERT 75— H3M! |

y\
ﬁﬁﬁ&iéh')id) “HBOTE”F
BOEDT 7 290—. B!

s & Eh b Fh— P
% BEIH 1520 REWES 2: 25858 15ab:in





OEBPS/Images/embed0035_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg
Friend Data

Y bb5F -2

3628 Name
TFI=F -F4T7I5520Y

EXBR
LB Birchday
1MA14H
B Skill
BIEAU KEOSEEALAL ECTE3ED)

#MGk Hobby REHHK Family
F= R, B. REBH
FE&RY Like

ELLHD

EFRY Not like. ..
Buso

Q1 suy. serrsvzsre
M.
WTHLECTE, FREVTEVVHEFEREBETRELEVSERERLTVIDENEL,
Fh&--- ZhaBYEBEATLESIDHN. BV 3HnhoréLhivi,

Q2 2rosi7ur & /
9 .

EROBOA, o A&, BATH,

Q3 DDTOTF PRI W

BRREVS &N ETE2ATHKNEN LTHEVE,
Z5V5BHTR. EHCBET0r —FovvosrbLhhvih,

YI—RBEIATEEV?






OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0030_HD.jpg
ﬁ)’;#*%ﬁi mmﬁ;&}sane 2
FICREB L T E - RBBEAORTFIE
UL, FOBRRICHASHICE 270
B WSHHMERS [HOBH] DO
FICEZhTWBZE. ZLTRE- LV
T+ IEDBHRBHEERYFO>TL
BT, “ONEEIERED.
TH ZOFEFRICHMAT. BO# J@
121 POEBEADED Shhif, it
HWELICEThBES5, £TICEEL
FEDI 570, the 2 bEZAAT
REIREIN?

#:90L% 154k keepout

V IO (D255 LT s, AREI2I BEDhERESL
TRBAETEEIET. RELT OB WP EEERR!

p /=

TARDIERIL.

55'3"






OEBPS/Images/embed0026_HD.jpg
e

TO'J"'?‘?i- % H B (= 5,1/ 1=

books

OPEN!

https://to-corona-ex.com/





OEBPS/Images/embed0023_HD.jpg
il \\\\\\\ s NN RO

y RIAND
bR wity \\ [Royal LOVERS)€#I8s

H0MhisU—D N R \‘.
BELRWISR V \ < >
o 77 . =
Phaluen ¢

g

\\\“

=

= Eyesrmis NEASE |
= NFb—g6 IN=N2NRYAINK S “
W oag—Vy— g%msc.ﬁ\?wmg M

NAHA—=)NM NLh—g]






OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0033_HD.jpg
5
]

303

Mawumm 1= P MR

w o>

e HAER #HaR

mm.aﬂa iii!ﬁ'?ﬁﬂ"' 3
4Aoﬁmsaaw—»xswvgg, .-aa’l

w:u;zmam.a RO
unalitmmugmuw!;sn
s 2%

< ~

SbLERD S0w W EE TS Loy
&l PEE B BOEOZ500 ¥v3o5-EE AVAYAIAY &l F0A B AKHA ¥v525—RE :shnva

TijQ‘ZE:libﬁjX‘ -
JOX =EHEHEH HH!

WSl =8 /Al https:/to-corona-ex.com/

books





OEBPS/Images/embed0020_HD.jpg
R ASERS k.

G .
DO XERE 140!
mbhREO0SS

1 ‘
_ #EQD
== T RBIRSY:

\

AY
,i,w W ,%J






OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg
H4K R w6 D 3..\w,741%g:numb#m&

oG






OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		プロローグ


		私の前世、薄すぎ……？


		イケメンは作れる


		騎士、いいのでは？　モテるのでは？


		悪い子は、お尻ぺんぺんだ


		アメリカンな吹き替え風味を添えて


		ワンフォアオール、オールフォアワン！


		モテている。非常に順調にモテている。


		殿下の命とあらば忘れます。忘れました。


		どこの騎士も壁くらい登れますよ


		人間の腕は二本しかないんだぞ？


		王立第一学園、入学！


		Ｗｉｎ‐Ｗｉｎどころか、一人勝ち


		顔の良い男たちの距離が近いと〝沸く〟


		こう見えてロマンチストですので


		コーナーで差をつけるな


		ドレスとリボンが似合う男の子だよ


		全国の王太子の皆さん


		念願の婚約破棄


		エピローグ


		番外編　エリザベス・バートン被害者の会


		絶対に、落としてみせる　─エドワード─


		そしてその恋は、今も　─アイザック─


		特別書き下ろし　王立第一学園ミスターコンテスト


		あとがき


		巻末おまけ　キャラクタープロフィール紹介


		巻末おまけ　コミカライズ第一話試し読み


		電子版特典SS　遠征訓練　～隊長の手料理を添えて～


		電子特典イラスト


		奥付









Guide



			Cover








OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg
R E
KR = F1AVIN X

oG

FRHr =00






OEBPS/Images/embed0028_HD.jpg
HRIEFAELE, ZEF—LDETER
S ITUHFRADE XTI} EHIZHH
BL. BSIEBELTT H UA(HEHSR)
x4 EOM Y OBORFILLD LAL P

W OEEHE RRRRATFICRE LA d
TR L L B o7 ﬁurﬁmmzm,?g

Btiidk. 2B T 72057, HIE¥P
ETFHEMIIPDIRE. BRBERERME Y
HEWZERETEWT t%b‘é’(’&(lir_\;j

b

BHR)DBELHIERETEOTLS......
rzE?

S e

ERAADECSRITBELT

HIEMNROELZIED Eam

Bir ¥a B # .
#:[@vyLtr 520 BTy ‘






OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
e ——

=0/ % ~ " mmww A
‘/4/ S






OEBPS/Images/embed0014_HD.jpg
\rﬁu\f,m\iu:!/a A @IS F =2

Qﬂ FIEY., BshAEVEIFT?

SOEZAH, BEODARVEVWITAE -
Vob, E5VSHFEHEALELRRE LA,
EROFEBRARVOTEEEFRLLQ

Q2 nsosarur

O LEIFEICR>T<CABAL Ph,

Qg@&rmf—ﬂif:#uw\?

K EAH>THSTULES R,
o< b, —RITCHFIr BUATCMEZSRIBRRICITE AV,
BEM-oTVBBFAASTRIA—FTESL.

Db RoENEREBSBERD L.
FryTTCo2ECBALRBLLE,

/Q5 BALZRDZZCIL?

BELH—RICOTELRS., ZhUECRDZEBABVERS &,
BOTES D [SHAR] & [HYPES] H
Sh EBALEVRAZMFRE. RRAELBIA.





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg





